
        
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Web による情報提供 

追加情報や最新情報については，下記 Web サイトをごらんいただくか，弊社代理店ま

たは営業にお問い合わせください。 

 URL: http://www.FA-M3.com/ 

 

 営業連絡先 

FA-M3 営業相談窓口 

  東京 TEL.0422-52-6248 

  大阪 TEL.06-6341-1385 

 

技術的なご質問は，下記のテクニカルサポートにお問い合わせください。 

・FA-M3 技術相談窓口 

TEL.0422-52-5608 

 FAX.0422-55-1728 

 E-mail: QandA_PLC@cs.jp.yokogawa.com 

 
●オンラインマニュアル公開中 

横河電機 会員制サイト「Customer Portal （カスタマーポータル）」より，最新の 

取扱説明書をダウンロードできます。 

 URL : https://www.yokogawa.co.jp/member-site-info/ 

 
●QR コード 

YOKOGAWA 製品は，機器保全・機器管理業務にお役立ていただくために，製品に QR

コードを順次添付して出荷します。QR コードによって，購入製品の機器仕様の確認や，

取扱説明書の参照が可能です。詳細については次の URL をご参照ください。 

 URL: https://www.yokogawa.co.jp/qr-code 

QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。 
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All Rights Reserved Copyright © 1992, Yokogawa Electric Corporation 

該当製品 
● レンジフリーコントローラ FA-M3 

 

本書のドキュメント No.は次のとおりです。 

お問合せ，追加の説明書をご購入の場合はドキュメント No.をお知らせください。 

 

・ ドキュメント No. ：IM34M06C11-01 
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注意事項 

■ 本書に対する注意 

・ 本書は，最終ユーザまでお届けいただきますようお願いいたします。 

・ 本書は，本製品の使用の際に参照可能なように安全な場所に保管してください。 

・ 本製品は，装置の設計者や保守作業者など，専門知識を持つ方による取扱いを想

定しています。 

・ 本製品の操作は，本書をよく読んで内容を理解したのちに行ってください。 

・ 本書は，本製品に含まれる機能詳細を説明するものであり，お客様の特定目的に

適合することを保証するものではありません。 

・ 本書の一部または全部を，無断で転載，複製することは固くお断りします。 

・ 本書の内容については，将来予告なしに変更することがあります。 

・ 本書の内容について，もしご不審な点や誤り，記載もれなどお気付きのことがあ

りましたら，当社営業部または，お買い求めの代理店まで，ご連絡ください。 

■ 安全に関するシンボルマーク 

 

・ “取扱注意”を示しています。製品においては，人体および機器を保護するため

に，取扱説明書を参照する必要がある場所に付いています。 

 

 

・ 感電を防止するための“保護接地端子”を示しています。機器を操作する前に必

ず最短距離で保護接地（日本国内においてはＤ種接地）をしてください。 

 

 

・ 機器の安定動作のための“機能用接地端子”を示しています。機器を操作する前

に必ずグランドと接続してください。 

 

 

・ “交流”を示しています。 

 

 

・  “直流”を示しています。 
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以下のシンボルマークは，取扱説明書にのみ使用しています。 

警　告  

・ 感電事故など，取扱者の生命や身体に危険が及ぶ恐れがある場合に，その危険を

避けるための注意事項を記述してあります。 

注　意  

・ ソフトウェアやハードウェアを損傷したり，システムトラブルになる恐れがある

場合に，注意すべきことがらを記述してあります。 

Note 
・ 操作や機能を知る上で，重要な情報が記述してあります。 

■ 本製品の保護・安全および改造に関する注意 

・ 当該製品および当該製品で制御するシステムの保護・安全のため，当該製品を取

り扱う際は，本書の安全に関する指示事項その他の注意事項にしたがってくださ

い。なお，これらの指示事項に反する扱いをされた場合には，当該製品の保護機

能が損なわれる等，その機能が十分に発揮されない場合があり，この場合，当社

は一切，製品の品質・性能・機能および安全性を保証いたしません。 

・ 当該製品および当該製品で制御するシステムでの落雷防止装置や機器などの，当

該製品や制御システムに対する保護・安全回路の設置，または当該製品や制御シ

ステムを使用するプロセス，ラインのフールプルーフ設計やフェールセーフ設計

その他の保護・安全回路の設計および設置の場合は，お客様の判断で，適切に実

施され，また当該製品以外の機器で実現するなど別途検討いただき，また用意す

るようお願いいたします。 

・ 当該製品の部品や消耗品を交換する場合は，必ず当社の指定品を使用してくださ

い。 

・ 当該製品は原子力および放射線関連機器，鉄道施設，航空機器，舶用機器，航空

施設，医療機器などの人身に直接かかわるような状況下で使用されることを目的

として設計，製造されたものではありません。人身に直接かかわる安全性を要求

されるシステムに適用する場合には，お客様の責任において，当該製品以外の機

器・装置をもって人身に対する安全性を確保するシステムの構築をお願いいたし

ます。 

・ 当該製品を改造することは固くお断りいたします。 

・ 感電防止のため，配線作業等はすべての電源を OFF にしてから行ってください。 

・ 本製品はクラス A（工業環境用）機器です。本機を住宅環境で使用した場合は，電

磁妨害を引き起こすことがあります。そのような場合には，使用者は自己の責任

において適切な対策を講ずる必要があります。 

■ 本製品の免責 

・ 当社は，保証条項に定める場合を除き，当該製品に関していかなる保証も行いま

せん。 

・ 当該製品のご使用により，お客様または第三者が損害を被った場合，あるいは当

社の予測できない当該製品の欠陥などのため，お客様または第三者が被った損害

およびいかなる間接的損害に対しても，当社は責任を負いかねますのでご了承く

ださい。 
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■ ソフトウェアの取扱注意 

・ 当社は，保証条項に定める場合を除き，当該ソフトウェアに関していかなる保証

も行いません。 

・ 当該ソフトウェアは，特定された 1 台のコンピュータでご使用ください。 

・ 別のコンピュータに対してご使用になる場合は，別途ご購入ください。 

・ 当該ソフトウェアを，バックアップの目的以外でコピーすることは，固くお断り

いたします。 

・ 当該ソフトウェアの収められているオリジナルメディアは，大切に保管してくだ

さい。 

・ 当該ソフトウェアの逆コンパイル，逆アセンブルなど（リバースエンジニアリン

グ）を行うことは，固くお断りします。 

・ 当該ソフトウェアは，当社の事前の承認なしに，その全部または一部を譲渡，交

換，転貸などによって第三者に使用させることは，固くお断りいたします。 
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■ FA-M3／e-RT3 全般に対する注意 

● 下記の場所に設置してください 

・ 屋内で使用してください。 

・ 本機は開放型機器です。衝撃定格 IK08 以上の金属盤内に設置してください。 

・ 直射日光のあたらない，周囲温度が 0～55℃の場所。 

使用周囲温度が 0～55℃より狭いモジュールがありますので，ハードウェア取扱説

明書（IM 34M06C11-01）または該当する取扱説明書も参照してください。このよ

うなモジュールを実装した場合のシステム全体の使用周囲温度は，モジュール個

別の使用温度範囲に制限されます。  

・ 相対湿度が 10～90%の場所。 

結露の恐れのある場所では，スペースヒータ等により常時予熱するなどして結露

を防止してください。 

・ 汚染度 2 の場所。 

・ 腐食性ガスや可燃性ガスのない場所。 

・ 仕様を超えるような振動や衝撃がない場所。 

・ 放射線被曝の可能性がない場所。 

● 外部配線には適切な線材を使用してください 

・ 銅線のみを使用してください。 

・ 外部配線には温度定格 75℃以上の導線を使用してください。 

● 取付けねじは確実に締付けてください 

・ 各種モジュールの取付けねじや端子ねじは，誤動作などの原因にならないように

確実に締付けてください。 

・ 端子台ねじは，適正締付けトルクで締付けてください。 

適正締付けトルクはハードウェア取扱説明書（IM 34M06C11-01），または該当す

る取扱説明書を参照してください。 

● 接続ケーブルのロックは確実に行ってください 

・ 各種接続ケーブルのコネクタ部のロックは確実に行い，通電前に十分確認してく

ださい。 

● 非常停止回路は外部リレー回路で構成してください 

・ 本機を組込んだ装置の非常停止回路は，外部リレー回路で構成し，本機の運転・

停止状態を必ず組込んでください。 

● 接地は低インピーダンスとなるように行ってください 

・ 安全上の観点から，本機のアース端子[FG]は，保護接地 （日本国内においては D

種接地）してください。さらに，CE マーキング適合のためには，高周波において

も低インピーダンスを確保できるように編組線等を使用して接地してください。 

● ノイズに配慮した配置・配線を行ってください 

・ ノイズ源となりやすい部分とノイズの影響を受けやすい部分を分離して配置・配

線してください。分離には距離をとる，フィルタを挿入する，グランド系を分離

するなどの方法があります。  
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● CE マーキング適合のためには適切な設置を行ってください 

・ 本機を CE マーキングに適合させるためには，ハードウェア取扱説明書（IM 

34M06C11-01）の CE マーキング適合に関する記述にしたがって，設置およびケー

ブルの布設を行ってください。 

・ CE マーキングに適合しているモジュールについては，同書の付録 A2.を参照して

ください。 

● 保守部品のご用意をお奨めします 

・ モジュールの予備などの保守部品は，あらかじめご用意いただくことをお奨めし

ます。 

・ 本機を 10 年以上使用する場合は，予防保全（モジュール交換）が必要となります。 

● 装置に触れる前には静電気を放電させてください 

・ 乾燥した場所では過大な静電気が発生する恐れがありますので，装置に触れる際

は，あらかじめアースされた金属などに触れて静電気を放電させてください。 

● 汚れはやわらかい布でふき取ってください 

・ 本機表面の汚れは，やわらかい布を使って軽くふき取ってください。 

・ 布に水または中性洗剤を含ませる場合は固く絞ってからふき取ってください。 

モジュール内部に水分等が入り込むと，故障の原因になります。 

・ ベンジン，シンナーなどの揮発性のものや，薬品を用いてふいたりしますと変形，

変色，故障の原因となりますので絶対に使用しないでください。 

● 保管は高温・多湿の場所を避けてください 

・ CPU モジュールはバッテリを内蔵していますので，保管時は高温・多湿の場所を

避けてください。 

・ 高温の条件下ではバッテリの寿命が大幅に短縮されてしまうのでご注意ください。

（保存周囲温度-20～+75℃） 

・ CPU モジュールには，プログラムやデバイス情報，設定情報をバックアップする

ための電源としてリチウム電池が内蔵されています。F3SP☐☐の場合，このバッテ

リの寿命は，室温における無通電状態で 10 年以上となっています。F3RP6□，

F3RP7□，F3NP5□の場合，バッテリの寿命は各ハード取扱説明書に記載していま

す。 

ただし，バッテリの特性上，設置・保存場所の温度が極端に低い／高い所では，

これよりも寿命が短くなる場合が考えられます。バッテリ内蔵のモジュールを保

存される場合には，室温状態に置くことをおすすめします。 

● モジュールの着脱は電源 OFF の状態で行ってください 

・ 各モジュールの着脱は，電源モジュールの電源を OFF にしてから行ってください。

電源 ON のまま着脱を行うと，本機故障の原因となる場合があります。 

● モジュール内の部品には触れないでください 

・ モジュールのタイプによっては，右側面のフタを開ける事により ROM パックの装

着，設定スイッチの操作が可能です。その際，基板上の他の部品に触れないよう

にしてください。部品の損傷，故障の原因になる場合があります。 
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● モジュールの空き端子への配線はしないでください 

・ モジュールの外部接続用の端子台やコネクタの空き端子には配線しないでくださ

い。配線によりモジュール機能が損なわれる場合があります。 

● 電源には以下のものを使用してください 

・ 電源モジュールには FA-M3／e-RT3 専用の電源 F3PU□□-□□を必ず使用してくだ

さい。 

・ 本機を UL 認定機器として使用する場合には，外部供給電源には限定電圧／電流回

路またはクラス 2 電源を使用してください。 

・ 本機を CE 適合機器として使用する場合には，外部供給電源には危険電圧から強化

絶縁または二重絶縁された，SELV かつ限定エネルギー回路である電源を使用して

ください。 

● 配線は取扱説明書を参照して行ってください 

・ 外部配線図はハードウェア取扱説明書（IM 34M06C11-01）または該当する取扱説

明書を参照してください。出力信号の配線は同書の「A3.6.5 出力機器との接続」も

参照してください。 

・ 接地配線は同書の「A3.5.4 接地配線」を参照してください。 

● 欧州経済領域における認定代理人 

・ 本製品に関する欧州経済領域(EEA)における認定代理人 

Yokogawa Europe B. V. 

Euroweg 2, 3825 HD Amersfoort, The Netherlands 

● 英国における連絡先 

・ 本製品に関する英国における連絡先 

Yokogawa United Kingdom Limited. 

Stuart Road Manor Park Runcorn, WA7 1TR United Kingdom. 
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■ YHLS スレーブユニット TAH シリーズに対する注意 

● YHLS ケーブルの SHIELD 処理を行ってください 

・ YHLS ケーブルのドレイン線は，YHLS マスタモジュールの SHIELD 端子に確実に

接続してください。接続しないと YHLSのパフォーマンスを十分発揮できません。 

● ユニット内の部品には触れないでください 

・ ユニット背面のフタは取り外さないでください。取り外すと故障の原因になりま

す。 
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■ 廃電気電子機器 (WEEE) 

廃電気電子機器 

（EU WEEE 指令は EEA で, UK WEEE 規則は UK で有効です。） 

 

この製品は WEEE指令マーキング要求に準拠します。このマーキングは，この電気電子

製品を各国内の一般家庭廃棄物として廃棄してはならないことを示します。  

EEA または UK 内で製品を廃棄する場合はお近くの横河オフィスまでご連絡ください。 
 

■ 本製品のバッテリ廃棄方法について 

（下記記載内容は EEA で有効な EU 電池指令/規則および，UK 内で有効な UK 電池規則

に関するものです。） 

 

本製品にはバッテリが使用されているものがあります。 

以下のマーキングは，EU 電池指令/規則と UK 電池規則に規定されている通り，分別収

集が義務付けられていることを意味しています。 

 

本製品に組み込まれているバッテリにはお客様で取り外すことができるものと，取り外

すことができないものがあり，バッテリ廃棄方法は異なります。 

 

① お客様で取り外すことができるバッテリの扱い 

バッテリ取り外しが可能なモジュールは F3RP6□，F3RP7□，F3NP5□です。 

F3RP6□，F3RP7□，F3NP5□からバッテリを取り外し，バッテリ単体で処分する

場合は，廃棄する各国の国内法に従い処分してください。取り外し手順は F3RP6□，

F3RP7□，F3NP5□各ハード取扱説明書に記載しています。バッテリを取り外さな

いで製品本体とともに処分する場合は②を参照してください。 

 

② お客様で取り外すことができないバッテリの扱い 

製品に組み込まれているバッテリは製品本体とともに処分してください。 

EEAまたは UK内で製品を廃棄する場合はお近くの横河オフィスまでご連絡くださ

い。家庭廃棄物では処分しないでください。 

 

バッテリの種別：リチウム電池 
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はじめに 

■ 本書の概要 

本書は，FA-M3 のシステム構成，仕様，適合規格，実装等の説明と電源モジュール，

ベースモジュール，入出力モジュール，ケーブル，端子台ユニットの個別仕様について

説明を行っています。 

■ 本書の構成 

本書は，本編と FA-M3 バリュー(F3SC21-1N)編および FA-M3 バリュー2(F3SC22-□□，

F3SC23-□□)編から構成されています。 

● PART-A 本編 

FA-M3 システムのうち FA-M3 バリューに関する項目以外について説明しています。 

● PART-B FA-M3 バリュー(F3SC21-1N)編 

FA-M3 バリュー(F3SC21-1N)固有の事項について説明しています。 

● PART-C FA-M3 バリュー2(F3SC22-□□，F3SC23-□□)編 

FA-M3 バリュー2(F3SC22-□□，F3SC23-□□)固有の事項について説明しています。 

 

また，本編のA3章「実装と配線」，A4章「試運転および異常とその処置」，A5章「保

守と点検」については共通の項目ですので，FA-M3 バリューを使用する場合にも本編の

該当部分については必ずお読みください。 

■ 他の取扱説明書 

電源モジュール，ベースモジュール，入出力モジュール，ケーブル，端子台ユニット以

外の製品については，それぞれの製品の取扱説明書を参照してください。 

 
AT 互換系モジュールを使用する場合のシステム構成，仕様，実装については，「AT 互換 CPU モジュール（DX2，DX4 搭 
載）取扱説明書 AT 互換 CPU モジュール（MMX Pentium 搭載）取扱説明書」（IM34M06M12-01）および該当する取扱説 
明書を参照してください。 

● e-RT3 関連 

http://www.e-RT3.com/ で公開している取扱説明書をごらんください 
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A1. システム構成 

A1.1 システム構成 

■ 基本構成 

FA-M3 の基本構成となるのがユニットです。 

以下の機器から構成される最小単位のシステムのことです。ベースモジュールに各モ

ジュールを実装して，ユニットを構成します。 

表 A1.1 構成機器（モジュール） 

名称 記事 
ベースモジュール モジュール実装数により 6 種類あります。 
電源モジュール ベースモジュールに必ず 1 枚必要です。 
CPU モジュール 必ず 1 枚必要です。機能により数種類あります。 
入出力モジュール 入出力の種類，点数により各種用意されています。 
特殊モジュール アナログ入出力，通信等各種用意されています。 

■ メインユニット 

CPU モジュールが実装されたユニットをメインユニットと呼びます。 

メインユニットはユニット 1 台から構成されます。 

メインユニットのユニット番号は，0 です。 

■ サブユニット 

サブユニットとは，I/O 増設用ユニットです。CPU モジュールは非実装です。 

最大 7 台*1まで増設できます。サブユニットのユニット番号は，1～7*2です。 

I/O 処理点数は，最大 8192 点（CPU モジュール機種により異なる）まで可能です。 
*1：F3SP20, F3SP30 使用時は最大 6 台 
*2：F3SP20，F3SP30 使用時は 1～6 
 
 

 
図 A1.1 メインユニットとサブユニット 
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■ スロット番号 

スロット番号は， CPU モジュールや入出力モジュールを実装するスロット位置を示し

ます。スロット番号は 3 桁の整数で構成され，最上位桁がユニット番号となります。 

メインユニットでは，ユニット番号は 0 になります。 

 

F010302.VSD

スロット番号

電源モジュールの右側から，ベースモジュール
右端に向かうスロット位置：01～16

ユニット番号
　メインユニット：0
　サブユニット　：1～7

 
図 A1.2 スロット番号の定義 

 

001 002 003 004 005 006 007 008 009 010 011 012 013 014 015 016

電
源
モ
ジ
ュ
ー
ル

C 
P 
Uメインユニット

FA010101.VSD

入出力モジュール

スロット
番号 →

ユニット 0

 
図 A1.3 メインユニットにおけるスロット番号 

 



 A1-3
 

 IM 34M06C11-01  

 

■ 光 FA バス 2 による入出力点数の拡張例 

光 FA バス 2 モジュールをメインユニットとサブユニットの両方に実装し，この間を光

ファイバケーブルで接続します。 

これにより，遠距離の入出力の分散配置，入出力の点数拡張，および入出力モジュール

を高速で，かつノイズに強い通信で制御することができます。 

 
図 A1.4 入出力点数の拡張（光 FA バス 2） 

 

サブユニットが接続可能なユニット数は，最大 7 ユニットです。 

サブユニット番号はサブユニットに装着されている光 FA バス 2 モジュールのロータ

リースイッチの設定により決まります。 
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Note 
● FA バス 2 モジュールによる入出力点数の拡張例 

FA バス 2 モジュールを使用して，光 FA バス 2 モジュールと同様に入出力点数の拡

張が可能です。 

FA バス 2 モジュールは，サブユニット間の接続にシールド付きツイストペアケー

ブルを使用します。（光 FA バス 2 モジュールと比べて，ケーブル長は制限されま

す。） 
 

● μバスによる入出力点数の拡張例 

μバス親局モジュールを使用して，弊社の小形プログラマブルコントローラμ

FA20 の増設モジュールを接続すれば，入出力点数拡張と入出力の分散配置が行え

ます。 

（ただし，F3SP66，F3SP67，F3SP71，F3SP76，F3RP□□，F3NP□□は対象外で

す。） 

μバス親局モジュールは任意のスロットに装着できます。 

 

µ FA20 増設モジュール

バス総延長15m

FA-M3

電
源
モ
ジ
ュ
ー
ル

モ
ジ
ュ
ー
ル

Ｃ
Ｐ
Ｕ モ

ジ
ュ
ー
ル

　
バ
ス
親
局

µ

FA010104.VSD

µ

 
図 A1.5 入出力点数の拡張例（μバス） 

μバス親局モジュールは，メインユニットおよびサブユニットに実装でき，実装

可能なモジュール数は，最大 7 モジュールです。 

ただし，F3SP20，F3SP30 では最大 6 モジュールとなります。1 枚のμバス親局モ

ジュールには最大 4 台のμFA20 増設モジュールが接続できます。 
 

（例）6 スロット用ベースモジュールを使用してμバス親局モジュールを 5 枚実装し， 

μFA20 の 48 点増設モジュールを各 4 台接続すると，48(点)×4(台)×5(枚)= 960 点ま

で  入出力点数を拡張できます。 
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A1.2 モジュール実装の制限 
A1.2.1 実装位置の制限 

 電源モジュールはベースモジュールの一番左端のスロットに実装します。 

 スロット 1 に実装された CPU モジュールがメイン CPU モジュールになります。 

 スロット 2～スロット 4 に実装された CPU モジュールがアドオン CPU モジュール

になります。 

 入出力モジュールはスロット 2～スロット 4 にも実装可能ですが，入出力モジュー

ルよりスロット No.の大きい位置にはアドオンシーケンス CPU モジュールまたは

アドオン BASIC CPU モジュールを実装することはできません。 

CPU モジュールを複数枚実装する場合，I/O モジュールを CPU モジュール間に実装す

ることはできません。 

001

スロット
番号

スロット
番号002 003 004 005 006

･ ･ ･ ･

スロット
番号

･ ･
電
源

I
／
O
モ
ジ
ュ

ル

空
き

FA010201.VSD

電
源

電
源

001 002 003 004 005 006 001 002 003 004 005 006

I
／
O
モ
ジ
ュ

ル

I
／
O
モ
ジ
ュ

ル

I
／
O
モ
ジ
ュ

ル

I
／
O
モ
ジ
ュ

ル

メ
イ
ン
Ｃ
Ｐ
Ｕ
モ
ジ
ュ
ー
ル

 

ア
ド
オ
ン
Ｃ
Ｐ
Ｕ

メ
イ
ン
Ｃ
Ｐ
Ｕ
モ
ジ
ュ
ー
ル

ア
ド
オ
ン
Ｃ
Ｐ
Ｕ

メ
イ
ン
Ｃ
Ｐ
Ｕ
モ
ジ
ュ
ー
ル

ア
ド
オ
ン
Ｃ
Ｐ
Ｕ

 
図 A1.6 モジュール実装の制約 

 

Note 
電源モジュールはスロット 1～16 には実装しないでください。同一ユニット上にある他

のモジュールの故障の原因となります。 
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A1.2.2 CPU モジュールの実装の制限 
CPU モジュールはメインユニットの 1～4 スロットに最大 4 モジュールまで実装できま

す。 

表 A1.2 メイン CPU モジュールとアドオン CPU モジュールの組合わせ（1/2） 
 

実
装 
可
能
枚
数
*4 

アドオン CPU モジュール 

F
3S

P
21-0

N
 

F
3S

P
22-0S

 

F
3S

P
25-2

N
 

F
3S

P
35-5

N
 

F
3S

P
28-3

□
 

F
3S

P
38-6

□
 

F
3S

P
53-4

□
 

F
3S

P
58-6

□
 

F
3S

P
59-7S

 

F
3S

P
6
□

-□
S

 

F
3S

P
7
□

-□
N

 

F
3S

P
7
□

-□
S

 

F
3S

P
30-0

N
 

F
3S

P
20-0

N
 

F
3B

P
20-0

N
 

F
3B

P
30-0

N
 

F
3M

P
30-0

N
 

F
3C

P
40

-□
N

 

F
3C

P
41

-□
N

 

F
3C

P
42

-□
N

 

F
3C

P
53

-□
N

 

F
3F

P
36

-3N
 

F
3S

A
20-0

N
 

F
3S

A
30-0

N
 

 
メ
イ
ン
Ｃ
Ｐ
Ｕ
モ
ジ
ュ
｜
ル 

F3SP21-0N 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

*5 
○ × × ○ ○ ○ 

*3 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

F3SP22-0S 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × 

F3SP25-2N 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

*5  
○ × × ○ ○ ○ 

*3 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

F3SP35-5N 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

*5  
○ × × ○ ○ ○ 

*3 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

F3SP28-3□ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × 

F3SP38-6□ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × 

F3SP53-4□ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × 

F3SP58-6□ 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × 

F3SP59-7S 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × 

F3SP6□-□S 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × 

F3SP7□-□N 4 ○ 

*5 
○ ○ 

*5 
○ 

*5 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

*7 
× × ○ 

*5 
○ 

*5 
× × × × × × × × 

F3SP7□-□S 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

*7 
○ × × ○ ○ × × × × × × × × 

F3SP20-0N 1 ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × ○ 

*2 
○ 

*2 
× × × × × ○ ○ ○ 

F3SP30-0N 1 ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × ○ 

*2 
○ 

*2 
× × × × × ○ ○ ○ 

F3BP20-0N 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

*5 
○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

*2 
○ 

*2 

F3BP30-0N 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

*5 
○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

*2 
○ 

*2 

F3MP30-0N 1 ○ 

*3 
○ ○ 

*3 
○ 

*3 
○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 

*3 
× × 

F3CP40-□N 1 ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 

F3CP41-□N 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 

F3CP42-□N 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 

F3CP53-□N 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × 

F3FP36-3N 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○   ○ 

*3 
○ ○ ○ ○ × ○ ○ 

*1： F3SA20-0N，F3SA30-0N はメイン CPU モジュールとして使用することはできません。アドオン CPU モジュールと 
 して使用した場合の実装可能枚数は 3 枚です。 
*2： F3SP20-0N，F3SP30-0N，F3SA20-0N，F3SA30-0N の Rev.4 以降で使用可能です。 
*3： F3SP21-0N，F3SP25-2N，F3SP35-5N，F3FP36-3N の Rev.5 以降で使用可能です。 
*4： メイン CPU モジュールと同じ形名の CPU モジュールを，アドオン CPU モジュールに使用した場合，メイン CPU 
 モジュールを含めて合計何台使用できるかを示した値です。 
*5： 該当の組み合わせの場合，最大 2 モジュールまでの実装になります。 
*7：  F3SP7□-□N＋F3SP7□-□N＋F3SP21(25, 35 / F3BP20, 30)の組み合わせは不可。 
 F3SP7□-□N＋F3SP7□-□S＋F3SP21(25, 35 / F3BP20, 30)の組み合わせは不可。 
 F3SP7□-□S＋F3SP7□-□S＋F3SP21(25, 35 / F3BP20, 30)の組み合わせは可。 
 F3SP7□-□N＋F3SP7□-□S は可。 
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表 A1.2 メイン CPU モジュールとアドオン CPU モジュールの組合わせ（2/2） 
 

実
装 
可
能
枚
数
*4 

アドオン CPU モジュール 

F
3R

P
4
□
-5P

*6 

F
3R

P
5
□
-
□

P
 

F
3R

P
6
□
-2

□
 

F
3R

P
7
□
-
□
□

 

F
3N

P
5
□
-
□
□

 

F
3S

P
21-0

N
 

F
3S

P
22-0S

 

F
3S

P
25-2

N
 

F
3S

P
35-5

N
 

F
3S

P
28-3

N
 

F
3S

P
38-6

N
 

F
3S

P
53-4

H
 

F
3S

P
58-6

H
 

F
3S

P
28-3S

 

F
3S

P
38-6S

 

F
3S

P
53-4S

 

F
3S

P
58-6S

 

F
3S

P
59-7S

F
3S

P
6
□

-□
S

 

F
3S

P
7
□

-□
N

 

F
3S

P
7
□

-□
S

 

F
3B

P
□
□
-□

□
 

F
3M

P
□
□
-□

□
 

F
3C

P
□
□
-□

□
 

F
3F

P
36

-3N
 

そ
の
他 

 
メ
イ
ン
Ｃ
Ｐ
Ｕ
モ
ジ
ュ
｜
ル 

F3RP4□-5P*6  4 ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
*8 

○
*8 

× × × × × 

F3RP5□-□P 4 ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
*8 

○
*8 

× × × × × 

F3RP6□-2□ 4 ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
*8 

○
*8 

× × × × × 

F3RP7□-□□ 4 × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × × × ×
*8 

○
*8 

× × × × × 

F3NP5□-□□ 4 × × × ○ ○ × ○ × × × × × × × × × × × × × ○ × × × × × 

F3SP21-0N 4 × × × × ×                      

F3SP22-0S 4 ○ ○ ○ ○ ○                      

F3SP25-2N 4 × × × × ×                      

F3SP35-5N 4 × × × × ×                      

F3SP28-3N 4 × × × × ×                      

F3SP38-6N 4 × × × × ×                      

F3SP53-4H 4 × × × × ×                      

F3SP58-6H 4 × × × × ×                      

F3SP28-3S 4 ○ ○ ○ × ×                      

F3SP38-6S 4 ○ ○ ○ × ×                      

F3SP53-4S 4 ○ ○ ○ × ×                      

F3SP58-6S 4 ○ ○ ○ × ×                      

F3SP59-7S 4 ○ ○ ○ × ×                      

F3SP6□-□S 4 ○ ○ ○ × ×                      

F3SP7□-□N 4 ○ ○ ○ × ×                      

F3SP7□-□S 4 ○ ○ ○ ○ ○                      

F3BP□□-□□ 1 × × × × ×                      

F3MP□□-□□ 1 × × × × ×                      

F3CP□□-□□ 1 × × × × ×                      

F3FP36-3N 1 × × × × ×                      

その他 
× × × × × ×                      

*4： メイン CPU モジュールと同じ形名の CPU モジュールを，アドオン CPU モジュールに使用した場合，メイン CPU 
 モジュールを含めて合計何台使用できるかを示した値です。 
*6： F3RP4□-5P は REV08:03 以降が使用できます。 
*8： F3RP□□-□□にて ICE を使用したデバッグ起動を行う際は，注意が必要です。詳しくは e-RT3 テクニカル 
 サポートまでお問い合わせください。 
 

表 A1.2 メイン CPU モジュールとアドオン CPU モジュールの組合わせ (1/2)  
を参照してください 



 A1-8
 

 IM 34M06C11-01  

 

A1.2.3  I/O モジュールの実装の制限 
各 CPU モジュールが直接アクセス可能なモジュールおよび実装可能枚数は，表 A1.3 の

ようになります。ここで実装可能枚数とは，同一 I/O モジュールのみを実装した場合の

枚数制限です。 

 ○：実装可能枚数に制限のない I/O モジュールです。 

 ×：該当 CPU モジュールが直接アクセスできない I/O モジュールです。 

 数字は同一 I/O モジュールのみを実装した場合の実装可能枚数です。 

 

I/O モジュールの実装の制限には，各 I/O モジュールの実装可能枚数の他に，システム

全体での実装枚数制限があります。詳細については，「付録 A1. システム全体での実

装の制限」を参照してください。 

Note 
表 A1.3 において，網がけしているモジュールは，メインユニットに実装してください。 
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表 A1.3 CPU モジュールが直接アクセス可能なモジュールと実装可能枚数（1/6） 

モジュール 形名 

シーケンス CPU BASIC 

F
3S

P
21-0N

 

F
3S

P
22-0S

 

F
3S

P
28-3

□
 

F
3S

P
38-6

□
 

F
3S

P
53-4

□
 

F
3S

P
58-6

□
 

F
3S

P
59-7S

 

F
3S

P
66-4S

 

F
3S

P
67-6S

 

F
3S

P
71-4N

 

F
3S

P
76-7N

 

F
3S

P
71-4S

 

F
3S

P
76-7S

 

F
3B

P
20-0N

 

F
3B

P
30-0N

 

メモリカード  F3EM01-0N 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 × × 

デジタル入力 

 F3XA□□-□N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XH04-3N 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16*2 16*2 
 F3XC08-0□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD08-6□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD16-□F ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD16-3H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD32-□F 64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD16-□N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD32-□N 64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD64-□□ 32 64 64 ○ 64 ○ ○ 64 ○ 64 ○ 64 ○ ○ ○ 

パルス入力  F3XS04-□N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 

デジタル出力 

 F3YA08-2N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YC08-0C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YC08-0N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YC16-0N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD04-7N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD08-□□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD14-5□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD32-1□ 64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD64-1□ 32 64 64 ○ 64 ○ ○ 64 ○ 64 ○ 64 ○ ○ ○ 

入出力  F3WD64-□□ 32 64 64 ○ 64 ○ ○ 64 ○ 64 ○ 64 ○ ○ ○ 

アナログ入力 
 F3AD04-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3AD08-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 

アナログ出力 

 F3DA02-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3DA04-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3DA08-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 

温度調節･モニタ 
 F3CT04-□N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 
 F3CR04-□N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 

PID 制御  F3CV04-1N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 
温度調節･PID 制御  F3CU04-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
温度モニタ  F3CX04-0□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
断線検出  F3HB08-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 

高速データ収集 

 F3HA08-0N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 
 F3HA06-1R 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 
 F3HA12-1R 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

ASi 親局  F3LA01-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
PROFIBUS-DP  F3LB01-0N 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 

Ethernet 
インタフェース 

 F3LE01-□T 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 
 F3LE01-5T 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 
 F3LE11-□T 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 
 F3LE12-□T 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 

NX インタフェース  F3NX01-□N 
2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 

× × 

モデム  F3LM01-1N 6*1 6*1 

EtherNet/IP 
インタフェース  F3LN01-0N × 1*16 × × × × × × × × × 1*16 2*16 × × 

FL-net 
インタフェース 

 F3LX01-0N × 1*16 
1*11 

 *16 
2*11 

 *16 
1*11 

 *16 
2*11 

 *16 
2*11 

 *16 
× × × × × × × × 

 F3LX02-1N × 1*16 
1*11 

 *16 

2*11 

 *16 

1*11 

 *16 

2*11 

 *16 

2*11 

 *16 1*16 2*16 1*16 2*16 1*16 2*16 × × 

 F3LX02-2N × 1*16 
1*11 

 *16 
2*11 

 *16 
1*11 

 *16 
2*11 

 *16 
2*11 

 *16 
1*16 2*16 1*16 2*16 1*16 2*16 × × 

DeviceNet 
インタフェース 

 F3LD01-0N 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 
 F3LD02-1N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

CAN2.0B 
インタフェース 

 F3LD21-0N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

Modbus 
インタフェース 

 F3LC31-2F 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 

GP-IB 通信  F3GB01-0N *7 8 2*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 
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 表 A1.3 CPU モジュールが直接アクセス可能なモジュールと実装可能枚数（2/6） 

モジュール名 形名 

シーケンス CPU BASIC 

F
3S

P
21-0N

 

F
3S

P
22-0S

 

F
3S

P
28-3

□
 

F
3S

P
38-6

□
 

F
3S

P
53-4

□
 

F
3S

P
58-6

□
 

F
3S

P
59-7S

 

F
3S

P
66-4S

 

F
3S

P
67-6S

 

F
3S

P
71-4N

 

F
3S

P
76-7N

 

F
3S

P
71-4S

 

F
3S

P
76-7S

 

F
3B

P
20-0N

 

F
3B

P
30-0N

 

パソコンリンク 

 F3LC11-1F 

2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 
 F3LC11-1N 
 F3LC11-2□ 
 F3LC12-1F 

ラダー通信 

 F3RZ81-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 × × 

 F3RZ81-0F 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 × × 

 F3RZ82-0F 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 × × 

 F3RZ91-0□ 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 × × 

RS-232-C 通信  F3RS22-0N × × × × × × × × × × × × × 36 36 
RS-422-A 通信  F3RS41-0N × × × × × × × × × × × × × 36 36 
マルチリンク  F3LC21-1N 2*1 × × × × × × × × × × × × 6*1 6*1 

UT リンク *9  F3LC51-2N 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
FA リンク  F3LP01-0N 2*3 

*10 

*16 

  8*3 

*10 

*16 

8*3 

*10 

*16 

8*3 

*10 

*16 

8*3 

*10 

*16 

8*3 

*10 

*16 

8*3 

*10 

*16 

8*3 

*10 

*16 

8*3 

*10 

*16 
×*12 ×*12 

8*3 

*10 

*16 

8*3 

*10 

*16 
× × FA リンク H  F3LP02-0N 

光 FAリンク H  F3LP12-0N 

FA リンク H2  F3LP32-0N × 
  8*3 

*10 

*16 

8*3 

  *10*15 

*16 

8*3 

  *10*15 

*16 

8*3 

  *10*15 

*16 

8*3 

  *10*15 

*16 

8*3 

  *10*15 

*16 

8*3 

  *10*15 

*16 

8*3 

  *10*15 

*16 
×*12 ×*12 

8*3 

*10 

*16 

8*3 

*10 

*16 
× × 

YHLS マスタ 
 F3LH0□-0N 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 
 F3LH01-1N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 
 F3LH02-1N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 

光 FA バス  F3LR01-0N 
7*5 

*6 
7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 光 FA バス 2  F3LR02-0N 

FAバス 2  F3LR02-1W 

μバス親局  F3LU01-0N 
7*5 

 *6 
7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 × × × × × × 7*5 7*5 

高速カウンタ 
 F3XP01-0H 32 64 64 ○ 64 ○ ○ 64 ○ 64 ○ 64 ○ ○ ○ 

 F3XP02-0H 32 64 64 ○ 64 ○ ○ 64 ○ 64 ○ 64 ○ ○ ○ 

位置決め 
多チャネルパルス 
出力形 

 F3YP04-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3YP08-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3YP14-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3YP18-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3YP22-0P 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 
 F3YP24-0P 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 
 F3YP28-0P 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 

位置決め 
 F3NC01-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3NC02-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 

 

高機能版位置指
令パルス出力形 

 F3NC11-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3NC12-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 

位置指令パルス 
出力形 

 F3NC32-0N 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 
 F3NC34-0N 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 

速度指令電圧 
出力形 

 F3NC51-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3NC52-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 

トルク制御用  F3NC61-0N 32 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
MECHATROLINK-Ⅱ  F3NC96-0N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 
MECHATROLINK-Ⅲ  F3NC97-0N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

 CANインタフェース 
 F3UM11-0N × × × × × × × × × × × × × × × 

 F3UM12-0N × × × × × × × × × × × × × × × 

 多チャネルRS通信  F3UM13-2N × × × × × × × × × × × × × × × 

 ハードディスク 
 F3HD30-1N × × × × × × × × × × × × × × × 

 F3HD31-2N × × × × × × × × × × × × × × × 

 F3HD31-3N × × × × × × × × × × × × × × × 

 PCカード  F3PM20-0N × × × × × × × × × × × × × × × 
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表 A1.3 CPU モジュールが直接アクセス可能なモジュールと実装可能枚数（3/6） 

 

  

モジュール名 形名 

RTOS-CPU IEC 
CPU 

F
3R

P
5
□

-□
P

 

F
3R

P
61-2

□
 

F
3R

P
62-2

□
 

F
3R

P
7
□

-□
□

 

F
3R

P
70-2L 

F
3N

P
5
□

-□
□

 

メモリカード  F3EM01-0N × × × × × × 

デジタル入力 

 F3XA□□-□N ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XH04-3N 16*2 16*2 16*2 16*2 16*2 16*2 
 F3XC08-0□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD08-6□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD16-□F ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD16-3H ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD32-□F ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD16-□N ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD32-□N ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD64-□□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

パルス入力  F3XS04-□N 36 36 36 36 36 36 

デジタル出力 

 F3YA08-2N ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YC08-0C ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YC08-0N ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YC16-0N ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD04-7N ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD08-□□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD14-5□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD32-1□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD64-1□ ○ ○ ○ ○ ○ ○*17 

入出力  F3WD64-□□ ○ ○ ○ ○ ○ ○*17 

アナログ入力 
 F3AD04-□□ 36 36 36 36 36 36 
 F3AD08-□□ 36 36 36 36 36 36 

アナログ出力 

 F3DA02-□□ 36 36 36 36 36 36 
 F3DA04-□□ 36 36 36 36 36 36 
 F3DA08-□□ 36 36 36 36 36 36 

温度調節･モニタ 
 F3CT04-□N 28 28 28 28 28 28 
 F3CR04-□N 28 28 28 28 28 28 

PID 制御  F3CV04-1N 28 28 28 28 28 28 
温度調節･PID 制御  F3CU04-□□ 36 36 36 36 36 36 
温度モニタ  F3CX04-0□ 36 36 36 36 36 36 
断線検出  F3HB08-0N 36 36 36 36 36 36 

高速データ収集 

 F3HA08-0N 8 8 8 8 8 8 
 F3HA06-1R  8 8 8 8 8 8 
 F3HA12-1R  8 8 8 8 8 8 

ASi 親局  F3LA01-0N 36 36 36 36 36 36 
PROFIBUS-DP  F3LB01-0N 16 16 16 16 16 16 

Ethernet 
インタフェース 

 F3LE01-□T 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 
 F3LE01-5T 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 
 F3LE11-□T 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 
 F3LE12-□T 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 6*1*13 

NX インタフェース  F3NX01-□N × × × × × × 

モデム  F3LM01-1N × × × × × × 

EtherNet/IP 
インタフェース 

 F3LN01-0N × × × 2*16 × × 

FL-net 
インタフェース 

 F3LX01-0N 2*16 2*16 2*16 2*16 × × 
 F3LX02-1N 2*16 2*16 2*16 2*16 × × 
 F3LX02-2N 2*16 2*16 2*16 2*16 2*16 *18 × 

DeviceNet 
インタフェース 

 F3LD01-0N 16 16 16 16 16 16 
 F3LD02-1N 8 8 8 8 8 8 

CAN2.0B 
インタフェース 

 F3LD21-0N 8 8 8 8 8 8 

Modbus 
インタフェース 

 F3LC31-2F 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 

GP-IB 通信  F3GB01-0N *7 8 ｘ*1 8 ｘ*1 8 ｘ*1 8 ｘ*1 8 ｘ*1 8 ｘ*1 
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表 A1.3 CPU モジュールが直接アクセス可能なモジュールと実装可能枚数（4/6） 

モジュール名 形名 

RTOS-CPU IEC 
CPU 

F
3R

P
5
□

-□
P

 

F
3R

P
61-2

□
 

F
3R

P
62-2

□
 

F
3R

P
7
□

-□
□

 

F
3R

P
70-2L 

F
3N

P
5
□

-□
□

 

パソコンリンク 

 F3LC11-1F 

6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 6*1 
 F3LC11-1N 
 F3LC11-2□ 
 F3LC12-1F 

ラダー通信 

 F3RZ81-0N 36 36 36 36 36 36 
 F3RZ81-0F 36 36 36 36 36 36 
 F3RZ82-0F 36 36 36 36 36 36 
 F3RZ91-0□ 36 36 36 36 36 36 

RS-232-C 通信  F3RS22-0N × × × × × × 

RS-422-A 通信  F3RS41-0N × × × × × × 

マルチリンク  F3LC21-1N × × × × × × 

UT リンク *9  F3LC51-2N × × × × × × 

FA リンク  F3LP01-0N × × × × × × 

FA リンク H  F3LP02-0N × × × × × × 

光 FAリンク H  F3LP12-0N × × × × × × 

FA リンク H2  F3LP32-0N × × × × × × 

YHLS マスタ 
 F3LH0□-0N 15 15 15 15 15 15 
 F3LH01-1N 28 28 28 28 28 28 
 F3LH02-1N 28 28 28 28 28 28 

光 FA バス  F3LR01-0N 
7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 光 FA バス 2  F3LR02-0N 

FAバス 2  F3LR02-1W 
μバス親局  F3LU01-0N × × × × × × 

高速カウンタ 
 F3XP01-0H ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XP02-0H ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

位置決め 
多チャネルパルス 
出力形 

 F3YP04-0N 36 36 36 36 36 36 
 F3YP08-0N 36 36 36 36 36 36 
 F3YP14-0N 36 36 36 36 36 36 
 F3YP18-0N 36 36 36 36 36 36 
 F3YP22-0P 16 16 16 16 16 16 
 F3YP24-0P 16 16 16 16 16 16 
 F3YP28-0P 16 16 16 16 16 16 

位置決め 
 F3NC01-0N 36 36 36 36 36 36 
 F3NC02-0N 36 36 36 36 36 36 

  

高機能版位置指令
パルス出力形 

 F3NC11-0N 36 36 36 36 36 36 
 F3NC12-0N 36 36 36 36 36 36 

位置指令パルス 
出力形 

 F3NC32-0N 36 36 36 36 36 36 
 F3NC34-0N 36 36 36 36 36 36 

速度指令電圧 
出力形 

 F3NC51-0N 36 36 36 36 36 36 
 F3NC52-0N 36 36 36 36 36 36 

トルク制御用  F3NC61-0N 36 36 36 36 36 36 
MECHATROLINK-Ⅱ  F3NC96-0N 8 8 8 8 8 8 
MECHATROLINK-Ⅲ  F3NC97-0N 8 8 8 8 8 8 

CAN 
インタフェース 

 F3UM11-0N × × 4*14 × × × 

 F3UM12-0N × × 4*14 × × × 

多チャネル RS 通信  F3UM13-2N × 4 4*14 × × × 

ハードディスク 
 F3HD30-1N × × × × × × 

 F3HD31-2N × × × × × × 

 F3HD31-3N × × × × × × 

PC カード  F3PM20-0N × × × × × × 
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表 A1.3 CPU モジュールが直接アクセス可能なモジュールと実装可能枚数（5/6） 

モジュール名 形名 

シーケンス CPU  AT 互換 CPU 

F
3S

P
20-0N

 

F
3S

P
30-0N

 

F
3S

A
20-0N

 

F
3S

A
30-0N

 

F
3S

P
25-2N

 

F
3S

P
35-5N

 

F
3F

P
36-3N

 

F
3M

P
30-0N

 

F
3C

P
40-□

N
 

F
3C

P
41/42-□

N
 

F
3C

P
53-□

N
 

メモリカード  F3EM01-0N × × × × 6*1 6*1 × × × × × 

デジタル入力 

 F3XA□□-□N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XH04-3N 16 16 16 16 16 16 16 16*2 16*2 16*2 16*2 
 F3XC08-0□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD08-6□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD16-□F ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD16-3H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD32-□F 64 64 64 64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD16-□N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD32-□N 64 64 64 64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3XD64-□□ 32 32 32 32 64 ○ 64 ○ ○ ○ ○ 

パルス入力  F3XS04-□N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 

デジタル出力 

 F3YA08-2N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YC08-0C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YC08-0N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YC16-0N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD04-7N ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD08-□□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD14-5□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD32-1□ 64 64 64 64 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 F3YD64-1□ 32 32 32 32 64 ○ 64 ○ ○ ○ ○ 

入出力  F3WD64-□□ 32 32 32 32 64 ○ 64 ○ ○ ○ ○ 

アナログ入力 
 F3AD04-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3AD08-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 

アナログ出力 

 F3DA02-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3DA04-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
 F3DA08-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 

温度調節･モニタ 
 F3CT04-□N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 
 F3CR04-□N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 

PID 制御  F3CV04-1N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 
温度調節･PID 制御  F3CU04-□□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
温度モニタ  F3CX04-0□ 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 
断線検出  F3HB08-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 

高速データ収集 

 F3HA08-0N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 
 F3HA06-1R  8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 
 F3HA12-1R  8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

ASi 親局  F3LA01-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 
PROFIBUS-DP  F3LB01-0N 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 

Ethernet 
インタフェース 

 F3LE01-□T × × × × 6*1 6*1 6*1 × × × × 

 F3LE01-5T 2*1 6*1 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 × × × × 

 F3LE11-□T × × × × 6*1 6*1 6*1 × × × × 

 F3LE12-□T × × × × 6*1 6*1 6*1 × × × × 

NX インタフェース  F3NX01-□N 
2*1 6*1 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 

× × × × 

モデム  F3LM01-1N × × × × 

EtherNet/IP 
インタフェース 

 F3LN01-0N × × × × × × × × × × × 

FL-net 
インタフェース 

 F3LX01-0N × × × × × × × × × × × 

 F3LX02-1N × × × × × × × × × × × 
 F3LX02-2N × × × × × × × × × × × 

DeviceNet 
インタフェース 

 F3LD01-0N 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 
 F3LD02-1N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

CAN2.0B 
インタフェース 

 F3LD21-0N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

Modbus 
インタフェース 

 F3LC31-2F 2*1 6*1 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 × × × × 

GP-IB 通信  F3GB01-0N *7 8 2*1 8 6*1 8 2*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 6*1 8 ｘ*1 8 ｘ*1 8 ｘ*1 8 ｘ*1 

  

ML ﾊ゙ ｽ 
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表 A1.3 CPU モジュールが直接アクセス可能なモジュールと実装可能枚数（6/6） 

モジュール名 形名 

シーケンス CPU  AT 互換 CPU 

F
3S

P
20-0N

 

F
3S

P
30-0N

 

F
3S

A
20-0N

 

F
3S

A
30-0N

 

F
3S

P
25-2N

 

F
3S

P
35-5N

 

F
3F

P
36-3N

 

F
3M

P
30-0N

 

F
3C

P
40-□

N
 

F
3C

P
41/42-□

N
 

F
3C

P
53-□

N
 

パソコンリンク 

 F3LC11-1F 

2*1 6*1 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 

× × × × 

 F3LC11-1N × × × × 

 F3LC11-2□ × × × × 

 F3LC12-1F × × × × 

ラダー通信 

 F3RZ81-0N 32 32 32 32 36 36 36 × 36 36 36 
 F3RZ81-0F 28 28 28 28 28 28 28 × 28 28 28 
 F3RZ82-0F 28 28 28 28 28 28 28 × 28 28 28 
 F3RZ91-0□ 32 32 32 32 36 36 36 × 36 36 36 

RS-232-C 通信  F3RS22-0N × × × × × × × 36 36 36 36 
RS-422-A 通信  F3RS41-0N × × × × × × × 36 36 36 36 
マルチリンク  F3LC21-1N 2*1 6*1 2*1 6*1 6*1 6*1 6*1 × × × × 

UT リンク *9  F3LC51-2N 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
FA リンク  F3LP01-0N 2 2 × × 8*3 

   *6 

*16 

8*3 

   *6 

*16 

8*3 

 *4 

*6  *16 

× × × × 

FA リンク H  F3LP02-0N × × × × × × × × 

光 FAリンク H  F3LP12-0N × × × × × × × × 

FA リンク H2  F3LP32-0N × × × × × × × × × × × 

YHLS マスタ 
 F3LH0□-0N 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 
 F3LH01-1N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 
 F3LH02-1N 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 

光 FA バス  F3LR01-0N 6*5 6*5 6*5 6*5  7*5 
 *6 

 7*5 
 *6 

 7*5 
 *6 

7*5 7*5 7*5 7*5 光 FA バス 2  F3LR02-0N 
× × × × 

FAバス 2  F3LR02-1W 
μバス親局  F3LU01-0N 6*5 6*5 6*5 6*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 7*5 

高速カウンタ 
 F3XP01-0H 32 32 32 32 64 ○ 64 ○ ○ ○ ○ 

 F3XP02-0H 32 32 32 32 64 ○ 64 ○ ○ ○ ○ 

位置決め 
多チャネルパルス 
出力形 

 F3YP04-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 
 F3YP08-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 
 F3YP14-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 
 F3YP18-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 
 F3YP22-0P 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 
 F3YP24-0P 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 
 F3YP28-0P 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 

位置決め 
 F3NC01-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 
 F3NC02-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 

  

高機能版位置指令
パルス出力形 

 F3NC11-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 
 F3NC12-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 

位置指令パルス 
出力形 

 F3NC32-0N 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 
 F3NC34-0N 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 

速度指令電圧 
出力形 

 F3NC51-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 
 F3NC52-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 

トルク制御用  F3NC61-0N 32 32 32 32 36 36 36 36 36 36 36 
MECHATROLINK-Ⅱ  F3NC96-0N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 
MECHATROLINK-Ⅲ  F3NC97-0N 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

CAN 
インタフェース 

 F3UM11-0N × × × × × × × × × × × 

 F3UM12-0N × × × × × × × × × × × 

多チャネル RS 
通信 

 F3UM13-2N × × × × × × × × × × × 

ハードディスク 
 F3HD30-1N × × × × × × × × 1 × × 

 F3HD31-2N × × × × × × × × × 1 1 
 F3HD31-3N × × × × × × × × × 1 1 

PC カード  F3PM20-0N × × × × × × × × × 2 2*8 
  

ML ﾊ゙ ｽ 
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*1： 数字は，パソコンリンク，マルチリンク，Modbus，Ethernet，モデム，GP-IB 通信(スレーブモード選択時)，NX，FL-net，EtherNet/IP，メ

モリカードモジュールの合計実装枚数を示します。ただし，モデムモジュールの最大実装枚数は 1 枚です。合計実装枚数の異なる CPU モ
ジュールを複数枚実装した場合には，小さい方の数字が合計実装枚数となります。 

*2： パルスキャッチ機能は使用できません。 
*3： 数字は，FA リンク，FA リンク H，FA リンク H2，光 FA リンク H モジュールの合計実装枚数を示します。合計実装枚数の異なる CPU 

モジュールを複数枚実装した場合には，小さい方の数字が合計実装枚数となります。 
*4： WideField3（または，WideField2，WideField，ラダープログラム作成ツール M3）でコンフィギュレーションを行います。 
*5： 数字は，μバス親局，光 FA バス，光 FA バス 2，FA バス 2 モジュールのメインユニットに実装できる合計実装枚数を示します。合計実 
 装枚数の異なる CPU モジュールを複数枚実装した場合には，小さい方の数字が合計実装枚数となります。ただし，光 FA バス 2 モジュ 
 ールを使用しサブユニットを分割する場合には，分割パターンにより実装枚数は上記の数字より多くなります。詳細は，「光 FA バスモ

ジュール，光 FA バス 2 モジュール，FA バス 2 モジュール取扱説明書」（IM34M06H45-01）を参照してください。 
*6： FA リンク H，光 FA リンク H，光 FA バス 2，FA バス 2 モジュールは，シーケンス CPU モジュールの Rev.8 以降で使用可能です。シーケ 
 ンス CPU モジュールの Rev.に関しては，製品側面の Rev.を参照してください。F3SP□□-□S には使用制限はありません。 
*7： 動作モードにより最大実装枚数が異なります。左側がマスタモード選択時，右側がスレーブモード選択時を示します。 
*8： Windows NT4.0 Workstation を使用する場合の最大実装枚数は 1 枚です。 
*9： UT リンクモジュールは F3SP20，F3SP30，F3SA20，F3SA30 の CPU に実装した場合には，メインユニットのみに実装可能です。 
*10： FL-net インタフェースモジュール，EtherNet/IP インタフェースモジュールと併用する場合は，7 枚以下になります。ただし，リンクデバ

イス容量を超えるような実装はできません。 
*11： FL-net インタフェースモジュールは，シーケンス CPU モジュール Rev.5 以降で使用可能です。F3SP□□-□S には使用制限はありません。 
*12： FA リンク，FA リンク H，FA リンク H2，光 FA リンク H モジュールと，F3SP7□-□N は，混在して実装することができません。 
*13：上位リンク機能（パソコンリンクコマンド）のみ使用可能です。 
*14：数字は，CAN インタフェースモジュール，多チャネル RS 通信モジュールの合計実装枚数を示します。 
*15：FA リンク H2 モジュールの REV:02:□□以降のみ使用可能です。FA リンク H2 モジュールは，F3SP□□-□S のみで使用可能です。 
*16： 数字は，Ethernet/IP インタフェース，FL-net インタフェース，FA リンク，FA リンク H，光 FA リンク H，FA リンク H2 モジュールの合計 

実装枚数を示します。 
*17：F3NP5□-□□では，F3YD64-1A，F3YD64-1M，F3WD64-□N は使用することはできません。 
*18：FL-net インタフェースモジュールは，SFRD14-MDW R2.1.1 以降で使用可能です。 
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A1.2.4  モジュールの消費電流による制限 
各ユニット毎のモジュール消費電流の合計値が電源モジュールの容量を超えないように

してください。 

詳細については，「A2.9 モジュール消費電流一覧」を参照してください。 
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A1.3 プログラム開発をサポートする周辺ツール 
プログラムの作成／デバッグは，パソコンで手軽にできます。 

ハンディプログラミングコンソール

*：F3SP66，67，71，76では使えません。

FA-M3

Ethernet または

プログラミングツール用ケーブル(RS-232-C)

またはUSB，FL-net

･ FA-M3プログラム開発ツールWideField3
･ FA-M3 ToolBox

パソコン
 

FA010301.VSD

CD-ROM

･ BASICプログラム作成ツールM3 for Windows 

YOKOG
AWA

プリンタ  
図 A1.7 サポートツールの構成機器 
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A2. 仕様と構成 

A2.1 仕様 
■ 共通仕様 

項目 仕様 

環
境 

使用周囲温度*1 0～55℃ 

使用周囲湿度 10～90％RH（結露なきこと） 

使用周囲雰囲気 腐食性ガスや可燃性ガスがなく，塵埃がひどくないこと 

保存周囲温度 -20～75℃ 

保存周囲湿度 10～90％RH（結露なきこと） 

接地 
AC 電源モジュール：保護接地(日本国内においては D 種接地) 
DC 電源モジュール：機能接地 

ノイズ耐量 
 

ノイズ電圧 1500Vp-p，ノイズ幅 1μs,立ち上がり 1ns, 
繰返し周波数 25～60Hzのノイズシミュレータによる 
CE/UKCAマーキング適合品については，EN 61326-1，EN 61326-2-3*4，および EN 61000-6-2にも適合 

耐振動 
JISC60068-2-6 に準拠，周波数 10～57Hz 片振幅 0.075mm 周波数 57～150Hz 加速度 9.8m/s2 
X,Y,Z 各方向掃引サイクル数 10 回 

耐衝撃 JISC60068-2-27 に準拠，147m/s2X,Y,Z 各方向 3 回（DIN レール取付け時 98m/s2） 

構
造
・
外
観 

構造 盤内蔵型 

設置高度 海抜 2000m 以下 

安全 
および 
EMC 
への 
対応*2 

UL UL 508 認定（ファイル No.E188707，過電圧カテゴリ*5：Ⅱ，汚染度*6：2） 

CE 
 
UKCA 

EMC 指令 
/規則*3 

EN 61326-1 Class A，Table2 
EN 61326-2-3*4 
EN 55011 Class A，Group 1 
EN 61000-6-2 
EN 61000-3-2 
EN 61000-3-3 適合 

低電圧 
指令/規則 

EN 61010-1，EN IEC 61010-2-201 適合(過電圧カテゴリ*5：Ⅱ， 汚染度*6：2 ， 標高 2,000m 以下)  
EN IEC 61010-2-030 適合（測定カテゴリ：O）*7 

RoHS 指令 
/規則*8 

EN IEC 63000 適合 

RCM 
EN 61326-1 Class A，Table2 
EN 55011 Class A，Group1 適合 

KC 韓国電磁波適合性基準 適合 

EAC 
CU TR 004/2011 
CU TR 020/2011 適合 

冷却方法 自然空冷 

取付け 直付け(固定ネジ M4）*9，DIN レール(F3BU16-0N を除く） 

外装色 
ライトコバルトブルー：マンセル 6.2PB4.6/8.8 相当 
ランプブラック：マンセル 0.8Y2.5/0.4 相当 

外形寸法 外形寸法図「A2.11 外形寸法」参照 

*1: FA-M3,e-RT3 には，使用周囲温度が 0～55℃より狭いモジュールがあります。このモジュールを実装した場合には，システム全体の使用周 
 囲温度は，モジュール個別の使用温度範囲に制限されます。 
*2: 規格認定または，適合モジュールの詳細については，｢付録 A2．適合規格｣を参照してください。 
*3: 本製品は，クラス A（工業環境用）機器です。本機を住宅環境で使用した場合は，電磁妨害を引起こすことがあります。そのような場合 
 には，使用者は自己の責任において適切な対策を講ずる必要があります。 
*4: EN 61326-2-3 は，F3CU04-□□にのみ適用します。 
*5: 過電圧カテゴリは，落雷により発生するサージ電圧の減少度合いをもとに，4 つのカテゴリに分類されています。過電圧カテゴリⅡは，定 
 格電圧が 220/230/240V の局所レベルの系統に適用され，電気器具，携帯型装置等が該当します。 
*6: 汚染度は，機器が使用される環境において，絶縁耐圧や表面抵抗率を低下させる原因となる固体，液体，気体等の異物が付着する度合い 
 を表しています。汚染度 2 は，通常は，乾燥した非導電性異物の付着のみがありうる環境。ただし，ときとして結露が発生した場合には, 
 一時的な導通が発生する環境をいいます。 
*7: EN IEC 61010-2-030 は，アナログ入力端子を持つモジュールにのみ適用します。これらアナログ入力端子は測定カテゴリを持たない端子 
 なので主電源回路の測定には使用しないでください。 
*8: 10 物質 RoHS に対応。制限物質のフタル酸エステルは移行性（接触により他の成形品から物質が移動する性質）が高く，工程内汚染防止 

に注意が必要です。梱包開梱後の製品は，お客様にて汚染防止のための管理をお願いします。 
*9: 取付けネジの本数は，「A3.2.2 取付け寸法」を参照してください。 
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■ 電源仕様 

項目 

仕様 

F3PU01-0N F3PU10-0N 
F3PU10-0S 

F3PU20-0N 
F3PU20-0S 

F3PU30-0N 
F3PU30-0S 

F3PU16-0N 
F3PU16-0S 

F3PU26-0N 
F3PU26-0S 

F3PU36-0N 
F3PU36-0S 

電源電圧 
100-120V AC 
単相 50/60Hz 

100-240V AC 
単相 50/60Hz 

24V DC 

電源電圧変動範囲 
85～132V AC 
50/60Hz±3Hz 

85～264V AC 
50/60Hz±3Hz 

15.6～31.2V DC 

消費電力 22VA 35VA 85VA 100VA 15.4W 33.1W 46.2W 

絶縁抵抗 
AC 外部端子一括－FG 端子間 
500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

DC 外部端子一括－FG 端子間 
500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間    500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
AC 外部端子一括－FG 端子間 
1500V AC  1 分間 

DC 外部端子一括－FG 端子間 
1500V AC  1 分間 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 
フェイル信号 
接点出力 

電源モジュールの前面端子台に装備  接点定格 24V DC  0.3A 
(ノーマルオープン，ノーマルクローズの両端子を装備) 

漏洩電流 3.5mAmax. － 

不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 10ms (即時検知モード) 20ms (標準モード) / 2ms (即時検知モード) 

*：各電源モジュールの詳しい仕様は，｢A2.3 電源モジュール｣をごらんください。 
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A2.2 FA-M3 の構成 
A2.2.1 構成機器 

■ 構成モジュールの名称 

FA020201.VSD

ベースモジュール

電源モジュール

CPUモジュール

特殊モジュール
入出力モジュール

 
図 A2.1 FA-M3 外観 

■ モジュール一覧 

表中｢▲｣は，受注停止となったモジュールです。 

● ベースモジュール 

モジュール名 形名 仕様 

ベースモジュール 

 F3BU04-0N 電源(F3PU01/10/16)＋4 スロット(CPU＋I/O) 
 F3BU06-0N 電源(F3PU01/10/16)＋6 スロット(CPU＋I/O) 
 F3BU05-0D 電源(F3PU20/26/30/36)＋5 スロット(CPU＋I/O) 
 F3BU09-0N 電源(F3PU20/26/30/36)＋9 スロット(CPU＋I/O) 
 F3BU13-0N 電源(F3PU20/26/30/36)＋13 スロット(CPU＋I/O) 
 F3BU16-0N 電源(F3PU20/26/30/36)＋16 スロット(CPU＋I/O) 

*：ベースモジュールの詳しい仕様は，｢A2.4 ベースモジュール｣で説明しています。 

● 電源モジュール 

モジュール名 形名 仕様 

電源モジュール 

▲ F3PU01-0N 100-120V AC,F3BU04,F3BU06 用 
▲ F3PU10-0N 

100-240V AC,F3BU04,F3BU06 用 
 F3PU10-0S 
▲ F3PU16-0N 

24V DC,F3BU04,F3BU06 用 
 F3PU16-0S 
▲ F3PU20-0N 

100-240V AC,F3BU05,F3BU09,F3BU13,F3BU16 用 
 F3PU20-0S 
▲ F3PU26-0N 

24V DC,F3BU05,F3BU09,F3BU13,F3BU16 用 
 F3PU26-0S 
▲ F3PU30-0N 

100-240V AC,F3BU05,F3BU09,F3BU13,F3BU16 用 
 F3PU30-0S 
▲ F3PU36-0N 

24V DC,F3BU05,F3BU09,F3BU13,F3BU16 用 
 F3PU36-0S 

*：電源モジュールの詳しい仕様は，｢A2.3 電源モジュール｣で説明しています。 
 
 

● CPU モジュール 

モジュール名 形名 仕様 

シーケンス CPU モジュール 
（メモリ付き） 

▲ F3SP20-0N ラダー10K ステップ， 基本命令 0.18～0.36μs 
▲ F3SP21-0N ラダー10K ステップ， 基本命令 0.18～0.36μs 
▲ F3SP25-2N ラダー20K ステップ， 基本命令 0.12～0.24μs 
▲ F3SP30-0N ラダー20K ステップ， 基本命令 0.09～0.18μs 
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モジュール名 形名 仕様 
▲ F3SP35-5N ラダー100K ステップ， 基本命令 0.09～0.18μs 

シーケンス CPU モジュール 
（メモリ付き） 
 

▲ F3SP28-3N ラダー30K ステップ， 基本命令 0.045～0.18μs 
▲ F3SP38-6N ラダー120K ステップ， 基本命令 0.045～0.18μs 
▲ F3SP53-4H ラダー56K ステップ， 基本命令 0.0175～0.07μs 
▲ F3SP58-6H ラダー120K ステップ， 基本命令 0.0175～0.07μs 
 F3SP22-0S ラダー30K ステップ， 基本命令 0.045～0.18μs 
▲ F3SP28-3S ラダー30K ステップ， 基本命令 0.045～0.18μs 
▲ F3SP38-6S ラダー120K ステップ， 基本命令 0.045～0.18μs 
▲ F3SP53-4S ラダー56K ステップ， 基本命令 0.0175～0.07μs 
▲ F3SP58-6S ラダー120K ステップ， 基本命令 0.0175～0.07μs 
▲ F3SP59-7S ラダー254K ステップ， 基本命令 0.0175～0.07μs 

シーケンス CPU モジュール 
（ネットワーク搭載形） 

▲ F3SP66-4S ラダー56K ステップ， 基本命令 0.0175～0.07μs 
▲ F3SP67-6S ラダー120K ステップ， 基本命令 0.0175～0.07μs 
▲ F3SP71-4N ラダー60K ステップ， 基本命令 0.00375μs～ 
▲ F3SP76-7N ラダー260K ステップ， 基本命令 0.00375μs～ 
 F3SP71-4S ラダー60K ステップ， 基本命令 0.00375μs～ 
 F3SP76-7S ラダー260K ステップ， 基本命令 0.00375μs～ 

シーケンス CPU モジュール(メモリ付き)  ▲ F3FP36-3N SFC/ラダー言語，ラダー40K ステップ接点・コイル 0.09μs/命令 

BASICCPU モジュール ▲ 
F3BP20-0N BASIC 言語 120K バイト 
F3BP30-0N BASIC 言語 510K バイト 

ML バス CPU モジュール ▲ F3MP30-0N BASIC 言語 512K バイト ML バス付き 

アドオンシーケンスCPU 
モジュール（メモリ付き） 

▲ 
F3SA20-0N ラダー10K ステップ， 基本命令 0.18～0.36μs 
F3SA30-0N ラダー20K ステップ， 基本命令 0.09～0.18μs 

注　意   

F3SP22-0S を最大 30K ステップで使用するには WideField3 R4.05 以降を使用する必要が

あります。WideField3 R4.04 以前を使用した場合は最大 10K ステップの制限があります。 
 

● ROM パック 

モジュール名 形名 仕様 

ROM パック 

▲ RK10-0N ラダー5K ステップ（F3SP20/21/30 用） 
▲ RK30-0N ラダー20K ステップ，BASIC120K バイト(F3SP20/21/25/30/35，F3BP20 用) 
▲ RK50-0N ラダー100K ステップ，BASIC510K バイト（F3SP21/25/35，F3BP30 用） 
 RK33-0N ラダー56K ステップ（F3SP21/22/25/28/35/38/53/58 用） 
▲ RK53-0N ラダー100K ステップ，BASIC510K バイト（F3SP21/25/35，F3BP30 用） 
 RK73-0N ラダー120K ステップ（F3SP22/28/38/53/58/59 用） 
▲ RK93-0N ラダー254K ステップ（F3SP38/58/59 用） 

*1：F3SP66/67/71/76 は ROM パックに対応していません。 
*2：ROM パックの詳しい仕様は，｢A2.6ROM パック｣で説明しています。 

● AT 互換 CPU モジュール 

モジュール名 形名 仕様 

AT 互換 CPU モジュール ▲ 
F3CP40-0N メモリ容量 2MB 
F3CP40-1N メモリ容量 4MB 
F3CP40-2N メモリ容量 8MB 

AT 互換 CPU モジュール
（DX2,DX4 搭載） 

▲ 

F3CP41-1N 486DX2 搭載，メモリ容量 4MB 
F3CP41-2N 486DX2 搭載，メモリ容量 8MB 
F3CP42-2N 486DX4 搭載，メモリ容量 8MB 
F3CP42-4N 486DX4 搭載，メモリ容量 24MB 

AT 互換 CPU モジュール
（MMXPentium 搭載） 

▲ 
F3CP53-2N MMXPentium166MHz，メモリ容量 8MB 
F3CP53-5N MMXPentium166MHz，メモリ容量 40MB 
F3CP53-6N MMXPentium166MHz，メモリ容量 72MB 

ハードディスクモジュール ▲ 
F3HD30-1N 容量 120MB (*1) 
F3HD31-2N 容量 1.2GB (*2) 
F3HD31-3N 容量 3.2GB (*2) 

PC カードモジュール ▲ F3PM20-0N PCMCIAV2.1JEIDAV4.2 (*2) 

AT 互換モジュール用ベース 
モジュール (*2) ▲ 

F3BU09-1N 電源(F3PU20/26)＋9 スロット(CPU＋I/O) 
F3BU09-2N 電源(F3PU20/26)＋9 スロット(CPU＋I/O)耐振動強化タイプ 
F3BU13-1N 電源(F3PU20/26)＋13 スロット(CPU＋I/O) 
F3BU13-2N 電源(F3PU20/26)＋13 スロット(CPU＋I/O)耐振動強化タイプ 
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モジュール名 形名 仕様 
FDD/プリンタケーブル ▲ KM70-0N FDD 側 500mm/プリンタ側 200mm (*1) 
AT 互換用 FDD ケーブル ▲ KM71-0N FDD 接続ケーブル，長さ 500mm (*2) 

RS-232-C 変換ケーブル ▲ KM72-0N 
COM2/D-Sub9 ピン変換ケーブル，長さ 500mm，e-RT3 モジュール用
(*3) 

*1：F3CP40 用 *2：F3CP41，F3CP42，F3CP53 用 *3：F3CP53 用 

● メモリカードモジュール 

モジュール名 形名 仕様 
メモリカードモジュール ▲ F3EM01-0N メディア：コンパクトフラッシュ，FAT16 対応 

 

● RTOS-CPU モジュール 
注：RTOS-CPU モジュールのハード仕様については，各 CPU の取扱説明書に記載しています。 
 

● IEC61131-3 対応 CPU モジュール 
注：IEC61131-3 対応 CPU モジュールのハード仕様については，各 CPU の取扱説明書に記載しています。 

 

● ユーティリティモジュール 
注：ユーティリティモジュールのハード仕様については，CAN インタフェースモジュール取扱説明書，多チャネル RS 

通信モジュール取扱説明書に記載しています。 
 

● I/O モジュール 

デジタル入出力 

モジュール名 形名 仕様 
高速入力モジュール  F3XH04-3N パルスキャッチ機能付高速入力 24V DC，4 点 

AC 入力 
モジュール 

 
F3XA08-1N AC 入力 100-120V AC，8 点 
F3XA08-2N AC 入力 200-240V AC，8 点 
F3XA16-1N AC 入力 100-120V AC，16 点 

DC 入力 
モジュール 

 F3XD08-6F DC 入力シンク／ソース兼用 12-24V DC， 8 点          (*1) 
 F3XD16-3F DC 入力シンク／ソース兼用 24V DC， 16 点           (*1) 
 F3XD16-4F DC 入力シンク／ソース兼用 12V DC， 16 点           (*1) 
 F3XD16-3H DC 入力シンク(プラスコモン)24V DC， 16点(高速入力) 

 F3XD32-3F DC 入力シンク／ソース兼用 24V DC， 32 点           (*1) 
 F3XD32-4F DC 入力シンク／ソース兼用 12V DC， 32 点                 (*1) 
 F3XD32-5F DC 入力シンク／ソース兼用 5V DC， 32 点                                   (*1) 
 F3XD64-3F DC 入力シンク／ソース兼用 24V DC， 64 点           (*1) 
 F3XD64-4F DC 入力シンク／ソース兼用 12V DC， 64 点                                   (*1) 
▲ F3XD08-6N DC 入力シンク／ソース兼用 12-24V DC， 8 点 
▲ F3XD16-3N DC 入力シンク／ソース兼用 24V DC， 16 点 
▲ F3XD16-4N DC 入力シンク／ソース兼用 12V DC， 16 点 
▲ F3XD32-3N DC 入力シンク／ソース兼用 24V DC， 32 点 
▲ F3XD32-4N DC 入力シンク／ソース兼用 12V DC， 32 点 
▲ F3XD32-5N DC 入力シンク／ソース兼用 5V DC， 32 点 
▲ F3XD64-3N DC 入力シンク／ソース兼用 24V DC， 64 点 
▲ F3XD64-4N DC 入力シンク／ソース兼用 12V DC， 64 点 
 F3XD64-6M DC 入力マトリクススキャン 12-24V DC, 64 点 

無電圧接点入力 
モジュール 

 
 

F3XC08-0N 無電圧接点入力，8 点 
F3XC08-0C 無電圧接点入力，8 点，コモン独立 

パルス入力 
モジュール 

 
 

F3XS04-3N 20kHz，4 チャネル，24V 入力，16bit 
 F3XS04-4N 20kHz，4 チャネル，12V 入力，16bit 

トライアック出力 
モジュール 

 
 

F3YA08-2N トライアック出力 100-240V AC 1A，8 点 

リレー出力 
モジュール 

 
 

F3YC08-0C リレー出力 24V DC，100-240V AC 2A， 8 点全点独立 
F3YC08-0N リレー出力 24V DC，100-240V AC 2A， 8 点 
F3YC16-0N リレー出力 24V DC，100-240V AC 2A， 16 点 
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モジュール名 形名 仕様 

トランジスタ 
出力モジュール 

 F3YD04-7N TR 出力 24V DC2A，4 点全点独立 
 F3YD08-6A TR 出力シンクタイプ 12-24V DC 1A， 8 点 
 F3YD08-6B TR 出力ソースタイプ 12-24V DC 1A， 8 点 
 F3YD08-7A TR 出力シンクタイプ 12-24V DC 2A， 8 点 
 F3YD14-5A TR 出力シンクタイプ 12-24V DC 0.5A， 14 点 
 F3YD14-5B TR 出力ソースタイプ 12-24V DC 0.5A， 14 点 
▲ F3YD32-1A TR 出力シンクタイプ 12-24V DC 0.1A， 32 点 
▲ F3YD32-1B TR 出力ソースタイプ 12-24V DC 0.1A， 32 点 
 F3YD32-1H TR 出力シンクタイプ 12-24V DC 0.1A， 32 点(高速出力) 
 F3YD32-1P TR 出力シンクタイプ(短絡保護機能付)12-24V DC 0.1A，32 点 
 F3YD32-1R TR 出力ソースタイプ(短絡保護機能付)12-24V DC 0.1A，32 点 
 F3YD32-1T TTL 出力 5V DC，16mA，32 点 
▲ F3YD64-1A TR 出力シンクタイプ 24V DC 0.1A，64 点 
▲ F3YD64-1F TR 出力シンクタイプ 24V DC 0.1A，64 点                                            (*2) 
  F3YD64-1M TR 出力マトリクススキャン 12-24V DC 0.1A，64 点 
 F3YD64-1P TR 出力シンクタイプ(短絡保護機能付)12-24V DC 0.1A，64 点        (*2) 
 F3YD64-1R TR 出力ソースタイプ(短絡保護機能付)12-24V DC 0.1A，64 点        (*2) 

入出力 
モジュール 

▲ F3WD64-3F 
DC 入力シンク／ソース兼用 24V DC， 32 点                                      (*1) 
TR 出力シンクタイプ 24V DC 0.1A， 32 点                                      (*2) 

▲ F3WD64-4F 
DC 入力シンク／ソース兼用 12V DC， 32 点                                      (*1) 
TR 出力シンクタイプ 12V DC 0.1A， 32 点                                      (*2) 

▲ F3WD64-3N 
DC 入力シンク／ソース兼用 24V DC， 32 点 
TR 出力シンクタイプ 24V DC 0.1A， 32 点 

▲ F3WD64-4N 
DC 入力シンク／ソース兼用 12V DC， 32 点 
TR 出力シンクタイプ 12V DC 0.1A， 32 点 

 F3WD64-3P 
DC 入力シンク／ソース兼用 24V DC， 32 点 
TR 出力シンクタイプ(短絡保護機能付)24V DC 0.1A，32 点 

 F3WD64-4P 
DC 入力シンク／ソース兼用 12V DC， 32 点 
TR 出力シンクタイプ(短絡保護機能付)12V DC 0.1A，32 点 

*1：  F3SP22/28/38/53/58/59/66/67/71/76,F3RP□□,F3NP□□使用時,62.5μs～の入力サンプリング時間の設定が可能です。 
*2： F3SP22/28/38/53/58/59/66/67/71/76,F3RP□□,F3NP□□使用時,CPU 重故障時の出力ホールド／リセットの設定が可能

です。 
*3： デジタル入出力に該当するモジュールの詳しい仕様は，｢A2.5 デジタル入出力モジュール｣で説明しています。 
 

アナログ I/O 

モジュール名 形名 仕様 

アナログ入力 
モジュール 
 

▲ F3AD04-0N 0～5V DC/1～5V DC/-10～10V DC，4 点，12bit ADC 
▲ F3AD04-0R 0～5V DC/1～5V DC/-10～10V DC，4 点，16bit ADC 
▲ F3AD04-0V 0～5V DC/1～5V DC/-10～10V DC，4 点，12bit ADC 
▲ F3AD08-1N 0～5V DC/1～5V DC/-10～10V DC，8 点 
▲ F3AD08-1R 0～5V DC/1～5V DC/-10～10V DC，8 点(差動入力)，16bit ADC 
 F3AD04-5R 0～5V/1～5V/-10～10V/0～10V DC，入力 4 点，差動入力 16bit A/D 
 F3AD08-4R 0～20mA DC/4～20mA DC，8 点(差動入力)，16bit ADC 

 F3AD08-5R 
0～5V DC/1～5V DC/-10～10V DC/0～10V DC， 
8 点(差動入力)，16bit ADC 

 F3AD08-6R 
0～5V DC/1～5V DC/-10～10V DC/0～10V DC， 
0～20mA DC/4～20mA DC，8 点(差動入力)，16bi tADC 

▲ F3AD08-1V 0～5V DC/1～5V DC/-10～10V DC，8 点(差動入力)，12bit ADC 
▲ F3AD08-4V 0～20mA DC/4～20mA DC，8 点(差動入力)，12bit ADC 
 F3AD04-5V 0～5V/1～5V/-10～10V/0～10V DC，入力 4 点，差動入力 12bit A/D 
 F3AD08-4W 0～20mA/4～20mA DC，入力 8 点，差動入力 12bit A/D 
 F3AD08-5V 0～5V/1～5V/-10～10V/0～10V DC，入力 8 点，差動入力 12bit A/D 

アナログ出力 
モジュール 

▲ F3DA02-0N -10～10V DC/4～20mA DC，2 点，12bit DAC 
▲ F3DA04-1N -10～10V DC/4～20mA DC，4 点，12bit DAC 
▲ F3DA08-5N -10～10V DC，8 点，12bit DAC 

 F3DA04-6R 
-10～10V DC/0～10V DC/0～5V DC/1～5V DC/ 
4～20mA DC/0～20mA DC/-20～20mA DC，4 点，16bit DAC，2µs/ch 

 F3DA08-5R -10～10V/0～10V/0～5V/1～5V，8 点，16bit DAC，2µs/ch 
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温度 

モジュール名 形名 仕様 

温度調節･モニタ
モジュール 

▲ F3CT04-0N 熱電対入力，mV 入力，4 ループ，0.5s スキャン 
▲ F3CT04-1N 熱電対入力，mV 入力，4 ループ，0.5s スキャン，4～20mA DC 出力 
▲ F3CR04-0N 測温抵抗体入力，4 ループ，0.5s スキャン 
▲ F3CR04-1N 測温抵抗体入力，4 ループ，0.5s スキャン，4～20mA DC 出力 

PID 制御 
モジュール 

▲ F3CV04-1N DC 電圧入力，4 ループ，0.5s スキャン 

温度調節・PID 
制御ジュール 

▲ F3CU04-0N 
4 ループ，ユニバーサル入力，時間比例 PID 出力（オープンコレクタ） 
シングルスロットサイズ 

▲ F3CU04-0S 
4 ループ，ユニバーサル入力，時間比例 PID 出力(オープンコレクタ) 
シングルスロットサイズ 

 F3CU04-0H 
4 ループ，ユニバーサル入力，時間比例 PID 出力(オープンコレクタ) 
シングルスロットサイズ 

▲ F3CU04-1N 
4 ループ，ユニバーサル入力， 
ユニバーサル出力(オープンコレクタ，4-20mA 連続出力) 
ダブルスロットサイズ 

▲ F3CU04-1S 
4 ループ，ユニバーサル入力， 
ユニバーサル出力(オープンコレクタ，4-20mA 連続出力) 
ダブルスロットサイズ 

 F3CU04-1H 
4 ループ，ユニバーサル入力， 
ユニバーサル出力(オープンコレクタ，4-20mA 連続出力) 
シングルスロットサイズ 

温度モニタ 
モジュール 

▲ F3CX04-0N 4 チャネル，ユニバーサル入力，シングルスロットサイズ 
 F3CX04-0H 4 チャネル，ユニバーサル入力，シングルスロットサイズ 

断線検出 
モジュール 

 F3HB08-0N 電流センサ入力 8 点，AC 電圧入力 1 点 

データ収集 

モジュール名 形名 仕様 

高速データ収集モジュール 

▲ F3HA08-0N 0～5V DC/-10～10V DC，8 点，同時サンプル 4 点端子台 

 F3HA06-1R 
AI： -10～10V/0～10V/1～5V/-5～5V/-2.5～2.5V，6 点 ，
16bit ADC，5µs 
DI：5V，3 点 

 F3HA12-1R 
AI： -10～10V/0～10V/1～5V/-5～5V/-2.5～2.5V，12 点 ，
16bit ADC，5µs 
DI：5V，3 点 

通信 

モジュール名 形名 仕様 
ASi 親局モジュール  ▲ F3LA01-0N AS-interfaceV2.1 1 ポート 
PROFIBUS-DP 
インタフェースモジュール 

 ▲ F3LB01-0N 最大 12Mbps,PROFIBUS-DP 1 ポート 

Ethernet インタフェース 
モジュール 

▲ F3LE01-0T 10Mbps,10BASE-T 
▲ F3LE01-5T 10Mbps,10BASE5/10BASE-T 
▲ F3LE11-0T 10Mbps/100Mbps,10BASE-T/100BASE-TX 
▲ F3LE12-0T 10Mbps/100Mbps,10BASE-T/100BASE-TX,メッセージ通信 
 F3LE01-1T 10Mbps,10BASE-T,TCP/IP,UDP/IP,ICMP,ARP 

 F3LE11-1T 
10Mbps/100Mbps,10BASE-T/100BASE-TX, 
TCP/IP,UDP/IP,ICMP,ARP,SMTP/POP3,HTTP1.0 

 F3LE12-1T 
10Mbps/100Mbps,10BASE-T/100BASE-TX,メッセージ通信 
TCP/IP,UDP/IP,ICMP,ARP, 

NX インタフェース 
モジュール 

▲ F3NX01-0N 
10Mbps,10BASE5/10BASE-T 
自律分散プロトコル装備 

▲ F3NX01-1N 
10Mbps/100Mbps,10BASE-T/100BASE-TX 
自律分散プロトコル装備 

 F3NX01-2N 
10Mbps/100Mbps,10BASE-T/100BASE-TX 
自律分散プロトコル装備 

モデムモジュール  ▲ F3LM01-1N モデム：2400bpsV.22bis,パソコンリンク：最大 19200bps 
EtherNet/IP インタフェース 
モジュール 

 F3LN01-0N 
10Mbps/100Mbps,10BASE-T/100BASE-TX 
TCP/IP,UDP/IP,ICMP,ARP,CIP 

FL-net インタフェース 
モジュール 

 ▲ F3LX01-0N 10Mbps,10BASE5/10BASE-T，FL-net 

FL-net(OPCN-2) 
インタフェースモジュール 

 ▲ F3LX02-1N 
10Mbps,10BASE5/10BASE-T 
FL-net(OPCN-2)Ver2.00 

 F3LX02-2N 
10Mbps/100Mbps,10BASE-T/100BASE-TX 
FL-net(OPCN-2)Ver2.00 
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モジュール名 形名 仕様 
DeviceNet インタフェース 
モ ジ ュ ー ル Modbus インタ
フェース 
モジュール 

 F3LD01-0N 
最大 500kbps,DeviceNet 1 ポート，マスタ／スキャナ機能最
大 115.2kbps， RS-422-A/RS-485 1 ポート 

 F3LD02-1N 最大 500kbps,DeviceNet 1 ポート，スレーブ／アダプタ機能 

CAN2.0B インタフェース 
モジュール 

 
 

F3LD21-0N 最大 1Mbpps, CAN2.0B 1 ポート 

Modbus インタフェース 
モジュール 

 F3LC31-2F 最大 115.2kbps， RS-422-A/RS-485 1 ポート 

GP-IB 通信モジュール   F3GB01-0N GP-IB 通信 1 ポート 

パソコンリンクモジュール 

 F3LC11-1F 最大 115.2kbps，RS-232-C 1 ポート 
▲ F3LC11-1N 最大 19200bps， RS-232-C 1 ポート 
▲ F3LC11-2N 最大 19200bps， RS-422-A/RS-485 1 ポート 
 F3LC11-2F 最大 115.2kbps， RS-422-A/RS-485 1 ポート 
 F3LC12-1F 最大 115.2kbps， RS-232-C 2 ポート 

ラダー通信モジュール 

 F3RZ81-0F 最大 115kbps， RS-232-C 1 ポート 
▲ F3RZ81-0N 最大 19200bps， RS-232-C 1 ポート 
 F3RZ82-0F 最大 115kbps， RS-232-C 2 ポート 
 F3RZ91-0F 最大 115kbps， RS-422-A/RS-485 1 ポート 
▲ F3RZ91-0N 最大 19200bps， RS-422/RS-485 1 ポート 

RS-232-C 通信モジュール ▲ F3RS22-0N 最大 19200bps， RS-232-C 2 ポート 

RS-422 通信モジュール ▲ F3RS41-0N 最大 19200bps， RS-422-A/RS-485 1 ポート 

マルチリンクモジュール ▲ F3LC21-1N 最大 38400bps,RS-232-C 1 ポート,各種通信プロトコル装備 
UT リンクモジュール  F3LC51-2N 最大 38400bps,RS-422-A/RS-4851 ポート,温調計簡易接続 
FA リンクモジュール ▲  F3LP01-0N 最大 32 局，総延長 500m，250Kbps 
FA リンク H モジュール ▲  F3LP02-0N 最大 32 局，総延長 1km，最大 1.25Mbps 
光 FA リンク H モジュール ▲  F3LP12-0N 最大 32 局，総延長 10km，1.25Mbps 
FA リンク H2 モジュール   F3LP32-0N 最大 32 局，総延長 1km，最大 1.25Mbps 

リモート I/O 

モジュール名 形名 仕様 

YHLS マスタモジュール 

 F3LH01-1N 最大 12Mbps，YHLS 1 ポート 
 F3LH02-1N 最大 12Mbps，YHLS 2 ポート 
▲ F3LH02-0N 最大 12Mbps，最大 126 局，最大伝送距離 300m，2 ポート 
▲ F3LH04-0N 最大 12Mbps，最大 252 局，最大伝送距離 300m，4 ポート 

光 FA バスモジュール   F3LR01-0N 最大 7 局，総延長 200m，10Mbps 
光 FA バス 2 モジュール   F3LR02-0N 最大 56 局(*1)，総延長 1.4km(*2)，10Mbps 
FA バス 2 モジュール   F3LR02-1W 最大 7 局，総延長 70m，最大局間 10ｍ,ツイストペアケーブル 
μバス親局モジュール ▲  F3LU01-0N 最大 4 局，総延長 15m，1.25Mbps 

*1：1 系統あたり最大 32 局 
*2：子局 3 台接続時 

カウンタ／位置決め 

モジュール名 形名 仕様 

高速カウンタモジュール 
 F3XP01-0H 100kpps，1 チャネル 32bit 
 F3XP02-0H 100kpps，2 チャネル 32bit 

位置決めモジュール ▲ 
F3NC01-0N 位置制御 1 軸，最大速度 250kpps 
F3NC02-0N 位置制御 2 軸，最大速度 250kpps 

位置決めモジュール 
（高機能版位置指令パルス出力形）  

▲ 
F3NC11-0N 位置制御／速度制御，1 軸，最大速度 249.75kpps 
F3NC12-0N 位置制御／速度制御，2 軸，最大速度 249.75kpps 

位置決めモジュール 
（位置指令パルス出力形） 

 F3NC32-0N 

位置制御／速度制御，2 軸 
最大速度 5Mpps（サーボモータ使用時） 
最大速度 1Mpps（パルスモータ使用時） 
エンコーダ入力用カウンタ 2ch 付き(絶対値エンコーダ対応) 

 F3NC34-0N 

位置制御／速度制御，4 軸 
最大速度 5Mpps（サーボモータ使用時） 
最大速度 1Mpps（パルスモータ使用時） 
エンコーダ入力用カウンタ 4ch 付き(絶対値エンコーダ対応) 

位置決めモジュール 
（速度指令電圧出力形） 

 F3NC51-0N 位置制御／速度制御，1 軸，最大速度 2Mpps 
 F3NC52-0N 位置制御／速度制御，2 軸，最大速度 2Mpps 

位置決めモジュール 
（トルク制御用） 

 
 

F3NC61-0N 
1 軸位置ループ制御，-10～10V 速度指令電圧出力，最大速度 2Mpps
アナログ出力，アナログ入力 

 
 

NEW
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モジュール名 形名 仕様 

位置決めモジュール 
（MECHATROLINK-Ⅱ通信対
応） 

 
 

F3NC96-0N 15 軸，MECHATROLINK-Ⅱ通信対応 

位置決めモジュール 
（MECHATROLINK-Ⅲ通信対

応） 

 
 

F3NC97-0N 15 軸，MECHATROLINK-Ⅲ通信対応 

位置決めモジュール 
（多チャネルパルス出力形） 

▲ F3YP04-0N 位置制御，4 軸，最大速度 250kpps 
▲ F3YP08-0N 位置制御，8 軸，最大速度 250kpps 

▲ F3YP14-0N 
位置制御，4 軸， 
最大速度 3.998Mpps（サーボモータ使用時） 
最大速度 499.750kpps（パルスモータ使用時） 

▲ F3YP18-0N 
位置制御，8 軸， 
最大速度 3.998Mpps（サーボモータ使用時） 
最大速度 499.750kpps（パルスモータ使用時） 

 F3YP22-0P 

位置制御，2 軸， 
最大速度 7.996Mpps（サーボモータ使用時） 
最大速度 1.999Mpps（パルスモータ使用時） 
カウンタ入力 1ch 付き，最大 8Mpps 

 F3YP24-0P 

位置制御，4 軸， 
最大速度 7.996Mpps（サーボモータ使用時） 
最大速度 1.999Mpps（パルスモータ使用時） 
カウンタ入力 1ch 付き，最大 8Mpps 

 F3YP28-0P 

位置制御，8 軸， 
最大速度 7.996Mpps（サーボモータ使用時） 
最大速度 1.999Mpps（パルスモータ使用時） 
カウンタ入力 1ch 付き，最大 8Mpps 

● ハンディプログラミングコンソール 
モジュール名 形名 仕様 

ハンディプログラミング 
コンソール 

▲ PR30-0N*A 
ニモニック言語専用プログラミング／モニタリングツール
（1.5m ケーブル付き） 

ハンディプログラミング 
コンソール延長用ケーブル 

▲ KM30-3N*A 延長用ケーブル長さ約 3m 

注：F3SP66,67,71,76 はハンディプログラミングコンソールに対応していません。 

● ケーブル 

ケーブルの詳しい仕様は，｢A2.7 ケーブル｣で説明しています。 
ケーブル名称 形名 仕様 

プログラミング用ツール 
ケーブル 

 KM11-2N＊A D-sub25 ピン，オス，長さ 3m (*1) 
▲ KM11-3N＊A D-sub25 ピン，オス，長さ 5m (*1) 
▲ KM11-4N＊A D-sub25 ピン，オス，長さ 10m (*1) 
 KM11-2T＊A D-sub9 ピン， メス，長さ 3m (*2) 
▲ KM11-3T＊A D-sub9 ピン， メス，長さ 5m (*2) 
▲ KM11-4T＊A D-sub9 ピン， メス，長さ 10m (*2) 
▲ KM12-2N アンフェノールハーフピッチ，14 ピン，オス，長さ 3m (*3) 
▲ KM12-3N アンフェノールハーフピッチ，14 ピン，オス，長さ 5m (*3) 
▲ KM12-4N アンフェノールハーフピッチ，14 ピン，オス，長さ 10m (*3) 
 KM13-1S USB1.1 準拠 USB ポート接続ケーブル，ケーブル長約 3m 

表示器接続用ケーブル 
（F3SP08/2□/3□/5□接続） 

 KM21-2A プログラミングポート～D-sub25 ピン，オス，長さ 3m 

 KM21-2B プログラミングポート～D-sub9 ピン，メス，長さ 3m 
表示器接続用ケーブル 
（F3SP66/67 対応） 

▲ KM21-2T PC 側メス D-sub9 ピン ケーブル長約 3m 
▲ KM21-2N PC 側オス D-sub25 ピン ケーブル長約 3m 

SIO ポート/D-Sub9 ピン 
変換ケーブル 

▲ KM10-0S SIO ポート⇔D-sub9 ピン変換ケーブルケーブル長約 0.5m 

CPU ポート/Dsub9 ピン 
変換ケーブル 

 
 

KM10-0C D-sub9 ピン，メス，長さ約 0.5m 

光ファイバコード (*4) 
盤内配線用 (*5) 
(F3LR01,F3LR02,F3LP1 対応) 

 KM60-S06 盤内拡張仕様コード，長さ 0.6m 

 KM60-001 盤内拡張仕様コード，長さ 1m 

 KM60-003 盤内拡張仕様コード，長さ 3m 
光ファイバケーブル (*4) 
屋内配線用 (*5) 
テンションメンバ付き 
(F3LR01,F3LR02,F3LP12対応) 

 
KM61-010 屋内拡張仕様，ケーブル長 10m 
KM61-100 屋内拡張仕様，ケーブル長 100m,， プーリングアイ 1 個(片方) 

▲ KM61-150 屋内拡張仕様，ケーブル長 150m， プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM61-200 屋内拡張仕様，ケーブル長 200m， プーリングアイ 1 個(片方) 

  

NEW 
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ケーブル名称 形名 仕様 

光ファイバケーブル (*4) 
屋外配線用 (*5) 
テンションメンバ付き 
F3LR01(～200m) 
F3LR02(～200m) 
F3LP12(～1000m)対応 

 KM62-100 屋外拡張仕様，ケーブル長 100m，  プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM62-200 屋外拡張仕様，ケーブル長 200m，  プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM62-300 屋外拡張仕様，ケーブル長 300m， プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM62-400 屋外拡張仕様，ケーブル長 400m， プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM62-500 屋外拡張仕様，ケーブル長 500m， プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM62-600 屋外拡張仕様，ケーブル長 600m， プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM62-700 屋外拡張仕様，ケーブル長 700m， プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM62-800 屋外拡張仕様，ケーブル長 800m，  プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM62-900 屋外拡張仕様，ケーブル長 900m， プーリングアイ 1 個(片方) 
▲ KM62-L01 屋外拡張仕様，ケーブル長 1000m， プーリングアイ 1 個(片方) 

光ファイバケーブル (*4) 
テンションメンバ付き (*5) 
(2-C-VHC-20/07) 
(F3LR01,F3LR02,F3LP12対応) 

 KM65-001 屋内拡張仕様，ケーブル長 1m 
▲ KM65-002 屋内拡張仕様，ケーブル長 2m 
 KM65-003 屋内拡張仕様，ケーブル長 3m 
▲ KM65-004 屋内拡張仕様，ケーブル長 4m 
 KM65-005 屋内拡張仕様，ケーブル長 5m 
▲ KM65-007 屋内拡張仕様，ケーブル長 7m 
 KM65-010 屋内拡張仕様，ケーブル長 10m 
▲ KM65-012 屋内拡張仕様，ケーブル長 12m 
▲ KM65-015 屋内拡張仕様，ケーブル長 15m 
 KM65-020 屋内拡張仕様，ケーブル長 20m 
▲ KM65-025 屋内拡張仕様，ケーブル長 25m 
▲ KM65-030 屋内拡張仕様，ケーブル長 30m 

光ファイバケーブル屋外配線用 
テンションメンバ付き 
(F3LR02(200～500m)対応) (*4) 

▲ 
KM67-300 屋外拡張仕様，ケーブル長 300m， プーリングアイ 1 個(片方) 
KM67-400 屋外拡張仕様，ケーブル長 400m， プーリングアイ 1 個(片方) 
KM67-500 屋外拡張仕様，ケーブル長 500m， プーリングアイ 1 個(片方) 

光ファイバケーブル屋外配線 
(*4) 
テンションメンバ付き 
(F3LR01,F3LR02 対応) 

 KM69-010 屋外拡張仕様，ケーブル長 10m，難燃仕様(VW-1 相当) 

コネクタ端子台ケーブル  (*6) 

 KM55-005 モジュール，コネクタ端子台間ケーブル 0.5m 
 KM55-010 モジュール，コネクタ端子台間ケーブル 1m 
 KM55-015 モジュール，コネクタ端子台間ケーブル 1.5m 
 KM55-020 モジュール，コネクタ端子台間ケーブル 2m 
 KM55-025 モジュール，コネクタ端子台間ケーブル 2.5m 
 KM55-030 モジュール，コネクタ端子台間ケーブル 3m 

 *1：日本電気 PC-9801 シリーズ他対応。 
 *2：DOS/V 対応。 
 *3：日本電気 98NOTE/NSL98 シリーズ対応。 

  *4：詳細は「光 FA バス，光 FA バス 2，FA バス 2 モジュール取扱説明書」（IM34M06H45-01）を参照してください。 
*5：詳細は「FA リンク H，光 FA リンク H モジュール取扱説明書」（IM34M06H43-01）を参照してください。 
 

 *6：F3YP04,F3YP08,F3YP14,F3YP18,F3YP22,F3YP24,F3YP28,F3NC32,F3NC34 は，48 極コネクタ採用のために使用 
できません。 

 ※AT 互換 CPU モジュールに使用するケーブルについては，｢●AT 互換 CPU モジュール｣の項を参照してください。 
  



 A2-11
 

 IM 34M06C11-01

 

● YHLS ケーブル 

名称 形名 仕様 

YHLS ケーブル 
（固定用） 
 
 

 KM80-010 固定，ケーブル長 10m, 難燃仕様(VW-1） 
 KM80-050 固定，ケーブル長 50m, 難燃仕様(VW-1） 
 KM80-100 固定，ケーブル長 100m, 難燃仕様(VW-1） 
 KM80-200 固定，ケーブル長 200m, 難燃仕様(VW-1） 
 KM80-300 固定，ケーブル長 300m, 難燃仕様(VW-1） 

YHLS ケーブル 
（可動用） 

 KM81-010 可動，ケーブル長 10m, 難燃仕様(VW-1） 
 KM81-050 可動，ケーブル長 50m, 難燃仕様(VW-1） 
 KM81-100 可動，ケーブル長 100m, 難燃仕様(VW-1） 
 KM81-200 可動，ケーブル長 200m, 難燃仕様(VW-1） 
▲ KM81-300 可動，ケーブル長 300m, 難燃仕様(VW-1） 

● YHLS スレーブユニット 

名称 形名 仕様 

TAH シリーズ 

 TAHWD32-3PAM 16 点入力／16 点出力ユニット（入力＋コモン,出力シンク） 
 TAHWD32-3NBM 16 点入力／16 点出力ユニット（入力－コモン,出力ソース） 
 TAHXD16-3PEM 16 点入力ユニット（入力＋コモン） 
 TAHXD16-3NEM 16 点入力ユニット（入力－コモン） 
 TAHYD16-3EAM 16 点出力ユニット（出力シンク） 
 TAHYD16-3EBM 16 点出力ユニット（出力ソース） 

TAC シリーズ 

▲ TACXD08-3AE DC 入力シンクタイプ,24V DC,8 点,e-CON 
▲ TACXD16-3AM DC 入力シンクタイプ,24V DC,16 点,MIL 
▲ TACYD08-1AE トランジスタ出力シンクタイプ,24V DC0.1mA,8 点,e-CON 
▲ TACYD16-1AM トランジスタ出力シンクタイプ,24V DC0.1mA,16 点,MIL 
▲ TACYC04-0NB リレー出力モジュール,24V DC/250V AC1A,4 点,ヨーロピアン 
▲ TACWD08-3NE 入出力シンクタイプ,24V DC,4/4 点,e-CON 
▲ TACWD16-3NM 入出力シンクタイプ,24V DC,8/8 点,MIL 

● タッチオペレーションパネル 

名称 形名 仕様 
シュナイダーエレ
クトリックホール
ディング社商品名 

T
O

P
30

00
 

タッチオペレーション
パネル小形 

▲ TOP3301S-0N 5.7 インチ STN カラーLCD AGP3301-S1-D24 

タッチオペレーション
パネル大形 

▲ TOP3600T-0N 12.1 インチ TFT カラーLCD AGP3600-T1-AF 

画面作成ツール ▲ F3T301-0N 
画面作成ツール forWindows 
TOP3600T-0N/TOP3301S-0N 用， 
CD-ROM 提供 

GP-ProEX 

転送ケーブル ▲ F3T311-0N 
画面作成ツール用転送ケーブル
（USB1.1)，2m 

CA3-USBCB-01 
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● 端子台 
名称 形名 仕様 

端子台ユニット (*1)(*2)  TA40-0N 40 点，定格電圧 5-24V DC 

コネクタ端子台 (*1)(*2) 

 TA50-0N コネクタ端子台 40 点（M3.5 ネジ） 
▲ TA50-1N コネクタ端子台 40 点（M3 ネジ） 
▲ TA50-2N コネクタ端子台 40 点（M3 ネジ） 
▲ TA60-0N コネクタ端子台 40 点（ヨーロッパ端子タイプ） 

*1： F3YP04,F3YP08,F3YP14,F3YP18,F3YP22,F3YP24,F3YP28,F3NC32,F3NC34 は，48 極コネクタ採用のために使用できま
せん。 

*2： 詳しい仕様は，｢A2.8 端子台ユニット，コネクタ端子｣で説明しています。 

● 補用品 
名称 部品番号 使用可能なモジュール 

ターミナル（10 点端子台）  A1474JT 
F3XH04,F3XA08,F3XC08-0N,F3XD08,F3YD04,F3YA08,F3YC08-
0N,F3YD08,F3AD04-0N,F3AD04-0R,F3AD04-0V,F3DA02 ターミナル（10 点端子台） 

カバー 
 T9113PF 

ターミナル（18 点端子台）  
A1496JT 

F3XA16, F3XC08-0C, F3XD16, F3YD14, F3YC08-0C, F3YC16, 
F3CR04, F3CV04, F3CU04-1N,F3CU04-1S,F3AD04-5R, 
F3AD04-5V, F3AD08, F3DA04,F3DA08,F3XS04,F3HB08,F3HA08 

T9112ZU F3CU04-0N, F3CU04-1N,F3CU04-0S, F3CU04-1S,F3CX04-0N 

ターミナル（18 点端子台） 
カバー 

 T9113PG 

F3XA16,F3XC08-0C,F3XD16, F3YD14,F3YC08-0C, F3YC16, 
F3CR04,F3CV04, F3CU04-0N, F3CU04-1N,F3CU04-0S, 
F3CU04-1S,F3CX04-0N,F3AD04-5R, F3AD04-5V,F3AD08, 
F3DA04,F3DA08,F3XS04,F3HB08,F3HA08 

ターミナル（40 極端子台）  T9113PL F3CU04-0H, F3CU04-1H, F3CX04-0H 
コネクタ(40 極プラグ) 
ハンダ付タイプ 

 
 

A1451JD(*1) 
F3XD32,F3XD64,F3WD64,F3XP01,F3XP02,F3YD32, 
F3YD64,F3NC01,F3NC02,F3NC11,F3NC12,F3NC51,F3NC52 コネクタ (40 極プラグ )用 

カバー 
 A1452JD(*1) 

コネクタ(48 極プラグ) 
ハンダ付けタイプ 

 
 

A1612JD(*1) 
F3YP04,F3YP08,F3YP14,F3YP18, 
F3YP22,F3YP24,F3YP28,F3NC32,F3NC34 コネクタ (48 極プラグ )用 

カバー 
 A1613JD(*1) 

コネクタ防塵カバー(1 袋 4 個)  T9031AS F3BU04,F3BU06,F3BU05,F3BU09,F3BU13,F3BU16 
レールマウントキット 
(1 セット入り) 

 
 

T9031AP(*1) F3BU04,F3BU06,F3BU05 

レールマウントキット 
(2 セット入り) 

 
 

T9031AQ(*1) F3BU09,F3BU13 

*1：製品には添付されません。 

● その他構成機器 
名称 形名 仕様 

ブランクモジュール  F3BL00-0N I/O 空きスロット用 
リモートメンテナンスカメラ ▲ F3T001-0N ネットワークカメラ（EthernetWWW サーバ機能付き） 
リモート I/O モジュール 
(ユニワイヤ) 

▲
 

F3T101-0N ユニワイヤプロトコル（親局） 
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A2.3 電源モジュール 
(1)F3PU01-0N 電源モジュール 

● 仕様 

項目 
仕様 

F3PU01-0N 
電源電圧 100-120V AC 単相 50/60Hz 

電源電圧変動範囲 85～132V AC50/60Hz±3Hz 

消費電力 22VA 

突入電流 20Amax.（120V AC,Ta=25℃) 

ヒューズ タイムラグヒューズ（L 端子に内蔵，交換不可） 

定格出力電圧 5V DC 

定格出力電流 1.4A 

絶縁抵抗 
AC 外部端子一括－FG 端子間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
AC 外部端子一括－FG 端子間 1500V AC1 分間 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 

漏洩電流 3.5mAmax. 
不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 10ms (即時検知モード) 
外形寸法 28.9(W)×100(H)×83.2(D)mm* 

質量 180g 

適用ベースモジュール F3BU04,F3BU06 専用 
*：突起部を除く寸法（詳細は外形寸法図参照） 

● 名称と機能 

電源モジュールのカバーを外すと下図のとおりです。 

FAIL1

COM

FAIL2

FG

LG

N

L

FAIL
OUTPUT

INPUT 
100-120VAC

PU 01-0N POWER

RDY

FAIL1-COM間

FAIL2-COM間

開放

短絡

短絡

開放

通常運転時
システムフェイル時

および停電時

フェイル信号接点出力

接点定格 24VDC 0.3A

FG(Frame Ground)

LG(Line filter Ground)

電源供給

保護接地 (日本国内においてはD種接地)

接地 (日本国内においてはD種接地)

100-120V AC

電源モジュールが正常時点灯
RDY表示（緑）

FA020301.VSD

F3PU01-0N

 
図 A2.2 F3PU01-0N 電源モジュール 

警　告   

感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 
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Note 
LG 端子が正しく接地されない場合には，LG 端子には電源入力端子の約 1/2 の電圧が発

生します。 
 

● 端子部寸法 

FA020302.VSD

7.1mm
8.2mm

M3.5

 

● 適合圧着端子例 

メーカ 形式 適合電線 適正締付けトルク 

日本圧着端子製造 V1.25-M3 AWG22～18（0.33～0.82mm2） 
（銅線） 

0.8N･m 日本圧着端子製造 V1.25-M4 

日本圧着端子製造 V2-M4 
AWG16～14（1.3～2.1mm2） 

（銅線） 

 

 

Note 
圧着作業の際には，必ず圧着端子メーカが指定する圧着工具を使用してください。 

電源モジュールをベースモジュールに実装すると，電源モジュールの FG 端子と本機の

シグナルグランド（電源モジュールの 5V 出力の GND）は，共にベースモジュールの金

属シャーシ部に接続されます。 

電源モジュール内部においては，FG 端子とシグナルグランドは絶縁されています。 

本機の接地系統については，「A3.3.2 接地系統」を参照してください。 
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(2)F3PU10-0N／F3PU10-0S／F3PU20-0N／F3PU20-0S 電源モジュール 

● 仕様 

項目 
仕様 

F3PU10-0N/F3PU10-0S*1 F3PU20-0N/F3PU20-0S*1 

電源電圧 100-240V AC 単相 50/60Hz 

電源電圧変動範囲 85～264V AC50/60Hz±3Hz 

消費電力 35VA 85VA 

突入電流 20Amax.(120V AC,Ta=25℃)，45Amax.(240V AC,Ta=25℃) 

ヒューズ 
タイムラグヒューズ 
（L,N 端子に内蔵，交換不可） 

タイムラグヒューズ 
（L,N 端子に内蔵,交換不可） 

定格出力電圧 5V DC 

定格出力電流 2.0A 4.3A 

絶縁抵抗 
AC 外部端子一括－FG 端子間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
AC 外部端子一括－FG 端子間 1500V AC1 分間 
フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 

漏洩電流 3.5mAmax 
不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 10ms (即時検知モード) 

外形寸法 28.9(W)×100(H)×83.2(D)mm*2 58(W)×100(H)×83.2(D)mm*2 

質量 190g 320g 
適用ベースモジュール F3BU04,F3BU06 専用 F3BU05,F3BU09,F3BU13,F3BU16 専用 

*1：F3PU10-0N と F3PU10-0S および F3PU20-0N と F3PU20-0S の違いは，ネジ端子台のネジ径のみです。 
*2：突起部を除く寸法（詳細は外形寸法図参照） 

● 名称と機能 

電源モジュールのカバーを外すと下図のとおりです。 

FAIL1

COM

FAIL2

LG

N

L

FAIL 
OUTPUT

INPUT 
100-240VAC～

PU 10-0N POWER

RDY

FAIL1

COM

FAIL2

N

L

FAIL 
OUTPUT

PU 20-0N

RDY

POWER

FAIL1-COM間

FAIL2-COM間

開放

短絡

短絡

開放

通常運転時
システムフェイル時

および停電時

フェイル信号接点出力

接点定格 24VDC 0.3A

FG(Frame Ground)

LG(Line filter Ground)

電源供給
100-240V AC

電源モジュールが正常時点灯

F3PU10-0N / F3PU10-0S F3PU20-0N / F3PU20-0S

RDY表示（緑）

FG FG

LG

FA020303.VSD

INPUT 
100-240VAC～

保護接地 (日本国内においてはD種接地)

接地 (日本国内においてはD種接地)

 
図 A2.3 F3PU10-0N／F3PU10-0S／F3PU20-0N／F3PU20-0S 電源モジュール 

警　告   

感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 
 

Note 
LG 端子が正しく接地されない場合には，LG 端子には電源入力端子の約 1/2 の電圧が発

生します。 
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● 端子部寸法 

FA020304.VSD

7.1mm
8.2mm

M3.5

F3PU10-0N / F3PU20-0N

7.1mm
8.2mm

M4

F3PU10-0S / F3PU20-0S

 

 

● 適合圧着端子例 

メーカ 形式 適合電線 
適用先と適正締付けトルク 

F3PU10-0N 
F3PU20-0N 

F3PU10-0S 
F3PU20-0S 

日本圧着端子製造 V1.25-M3 AWG22～18（0.33～0.82mm2） 
（銅線） 

0.8N･m 

使用できません 

日本圧着端子製造 V1.25-M4 
1.2N･m 

日本圧着端子製造 V2-M4 
AWG16～14(1.3～2.1mm2) 

（銅線） 

 

Note 
圧着作業の際には，必ず圧着端子メーカが指定する圧着工具を使用してください。 

電源モジュールをベースモジュールに実装すると，電源モジュールの FG 端子と本機の

シグナルグランド（電源モジュールの 5V 出力の GND）は，共にベースモジュールの金

属シャーシ部に接続されます。 

電源モジュール内部においては，FG 端子とシグナルグランドは絶縁されています。 

本機の接地系統については，「A3.3.2 接地系統」を参照してください。 
 

Note 
・  F3PU10-0S および F3PU20-0S は，それぞれ F3PU10-0N および F3PU20-0N の端子ネ

ジを M3.5→M4 に変更したものです。端子ネジ以外の寸法や，内部回路等はすべて

同一です。 

・ F3PU10-0N および F3PU20-0N は，CE マーキングに適合していません。 

F3PU10-0S および F3PU20-0S は，CE マーキングに適合しています。 

・ 本機を組込んだ最終製品の CE マーキング適合宣言をする場合は，F3PU10-0S また

は，F3PU20-0S をご使用ください。 
 

Note 
フェイル信号接点出力には，危険電圧から強化絶縁または二重絶縁された，SELV かつ

限定エネルギー回路の電源をご使用ください。 
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(3)F3PU30-0N／F3PU30-0S 電源モジュール 
● 仕様 

項目 
仕様 

F3PU30-0N／F3PU30-0S*1 

電源電圧 100-240V AC 単相 50/60Hz 

電源電圧変動範囲 85～264V AC50/60Hz±3Hz 

消費電力 100VA 

突入電流 20Amax.（120V AC,Ta=25℃),45Amax.（240V AC,Ta=25℃) 

ヒューズ タイムラグヒューズ（L,N 端子に内蔵,交換不可） 

定格出力電圧 5V DC 

定格出力電流 6.0A 

絶縁抵抗 
AC 外部端子一括－FG 端子間，500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
AC 外部端子一括－FG 端子間，1500V AC1 分間 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 

漏洩電流 3.5mAmax. 
不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 10ms (即時検知モード) 
外形寸法 58.0(W)×100(H)×126.1(D)mm*2 

質量 380g 
適用ベースモジュール F3BU05,F3BU09,F3BU13,F3BU16 専用 

*1：F3PU30-0N と F3PU30-0S の違いは,ネジ端子台のネジ径のみです。 
*2：突起部を除く寸法（詳細は外形寸法図参照） 

● 名称と機能 

FAIL1-COM間

FAIL2-COM間

開放

短絡

短絡

開放

通常運転時
システムフェイル時

および停電時

フェイル信号接点出力

接点定格 24VDC 0.3A

FG(Frame Ground)

LG(Line filter Ground)

電源供給

保護接地 (日本国内においてはD種接地)

接地 (日本国内においてはD種接地) 

100-240V AC

電源モジュールが正常時点灯
RDY表示（緑）

FA020307_1.VSD

F3PU30-0N/F3PU30-0S

RDY

FAIL1

COM

FAIL2

N

L

FAIL 
OUTPUT

FG

LG

INPUT 
100-240VAC～

PU 30-0N POWER

 
 
図 A2.4 F3PU30-0N／F3PU30-0S 電源モジュール 

警　告   

感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 
 

Note 
 LG 端子が正しく接地されない場合には，LG 端子には電源入力端子の約 1/2 の電圧が発

生します。 
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● 端子部寸法 

 

 

 

 

 

 

 

● 適合圧着端子例 

メーカ 形式 
適合電線 適用先と適正締付けトルク 

F3PU30-0N F3PU30-0S 

日本圧着端子製造 V1.25-M3 
 

AWG22～18（0.33～0.82mm2） 
（銅線） 0.8N･m 

使用 
できません 

日本圧着端子製造 V1.25-M4 
1.2N･m 

日本圧着端子製造 V2-M4 
AWG16～14(1.3～2.1mm2） 

（銅線） 

Note 
圧着作業の際には，必ず圧着端子メーカが指定する圧着工具を使用してください。 

電源モジュールをベースモジュールに実装すると，電源モジュールの FG 端子と本機の

シグナルグランド（電源モジュールの 5V 出力の GND）は，共にベースモジュールの金

属シャーシ部に接続されます。 

電源モジュール内部においては，FG 端子とシグナルグランドは絶縁されています。 

本機の接地系統については，「A3.3.2 接地系統」を参照してください。 
 

Note 
・  F3PU30-0S は，F3PU30-0N の端子ネジを M3.5→M4 に変更したものです。 

端子ネジ以外の寸法や，内部回路等は全て同一です。 

・ F3PU30-0N は，CE マーキングに適合していません。 

F3PU30-0S は，CE マーキングに適合しています。 

・  本機を組込んだ最終製品の CE マーキング適合宣言をする場合は，F3PU30-0S をご

使用ください。 
 

Note 
フェイル信号接点出力には，危険電圧から強化絶縁または二重絶縁された，SELV かつ

限定エネルギー回路の電源をご使用ください。 
 

 

 

 

FA020302_1.VSD

7.1mm
8.2mm

M3.5
F3PU30-0N

7.1mm
8.2mm

M4
F3PU30-0S
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(4)F3PU16-0N／F3PU16-0S／F3PU26-0N／F3PU26-0S 電源モジュール 

● 仕様 

項目 
仕様 

F3PU16-0N / F3PU16-0S*1 F3PU26-0N / F3PU26-0S *1 

電源電圧 24V DC 

電源電圧変動範囲 15.6～31.2V DC 

消費電力 15.4W 33.1W 

突入電流 20Amax.（31.2V DC,Ta=25℃） 

ヒューズ タイムラグヒューズ内蔵，交換不可 

定格出力電圧 5V DC 

定格出力電流 2.0A 4.3A 

絶縁抵抗 
DC 外部端子一括－FG 端子間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
DC 外部端子一括－FG 端子間 1500V AC1 分間 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 

不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 2ms (即時検知モード) 

外形寸法 28.9(W)×100(H)×83.2(D)mm*2 58(W)×100(H)×83.2(D)mm*2 

質量 190g 320g 
適用ベースモジュール F3BU04,F3BU06 専用 F3BU05,F3BU09,F3BU13,F3BU16 専用 

*1：F3PU16-0N と F3PU16-0S および F3PU26-0N と F3PU26-0S の違いは，ネジ端子台のネジ径のみです。 
*2：突起部を除く寸法（詳細は外形寸法図参照） 

● 名称と機能 

電源モジュールのカバーを外すと下図のとおりです。 

FAIL1-COM間 

FAIL2-COM間 

開放 

短絡 

短絡 

開放 

通常運転時 システムフェイル時 
および停電時 

フェイル信号接点出力 
接点定格 24V DC 0.3A

24V DC

電源モジュールが正常時点灯 

FA020305.VSD

PU 16-0N

RDY

POWER

F3PU16-0N/F3PU16-0S

FAIL1

COM

FAIL2

LG

FAIL 
OUTPUT

FG

INPUT 
24VDC

- 

+

PU 26-0N

RDY

POWER

F3PU26-0N/F3PU26-0S

- 

+

INPUT 
24VDC

FAIL1

COM

FAIL2

LG

FAIL 
OUTPUT

FG

FG(Frame Ground)

LG(Line fi lter Ground)

電源供給 

RDY表示（緑） 

機能接地 

機能接地 

 
図 A2.5 F3PU16-0N / F3PU16-0S / F3PU26-0N / F3PU26-0S 電源モジュール 

警　告   

感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 
 

Note 
 LG 端子が正しく接地されない場合には，LG 端子には電源入力端子の約 1/2 の電圧が発

生します。 
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● 端子部寸法 

● 適合圧着端子例 

メーカ 形式 適合電線 
適正締付けトルク 

F3PU16-0N 
F3PU26-0N 

F3PU16-0S 
F3PU26-0S 

日本圧着端子製造 V1.25-M3 AWG22～18（0.33～0.82mm2） 
（銅線） 

0.8N･m 

使用 
できません 

日本圧着端子製造 V1.25-M4 
1.2N･m 

日本圧着端子製造 V2-M4 
AWG16～14（1.3～2.1mm2） 

（銅線） 

Note 
圧着作業の際には，必ず圧着端子メーカが指定する圧着工具を使用してください。 

電源モジュールをベースモジュールに実装すると，電源モジュールの FG 端子と本機の

シグナルグランド（電源モジュールの 5V 出力の GND）は，共にベースモジュールの金

属シャーシ部に接続されます。 

電源モジュール内部においては，FG 端子とシグナルグランドは絶縁されています。 

本機の接地系統については，「A3.3.2 接地系統」を参照してください。 
 

Note 
・  F3PU16-0S および F3PU26-0S は，それぞれ F3PU16-0N および F3PU26-0N の端子ネ

ジを M3.5→M4 に変更したものです。端子ネジ以外の寸法や，内部回路等はすべて

同一です。 

・ F3PU16-0N および F3PU26-0N は，CE マーキングに適合していません。 

F3PU16-0S および F3PU26-0S は，CE マーキングに適合しています。 

・ 本機を組込んだ最終製品の CE マーキング適合宣言をする場合は，F3PU16-0S また

は，F3PU26-0S をご使用ください。 
 

Note 
24V DC の電源供給端子およびフェイル信号接点出力には，危険電圧から強化絶縁また

は二重絶縁された，SELV かつ限定エネルギー回路の電源をご使用ください。 
 

FA020304.VSD 

7.1mm 
8.2mm 

M3.5 
F3PU16-0N / F3PU26-0N 

7.1mm 
8.2mm

M4 
F3PU16-0S / F3PU26-0S 
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(5)F3PU36-0N／F3PU36-0S 電源モジュール 

● 仕様 

項目 
仕様 

F3PU36-0N／F3PU36-0S*1 

電源電圧 24V DC 

電源電圧変動範囲 15.6～31.2V DC 

消費電力 46.2W 

突入電流 20Amax.（31.2V DC,Ta=25℃） 

ヒューズ タイムラグヒューズ内蔵，交換不可 

定格出力電圧 5V DC 

定格出力電流 6.0A 

絶縁抵抗 
DC 外部端子一括－FG 端子間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
DC 外部端子一括－FG 端子間 1500V AC1 分間 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 

不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 2ms (即時検知モード) 

外形寸法 58(W)×100(H)×126.1(D)mm*2 

質量 410g 

適用ベースモジュール F3BU05,F3BU09,F3BU13,F3BU16 専用 
*1：F3PU36-0N と F3PU30-0S の違いはネジ端子台のネジ径のみです。 
*2：突起部を除く寸法（詳細は外形寸法図参照） 

● 名称と機能 

FAIL1-COM間 

FAIL2-COM間 

開放 

短絡 

短絡 

開放 

通常運転時 
システムフェイル時 

および停電時 

フェイル信号接点出力 

接点定格 24VDC 0.3A

FG(Frame Ground)

LG(Line filter Ground)

電源供給 

機能接地

機能接地

24V DC

電源モジュールが正常時点灯 
RDY表示（緑） 

FA020307.VSD

F3PU36-0N

RDY

FAIL1

COM

FAIL2

FAIL 
OUTPUT

FG

LG

INPUT 
24VAC 

POWERPU36-0N

+

 
図 A2.6 F3PU36-0N／F3PU36-0S 電源モジュール 

警　告   

感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 
 

Note 
 LG 端子が正しく接地されない場合には，LG 端子には電源入力端子の約 1/2 の電圧が発

生します。 
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● 端子部寸法 

 

 

 

 

 

 

 

● 適合圧着端子例 

メーカ 形式 適合電線 
適用先と適正締付けトルク 
F3PU36-0N F3PU36-0S 

日本圧着端子製造 V1.25-M3 
AWG22～18（0.33～0.82mm2） 

（銅線） 
0.8N･m 

使用できません 

日本圧着端子製造 V1.25-M4 
1.2N･m 

日本圧着端子製造 V2-M4 
AWG16～14（1.3～2.1mm2） 

（銅線） 

Note 
圧着作業の際には，必ず圧着端子メーカが指定する圧着工具を使用してください。 

電源モジュールをベースモジュールに実装すると，電源モジュールの FG 端子と本機の

シグナルグランド（電源モジュールの 5V 出力の GND）は，共にベースモジュールの金

属シャーシ部に接続されます。 

電源モジュール内部においては，FG 端子とシグナルグランドは絶縁されています。 

本機の接地系統については，「A3.3.2 接地系統」を参照してください。 
 

Note 
・  F3PU36-0S は，F3PU36-0N の端子ネジを M3.5→M4 に変更したものです。 

端子ネジ以外の寸法や，内部回路等はすべて同一です。 

・ F3PU36-0N は，CE マーキングに適合していません。 

F3PU36-0S は，CE マーキングに適合しています。 

・  本機を組込んだ最終製品の CE マーキング適合宣言をする場合は，F3PU36-0S をご

使用ください。 
 

Note 
24V DC の電源供給端子およびフェイル信号接点出力には，危険電圧から強化絶縁また

は二重絶縁された，SELV かつ限定エネルギー回路の電源をご使用ください。 
 

 

7.1mm
8.2mm

M3.5 

FA020306.VSD

7.1mm
8.2mm

M 4
F3PU36-0N F3PU36-0S
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A2.4 ベースモジュール 
ベースモジュールは，使用する電源モジュールの種類別に，4 スロット，6 スロットと，

5 スロット，9 スロット，13 スロットおよび 16 スロットの計 6 種類があります。いずれ

かをお選びください。 

 
ベースモジュール形名 スロット数 I/O スロット数 質量 

F3BU04-0N 4 3 150g 

F3BU06-0N 6 5 210g 

F3BU05-0D 5 4 210g 

F3BU09-0N 9 8 340g 

F3BU13-0N 13 12 470g 

F3BU16-0N 16 15 550g 

 

FA020401.VSD  
図 A2.7 ベースモジュール 

 

Note 
電源モジュールをベースモジュールに実装すると，電源モジュールの FG 端子と本機の

シグナルグランド（電源モジュールの 5V 出力の GND）は共にベースモジュールの金属

シャーシ部に接続されます。 

SHIELD 端子を有するモジュールをベースモジュールに実装すると，SHIELD 端子は

ベースモジュールの金属シャーシ部に接続されます。 

D-sub コネクタや GP-IB コネクタ等を有するモジュールをベースモジュールに実装する

と，コネクタの金属シェルはベースモジュールの金属シャーシ部に接続されます。 

本機の接地系統については，「A3.3.2 接地系統」を参照してください。 
 
 
AT 互換モジュール用ベースモジュールについては，「AT 互換 CPU モジュール（DX2，DX4 搭載）取扱説明書 AT 互換 
CPU モジュール（MMXPentium 搭載）取扱説明書」（IM34M06M12-01）の「4.7 ベースモジュール（F3BU09-1N， 
F3BU13-1N）耐震用ベースモジュール（F3BU09-2N，F3BU13-2N）」を参照してください。 
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A2.5 デジタル入出力モジュール 
■ 各部の名称と機能 

● 端子台タイプ●コネクタタイプ 

 
図 A2.8 入出力モジュール外観 

■ 外形寸法 
単位：mm 

 
図 A2.9 入出力モジュール外形寸法図（F3XD64-3N の場合） 

 

表示切換え
スイッチ

表示LED
1～32が表す内容

1

2

端子1～32のON/
OFF状態を表示

AC IN

表示LED：

端子台：

10点と18点の着脱式端子
台です。
端子ネジは，M3.5セルフ
アップネジです。

1
2
3
4

5
6
7
8

DC IN

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10
11
12

13
14
15
16

1

2

3

4

5

6

7

8

COM

DC IN

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10
11
12

13
14
15
16

17
18
19
20

21
22
23
24

25
26
27
28

29
30
31
32

DISPLAY
1 2

表示LED：

表示切換えスイッチ：

40極コネクタ×1～2個：

32点およびF3XD64-6Mの
場合はコネクタは1個です。

ON / OFF状態を表示し
ます。

ON / OFF状態を表示し
ます。

1
2

5

7

COM1

3

4

6

8

COM2

10

11

13

15

9

12

14

16

表示LEDの切換えを行
います。32点の場合は
このスイッチはありませ
ん。

XA08-□□ XD16-□□ XD□□-□□

端子33～64のON/
OFF状態を表示

・10点端子台 ・18点端子台

FA020501.VSD

FA020502.VSD
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■ 絶縁方式 

フィールドと内部回路は次のいずれかの方式で絶縁されています。 

フォトカプラ方式 ：耐電圧 1500V AC/1 分間 

機械式 ：耐電圧 1500V AC/1 分間 

トランス方式 ：耐電圧 500V AC/1 分間 

 

■ 端子配列 

1 

3 

5 

7 

9 

11 

13 

15 

17

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18

1 

2

3 

4

5 

6 

7 

8 

9

10

20 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 
9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1

20 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 
9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1

B A

20 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 
9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1

20 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 
9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1

B A

20 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 
9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1

20 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 
9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1

B A

10点端子台形 18点端子台形 コネクタ形 

・32点タイプ ・64点タイプ 

コネクタ形 

1 2

7.1mm

8.2mm

M3.5

6.4mm

8.2mm

7.1mm

M3.5

注）モジュール正面から見た図 
FA020503.VSD

 

■ 外部接続 

外部接続方法として端子台形（10 点，18 点），コネクタ形の 2 通りがあります。 

配線方法の詳細については，「A3.6 入出力モジュールの配線方法」を参照してくださ

い。 
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(1)F3XH04-3N 高速入力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

入力形式 DC 電圧 
パルスキャッチ 
機能* 

選択 DIP.SW で選択 点数 4 

コモン方式 4 点独立 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

割込み機能* 

選択 DIP.SW で選択 

耐電圧 

SHIELD 端子を除く 
外部接続端子一括 
－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

設定 
プログラム作成ツールで
1 点ごとに設定 

定格入力電圧 24V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 

定格入力電流 11.2mA／点(24V DC) 入力ホールド 
時間 

OFF→ON エッジ検出後
512μs 間入力信号をホー
ルド 入力インピーダンス 2.1kΩ 

動作電圧／ 
電流 

ON 
16V DC 以上 
7.2mA 以上 

消費電流 30mA（5V DC） 

OFF 
6.0V DC 以下 
2.5mA 以下 

入力表示 LED（ON 時点灯） 

入力応答時間 
OFF→ON 50μs 以下 外部接続 10 点端子台 M3.5 ネジ 

ON→OFF 50μs 以下 質量 130g 

入力最小パルス幅 50μs 最大同時 ON 率 100% 

*：パルスキャッチ機能と割込み機能の併用はできません。 

● 表面形状 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 

● 回路構成 

バスインタ 
フェ－ス 

FA020505.VSD

内
 部
 バ
 ス
 

1＋ 

1－ 

＋ 

－ 

 
● 外部接続図 

1＋

1－

SHIELD

2＋

2－

3＋

3－

SHIELD

4＋

4－

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

＋

－

注）モジュール正面から見た図

FA020506.VSD

 
 

DC IN

1
2
3
4

XH04-3N

+

-
IN1

+

-
IN2

+

-
IN3

+

-
IN4

SHIELD

SHIELD

F3XH04-3N

FA020504.VSD
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● パルスキャッチ機能，割込み機能の設定 

F3XH04-3N では，モジュール内部のディップスイッチ（DIP.SW）の設定で，パルス

キャッチ機能または割込み機能のいずれかを選択できます。 

 

①ハードウェアの設定 

モジュール側面のカバーを外し，内部の DIP.SW 番号 1 で機能を選択します。 

出荷時は下記のとおり，パルスキャッチ機能が選択されています。 

 

モジュール側面図 

この図は，カバーをはずした状態です。

後

上

下

OFF ON

1

2

3

4

O
F
F

1
2
3
4

SW1

SW2

SW3

SW4

FA020507.VSD

前

 

 
DIP.SW 番号 OFF ON 出荷時設定 

1 パルスキャッチ機能 割込み機能 OFF 
2 未使用 未使用 OFF 
3 未使用 未使用 OFF 
4 未使用 未使用 OFF 

 
図 A2.10 パルスキャッチ機能，割込み機能の設定 

 

②ソフトウェアの設定 

パルスキャッチ機能はラダープログラム上で端子番号 17～20 を指定して使用します。

特別な設定は必要ありません。 

割込み機能は，1 点ごとに設定します。 

なお，いずれの場合も「ハードウェアの設定」でそれぞれの機能が選択されているこ

とが必要です。 

 

③モジュールへのアクセス 

・ パルスキャッチ機能 

シーケンス CPU でのみ使用できます。入力 1～4 が端子番号 17～20 に対応します。 
 
 

X mm17～X mm20  
 

 ：ユニット番号（0～7） 

mm：スロット位置 

 
図 A2.11 入力リレー番号 
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・ 割込み機能 

入力 1～4 は端子番号 1～4 に対応します。 

 

1)シーケンス CPU モジュールでの割込み 

割込み入力機能として使用する場合には，INTP 命令を用いて｢I/O 割込み定義｣を

してください。 

｢I/O 割込み定義｣は，CPU モジュール 1 枚に対して，最大 4 点までできます。 

F3XH04-3N から割込み入力があると，INTP～IRET 命令までの割込みプログラム

が実行されます。 

CPU モジュールが，F3XH04-3N からの割込み入力を認識して，割込みプログラ

ムを実行するまでの割込み応答時間は，使用する CPU モジュールによって異な

り，大略以下の値となります。 

 

F3SP20/21/25/30/35 ：約 0.5ms 

F3SP22/28/38  ：約 120μs 

F3SP53/58/59/66/67 ：約 100μs 

F3SP71/76  ：約 100μs 

Note 
｢I/O 割込み定義｣は，複数の CPU モジュールから同一の F3XH04-3N に対しては行わな

いでください。F3XH04-3N から CPU モジュールに対して，割込みを正しく通知できな

くなります。 

 

割込み周期は，以下の時間を目安としてください。 

・割込み入力･･･1 点のみ定義／CPU1ms 以上 

割込み周期が 1～2ms の場合は，スキャンタイムは 2ms 以上を確保してください。

2ms 未満の場合は，コンスタントスキャンタイム機能を使用してください。 

・割込み入力･･･2～4 点定義／CPU10ms 以上 

割込み周期が短いと，割込みプログラムが頻繁に実行され，通常プログラムの動

作に影響します。また，プログラミングツール・パソコンリンクなどからのコマ

ンド応答が遅くなります。 
 

 

2）BASICCPU モジュールでの割込み 

あらかじめ ASSIGN ステートメントでモジュールの使用宣言を行った後，

ONINT ステートメント割込みの受付け宣言をします。 

詳細については，「BASICCPU モジュール ML バス CPU モジュール取扱説明書

YM-BASIC/FA 説明書」（IM34M06Q22-01）の「C4.3 割込み」を参照してくださ

い。 

 

3）RTOS／IEC61131-3 対応 CPU モジュールでの割込み 

I/O 割込み処理については，各 CPU の説明書をごらんください。 
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④機能説明 

・パルスキャッチ機能 

シーケンス CPU モジュールのスキャンタイムより短い幅の入力パルスを，確実に

取り込むための機能です。 

通常，CPU モジュールは，I/O リフレッシュ処理時に I/O モジュールのデータを読

み出しているため，通常の入力モジュールでは，スキャンタイムより短い幅の入力

パルスを取り込むことができない場合があります。本モジュールは，50μs 以上の

パルスを検出すると，次にこのデータを読み出すタイミングまでデータを保持する

機能（パルスキャッチ機能）を備えており，I/O リフレッシュ処理時に確実に取り

込むことができます。ただし，50μs より短い幅の入力パルスは本モジュールでも

取り込むことはできません。 

動作タイミングは次のとおりです。 

 

パルスキャッチ

CPUの処理 リフレッシュ処理 リフレッシュ処理 リフレッシュ処理

入力

内部
バッファ

・50μsより
　小さい

・読取り不可

内部バッファセット I/O 読取り可

・50μsより
　小さい

・読取り不可

・50μs以上
・読取り可

1スキャン 1スキャン

FA020508.VSD  
 

図 A2.12 スキャンタイムより短かいパルスが入力された場合の動作 

 

 

スキャンタイムより長いパルスが入力された場合には，1 スキャンのみ ON と読み

取れます。 

 

パルスキャッチ

CPUの処理 リフレッシュ処理

1スキャン

入力

内部
バッファ

内部バッファセット

1スキャン 1スキャン

リフレッシュ処理 リフレッシュ処理 リフレッシュ処理

ONと読み取れる OFFと読み取れる FA020509.VSD  
 

図 A2.13 スキャンタイムより長いパルスが入力された場合の動作 
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・ 割込み機能 

割込み機能を選択した場合，本モジュールでは入力の OFF→ON の変化を検出する

と，ON 状態を 512μs 間保持し続けます。このため，512μs より短い間隔の入力

パルスを割込み信号とした場合は，割込みプログラムが実行されない場合があり

ます。 

本モジュールのように，入力信号の変化に対して高速に応答するモジュールを割

込み信号の入力として使用した場合，入力に高速の連続したパルスを入力し続け

ると CPU モジュールは割込みプログラムを連続して行うことになり，通常のプロ

グラムを実行できなくなります。こういう状態を防ぐため，本モジュールでは一

度入力パルスを検出すると，一定時間その状態を保持し次の入力パルスを検出で

きなくすることによって，割込みプログラムを繰り返し実行することを制限して

います。動作タイミングを下記に示します。 

 

CPUの処理
割込み処理

割込み入力
・50μsより
　小さい
・読取り不可

・50μs
　以上
・読取り可

入力ホールド時間
 (512μs)

サンプリング

フィルタ通過後の
モジュール内信号

OFF→ONエッジ検出後
サンプリング停止
指定時間ホールド

ホールド解除後
サンプリング開始

1スキャン

FA020510.VSD  
 

図 A2.14 割込み発生時の動作 

Note 
1 台の F3XH04-3N の入力リレーを，複数の CPU モジュールで使用しないでください。

使用した場合，パルスキャッチ機能や割込み機能が正しく動作しません（入力リレーの

番号が違っても，複数の CPU モジュールで使用することはできません）。 
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(2)F3XA08-1N／F3XA08-2N AC 入力モジュール 

項目 
仕様 

F3XA08-1N F3XA08-2N 

入力形式 AC 電圧（商用電源） 

点数 8 

コモン方式 8 点/コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続端子一括－内部回路間 1500V AC,1 分間 

定格入力電圧 
100-120V AC 
50/60Hz 

200-240V AC 
50/60Hz 

使用電圧範囲 
85～132V AC 
50/60Hz 

170～264V AC 
50/60Hz 

定格入力電流 
5.4-6.5mA/点 
（100-120V AC,60Hz） 

5.1-6.1mA/点 
（200-240V AC,60Hz） 

入力インピーダンス 
21.9kΩ50Hz 
18.5kΩ60Hz 

47.1kΩ50Hz 
39.4kΩ60Hz 

動作電圧／電流 
ON 

80V AC 以上 
5mA 以上 

160V AC 以上 
4mA 以上 

OFF 
40V AC 以下 
1mA 以下 

70V AC 以下 
1mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 15ms 以下または 30ms の設定可 

ON→OFF 25ms 以下または 40ms の設定可 

割込み 入力点ごとに設定可 

消費電流 40mA（5V DC） 

入力表示 LED（ON 時点灯） 

外部接続 10 点端子台Ｍ3.5 ネジ 

質量 130g 

最大同時 ON 率 100％ 
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● 表面形状 

 

 

● 回路構成      ●外部接続図 
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フェ－ス 
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4
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注）モジュール正面から見た図

FA020513.VSD



       A2-33
 

 IM 34M06C11-01

 

(3)F3XA16-1N AC 入力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

入力形式 AC 電圧（商用電源） 動作電圧／
電流 

ON 80V AC 以上／5mA 以上 

点数 16 OFF 40V AC 以下／1mA 以下 

コモン方式 8 点／コモン 
応答時間 

OFF→ON 
15ms 以下または 
30ms の設定可 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 ON→OFF 
25ms 以下または 
40ms の設定可 

耐電圧 
外部接続端子一括 
－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

割込み 入力点ごとに設定可 

消費電流 65mA（5V DC） 

定格入力電圧 
100-120V AC 
50/60Hz 入力表示 LED（ON 時点灯） 

使用電圧範囲 
85～132V AC 
50/60Hz 外部接続 18 点端子台 M3.5 ネジ 

定格入力電流 
5.4-6.5mA/点 
100-120V AC,60Hz 質量 180g 

入力インピーダンス 
21.9kΩ50Hz 
18.5kΩ60Hz 最大同時 ON 率 100% 

 

● 表面形状 
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(4)F3XC08-0N 無電圧接点入力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

入力形式 無電圧接点*1 

応答時間 

OFF→ON 
2.0ms 以下または 
17ms の設定可 点数 8 

コモン方式 8 点／コモン 
ON→OFF 

2.0ms 以下または 
17ms の設定可 絶縁方式 トランス絶縁 

耐電圧 
外部接続端子一括 
－内部回路間 
500V AC，1 分間 

割込み 入力点ごとに設定可 

接点 OFF 時開放電圧 5～7V*2 消費電流 75mA（5V DC） 

接点 ON 時電流 1～3mA*2 入力表示 LED（ON 時点灯） 

ON 抵抗 200Ω以下 外部接続 10 点端子台 M3.5 ネジ 

OFF 抵抗 100kΩ以上 質量 140g 
*1： F3XC08 の入力端子には，外部から電圧を印加しないでください。故障の原因となります。 
*2： F3XC08 の入力端子に接続する外部接点は，この条件での ON/OFF が可能なものを使用してください。 

 

● 表面形状 
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(5)F3XC08-0C 無電圧接点入力モジュール（独立コモン） 

項目 仕様 項目 仕様 

入力形式 無電圧接点*1 

応答時間 

OFF→ON 
常時(0μs), 
62.5μs,250μs,1ms,16ms
の 5 段階に設定可 4 点数 8 

コモン方式 全点独立 
ON→OFF 

常時(0μs), 
62.5μs,250μs,1ms,16ms
の 5 段階に設定可*4 絶縁方式 トランス絶縁 

耐電圧 
外部接続端子一括 
－内部回路間 
500V AC，1 分間 

割込み 入力点ごとに設定可 

接点 OFF 時開放電圧 5～7V*2 消費電流 75mA（5V DC） 

接点 ON 時電流 1～3mA*2 入力表示 LED（ON 時点灯） 

ON 抵抗 200Ω以下 外部接続 18 点端子台 M3.5 ネジ 

OFF 抵抗 100kΩ以上 質量 170g 
*1： F3XC08 の入力端子には，外部から電圧を印加しないでください。故障の原因となります。 
*2： F3XC08 の入力端子に接続する外部接点は，この条件での ON/OFF が可能なものを使用してください。 
*3：実際の応答時間は設定した値に最大で 1ms 加算されます。 
*4： 入力割込みを使用する場合は，入力サンプリング時間を 62.5μs 以上に設定してください。 
 

● 表面形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 回路構成 
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(6)F3XD08-6F DC 入力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

入力形式 DC 電圧 

応答時間 

OFF→ON 
入力サンプリング時間を常時
(0μs),62.5μs,250μs,1ms,16ms の
5 段階に設定可*1 

点数 8 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

ON→OFF 
入力サンプリング時間を常時
(0μs),62.5μs,250μs,1ms,16ms の
5 段階に設定可*1 耐電圧 

外部接続端子一括－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

定格入力電圧 12-24V DC 割込み*2 入力点ごとに設定可 

使用電圧範囲 10.2～26.4V DC 消費電流 40mA（5V DC） 

定格入力電流 
4.1mA／点(12V DC) 
8.5mA／点(24V DC) 

入力表示 LED（ON 時点灯） 

入力インピーダンス 2.9kΩ 外部接続 10 点端子台 M3.5 ネジ 

動作電圧／
電流 

ON 
8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

質量 130g 

OFF 
3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

最大同時 ON 率 100% 

*1：  F3SP22/28/38/53/58/59/66/67/71/76，F3RP□□,F3NP□□使用時の値。他の CPU モジュールを使用する場合，F3XD08-
6N と同様の仕様になります。実際の応答時間は設定した値に OFF→ON で 100μs 程度，ON→OFF で 300μs 程度加
算されます。入力サンプリング時間を小さく設定するとノイズ等の影響を受けやすくなります。このような場合に
は，「A3.4 ノイズに対する配慮」および「A3.9CE マーキング適合について」の項にしたがったノイズ対策を行って
ください。 

*2： 入力割込みを使用する場合は，入力サンプリング時間を 62.5μs 以上に設定してください。 

 

● 表面形状 

 

 

 

 

● 回路構成 

バスインタ
フェ－ス

内

部

バ

ス

1

8

9

～

COM

＋

－

－

＋

FA020518.VSD  

● 外部接続図 

 

1
2
3
4

5
6
7
8

1

2

3

4

5

6

7

8

COM

XD08-6F

F3XD08-6F

DC IN

FA020517.VSD

－ ＋

＋ －

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

COM

注）モジュール正面から見た図

FA020519.VSD



       A2-37
 

 IM 34M06C11-01

 

(7)F3XD16-3F／F3XD16-4F／F3XD16-3H DC 入力モジュール 

項目 
仕様 

F3XD16-3F F3XD16-4F F3XD16-3H 

入力形式 DC 電圧 DC 電圧（プラスコモン） 

点数 16 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続端子一括－内部回路間 1500V AC，1 分間 

定格入力電圧 24V DC 12V DC 24V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 10.2～13.2V DC 20.4～26.4V DC 

定格入力電流 4.1mA／点（24V DC） 4.1mA／点（12V DC） 4.7mA／点（24V DC） 

入力インピーダンス 5.9kΩ 2.9kΩ 5.1kΩ 

動作電圧／電流 
ON 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

OFF 
5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 入力サンプリング時間を常時(0μs),62.5μs,250μs,1ms,16ms の 5 段階に設定可*1 

ON→OFF 入力サンプリング時間を常時(0μs),62.5μs,250μs,1ms,16ms の 5 段階に設定可*1 

割込み*2 入力点ごとに設定可 

消費電流 65mA（5V DC） 

入力表示 LED（ON 時点灯） 

外部接続 18 点端子台Ｍ3.5 ネジ 

質量 160g 

最大同時 ON 率 100％ 

*1： F3SP22/28/38/53/58/59/66/67/71/76,F3RP□□,F3NP□□使用時の値。他の CPU モジュールを使用する場合，F3XD16-
□N と同様の仕様になります。実際の応答時間は設定した値に F3XD16-□F の場合は OFF→ON で 100μs 程度，ON
→OFF で 300μs 程度，F3XD16-3H の場合は 10μs 程度加算されます。入力サンプリング時間を小さく設定するとノイ
ズ等の影響を受けやすくなります。このような場合には，「A3.4 ノイズに対する配慮」および「A3.9CE マーキング
適合について」の項にしたがったノイズ対策を行ってください。 

*2： F3XD16-□F の場合，入力割込みを使用する場合は，入力サンプリング時間を 62.5μs 以上に設定してください。 
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● 表面形状 

 
● 回路構成      ●外部接続図 
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(8)F3XD32-3F／F3XD32-4F／F3XD32-5F DC 入力モジュール 

項目 
仕様 

F3XD32-3F F3XD32-4F F3XD32-5F 

入力形式 DC 電圧 

点数 32 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間 1500V AC，1 分間 

定格入力電圧 24V DC 12V DC 5V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 10.2～13.2V DC 4.5～5.5V DC 

定格入力電流 4.1mA／点（24V DC） 4.1mA／点（12V DC） 4.0mA／点（5V DC） 

入力インピーダンス 5.9kΩ 2.9kΩ 1.3kΩ 

動作電圧／電流 
ON 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

3.5V DC 以上 
2.0mA 以上 

OFF 
5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

1.0V DC 以下 
0.2mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 入力サンプリング時間を常時(0μs),62.5μs,250μs,1ms,16ms の 5 段階に設定可*1 

ON→OFF 入力サンプリング時間を常時(0μs),62.5μs,250μs,1ms,16ms の 5 段階に設定可*1 

割込み*2 入力点ごとに設定可 

消費電流 75mA（5V DC） 

入力表示 LED（ON 時点灯） 

外部接続 40 極コネクタ×1 

質量 120g 

最大同時 ON 率 100％ 

*1： F3SP22/28/38/53/58/59/66/67/71/76,F3RP□□,F3NP□□使用時の値。他の CPU モジュールを使用する場合，F3XD32-
□Nと同様の仕様になります。実際の応答時間は設定した値に OFF→ON で 100μs 程度，ON→OFF で 300μs 程度加算
されます。入力サンプリング時間を小さく設定するとノイズ等の影響を受けやすくなります。このような場合には，
「A3.4 ノイズに対する配慮」および「A3.9CE マーキング適合について」の項にしたがったノイズ対策を行ってくだ
さい。 

*2： 入力割込みを使用する場合は，入力サンプリング時間を 62.5μs 以上に設定してください。 
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● 表面形状 

 

● 回路構成     ●外部接続図 
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(9)F3XD64-3F／F3XD64-4F DC 入力モジュール 

項目 
仕様 

F3XD64-3F F3XD64-4F 

入力形式 DC 電圧 

点数 64 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間 1500V AC,1 分間 

定格入力電圧 24V DC 12V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 10.2～13.2V DC 

定格入力電流 4.1mA／点（24V DC） 4.1mA／点（12V DC） 

入力インピーダンス 5.9kΩ 2.9kΩ 

動作電圧／電流 
ON 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

OFF 
5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

応答時間 
OFF→ON  入力サンプリング時間を常時(0μs),62.5μs,250μs,1ms の 4 段階に設定可*1 

ON→OFF  入力サンプリング時間を常時(0μs),62.5μs,250μs,1ms の 4 段階に設定可*1 

割込み なし 

消費電流 100mA（5V DC） 

入力表示 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチにより 32 点ごとに表示 

外部接続 40 極コネクタ×2 

質量 160g 

最大同時 ON 率 60％ 

*1： F3SP22/28/38/53/58/59/66/67/71/76,F3RP□□,F3NP□□使用時の値。他の CPU モジュールを使用する場合，F3XD64-
□Nと同様の仕様になります。実際の応答時間は設定した値に OFF→ON で 100μs 程度，ON→OFF で 300μs 程度加算
されます。入力サンプリング時間を小さく設定するとノイズ等の影響を受けやすくなります。このような場合には，
「A3.4 ノイズに対する配慮」および「A3.9CE マーキング適合について」の項にしたがったノイズ対策を行ってくだ
さい。 

*2： 入力割込みを使用する場合は，入力サンプリング時間を 62.5μs 以上に設定してください。 
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● 表面形状 

 

● 回路構成    ●外部接続図 
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(10)F3XD08-6N DC 入力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

入力形式 DC 電圧 

応答時間 

OFF→ON 
2ms 以下または 17ms 
の設定可 

点数 8 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

ON→OFF 
3.5ms 以下または 18.5ms 
の設定可 

耐電圧 
外部接続端子一括－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

定格入力電圧 12-24V DC 

使用電圧範囲 10.2～26.4V DC 割込み 入力点ごとに設定可 

定格入力電流 
4.1mA／点（12V DC） 
8.5mA／点（24V DC） 

消費電流 40mA（5V DC） 

入力表示 LED（ON 時点灯） 

入力インピーダンス 2.9kΩ 外部接続 10 点端子台 M3.5 ネジ 

動作電圧／
電流 

ON 
8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

質量 130g 

  OFF 
3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

最大同時 ON 率 100% 
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● 表面形状 

 

  

● 回路構成 
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(11)F3XD16-3N／F3XD16-4N DC 入力モジュール 

項目 
仕様 

F3XD16-3N F3XD16-4N 

入力形式 DC 電圧 

点数 16 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続端子一括－内部回路間 1500V AC,1 分間 

定格入力電圧 24V DC 12V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 10.2～13.2V DC 

定格入力電流 4.1mA／点（24V DC） 4.1mA／点（12V DC） 

入力インピーダンス 5.9kΩ 2.9kΩ 

動作電圧／電流 
ON 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

OFF 
5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 2.0ms 以下または 17ms の設定可 

ON→OFF 3.5ms 以下または 18.5ms の設定可 

割込み 入力点ごとに設定可 

消費電流 65mA（5V DC） 

入力表示 LED（ON 時点灯） 

外部接続 18 点端子台 M3.5 ネジ 

質量 160g 

最大同時 ON 率 100％ 
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● 表面形状 

 

● 回路構成     ●外部接続図 
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(12)F3XD32-3N／F3XD32-4N／F3XD32-5N DC 入力モジュール 

項目 
仕様 

F3XD32-3N F3XD32-4N F3XD32-5N 

入力形式 DC 電圧 

点数 32 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間 1500V AC，1 分間 

定格入力電圧 24V DC 12V DC 5V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 10.2～13.2V DC 4.5～5.5V DC 

定格入力電流 4.1mA／点（24V DC） 4.1mA／点（12V DC） 4.0mA／点（5V DC） 

入力インピーダンス 5.9kΩ 2.9kΩ 1.3kΩ 

動作電圧／電流 
ON 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

3.5V DC 以上 
2.0mA 以上 

OFF 
5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

1.0V DC 以下 
0.2mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 2ms 以下または 17ms の設定可 

ON→OFF 3.5ms 以下または 18.5ms の設定可 

割込み 入力点ごとに設定可 

消費電流 75mA（5V DC） 

入力表示 LED（ON 時点灯） 

外部接続 40 極コネクタ×1 

質量 120g 

最大同時 ON 率 100％ 
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● 表面形状 
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● 回路構成      ●外部接続図 
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(13)F3XD64-3N／F3XD64-4N DC 入力モジュール 

項目 
仕様 

F3XD64-3N F3XD64-4N 

入力形式 DC 電圧 

点数 64 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間 1500V AC,1 分間 

定格入力電圧 24V DC 12V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 10.2～13.2V DC 

定格入力電流 4.1mA／点（24V DC） 4.1mA／点（12V DC） 

入力インピーダンス 5.9kΩ 2.9kΩ 

動作電圧／電流 
ON 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

OFF 
5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 1.0ms 以下 

ON→OFF 2.5ms 以下 

割込み なし 

消費電流 100mA（5V DC） 

入力表示 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチにより 32 点ごとに表示 

外部接続 40 極コネクタ×2 

質量 160g 

最大同時 ON 率 60％ 
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● 表面形状 
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● 回路構成    ●外部接続図 
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(14) F3XD64-6M DC 入力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

入力形式 DC 電圧 

応答時間 

OFF→ON 16ms 以下 
点数 64 

コモン方式 8×8 のマトリクススキャン 
ON→OFF 16ms 以下 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括－内部
回路間 1500V AC，1 分間 

割込み なし 

定格入力電圧 12-24V DC 消費電流 110mA（5V DC） 

使用電圧範囲 10.2～26.4V DC 
入力表示 

LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチにより 
32 点ごとに表示 定格入力電流 

3.9mA(12V DC) 
8.2mA(24V DC) 

入力インピーダンス 2.9kΩ 外部供給電源 12-24V DC 70mA  

動作電圧 
／電流 

ON 
8.0V DC 以上 
2.6mA    以上 

外部接続 40 極コネクタ×1 

OFF 
3.4V DC 以下 
1.0mA    以下 

質量 130g 

● 表面形状 
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(15) F3YD04-7N トランジスタ出力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

出力形式 トランジスタ接点 
寿命 

機械的 ─ 

点数 4 電気的 ─ 

コモン方式 全点独立 サージキラー *1 ツェナーダイオード 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 ヒューズ *2 
3.15A タイムラグヒューズ 
(各 N 端子に内蔵, 交換不可) 

耐電圧 
外部接続端子一括－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

消費電流 85mA(5V DC） 

出力表示 *3 LED(ON 時点灯） 

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 24V DC(20.4～26.4V DC） 

プログラム停止時の出力 
ホールド／リセット *4 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 AC ─ 

大負荷電流 2A／点 BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

応答時間 

OFF→ON 5ms 以下 
RTOS-CPU／IEC61131-3 対応
CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 ON→OFF 3ms 以下 

外部供給電源 不要 

ON 電圧 0.5V DC 以下 外部接続 10 点端子台 M3.5 ネジ 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 質量 140g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 出力モジュールのヒューズは，負荷短絡が発生した場合に，外部配線の焼損や，過大な短絡電流が流れ続けること
による異常発熱を防止するためのものであり，モジュール内部の出力素子の損傷を防止するものではありません。 

 また，負荷短絡以外の故障モードでは，ヒューズが溶断しない場合があります。 
*3：  表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*4： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。  
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(16) F3YA08-2N トライアック出力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

出力形式 トライアック接点 
寿命 

機械的 ─ 

点数 8 電気的 ─ 

コモン方式 8 点／コモン サージキラー*1 CR アブソーバ，バリスタ 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 
ヒューズ *2 

4A タイムラグヒューズ 
(COM 端子に内蔵, 交換不可) 

耐電圧 
外部接続端子一括－内部 
回路間 1500V AC, 1 分間 消費電流 130mA（5V DC） 

定格負荷電圧 
( 大負荷電圧) 

DC ─ 
出力表示 *3 LED（ON 時点灯） 

AC 100-240V（264V） 

大負荷電流 
1A／点（0～40℃） 
0.7A／点（40～55℃） 
3A／コモン 

プログラム停止時の出力
ホールド／リセット *4 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 

小負荷電圧／電流 24V AC,10mA／点 BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

応答時間 

OFF→ON 1ms 以下 
RTOS-CPU／IEC61131-3 対応
CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 ON→OFF 1/2 サイクル＋1ms 以下 

外部供給電源 不要 

ON 電圧 1.5V AC 以下 外部接続 10 点端子台 M3.5 ネジ 

OFF 時漏洩電流 3mA 以下 質量 150g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラーを取
付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた 大負荷電圧を超えないようにしてください。 

 取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 
*2： 出力モジュールのヒューズは，負荷短絡が発生した場合に，外部配線の焼損や，過大な短絡電流が流れ続けること

による異常発熱を防止するためのものであり，モジュール内部の出力素子の損傷を防止するものではありません。 
 また，負荷短絡以外の故障モードでは，ヒューズが溶断しない場合があります。 
*3：  表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*4： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
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(17) F3YC08-0C／F3YC08-0N リレー出力モジュール 

項目 
仕様 

F3YC08-0C F3YC08-0N 

出力形式 リレー接点 

点数 8 

コモン方式 全点独立 8 点／コモン 

絶縁方式 機械式絶縁 

耐電圧 外部接続端子一括－内部回路間 1500V AC，1 分間 

定格負荷電圧 
( 大負荷電圧) 

DC 5-24V (125V) 

AC 100-240V (264V) 

大負荷電流 2A／点 (抵抗負荷) 2A／点，8A／コモン (抵抗負荷) 

大開閉電力 530VA／点，60W／点 （抵抗負荷） 

小負荷電圧／電流 5V DC，10mA 

応答時間 
OFF→ON 10ms 以下 

ON→OFF 10ms 以下 

ON 電圧 ─── 
OFF 時漏洩電流 ─── 

寿命 
機械的 2000 万回以上 

電気的 10 万回以上 (定格負荷) 

サージキラー *1 なし 

ヒューズ なし 

消費電流 205mA (5V DC) 

出力表示 *2 LED (ON 時点灯) 

プログラム停止時の 
出力ホールド／リセット *3 

シーケンスCPU使用時 初期値：リセット，モジュール単位で一括設定可 

BASIC CPU 使用時 設定機能なし，常にホールド 

RTOS/IEC61131-3 対応 CPU 使用時 
初期値：ホールド，8 点単位で設定可 

外部供給電源 不要 

外部接続 18 点端子台 M3.5 ネジ 10 点端子台 M3.5 ネジ 

質量 180g 160g 
*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー   

またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた 大負荷電圧を超えないようにしてくだ
さい。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2：  表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
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警　告   

DC 系の負荷と AC 系の負荷は同一モジュール内で混在させて使用しないでください。 

また，異なる AC 系統から給電される負荷も同一モジュール内で混在させて使用しない

でください。これらの負荷を同時に使用する場合は，それぞれ別のリレー出力モジュー

ルに接続してください。 
 

Note 
リレー出力モジュールに内蔵されているリレーは，完全密封型ではありません。 

設置環境の雰囲気に存在する塵埃や腐食性ガス等は，リレーの寿命に影響します。 

また，シリコーン系物質から揮発したシリコーンガスが存在する雰囲気で接点を開閉す

ると，接点表面に SiO2(二酸化シリコン)が生成・付着し，接触不良を起こすことがあり

ます。特に，負荷条件が 24V DC 以下かつ 500mA 以下の場合，シリコーンガスの影響

により接点不良を起こす危険性があります。このような場合には，トランジスタ出力モ

ジュール等の半導体素子を使用したモジュールのご使用をお勧めします。 
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● 表面形状 
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(18) F3YD08-6A／F3YD08-6B トランジスタ出力モジュール 

項目 
仕様 

F3YD08-6A F3YD08-6B 

出力形式 
トランジスタ接点 
（シンクタイプ） 

トランジスタ接点 
（ソースタイプ） 

点数 8 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続端子一括－内部回路間    1500V AC，1 分間  

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 
12-24V DC 
（10.2～26.4V DC） 

AC ─── 

大負荷電流 1A／点，4A／コモン 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 

ON 電圧 0.5V DC 以下 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

寿命 
機械的 ─── 

電気的 ─── 

サージキラー *1 アクティブクランプ方式 

ヒューズ *2 6.3A タイムラグヒューズ（COM 端子に内蔵，交換不可） 

消費電流 60mA（5V DC） 

出力表示 *3 LED（ON 時点灯） 

プログラム停止時の 
出力ホールド／リセット *4 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 
RTOS-CPU／IEC61131-3 対応 CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

外部供給電源 12-24V DC, 10mA 

外部接続 10 点端子台 M3.5 ネジ 

質量 130g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 出力モジュールのヒューズは，負荷短絡が発生した場合に，外部配線の焼損や，過大な短絡電流が流れも続けるこ
とによる異常発熱を防止するためのものであり，モジュール内部の出力素子の損傷を防止するのではありません。 

 また，負荷短絡以外の故障モードでは，ヒューズが溶断しない場合があります。 
*3：  表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*4： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
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● 表面形状 
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(19) F3YD08-7A トランジスタ出力モジュール 

項目 
仕様 

F3YD08-7A 

出力形式 
トランジスタ接点 
（シンクタイプ） 

点数 8 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続端子一括－内部回路間    1500V AC，1 分間  

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 
12-24V DC 
（10.2～26.4V DC） 

AC ─── 

大負荷電流 2A／点，8A／コモン 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 

ON 電圧 0.5V DC 以下 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

寿命 
機械的 ─── 

電気的 ─── 

サージキラー *1 アクティブクランプ方式 

ヒューズ *2 なし 

消費電流 80mA（5V DC） 

出力表示 *3 LED（ON 時点灯） 

プログラム停止時の 
出力ホールド／リセット *4 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 
RTOS-CPU／IEC61131-3 対応 CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

外部供給電源 12-24V DC, 10mA 

外部接続 10 点端子台 M3.5 ネジ 

質量 130g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： ヒューズは内蔵していませんが，過電流遮断機能を有する素子を使用しています。ただし，外部供給電源の極性を
逆にした状態で負荷短絡が発生した場合には，過電流遮断機能は動作しません。 

*3：  表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*4： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
 
 
  

外部供給電源の極性を間違えないようにしてください。 

極性を逆にした状態で負荷短絡が発生しますと出力素子が破壊します。その際に，発煙

したり，出力素子の破片が飛び散る場合があります。 
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● 表面形状 
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 (20) F3YD14-5A／F3YD14-5B トランジスタ出力モジュール 

項目 
仕様 

F3YD14-5A F3YD14-5B 

出力形式 
トランジスタ接点 
（シンクタイプ） 

トランジスタ接点 
（ソースタイプ） 

点数 14 

コモン方式 8 点／コモン，6 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続端子一括－内部回路間    1500V AC，1 分間  

定格負荷電圧 
（使用負荷電圧範囲） 

DC 12-24V DC（10.2～26.4V DC） 

AC ─── 

大負荷電流 0.5A／点，2A／コモン 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 

ON 電圧 0.5V DC 以下 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

寿命 
機械的 ─── 

電気的 ─── 

サージキラー *1 アクティブクランプ方式 

ヒューズ *2 5A タイムラグヒューズ（各 COM 端子に内蔵，交換不可） 

消費電流 120mA（5V DC） 

出力表示 *3 LED（ON 時点灯） 

プログラム停止時の 
出力ホールド／リセット *4 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 
RTOS-CPU／IEC61131-3 対応 CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

外部供給電源 12-24V DC, 20mA 

外部接続 18 点端子台 M3.5 ネジ 

質量 160g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー   
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 出力モジュールのヒューズは，負荷短絡が発生した場合に，外部配線の焼損や，過大な短絡電流が流れ続けること
による異常発熱を防止するためのものであり，モジュール内部の出力素子の損傷を防止するものではありません。 

 また，負荷短絡以外の故障モードでは，ヒューズが溶断しない場合があります。 
*3：  表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*4： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
 

A2-62 



  
 

 IM 34M06C11-01

 

● 表面形状 
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(21) F3YC16-0N リレー出力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

出力形式 リレー接点 
寿命 

機械的 2000 万回以上 

点数 16 電気的 10 万回以上（定格負荷） 

コモン方式 8 点／コモン サージキラー *1 なし 

絶縁方式 機械式絶縁 ヒューズ なし 

耐電圧 
外部接続端子一括－内部回路間  
1500V AC，1 分間 

消費電流 380mA（5V DC） 

定格負荷電圧 
( 大負荷電圧) 

DC 5-24V（125V） 出力表示 *2 LED（ON 時点灯） 

AC 100-240V（264V） 

プログラム停止時の出力
ホールド／リセット *3 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 

大負荷電流 
2A／点，8A／コモン 
（抵抗負荷） 

大開閉電力 
530VA／点，60W／点 
（抵抗負荷） 

BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

小負荷電圧／電流 5V DC，10mA 

応答時間 

OFF→ON 10ms 以下 
RTOS-CPU／IEC61131-3 対応
CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 ON→OFF 10ms 以下 

外部供給電源 不要 

ON 電圧 ─ 外部接続 18 点端子台 M3.5 ネジ 

OFF 時漏洩電流 ─ 質量 220g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラーまたは 
 ダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた 大負荷電圧を超えないようにしてください。 
 取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 
*2：  表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
 
 

警　告   

DC 系の負荷と AC 系の負荷は同一モジュール内で混在させて使用しないでください。 

また，異なる AC 系統から給電される負荷も同一モジュール内で混在させて使用しない

でください。これらの負荷を同時に使用する場合は，それぞれ別のリレー出力モジュー

ルに接続してください。 
 

Note 
リレー出力モジュールに内蔵されているリレーは，完全密封型ではありません。 

設置環境の雰囲気に存在する塵埃や腐食性ガス等は，リレーの寿命に影響します。 

また，シリコーン系物質から揮発したシリコーンガスが存在する雰囲気で接点を開閉す

ると，接点表面に SiO2(二酸化シリコン)が生成・付着し，接触不良を起こすことがあり

ます。 

特に，負荷条件が 24V DC 以下かつ 500mA 以下の場合，シリコーンガスの影響により

接点不良を起こす危険性があります。このような場合には，トランジスタ出力モジュー

ル等の半導体素子を使用したモジュールのご使用をお勧めします。 
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● 表面形状 
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(22) F3YD32-1A／F3YD32-1B トランジスタ出力モジュール 

項目 
仕様 

F3YD32-1A F3YD32-1B 

出力形式 
トランジスタ接点 
（シンクタイプ） 

トランジスタ接点 
（ソースタイプ） 

点数 32 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間    1500V AC，1 分間  

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 12-24V DC（10.2～26.4V DC） 

AC ─── 

大負荷電流 0.1A／点，0.5A／コモン 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 

ON 電圧 0.5V DC 以下 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

寿命 
機械的 ─── 

電気的 ─── 

サージキラー *1 ツェナーダイオード 

ヒューズ なし 

消費電流 210mA（5V DC） 

出力表示 *2 LED（ON 時点灯） 

プログラム停止時の 
出力ホールド／リセット *3 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *4 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 
RTOS-CPU／IEC61131-3 対応 CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

外部供給電源 12-24V DC，115mA 

外部接続 40 極コネクタ×1 

質量 100g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*4： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時は，16 点単位で設定可。 
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● 表面形状 
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(23) F3YD32-1H トランジスタ出力モジュール（高速出力） 

項目 仕様 項目 仕様 

出力形式 
トランジスタ接点 
（シンクタイプ） 

保護機能 

負荷短絡保護 
異常を検知すると，短絡電流を
制限します。 

点数 32 
過熱保護 

異常を検知すると，出力を OFF
します。 コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 サージキラー *1 アクティブクランプ形式 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括 
－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

ヒューズ なし 
消費電流 165mA（5V DC） 

出力表示 *2 LED（ON 時点灯） 

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 12-24V DC（10.2～26.4V DC） 

プログラム停止時の出力
ホールド/リセット *3 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *4 

AC － 

大負荷電流 0.1A／点，0.5A／コモン 

応答時間 
OFF→ON 0.1ms 以下 

BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

ON→OFF 0.1ms 以下 RTOS-CPU／IEC61131-3 対 応
CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

ON 電圧 0.5V DC 以下 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 外部供給電源 12-24V DC，30mA 

寿命 
機械的 － 外部接続 40 極コネクタ×1 

電気的 － 質量 110g 
*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  

またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2：  表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*4： F3SP22/28/38/53/58/59/66/67/71/76 使用時は，16 点単位で設定可。 
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外部供給電源の極性を間違えないようにしてください。 

極性を逆にした状態で負荷短絡が発生しますと出力素子が破壊します。その際に，発煙

したり，出力素子の破片が飛び散る場合があります。 

F3XD32，F3XD64 用に配線されたコネクタを誤接続した場合，保護機能は働かず，内

部素子が故障しますので注意してください。 
 

Note 
保護機能の動作について 

・ 負荷短絡が発生すると，ON 電圧が上昇し，短絡電流を 1～3A に制限します。 

・ 負荷短絡が解除されると，正常出力動作に復帰します。 

・ 負荷短絡による短絡電流が流れ続けると出力素子の温度が上昇し，出力素子の内

部温度が約 160℃を超えると過熱保護が動作して出力が OFF します。 

・ 過熱保護が動作した後，出力素子の温度が約 10℃低下すると，出力が ON に復帰

します。 

・ 負荷短絡が発生していない場合の仕様範囲内の動作で過熱保護が動作することは

ありません。 

・ 負荷短絡保護，過熱保護ともに 1 点単位で動作します。ただし，負荷短絡の状態に

よっては過熱保護が他の出力でも動作する場合があります。 

・ 負荷短絡保護，過熱保護は，短時間の負荷短絡に対してモジュール内部の出力素

子を保護するものです。負荷短絡状態のまま長時間放置されるとケースの劣化や

プリント基板の変色等が発生する場合がありますので，負荷短絡状態のまま放置

しないでください。 
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注）モジュール正面から見た図
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(24) F3YD32-1P/F3YD64-1P トランジスタ出力モジュール(短絡保護機能付)  

項目 F3YD32-1P F3YD64-1P 項目 F3YD32-1P F3YD64-1P 

出力形式 トランジスタ接点(シンクタイプ) 保護 
機能 

負荷短絡保護 異常を検知すると，出力電流を制限または
出力を OFF します 

点数 32 64 過熱保護 異常を検知すると，出力を OFF します 

コモン方式 8 点／コモン サージキラー *1 アクティブクランプ形式 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 ヒューズ なし 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

消費電流 160mA(5V DC) 275mA(5V DC) 
 
出力表示 *2 

 
LED（ON 時点灯） 

LED(ON 時点灯) 
切換えスイッチにより 
32 点ごとに表示 

定格負荷電圧 

(使用負荷電圧範囲) 
12-24V DC 
（10.2～26.4V DC） 

大負荷電流 
0.1A／点， 
0.5A／コモン 

0.1A／点， 
0.4A／コモン 

 

プログラム停止時 
の出力 

ホールド／リセット 
*3 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *4 

応答 
時間 

OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

ON 電圧 0.5V DC 以下 
RTOS-CPU／IEC61131-3 対応 CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 外部供給電源 12-24V DC 55mA 12-24V DC 95mA 

寿命 
機械的 ― 外部接続 40 極コネクタ×1 40 極コネクタ×2 

電気的 ― 質量 110g 130g 
*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  

またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*4： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時は，16 点単位で設定可。 
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外部供給電源の極性を間違えないようにしてください。 

極性を逆にした状態で負荷短絡が発生すると出力素子が破壊します。その際に，発煙し

たり，出力素子の破片が飛び散る場合があります。 

F3XD32, F3XD64 用に配線されたコネクタを誤接続した場合，保護機能は働かず，内部

素子が故障しますので注意してください。 
 

Note 
保護機能の動作について 

・ 負荷短絡が発生すると，出力電流を制限または一定時間出力を OFF します。 

・ 負荷短絡が解除されると，正常出力動作に復帰します。 

・ 負荷短絡によって短絡電流が流れ続けると出力素子の温度が上昇します。出力素

子の内部温度が一定温度を超えると過熱保護が動作して出力が OFF します。 

・ 過熱保護が動作した後，出力素子の温度が低下すると，出力が ON に復帰します。 

・ 負荷短絡が発生していない場合の仕様範囲内の動作で過熱保護が動作することは

ありません。 

・ 負荷短絡保護，過熱保護ともに 1 点単位で動作します。ただし，負荷短絡の状態に

よっては過熱保護が他の出力でも動作する場合があります。 

・ 負荷短絡保護，過熱保護は，短時間の負荷短絡に対してモジュール内部の出力素

子を保護するものです。負荷短絡状態のまま長時間放置されるとケースの劣化や

プリント基板の変色等が発生する場合がありますので，負荷短絡状態のまま放置

しないでください。 
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● 表面形状 
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(25)F3YD32-1R/F3YD64-1R トランジスタ出力モジュール(短絡保護機能付） 

項目 F3YD32-1R F3YD64-1R 

出力形式 トランジスタ接点(ソースタイプ) 

点数 32 64 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

定格負荷電圧 

(使用負荷電圧範囲) 
12-24V DC 
（10.2～26.4V DC） 

大負荷電流 0.1A／点，0.5A／コモン 0.1A／点，0.4A／コモン 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 

ON 電圧 0.5V DC 以下 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

寿命 
機械的 ― 

電気的 ― 
保護機能 負荷短絡保護 異常を検知すると，短絡電流を制限します 

過熱保護 異常を検知すると，出力を OFF します 

サージキラー *1 なし 

ヒューズ なし 

消費電流 170mA（5V DC） 275mA（5V DC） 

 
出力表示 *2 

 
LED（ON 時点灯） 

LED(ON 時点灯) 
切換えスイッチにより 
32 点ごとに表示 

プログラム停止時の出力 *3  
ホールド／リセット 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *4 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 
RTOS-CPU／IEC61131-3 対応 CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

外部供給電源 12-24V DC 60mA 12-24V DC 110mA 

外部接続 40 極コネクタ×1 

質量 110g 130g 
*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  

またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*4： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時は，16 点単位で設定可。 
 
 
  

外部供給電源の極性を間違えないようにしてください。 

極性を逆にした状態で負荷短絡が発生すると出力素子が破壊します。その際に，発煙し

たり，出力素子の破片が飛び散る場合があります。 

F3XD32, F3XD64 用に配線されたコネクタを誤接続した場合，保護機能は働かず，内部

素子が故障しますので注意してください。 
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Note 
保護機能の動作について 

・ 負荷短絡が発生すると，ON 電圧が上昇し，短絡電流を 1～3A に制限します。 

・ 負荷短絡が解除されると，正常出力動作に復帰します。 

・ 負荷短絡による短絡電流が流れ続けると出力素子の温度が上昇し，出力素子の内

部温度が約 160℃を超えると過熱保護が動作して出力が OFF します。 

・ 過熱保護が動作した後，出力素子の温度が約 10℃低下すると，出力が ON に復帰

します。 

・ 負荷短絡が発生していない場合の仕様範囲内の動作で過熱保護が動作することは

ありません。 

・ 負荷短絡保護は 1 点単位で動作します。過熱保護は， 

 出力 1 と 2， 出力 3 と 4， 出力 5 と 6， 出力 7 と 8， 出力 9 と 10， 

 出力 11 と 12， 出力 13 と 14， 出力 15 と 16，出力 17 と 18，出力 19 と 20， 

 出力 21 と 22， 出力 23 と 24， 出力 25 と 26，出力 27 と 28，出力 29 と 30， 

 出力 31 と 32， 出力 33 と 34， 出力 35 と 36，出力 37 と 38，出力 39 と 40， 

 出力 41 と 42， 出力 43 と 44， 出力 45 と 46，出力 47 と 48，出力 49 と 50， 

 出力 51 と 52， 出力 53 と 54， 出力 55 と 56，出力 57 と 58，出力 59 と 60， 

 出力 61 と 62， 出力 63 と 64 のペアで回路構成されており 2 点単位で動作します。

ただし, 負荷短絡の状態によっては過熱保護が他の出力でも動作する場合がありま

す。 

・ 負荷短絡保護，過熱保護は，短時間の負荷短絡に対してモジュール内部の出力素

子を保護するものです。負荷短絡状態のまま長時間放置されるとケースの劣化や

プリント基板の変色等が発生する場合がありますので，負荷短絡状態のまま放置

しないでください。 

・ 外部供給電源と負荷電源は，必ず同じものを使用してください。同一電圧でも

別々の電源を使用することはできません。別々の電源を使用した場合出力素子が

破壊する場合があります。 
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● 表面形状 
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● 外部接続図 
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● 表面形状 
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(26) F3YD32-1T TTL 出力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

出力形式 
トランジスタ接点 
（TTL 出力） 

ヒューズ なし 

点数 32 
出力電圧 

OFF 時 
4.9V 以上（無負荷時） 
3.0V 以上（0.4mA 負荷時） 

コモン方式 8 点／コモン ON 時 0.4V 以下（全負荷範囲） 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 
応答時間 

OFF→
ON 

1ms 以下 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括 
－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

ON→
OFF 

1ms 以下 

消費電流 210mA（5V DC） 

定格負荷電圧 
DC 5V DC 出力表示 *2 LED（ON 時点灯） 

AC ─ 

プログラム停止時の出力 
ホールド／リセット *3 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *4 使用負荷電圧範囲 4.5～5.5V DC 

出力電流 

OFF 時 0.4mA／点（ソース） 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

ON 時 16mA／点（シンク） 

RTOS-CPU／IEC61131-3 対 応
CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

大負荷電流 
16mA／点 
128mA／コモン 

外部供給電源 5V DC, 60mA 

外部接続 40 極コネクタ×1 

サージキラー *1 ツェナーダイオード 質量 110g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*4： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時は，16 点単位で設定可。  
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● 表面形状 
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(27) F3YD64-1A トランジスタ出力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

出力形式 
トランジスタ接点 
（シンクタイプ） 

寿命 
機械的 ─ 

電気的 ─ 

点数 64 サージキラー *1 ツェナーダイオード 

コモン方式 8 点／コモン ヒューズ なし 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 消費電流 275mA（5V DC） 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括 
－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

出力表示 *2 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチにより 
32 点ごとに表示 

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 
24V DC 
（20.4～26.4V DC） 

プログラム停止時の出力
ホールド／リセット *3 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *4 

AC － BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

大負荷電流 0.1A／点，0.4A／コモン RTOS-CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 外部供給電源 24V DC，150mA 

ON 電圧 0.5V DC 以下 外部接続 40 極コネクタ×2 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 質量 160g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*4： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時は，16 点単位で設定可。 
 

Note 
F3YD64-1F と F3YD64-1A の違いについて 

● F3YD64-1F は，CPU モジュールに F3SP22，F3SP28，F3SP38，F3SP53，F3SP58，

F3SP59，F3SP66，F3SP67，F3SP71，F3SP76，F3RP□□，F3NP□□を使用した場合

には，CPU モジュールが重故障を起こしたときの出力モジュールの動作を，コン

フィギュレーションによりホールドまたはリセットに設定することができます。 

その他の CPU モジュールを使用した場合には，CPU モジュールの重故障時における

出力は常にホールドとなります。 

● F3YD64-1A は，使用している CPU モジュールに関係なく，CPU モジュールが重故障

を起こしたときには，出力モジュールの動作は常にホールドとなります。 

 

詳細は，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
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● 表面形状 

DC OUT

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10
11
12

13
14
15
16

17
18
19
20

21
22
23
24

25
26
27
28

29
30
31
32

DISPLAY
1 2

YD64-1A

FA020583.VSD

F3YD64-1A

 

● 回路構成 
10

L

8

1

9 COM

～ 
＋ 

－ 

L

バスインタ 
フェ－ス 

内 

部 

バ 

ス 

表示切換え 

1

2

FA020584.VSD  

● 外部接続図 

注）モジュール正面から見た図

FA020585.VSD

＋

＋24V

COM4

32

31

30

29

28

27

26

25

COM2

16

15

14

13

12

11

10

  9

＋

COM3

24

23

22

21

20

19

18

17

COM1

 8

 7

 6

 5

 4

 3

 2

 1

20
19
18
17
16
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1

20
19
18
17
16
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1

B A

L
L
L
L
L
L
L
L

＋24V

L
L
L
L
L
L
L
L

＋

＋

＋24V

＋24V

L
L
L
L
L
L
L
L

L
L
L
L
L
L
L
L

＋

COM8

64

63

62

61

60

59

58

57

COM6

48

47

46

45

44

43

42

41

＋

COM7

56

55

54

53

52

51

50

49

COM5

40

39

38

37

36

35

34

33

20
19
18
17
16
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1

20
19
18
17
16
15
14
13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1

B A

L
L
L
L
L
L
L
L

L
L
L
L
L
L
L
L

＋

＋

L
L
L
L
L
L
L
L

L
L
L
L
L
L
L
L

CN1 CN2

＋24V＋24V

＋24V＋24V

 
 



 A2-82
 

 IM 34M06C11-01

 

(28) F3YD64-1F トランジスタ出力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

出力形式 
トランジスタ接点 
（シンクタイプ） 

寿命 
機械的 ─ 

電気的 ─ 

点数 64 サージキラー *1 ツェナーダイオード 

コモン方式 8 点／コモン ヒューズ なし 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 消費電流 275mA（5V DC） 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

出力表示 *2 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチにより 
32 点ごとに表示 

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 
24V DC 
（20.4～26.4V DC） 

プログラム停止時の出力
ホールド／リセット *3 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *4 

AC － BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

大負荷電流 0.1A／点，0.4A／コモン RTOS-CPU／IEC61131-3 対 応
CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 応答時間 

OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 外部供給電源 24V DC，150mA 

ON 電圧 0.5V DC 以下 外部接続 40 極コネクタ×2 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 質量 160g 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*4： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時は，16 点単位で設定可。 
 

Note 
F3YD64-1F と F3YD64-1A の違いについて 

● F3YD64-1F は，CPU モジュールに F3SP22，F3SP28，F3SP38，F3SP53，F3SP58，

F3SP59，F3SP66，F3SP67，F3SP71，F3SP76, F3RP□□，F3NP□□を使用した場合

には，CPU モジュールが重故障を起こしたときの出力モジュールの動作を，コン

フィギュレーションによりホールドまたはリセットに設定することができます。 

その他の CPU モジュールを使用した場合には，CPU モジュールの重故障時における

出力は常にホールドとなります。 

● F3YD64-1A は，使用している CPU モジュールに関係なく，CPU モジュールが重故障

を起こしたときには，出力モジュールの動作は常にホールドとなります。 

 

詳細は，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
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● 表面形状 
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(29) F3YD64-1M トランジスタ出力モジュール 

項目 仕様 項目 仕様 

出力形式 
トランジスタ接点 
（マトリクススキャン） 

寿命 
機械的 ─ 

電気的 ─ 

点数 64 サージキラー ツェナーダイオード 

コモン方式 8×8 マトリクス ヒューズ なし 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 消費電流 125mA（5V DC） 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

出力表示 *1 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチにより 
32 点ごとに表示 

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 
12-24V DC 
（10.2～26.4V DC） 

プログラム停止時の出力
ホールド／リセット *2 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *3 AC － 

大負荷電流 0.1A 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

応答時間 
OFF→ON 16ms 以下 

RTOS-CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

ON→OFF 16ms 以下 外部供給電源 12-24V DC，40mA 

ON 電圧 1.5V DC 以下 外部接続 40 極コネクタ×1 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 質量 110g 

*： F3YD64-1M は，8×8 の LED マトリクスを駆動するためのモジュールです。LED 以外の負荷は使用できません。 
*： 負荷電流の制限抵抗は，モジュールに内蔵されていません。DATA1～DATA8 のラインに負荷電流制限抵抗を挿入し

てからモジュールに接続してください。LED 表示灯などで，各点に電流制限抵抗がついているものは使用できませ
ん。 

*： 出力端子は，Y0001～Y0008，Y0009～Y0016，Y0017～Y0024，Y0025～Y0032，Y0033～Y0040，Y0041～Y0048， 
 Y0049～Y0056，Y0057～Y0064 の 8 点ずつのグループ単位で使用してください。同一グループ内で，負荷が接続さ

れていない箇所がある場合は，その箇所にダイオードを接続してください。接続するダイオードは，逆電圧   
VR≧30V，平均整流電流 IO≧0.3A のものを選択してください。負荷がまったく接続されていないグループについて
は，ダイオードを接続する必要はありません。 

*1： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*2： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*3： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時は，16 点単位で設定可。 
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● 表面形状 
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(30) F3WD64-3P／F3WD64-4P 入出力モジュール（短絡保護機能付） 

● 入力部 

項目 F3WD64-3P F3WD64-4P 
入力形式 DC 電圧 
点数 32 （端子番号 01～32）  
コモン方式 8 点/ コモン 
絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

定格入力電圧 
(使用電圧範囲) 

DC 
24V DC  
(20.4～26.4V DC) 

12V DC  
(10.2～13.2V DC) 

AC ─ ─ 
定格入力電流 4.1mA/点(24V DC) 4.1mA/点(12V DC) 
入力インピーダンス 5.9kΩ      2.9kΩ    

動作電圧／電流 

ON 16V DC 以上 
3.2mA 以上 

8V DC 以上 
2.6mA 以上 

OFF 5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 入力サンプリング時間を常時(0μs), 62.5μs, 250μs, 1ms の 4 段階に設定可 *1 
ON→OFF 入力サンプリング時間を常時(0μs), 62.5μs, 250μs, 1ms の 4 段階に設定可 *1 

割り込み なし 
入力状態表示 *2 ON 時点灯（切換えスイッチにより入力側または出力側を表示） 
消費電流 170mA （5V DC）（出力部を含む） 
外部接続 40 極コネクタ×1 
質量 120g  （出力部を含む） 

大同時 ON 率 60％  100％ 
*1： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76，F3RP□□，F3NP□□使用時の値。他の CPU モジュールを使用する場合は, 

OFF→ON が 1.0ms  以下, ON→OFF が 2.5ms 以下となります。実際の応答時間は, OFF→ON で 100μs 程度，ON
→OFF で 300μs 程度が加算されます。 

 入力割込みを使用する場合は，入力サンプリング時間を 62.5μs 以上に設定してください。 
*2： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 

● 出力部 

項目 F3WD64-3P F3WD64-4P 
出力形式 トランジスタ接点（シンクタイプ） 
点数 32 点（端子番号 33～64）  
コモン方式 8 点/コモン 
絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 
外部接続コネクタ一括－内部回路間 
1500V AC，1 分間 

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

24V DC  
(20.4～26.4V DC) 

12V DC  
(10.2～13.2V DC) 

大負荷電流 0.1A/点, 0.4A/コモン 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 
ON→OFF 1ms 以下 

ON 電圧 0.5V DC 以下 
OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

保護機能 
負荷短絡保護 異常を検知すると，短絡電流を制限します 
過熱保護 異常を検知すると，出力を OFF します 

サージキラー ＊3 アクティブクランプ形式 
ヒューズ なし 

プログラム停止時の出力 *4  
ホールド／リセット 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット  
モジュール単位で一括設定可 *5 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 
RTOS/IEC61131-3 CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

外部供給電源 24V DC，55mA 12V DC，55mA 
出力状態表示 *6 ON 時点灯（切換えスイッチにより入力側または出力側を表示） 
消費電流 170mA  （5V DC）（入力部を含む） 
外部接続 40 極コネクタ×1    
質量 120g  （入力部を含む） 

*3： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラーまたは
ダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにしてくださ
い 。
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*4： CPU 故障時の動作については,「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*5： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時，16 点単位で設定が可能です。 
*6： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
 
 
  

外部供給電源の極性を間違えないようにしてください。 

極性を逆にした状態で負荷短絡が発生すると出力素子が破壊します。その際に，発煙し

たり，出力素子の破片が飛び散る場合があります。 

F3XD32, F3XD64 用に配線されたコネクタを誤接続した場合，保護機能は働かず，内部

素子が故障しますので注意してください。 
 

Note 
保護機能の動作について 

・ 負荷短絡が発生すると，ON 電圧が上昇し，短絡電流を 1～3A に制限します。 

・ 負荷短絡が解除されると，正常出力動作に復帰します。 

・ 負荷短絡による短絡電流が流れ続けると出力素子の温度が上昇し，出力素子の内

部温度が約 160℃を超えると過熱保護が動作して出力が OFF します。 

・ 過熱保護が動作した後，出力素子の温度が約 10℃低下すると，出力が ON に復帰

します。 

・ 負荷短絡が発生していない場合の仕様範囲内の動作で過熱保護が動作することは

ありません。 

・ 負荷短絡保護，過熱保護ともに 1 点単位で動作します。ただし，負荷短絡の状態に

よっては過熱保護が他の出力でも動作する場合があります。 

・ 負荷短絡保護，過熱保護は，短時間の負荷短絡に対してモジュール内部の出力素

子を保護するものです。負荷短絡状態のまま長時間放置されるとケースの劣化や

プリント基板の変色等が発生する場合がありますので，負荷短絡状態のまま放置

しないでください。 
 

 

注　意
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● 表面形状 
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● 回路構成 
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● 外部接続図 
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(31) F3WD64-3F／F3WD64-4F 入出力モジュール 

● 入力部 

項目 
仕様 

F3WD64-3F F3WD64-4F 

入力形式 DC 電圧 

点数 32（端子番号 01～32） 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間    1500V AC，1 分間  

定格入力電圧 24V DC 12V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 10.2～13.2V DC 

定格入力電流 
4.1mA／点 
（24V DC） 

4.1mA／点 
（12V DC） 

入力インピーダンス 5.9kΩ      2.9kΩ    

動作電圧／電流 
ON 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

OFF 
5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 

入力サンプリング時間を常時(0μs), 62.5μs, 250μs, 1ms の 4 段階
に設定可 *1 

ON→OFF 
入力サンプリング時間を常時(0μs), 62.5μs, 250μs, 1ms の 4 段階
に設定可 *1 

割込み なし 

消費電流 200mA（5V DC）（出力部を含む） 

入力表示 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチを IN に設定すると入力状態を表示 

外部接続 40 極コネクタ×1 

質量 160g（出力部を含む） 

大同時 ON 率 60％  100％ 

*1： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76，F3RP□□，F3NP□□使用時の値。他の CPU モジュールを使用する場合，
F3WD64-□N と同様の仕様になります。実際の応答時間は設定した値に OFF→ON で 100μs 程度，ON→OFF で
300μs 程度加算されます。入力サンプリング時間を小さく設定するとノイズ等の影響を受けやすくなります。このよ
うな場合には， 

 「A3.4 ノイズに対する配慮」および「A3.9 CE マーキング適合について」の項にしたがったノイズ対策を行って
ください。 

 入力割込みを使用する場合は，入力サンプリング時間を 62.5μs 以上に設定してください。 
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● 出力部 

項目 
仕様 

F3WD64-3F F3WD64-4F 

出力形式 トランジスタ接点（シンクタイプ） 

点数 32（端子番号 33～64） 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間    1500V AC，1 分間  

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 
24V DC 
（20.4～26.4V DC） 

12V DC 
（10.2～13.2V DC） 

AC ─── 

大負荷電流 0.1A／点，0.4A／コモン 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 

ON 電圧 0.5V DC 以下 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

寿命 
機械的 ─── 

電気的 ─── 

サージキラー *1 ツェナーダイオード 

ヒューズ なし 

消費電流 200mA（5V DC）（入力部を含む） 

出力表示 *2 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチを OUT に設定すると出力状態を表示 

プログラム停止時の出力 *3 
ホールド／リセット 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *4 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 
RTOS/IEC61131-3 CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

外部供給電源 24V DC，60mA 12V DC，60mA 

外部接続 40 極コネクタ×1 

質量 160g（入力部を含む） 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*4： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時は，16 点単位で設定可。
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● 表面形状 
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● 外部接続図 
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(32) F3WD64-3N／F3WD64-4N 入出力モジュール 

● 入力部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
仕様 

F3WD64-3N F3WD64-4N 

入力形式 DC 電圧 

点数 32（端子番号 01～32） 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間    1500V AC，1 分間  

定格入力電圧 24V DC 12V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 10.2～13.2V DC 

定格入力電流 
4.1mA／点 
（24V DC） 

4.1mA／点 
（12V DC） 

入力インピーダンス 5.9kΩ      2.9kΩ    

動作電圧／電流 
ON 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

8.0V DC 以上 
2.6mA 以上 

OFF 
5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

3.4V DC 以下 
1.0mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 1.0ms 以下 

ON→OFF 2.5ms 以下 

割込み なし 

消費電流 200mA（5V DC）（出力部を含む） 

入力表示 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチを IN に設定すると入力状態を表示 

外部接続 40 極コネクタ×1 

質量 160g（出力部を含む） 

大同時 ON 率 60％  100％ 
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● 出力部 

項目 
仕様 

F3WD64-3N F3WD64-4N 

出力形式 トランジスタ接点（シンクタイプ） 

点数 32（端子番号 33～64） 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間    1500V AC，1 分間  

定格負荷電圧 
(使用負荷電圧範囲) 

DC 
24V DC 
（20.4～26.4V DC） 

12V DC 
（10.2～13.2V DC） 

AC ─── 

大負荷電流 0.1A／点，0.4A／コモン 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 

ON 電圧 0.5V DC 以下 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

寿命 
機械的 ─── 

電気的 ─── 

サージキラー *1 ツェナーダイオード 

ヒューズ なし 

消費電流 200mA（5V DC）（入力部を含む） 

出力表示 *2 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチを OUT に設定すると出力状態を表示 

プログラム停止時の出力 *3 
ホールド／リセット 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 *4 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 
RTOS-CPU 使用時 
初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 

外部供給電源 24V DC, 60mA 12V DC, 60mA 

外部接続 40 極コネクタ×1 

質量 160g（入力部を含む） 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。負荷の近くにサージキラー  
またはダイオードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた使用負荷電圧範囲を超えないようにして
ください。取付け方法に関しては，「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

*2： 表示部(LED)と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部(LED)と接点の動作が異なる場合があります。 
*3： CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
*4： F3SP22/ 28/ 38/ 53/ 58/ 59/ 66/ 67/ 71/ 76 使用時は，16 点単位で設定可。 
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● 表面形状 
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● 外部接続図 
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A2.6 ROM パック 
ROM パックはシーケンス CPU モジュール，BASIC CPU モジュールに装着して使用し，

プログラム・データを保存できます。 

ROM パックへの書込みはプログラミングツールから行ない，CPU 起動時に ROM パッ

クから実行用のメモリにプログラム・データを読出します。 

ROM パックに書込まれる内容は，プログラム管理情報，プログラム，コンフィグレー

ション，各種制御テーブル，タイマ／カウンタの設定値テーブル，コメント管理情報で

す。 

シーケンス CPU モジュールに使用した場合は，データレジスタ 1024 ワードの内容を保

存することができます。 

シーケンス CPU モジュール F3SP22/28/38/53/58/59 は，回路コメント，サブコメント，

信号定義（I/O コメント含む）を保存することができます。 

シーケンス CPU モジュール（ネットワーク搭載形）F3SP66/67/71/76 では ROM パック

を使用できません。代替として SD メモリカードを使用します。 

● 保全できるプログラム容量 

 RK10-0N RK30-0N RK50-0N RK33-0N RK53-0N RK73-0N RK93-0N 

 F3SP05-0P 5K ステップ*1 5K ステップ 5K ステップ 5K ステップ 5K ステップ 使用不可 使用不可 

 F3SP08-0P 5K ステップ*1 10K ステップ 10K ステップ 10K ステップ 10K ステップ 使用不可 使用不可 

 F3SP08-SP 5K ステップ*1 10K ステップ 10K ステップ 10K ステップ 10K ステップ 使用不可 使用不可 

 F3SP20-0N 
 F3SA20-0N 

5K ステップ*1 10K ステップ 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 

 F3SP22-0S 使用不可 使用不可 使用不可 30K ステップ 使用不可 30K ステップ*7 使用不可 

 F3SP21-0N 5K ステップ*1 10K ステップ 10K ステップ 10K ステップ 10K ステップ 使用不可 使用不可 

 F3SP25-2N 使用不可 20K ステップ 20K ステップ 20K ステップ 20K ステップ 使用不可 使用不可 

 F3SP30-0N 
 F3SA30-0N 

5Kステップ *1*2 20K ステップ 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 

 F3SP35-5N 使用不可 20Kステップ *3   100Kステップ *4 20Kステップ *3 100Kステップ *4 使用不可 使用不可 

 F3SP28-3N 使用不可 使用不可 使用不可 30K ステップ 使用不可 30K ステップ 使用不可 

 F3SP38-6N 使用不可 使用不可 使用不可 56K ステップ 使用不可 120K ステップ 使用不可 

 F3SP53-4H 使用不可 使用不可 使用不可 56K ステップ 使用不可 56K ステップ 使用不可 

 F3SP58-6H 使用不可 使用不可 使用不可 56K ステップ 使用不可 120K ステップ 使用不可 

 F3SP28-3S 使用不可 使用不可 使用不可 30K ステップ 使用不可 30K ステップ*7 使用不可 

 F3SP38-6S 使用不可 使用不可 使用不可 56K ステップ 使用不可 120K ステップ 120K ステップ*8 

 F3SP53-4S 使用不可 使用不可 使用不可 56K ステップ 使用不可 56K ステップ*7 使用不可 

 F3SP58-6S 使用不可 使用不可 使用不可 56K ステップ 使用不可 120K ステップ 120K ステップ*8 

 F3SP59-7S 使用不可 使用不可 使用不可 56K ステップ 使用不可 120K ステップ 254K ステップ*8 

 F3SP66-4S 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 

 F3SP67-6S 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 

 F3SP71-4N 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 

 F3SP76-7N 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 

 F3SP71-4S 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 

 F3SP76-7S 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 

 F3BP20-0N 使用不可 120K バイト*5 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 使用不可 

 F3BP30-0N 使用不可 使用不可 510K バイト*6 使用不可 510K バイト*6 使用不可 使用不可 
*1：回路コメントとサブコメント合わせて 400 行までです。 
*2：タイマとカウンタを合わせて，512 点まで保存できます。 
*3：タイマとカウンタを合わせて，2048 点まで保存できます。プログラムブロック数は，128 ブロックまで保存できます。 
*4：プログラムブロック数が 33 ブロック以上の場合，プログラムは 80K ステップまで保存できます。 
*5：ユーザープログラムとコモンエリアを合わせて，120K バイト保存できます。 
*6：ユーザープログラムとコモンエリアを合わせて，510K バイト保存できます。 
*7：プログラムと信号定義を合わせて，120K ステップまで保存できます。 
*8：プログラムと信号定義を合わせて，360K ステップまで保存できます。 

注　意   

F3SP22-0S を 大 30K ステップで使用するには WideField3 R4.05 以降を使用する必要が

あります。WideField3 R4.04 以前を使用した場合は 大 10K ステップの制限があります。 
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● 書込み回数制限と質量 

項目 
ROM パック 

RK10-0N RK30-0N RK50-0N RK33-0N RK53-0N RK73-0N RK93-0N 

書込み回数制限 1 万回 10 万回 

質量 7g 

● 装着方法 

CPU モジュール側面のカバーを外し，内部のコネクタに ROM パックを装着します。 

FA020601.VSD 

 

● 外形寸法 

(1) RK10，RK30，RK50   (2) RK33，RK53，RK73，RK93 

43

17.519

単位：mm

FA020602.VSD  FA020603.VSD

4
3

17.519

単位：mm
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A2.7 ケーブル 
注　意   

ケーブルの抜差しは必ずコネクタの根元を持って行ってください。 

根元以外を持って無理に引っぱったり，ケーブルとコネクタの角度が 90 度となるよう

な状態で接合部にストレスを加えると断線する場合があります。 
 

CPUモジュール

前面側

FA020705.VSD  
 

（1） プログラミングツール用ケーブル 

プログラミングツール用ケーブルは，シーケンス CPU モジュールなどの CPU モジュー

ルと，パソコン，表示器などの外部機器を接続するためのケーブルです。 

これらのケーブルは，CPU モジュール前面の“PROGRAMMER”と表示されたコネク

タに接続して使用します。 

Note 
プログラミングツール用ケーブルは，F3SP66，F3SP67，F3SP71，F3SP76 には使用でき

ません。 
 

● KM11-2N，KM11-3N，KM11-4N（日本電気 PC9801 対応） 

 外形図 内部接続図 

1 

2 

 

 

5 

6 

 

1 

2 

3 

4 

5 

 

7 

8

SHIELD

CPUモジュール側 外部機器側 

SD 

RD 

 

 

SG 

SG

FG 

SD 

RD 

RS 

CS 

 

SG 

CD

信号名 ピン番号 信号名 ピン番号 

 

CPU 
モジュール側 

外部機器側

D-Sub25ピン，オス 

FA020701.VSD  

形名 ケーブル長 L（m） 公差+e（cm） 公差-f（cm） 
最大挿抜回数 

外部機器側 CPUモジュール側 

KM11-2N 3 20 0 

500 回 1000 回 KM11-3N 5 20 0 

KM11-4N 10 30 30 
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● KM11-2T，KM11-3T，KM11-4T（DOS/V(IBM PC/AT 互換機)対応） 

  外形図 内部接続図 

 

形名 ケーブル長 L（m） 公差+e（cm） 公差-f（cm） 
最大挿抜回数 

外部機器側 CPUモジュール側 

KM11-2T 3 20 0 

500 回 1000 回 KM11-3T 5 20 0 

KM11-4T 10 30 30 

 

● KM12-2N，KM12-3N，KM12-4N（日本電気 98NOTE/NSL98シリーズ対応） 

 外形図 内部接続図 

 

形名 ケーブル長 L（m） 公差+e（cm） 公差-f（cm） 
最大挿抜回数 

外部機器側 CPUモジュール側 

KM12-2N 3 20 0 

1000 回 1000 回 KM12-3N 5 20 0 

KM12-4N 10 30 30 
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● KM13-1S（USB 接続ケーブル） 

 

 

 

 

 
項目 内容 

入出力レベル RS232C レベル 
接続インタフェース USB（Universal Serial Bus）1.1 準拠 
入出力ポート数 1 ポート 
サイズ 85mm(L)×28mm(W)×11mm(H)，ケーブル長は外形寸法を参照。 
重量 128g 
通信方式 非同期通信 
通信速度 300 /600 /1200 /2400 /4800 /9600 /19200 /38400 /57600 /115200 /230400 bps*1 
伝送距離 15m 以内 
電源電圧 DC+5V（USB バスパワ－） 
消費電流 平均 30mA(5V)／最大 50mA(5V) 
通信パラメータ → ビット長：7/8 → スタートビット：1 

→ ストップビット：1/1.5/2 → パリティ：偶数／奇数／なし 

LED 表示 
PWR：Power LED（USB バスから正常に 5V が供給されていれば点灯） 
TXD ：送信データ表示用 LED（パソコン⇒デバイス） 
RXD ：受信データ表示用 LED（デバイス⇒パソコン） 

使用温湿度範囲 0～50℃/10～90％（ただし結露なきこと） 
保存温湿度範囲 -20～65℃/10～90％（ただし結露なきこと） 
最大挿抜回数 USB 側 1000 回，CPU 側 1000 回 

*1：実際に実行可能な最大通信速度はパソコンの仕様に依存します。 

 

107mm外部機器側
CPU

モジュール側

フェライトコア

2280mm±50mm
350mm
±10mm
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（2） CPU ポート／D-Sub 9 ピン変換ケーブル 

CPU ポート／D-Sub 9 ピン変換ケーブルは，プログラミングツール接続コネクタを標準

的な D-Sub 9 ピン（メス）に変換するケーブルです。表示器などを接続する場合は，別

途ケーブルが必要です。 

 
● KM10-0C 

 外形図 内部接続図 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

 

2 

3 

 

5

SHIELDSHIELD

CPUモジュール側外部機器側

SD 

RD 

 

 

SG 

SG

RD 

SD 

 

SG

信号名ピン番号信号名 ピン番号

CPU 
モジュール側

外部機器側 
D-Sub9ピン，メス 約0.5m

FA020704.VSD

最大挿抜回数 外部機器側：500回
CPUモジュール側：1000回
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（3） コネクタ端子台ケーブル 

コネクタ端子台ケーブルは，コネクタ仕様の入出力モジュールと，コネクタ端子台

TA50-□N，TA60-0N を接続するケーブルです。 

● KM55-005，KM55-010，KM55-015，KM55-020，KM55-025，KM55-030 

ケーブル長L(m) 

0.5 

1 

1.5 

2 

2.5 

3

形名

KM55-005 

KM55-010 

KM55-015 

KM55-020 

KM55-025 

KM55-030

公差+e(cm)

5 

 

 

10

FA020706.VSD

端子台側 入出力モジュール側

 
内部接続図 

B1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

A1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
入出力モジュール側

端子台側

（TA50-□N，TA60-0N側）1

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38

39

40

3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37

FA020707.VSD

・ 端子配列とモジュール側のコネクタ端子配列は一致しています。 
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（4） 光ファイバコード 

KM60 は，光FAリンクHモジュール，光FAバスモジュール，光FAバス 2 モジュールで使

用される盤内配線用の光ファイバコードです。 

● KM60 

ケーブル長L（m）

L≦3

公差+e（m）

0.20

光コネクタ
識別マーキング

光コネクタ
識別マーキング

光ファイバコード

+e
-0L+公差

FA0441.VSD

光コネクタ

シリアルNo

光コネクタ

光ファイバコード

L+公差
+e
-0

 

 

（注）光ファイバコード（KM60）は，光コネクタの形状が違う 2 種類があります。  A タイプが昭和電線ケーブルシステム製，  B タ
イプが住友電気工業製です。 

昭和電線ケーブルシステム製光ファイバコード（KM60）は 2020 年 2 月販売終了しています。 
 

 

盤内配線用光ファイバコード（光コネクタ接着・研磨加工） 

形名 
基本仕様 
コード 

スタイル 
コード 

付加仕様 
コード 

内容 
伝送損失 
Max.[dB] 

使用可能 
モジュール 

KM60 
-S06 － － ケーブル長 0.6m 2.60 F3LR01 

F3LR02  
F3LP12 

-001 － － ケーブル長 1m 2.60 
-003 － － ケーブル長 3m 2.60 

 

● 環境仕様 

  項目 仕様 

使用温度範囲 0～55℃ 
使用湿度範囲 10～90％RH（結露なきこと） 

使用周囲雰囲気 
腐食性ガスがなく，塵埃が 
ひどくないこと 

保存周囲温度 -20～70℃ 

保存周囲湿度 10%～90%RH（結露なきこと） 

 

Note 
光ファイバコードは，電線ケーブルのように折曲げたり，しばったりすると容易に断線

することがあります。特に光コネクタ付近で断線する場合が多いので，取扱いには十分

注意してください。 

設置，布設については，関連する取扱説明書をごらんください。 
S 

A 

B 
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（5） 光ファイバケーブル 

KM61，KM62，KM65，KM67，KM69は，光FAリンクHモ ジュール ，光FAバ スモ

ジュール，光FAバス2モジュールで使用される光ファイバケーブルです。KM61は屋内

配線に，KM62，KM67は屋外配線に使用されます。難燃特性が必要な配線にはKM69を

ご使用ください。 

● KM61，KM62，KM67，KM69 

ケーブル長L（m） 

10＜L≦30 

30＜L

公差+e（m） 

0.50 

L×0.03（3%） 
FA0442.VSD

+e 
-0

光コネクタ 識別マーキング 光コネクタ識別マーキング

光ケーブル

L+公差

テンションメンバ テンションメンバ

テープ巻保護または
保護被膜

（シース除去端）（シース除去端）

200±50mm 200±50mm

 

 

● KM65 

 
 

● 環境仕様 

  項目 仕様 

使用温度範囲 0～55℃ 
使用湿度範囲 10～90％RH（結露なきこと） 

使用周囲雰囲気 
腐食性ガスがなく，塵埃が 
ひどくないこと 

保存周囲温度 -20～70℃ 

保存周囲湿度 10%～90%RH（結露なきこと） 
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屋内配線用光ファイバケーブル（光コネクタ接着・研磨加工）テンションメンバ付き 

形名 
基本仕様 
コード 

スタイル 
コード 

付加仕様 
コード 

内容 
伝送損失 
Max.[dB] 

使用可能 
モジュール 

KM61 

-010 － － ケーブル長 10m 1.10 
F3LR01 
F3LR02  
F3LP12 

-100 － － ケーブル長 100m, プーリングアイ 1 個（片方） 1.10 
-150 － － ケーブル長 150m, プーリングアイ 1 個（片方） 1.54 
-200 － － ケーブル長 200m, プーリングアイ 1 個（片方） 1.95 

（注）プーリングアイについては，本取扱説明書の光ケーブル引込み布設用プーリングアイ組立図を参照してください。 
（注）多湿（冠水を除く）環境下で使用する場合には KM62 をご使用ください。 
 

屋内配線用光ファイバケーブル（光コネクタ圧着・カット加工）テンションメンバ付き 

形名 
基本仕様 
コード 

スタイル 
コード 

付加仕様 
コード 

内容 
伝送損失 
Max.[dB] 

使用可能 
モジュール 

KM65 

-001 － － ケーブル長 1m   2.00 

F3LR01(～200m) 
F3LR02(～200m) 
F3LP12(～1000m) 

-002 － － ケーブル長 2m   2.00 
-003 － － ケーブル長 3m   2.00 
-004 － － ケーブル長 4m   2.00 
-005 － － ケーブル長 5m   2.00 
-007 － － ケーブル長 7m   2.00 
-010 － － ケーブル長 10m   2.00 
-012 － － ケーブル長 12m   2.00 
-015 － － ケーブル長 15m   2.00 
-020 － － ケーブル長 20m   2.00 
-025 － － ケーブル長 25m   2.00 
-030 － － ケーブル長 30m   2.00 

（注）多湿（冠水を除く）環境下で使用する場合には KM62 をご使用ください。 
（注）KM65 にはプーリングアイは付属しません。プーリングアイが必要な場合は KM61 または KM62 をご使用ください。 

 

屋外配線用光ファイバケーブル（光コネクタ接着・研磨加工）テンションメンバ付き 

形名 
基本仕様 
コード 

スタイル 
コード 

付加仕様 
コード 

内容 
伝送損失 
Max.[dB] 

使用可能 
モジュール 

KM62 

-100 － － ケーブル長 100m,  プーリングアイ 1 個（片方） 1.10 

F3LR01(～200m) 
F3LR02(～200m) 
F3LP12(～1000m) 

-200 － － ケーブル長 200m,  プーリングアイ 1 個（片方） 1.95 
-300 － － ケーブル長 300m,  プーリングアイ 1 個（片方） 2.72 
-400 － － ケーブル長 400m,  プーリングアイ 1 個（片方） 3.43 
-500 － － ケーブル長 500m,  プーリングアイ 1 個（片方） 4.10 
-600 － － ケーブル長 600m,  プーリングアイ 1 個（片方） 4.73 
-700 － － ケーブル長 700m,  プーリングアイ 1 個（片方） 5.33 
-800 － － ケーブル長 800m,  プーリングアイ 1 個（片方） 5.91 
-900 － － ケーブル長 900m,  プーリングアイ 1 個（片方） 6.46 
-L01 － － ケーブル長 1000m, プーリングアイ 1 個（片方） 7.00 

KM67 
-300 － － ケーブル長 300m,  プーリングアイ 1 個（片方） 3.34 

F3LR02(200～500m) -400 － － ケーブル長 400m,  プーリングアイ 1 個（片方） 4.15 
-500 － － ケーブル長 500m,  プーリングアイ 1 個（片方） 4.90 

KM69 -010 － － ケーブル長 10m，難燃仕様(VW-1 相当)  1.10 F3LR01,F3LR02 

 

光ファイバケーブルの引込み作業時には，プーリングアイ先端に下図のような撚り返し

金具（シーベル）を介して引き綱に取付けてください。 

 

引鋼

撚り返し金具（シーベル）

プーリングアイ

光ケーブル
FA020710.VSD

 

Note 
・指定以外の製品は，故障や誤動作，設計性能を発揮できない原因となりますので，使

用しないでください。 

・KM6□は冠水する環境下では使用することができません。別途ご相談ください。 
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Note 
光ファイバケーブルは，電線ケーブルのように折曲げたり，しばったりすると容易に断

線することがあります。特に光コネクタ付近で断線する場合が多いので，取扱いには十

分注意してください。 

設置，布設については，関連する取扱説明書をごらんください。 
 

Note 
・ お客様で布設工事をする場合，布設工事前（納入直後）に製品の動作確認を必ず

行ってください。布設工事後の動作不良（断線等）に関しましては，原則として

無償保証の対象外となります。 

・ 光ファイバケーブル（KM61, KM62, KM65, KM67, KM69）は受注生産品です。万

が一，光ファイバケーブルが破損した場合には，交換品の送付には，KM65 につい

ては 1 週間程度，KM61, KM62, KM67 については 1 ヶ月程度，KM69 については

2 ヶ月程度の期間を要します。 
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（6） 表示器接続用ケーブル（F3SP08/2□/3□/5□対応） 

シーケンス CPU モジュール（F3SP08/2□/3□/5□）でのみ使用できます。 

シーケンス CPU モジュール前面の“PROGRAMMER”と表示されたプログラミング

ポートに接続し，上位リンクサービス（パソコンリンク機能）を使用するためのケーブ

ルです。 

FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 の接続には使用できません。 

● KM21-2A（D-sub25 ピン) 

1
 
2
 

5
 6
 

1
 
2
 
3
 
4
 5
 

7
 8

SHIELD

SD 

RD 

SG 

SG

FG 

SD 

RD 

RS 

CS 

SG 

CD

CPUモジュール側外部機器側

信号名ピン番号
 

信号名 ピン番号
 

SHIELD

内部接続図外形図

外部機器側

CPUモジュール側

 

● KM21-2B（D-sub9 ピン) 

1
 
2
 

5
 
6
 

 

1
 
2
 
3
 

5
 

7
 
8

SHIELD

SD 

RD 

SG 

SG

CD 

RD 

SD 

SG 

RS 

CS

 

CPUモジュール側 外部機器側

信号名ピン番号 信号名 ピン番号

SHIELD

内部接続図外形図

外部機器側
CPUモジュール側

 

 

形名 ケーブル長 L（m） 公差+e（cm） 公差-f（cm） 
最大挿抜回数 

外部機器側 CPUモジュール側 

KM21-2A 3 15 0 
500 回 1000 回 

KM21-2B 3 15 0 
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（7） 表示器接続用ケーブル（F3SP66-4S，F3SP67-6S 対応） 

シーケンスCPUモジュールと表示器やパソコンを接続して上位リンクサービス（パソコ

ンリンク）を使用するためのケーブルです。 

このケーブルは，シーケンス CPU モジュール（F3SP66-4S，F3SP67-6S）前面の“SIO”

と表示されたコネクタに接続して使用します。 

● KM21-2T（D-Sub9 ピン） 

CPU 
モジュール側 

FA020711.VSD

外部機器側

D-Sub9ピン，メス 

 

SHIELD

CPUモジュール側 外部機器側 

CD

RD

SD

SG

RS

CS

信号名 ピン番号 信号名 ピン番号 

 1 

2 

3 

4 

8

10

 

1 

2 

3 

5 

7 

8

SD

RD

 
SG

SG

SG

SG

SHIELD

外形図 内部接続図

 

● KM21-2N（D-Sub25 ピン） 

CPU 
モジュール側 

外部機器側

D-Sub25ピン，オス 

FA020712 .VSD

 

CPUモジュール側 外部機器側 

FG

SD

RD

RS 

CS 

SG

CD

信号名 ピン番号 信号名 ピン番号 

 1 

2 

3 

4 

8

10

 

1 

2 

3 

4 

5 

7 

8

SD

SG

RD

SG

 
SG

SHIELD SHIELD

SG

外形図 内部接続図

 
 

形名 ケーブル長 L（m） 公差+e（cm） 公差-f（cm） 
最大挿抜回数 

外部機器側 CPUモジュール側 

KM21-2T 3 20 0 
500 回 1000 回 

KM21-2N 3 20 0 

Note 
表示器接続用ケーブル KM21-2N，KM21-2T は，上位リンクサービス（パソコンリンク

機能）専用です。プログラミングツール WideField3 の接続には使用できません。 
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（8） SIO ポート／D-Sub 9 ピン変換ケーブル（F3SP66-4S，F3SP67-6S 対応） 

● KM10-0S 

SIO ポート／D-Sub 9 ピン変換ケーブルは，SIO ポート接続コネクタを標準的な D-Sub 9

ピン（メス）に変換するケーブルです。表示器などを接続する場合は，別途ケーブルが

必要です。 

CPU 
モジュール側 

外部機器側  
D-Sub9ピン，メス

FA020713.VSD

最大挿抜回数 外部機器側：500回
CPUモジュール側：1000回

 

SHIELD

CPUモジュール側 外部機器側 

RD

SD

SG

信号名 ピン番号 信号名 ピン番号 

 1 

2 

3 

4 

8

10

 

2 

3 

5 

SD

RD

 
SG

SG

SG

SG

SHIELD

外形図 内部接続図

 

形名 ケーブル長 L（m） 公差+e（cm） 公差-f（cm） 
最大挿抜回数 

外部機器側 CPUモジュール側 

KM10-0S 0.5 5 0 500 回 1000 回 

Note 
KM10-0S は，上位リンクサービス（パソコンリンク機能）専用です。プログラミング

ツール WideField3 の接続には使用できません。 
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A2.8 端子台ユニット，コネクタ端子台 
（1）TA40-0N 

TA40-0N は，コネクタ仕様の入出力モジュールに装着して使用する端子台ユニットです。 

● 特長 

・ 入出力モジュールのコネクタを 1：1 でヨーロッパタイプのネジ端子に展開できま

す。 

・ ヨーロッパタイプの端子台の採用により，はんだ付けや圧着端子の取付けなど，

入出力ケーブルの端末処理が不要です。 

・ 入出力モジュールに直接取付けるため，モジュールと端子台ユニットを接続する

ためのケーブルが不要です。 

・ 入出力モジュールにネジ固定できるので，安定して使用することができます。 

・ 薄型コネクタサイズのため，64 点タイプの入出力モジュールなどでも隣り合わせ

で装着することができます。 

・ 恒久的に使用する用途はもちろん，試運転時，デバッグ時の一時的な配線にも効

果的に使用することができます。 

 

FA020801.VSD

図のように 

結束バンドで線材を結束するとすっきりします 
 

● 仕様       ● 端子配列 

項目 仕様 

B 

A

FA020802.VSD

2 1098765431

12 201918171615141311

2 1098765431

12 201918171615141311

 

点数 40 点 
定格電圧 5-24V DC 
使用電圧範囲 4.5～26.4V DC 

最大電流 0.5A DC／1 点 

適合電線サイズ AWG28～23（0.08～0.26mm2） 

端子台ネジ M2（マイナスネジ） 

固定ネジ M2.6（マイナスネジ） 

色 黒 

質量 50g 
・本端子台ユニットは，F3YP04, F3YP08, F3YP14, 

F3YP18, F3YP22, F3YP24, F3YP28, F3NC32, F3NC34 
には使用できません。 
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● 環境仕様 

  項目 仕様 

使用温度範囲 0～55℃ 
使用湿度範囲 10～90％RH（結露なきこと） 

使用周囲雰囲気 
腐食性ガスがなく，塵埃が 
ひどくないこと 

保存周囲温度 -20～75℃ 

保存周囲湿度 10%～90%RH（結露なきこと） 

● 内部接続図 

A20
A19
A18
A17
A16
A15
A14
A13
A12
A11
A10
A9
A8
A7
A6
A5
A4
A3
A2
A1

A20
A19
A18
A17
A16
A15
A14
A13
A12
A11
A10
A9
A8
A7
A6
A5
A4
A3
A2
A1

ネジ端子側 コネクタ側

B20
B19
B18
B17
B16
B15
B14
B13
B12
B11
B10
B9
B8
B7
B6
B5
B4
B3
B2
B1

B20
B19
B18
B17
B16
B15
B14
B13
B12
B11
B10
B9
B8
B7
B6
B5
B4
B3
B2
B1

ネジ端子側 コネクタ側

FA020803.VSD  
・ネジ端子側の端子配列とモジュール側のコネクタ端子配列は一致しています。 

 
● 外形寸法図 

       単位:mm 

61.4411.8

75
.4

FA020804.VSD  
 

  

端子台ネジの適正締付けトルクは 0.22N･m です。 

適正なサイズのドライバを使用して締付けてください。 

ドライバのサイズが合っていないと，ネジ頭をつぶすことがあります。 
   

注　意



 A2-114
 

 IM 34M06C11-01

 

（2）TA50-0N, TA50-1N, TA50-2N 

TA50-0N, TA50-1N, TA50-2N はコネクタ仕様の入出力モジュールで使用するコネクタ端

子台です。 

● 特長 

・入出力モジュールのコネクタを 1：1 でネジ端子に展開できます。 

・入出力モジュールとコネクタ端子台を接続するために，専用のコネクタ端子台 

ケーブル KM55-0□□が用意されていますので，省配線が可能です。 

・入コネクタ端子台は，DIN レール取付け，ネジ取付けの両方が可能です。 

FA020805.VSD  
● 仕様       ● 端子配列（TA50-0N） 

項目 
仕様 

10mm

8.2mm

A

B

FA020806.VSD

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11121314 151617181910 20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11121314 151617181910 20

 

● 端子配列（TA50-1N/TA50-2N） 

7mm

6mm

A

B

FA020807.VSD

1 2 3 4 5 6 7 8 9 111213 14151617181910 20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11121314151617 181910 20

 

● 内部接続図 

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39

1B
A

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40
コネクタ側

（KM55-0□□側）

ネジ端子側

FA020808.VSD

 
・ネジ端子側の端子配列とモジュール側のコネクタ端子配列は一致し
ています。 

TA50-0N TA50-1N TA50-2N 

点数 40 点 

定格電圧 5-24V DC 

使用電圧範囲 4.5～26.4V DC 

最大電流 0.5A DC／1 点 

適合電線サイズ 最大 2mm2 最大 1.25mm2 

端子台ネジ M3.5 M3 

適合端子 
圧着端子 
最大径 
8mm 

圧着端子 
最大径 
5.8mm 

使用コネクタ 
HIF3BA-40PA-2.54DSA（71） 
（MIL 規格準拠） 

取付け方法 35m 幅 DIN レール，ネジ取付け 

固定ネジ 
(ネジ取付け時) 

M4(2 ヶ所) 

色 黒色 灰色 

質量 300g 175g 162g 

・本コネクタ端子台は，F3YP04, F3YP08, F3YP14, F3YP18, 
F3YP22, F3YP24, F3YP28, F3NC32, F3NC34 には使用できま
せん。 

・本コネクタ端子台は，モジュールコネクタ端子台間のケー
ブルは付属しておりません。 
KM55-0□□を別途購入してください。 

● 環境仕様 

項目 仕様 

使用温度範囲 0～55℃ 

使用湿度範囲 10～90％RH（結露なきこと） 

使用周囲雰囲気 腐食性ガスがなく，塵埃がひどくないこと 

保存周囲温度 -20～75℃ 

保存周囲湿度 10%～90%RH（結露なきこと） 
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● 外形寸法図 
TA50-0N 

11

40
.5

4.
5

5

17
.5

5

55
50

±0
.1

5

60
4 40.5

（注）端子カバー付き 

取付寸法図 

207

217

217±0.15

226

M4

2-φ4.5穴 単位：mm

形式銘板 

FA020809.VSD  
TA50-1N 

（注）端子カバー付き

取付寸法図

141.6±1

141.6

M4

単位：mm

FA020810.VSD

2-小判穴φ4.4×5.6

150 45

14

1
6

.5

4
5

4

 
 

 

 

 

 

 
 



 A2-116
 

 IM 34M06C11-01

 

 TA50-2N 

単位：mm 

FA0208101.vsd

取付寸法図 

 
 

 

端子台ネジの適正締付けトルクは 0.8N･m です。適正なサイズのドライバを使用して締

付けてください。ドライバのサイズが合っていないと，ネジ頭をつぶすことがあります。 
  

注　意
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（3）TA60-0N 

TA60-0N は，コネクタ仕様の入出力モジュールで使用するコネクタ端子台です。 

● 特長 

・入出力モジュールのコネクタを 1：1 でヨーロッパタイプのネジ端子に展開できま 

 す。 

・ヨーロッパタイプの端子台の採用により，はんだ付けや圧着端子の取付けなど，入 

 出力ケーブルの端末処理が不要です。 

・徹底した小形化設計により，省スペース化に貢献します。 

・入出力モジュールとコネクタ端子台を接続するために，専用のコネクタ端子台ケー 

 ブル KM55-0□□が用意されていますので，省配線が可能です。 

・コネクタ端子台は，DIN レール取付け，ネジ取付けの両方が可能です。 

 

FA020811.VSD  

● 仕様 

項目 仕様 

点数 40 点 

定格電圧 5-24V DC 

使用電圧範囲 4.5～26.4V DC 

最大電流 0.5A DC／1 点 

適合電線サイズ AWG28～23（0.08～0.26mm2） 

端子台ネジ M2（ヨーロッパ端子タイプ） 

使用コネクタ HIF3BA-40PA-2.54DSA（MIL 規格準拠） 

取付け方法 35m 幅 DIN レール，ネジ取付け 

固定ネジ（ネジ取付け時） M4（2 ヶ所） 

色 灰色 

質量 80g 

*： 本コネクタ端子台は，F3YP04, F3YP08, F3YP14, F3YP18, F3YP22, F3YP24, F3YP28, F3NC32,  
 F3NC34 には使用できません。 
*： 本端子台は，モジュール－コネクタ端子台間のケーブルは付属しておりません。 
 KM55-0□□を別途購入してください。 

● 環境仕様 
項目 仕様 

使用温度範囲 0～55℃ 

使用湿度範囲 10～90％RH（結露なきこと） 

使用周囲雰囲気 腐食性ガスがなく，塵埃がひどくないこと 

保存周囲温度 -20～75℃ 

保存周囲湿度 10%～90%RH（結露なきこと） 
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● 内部接続図 

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39

1B
A

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40
コネクタ側

ネジ端子側

FA020812.VSD

（KM55-0□□側）

 
・ネジ端子側の端子配列とモジュール側のコネクタ端子配列は一致しています。 

● 外形寸法図 

取付寸法図 

99.6±1 M4

FA020813.VSD

2-小判穴φ4.4×5.6

14

16
.5

4
5

4

99.6

108

37.6
単位：mm

 
 

  

端子台ネジの適正締付けトルクは 0.22N･m です。 

適正なサイズのドライバを使用して締付けてください。 

ドライバのサイズが合っていないと，ネジ頭をつぶすことがあります。 
  

注　意
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A2.9 モジュール消費電流一覧 
装着したモジュールの 5V 消費電流の合計が使用する電源モジュールの内部 5V 電源容

量を超えないように設計してください。外部供給電源は仕様に合わせて別途ご用意くだ

さい。 

● ベースモジュール 

名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 

ベースモジュール 

F3BU04-0N 50 ― ― 
F3BU06-0N 50 ― ― 
F3BU05-0D 50 ― ― 
F3BU09-0N 50 ― ― 
F3BU13-0N 50 ― ― 
F3BU16-0N 50 ― ― 

● 電源モジュール 

名称 形式 内部5V電源(mA) 外部への供給電源(mA) 

電源モジュール 

 F3PU01-0N 1400 なし 
 F3PU10-0N 
 F3PU10-0S 

2000 なし 

 F3PU16-0N 
 F3PU16-0S 

2000 なし 

 F3PU20-0N 
 F3PU20-0S 

4300 なし 

 F3PU26-0N 
 F3PU26-0S 

4300 なし 

 F3PU30-0N 
 F3PU30-0S 

6000 なし 

 F3PU36-0N 
 F3PU36-0S 

6000 なし 

● CPU モジュール 

名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 

シーケンス CPU モジュール 

 F3SP20-0N 325 ― ― 
 F3SP21-0N 350 ― ― 
 F3SP22-0S 450 ― ― 
 F3SP25-2N 420 ― ― 
 F3SP30-0N 405 ― ― 
 F3SP35-5N 560 ― ― 
 F3SP28-3N 450 ― ― 
 F3SP38-6N 450 ― ― 
 F3SP53-4H 890 ― ― 
 F3SP58-6H 890 ― ― 
 F3SP28-3S 450 ― ― 
 F3SP38-6S 450 ― ― 
 F3SP53-4S 890 ― ― 
 F3SP58-6S 890 ― ― 
 F3SP59-7S 890 ― ― 
 F3SP66-4S 850 ― ― 
 F3SP67-6S 850 ― ― 
 F3SP71-4N 460 ― ― 
 F3SP76-7N 460 ― ― 
 F3SP71-4S 460 ― ― 
 F3SP76-7S 460 ― ― 
 F3FP36-3N 560 ― ― 

アドオンシーケンス 
CPU モジュール 

 F3SA20-0N 325 ― ― 
 F3SA30-0N 405 ― ― 

BASIC CPU モジュール 
 F3BP20-0N 200 ― ― 
 F3BP30-0N 200 ― ― 

ML バス付 CPU モジュール  F3MP30-0N 290 ― ― 
アドオンBASIC CPUモジュール  F3BA20-0N 150 ― ― 
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名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 

Windows CE 対 応 CPU モ
ジュール 

F3RP42-5P 1400* ― ― 
F3RP44-5P 1400* ― ― 
F3RP45-5P 1400* ― ― 

汎用 OS 対応 CPU モジュール F3RP70-2L 1200 ― ― 

Linux 対応 CPU モジュール 

F3RP61-2R 1200 ― ― 
F3RP61-2L 1200 ― ― 
F3RP71-1R 1200 ― ― 
F3RP71-2L 1200 ― ― 

VxWorks 対応 CPU モジュール 
F3RP62-2R 1200 ― ― 
F3RP62-2L 1200 ― ― 

NORTi 対応 CPU モジュール 

F3RP51-3P 1200 ― ― 
F3RP52-3P 1200 ― ― 
F3RP54-3P 1200 ― ― 
F3RP55-3P 1200 ― ― 

OS-9 対応 CPU モジュール 

F3RP51-4P 1200 ― ― 
F3RP52-4P 1200 ― ― 
F3RP54-4P 1200 ― ― 
F3RP55-4P 1200 ― ― 

IEC61131-3 対応 CPU モジュール F3NP55-5N 1200 ― ― 
*： PC カード 300mA を含む。 

● ユーティリティ 

名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 
CAN インタフェース 
モジュール 

  F3UM11-0N 80 ― ― 
  F3UM12-0N 110 ― ― 

多チャネル RS 通信モジュール   F3UM13-2N 90 ― ― 

● I/O モジュール 

名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 
高速入力モジュール F3XH04-3N 30 ― ― 

AC 入力モジュール 
F3XA08-1N 40 ― ― 
F3XA08-2N 40 ― ― 
F3XA16-1N 65 ― ― 

DC 入力モジュール 

F3XD08-6F 40 ― ― 
F3XD16-3F 65 ― ― 
F3XD16-4F 65 ― ― 
F3XD16-3H 65 ― ― 
F3XD32-3F 75 ― ― 
F3XD32-4F 75 ― ― 

F3XD32-5F 75 ― ― 

F3XD64-3F 100 ― ― 

F3XD64-4F 100 ― ― 

F3XD08-6N 40 ― ― 
F3XD16-3N 65 ― ― 
F3XD16-4N 65 ― ― 
F3XD32-3N 75 ― ― 
F3XD32-4N 75 ― ― 

F3XD32-5N 75 ― ― 

F3XD64-3N 100 ― ― 

F3XD64-4N 100 ― ― 

F3XD64-6M 110 12-24 70 

無電圧接点入力モジュール 
F3XC08-0N 75 ― ― 

F3XC08-0C 75 ― ― 

パルス入力モジュール 
 F3XS04-3N 230 ― ― 
 F3XS04-4N 230 ― ― 

トライアック出力モジュール F3YA08-2N 130 ― ― 
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名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 

リレー出力モジュール 
F3YC08-0C 205 ― ― 

F3YC08-0N 205 ― ― 
F3YC16-0N 380 ― ― 

トランジスタ出力モジュール 

F3YD04-7N 85 ― ― 

F3YD08-6A 60 12-24 10 
F3YD08-6B 60 12-24 10 
F3YD08-7A 80 12-24 10 
F3YD14-5A 120 12-24 20 
F3YD14-5B 120 12-24 20 

F3YD32-1A 210 12-24 115 

F3YD32-1B 210 12-24 115 

F3YD32-1H 165 12-24 30 
F3YD32-1P 160 12-24 55 
F3YD32-1R 170 12-24 60 

F3YD32-1T 210 5 60 

F3YD64-1A 275 24 150 
F3YD64-1F 275 24 150 
F3YD64-1M 125 12-24 40 

F3YD64-1P 275 12-24 95 

F3YD64-1R 275 12-24 110 

入出力モジュール 

F3WD64-3F 200 24 60 
F3WD64-4F 200 12 60 
F3WD64-3N 200 24 60 

F3WD64-4N 200 12 60 

F3WD64-3P 170 24 55 

F3WD64-4P 170 12 55 
入出力モジュール 
(e-RT3 専用) 

F3WD64-3E 170 24 55 

アナログ入力モジュール 

   F3AD04-0N 210 ― ― 
   F3AD04-0V 210 ― ― 
   F3AD04-5V 210 ― ― 
   F3AD08-1N 210 ― ― 
   F3AD08-1V 210 ― ― 
   F3AD08-4V 210 ― ― 
   F3AD08-5V 210 ― ― 
   F3AD08-4W 210 ― ― 
   F3AD04-0R 210 ― ― 
   F3AD04-5R 210 ― ― 
   F3AD08-1R 210 ― ― 
   F3AD08-4R 210 ― ― 
   F3AD08-5R 210 ― ― 
   F3AD08-6R 210 ― ― 

アナログ出力モジュール 

  F3DA02-0N 100 24 150 
  F3DA04-1N 100 24 180 
  F3DA08-5N 100 24 100 
  F3DA04-6R 60 24 200 
  F3DA08-5R 60 24 200 

温度調節・モニタモジュール 

  F3CT04-0N 250 24 200 
  F3CT04-1N 250 24 200 
  F3CR04-0N 250 24 200 
  F3CR04-1N 250 24 200 

PID 制御モジュール   F3CV04-1N 250 24 200 

温度調節・PID 制御モジュール 

  F3CU04-0N 460 24 10 
  F3CU04-0S 460 24 10 
  F3CU04-0H 200 24 20 
  F3CU04-1N 470 24 250 
  F3CU04-1S 470 24 250 
  F3CU04-1H 200 24 250 

温度モニタモジュール 
  F3CX04-0N 440 ― ― 
  F3CX04-0H 200 ― ― 

断線検出モジュール   F3HB08-0N 230 ― ― 
高速データ収集モジュール   F3HA08-0N 450 ― ― 
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名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 

高速データ収集モジュール 
F3HA06-1R 420 ― ― 
F3HA12-1R 570 ― ― 

ASi 親局モジュール  F3LA01-0N 330 30 2,000 / 200* 
PROFIBUS-DP インタフェース
モジュール 

 F3LB01-0N 610 ― ― 

Ethernet インタフェース 
モジュール 

 F3LE01-0T 500 ― ― 
 F3LE01-5T 330 12 500 
 F3LE11-0T 500 ― ― 
 F3LE12-0T 500 ― ― 

 F3LE01-1T 330 ― ― 

 F3LE11-1T 330 ― ― 
 F3LE12-1T 330 ― ― 

NXインタフェース 
モジュール 

 F3NX01-0N 330 12 500 
 F3NX01-1N 500 ― ― 
 F3NX01-2N 330 ― ― 

モデムモジュール   F3LM01-1N 140 ― ― 
EtherNet/IP インタフェース 
モジュール 

  F3LN01-0N 330 ― ― 

FL-net インタフェース 
モジュール 

  F3LX01-0N 580 12 500 

FL-net(OPCN-2) 
インタフェースモジュール 

 F3LX02-1N 460 12 500 
 F3LX02-2N 330 ― ― 

Device Net インタフェース 
モジュール 

 F3LD01-0N 200 11～25 40 
 F3LD02-1N 200 11～25 40 

CAN2.0B インタフェース 
モジュール 

 F3LD21-0N 200 11～25 40 

Modbus インタフェース 
モジュール 

 F3LC31-2F 290 ― ― 

GP-IB 通信モジュール  F3GB01-0N 250 ― ― 

パソコンリンクモジュール 

 F3LC11-1F 320 ― ― 
 F3LC11-1N 100 ― ― 
 F3LC11-2F 350 ― ― 
 F3LC11-2N 170 ― ― 
 F3LC12-1F 350 ― ― 

ラダー通信モジュール 

 F3RZ81-0F 320 ― ― 
 F3RZ81-0N 100 ― ― 
 F3RZ82-0F 350 ― ― 
 F3RZ91-0F 350 ― ― 
 F3RZ91-0N 210 ― ― 

RS-232-C 通信モジュール  F3RS22-0N 350 ― ― 
RS-422-A 通信モジュール  F3RS41-0N 350 ― ― 
マルチリンクモジュール  F3LC21-1N 210 ― ― 
UT リンクモジュール  F3LC51-2N 290 ― ― 
FA リンクモジュール  F3LP01-0N 340 ― ― 
FA リンク H モジュール  F3LP02-0N 470 ― ― 
光 FA リンク H モジュール  F3LP12-0N 495 ― ― 
FA リンク H2 モジュール  F3LP32-0N 220 ― ― 

YHLS マスタモジュール 
  F3LH02-0N 440 ― ― 
  F3LH01-1N 360 ― ― 
  F3LH02-1N 480 ― ― 

光 FA バスモジュール   F3LR01-0N 220 ― ― 
光 FA バス 2 モジュール   F3LR02-0N 460 ― ― 
FA バス 2 モジュール   F3LR02-1W 320 ― ― 
μバス親局モジュール  F3LU01-0N 130 ― ― 

高速カウンタモジュール 
 F3XP01-0H 100 ― ― 
 F3XP02-0H 150 ― ― 

位置決めモジュール 
 F3NC01-0N 180 5 200 
 F3NC02-0N 180 5 200 

位置決めモジュール 
(高機能版位置指令パルス出力形）

 F3NC11-0N 180 5 200 
 F3NC12-0N 180 5 200 

位置決めモジュール 
(位置指令パルス出力形） 

 F3NC32-0N 450 24 80 
 F3NC34-0N 540 24 120 

位置決めモジュール 
（速度指令電圧出力形） 

 F3NC51-0N 390 24 10 
 F3NC52-0N 400 24 10 

*： 通信ラインに供給可能な電流は最大 2,000mA。(このうち，F3LA01-0N 内部での消費電流は 200mA) 
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名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 
位置決めモジュール 
（トルク制御用） 

F3NC61-0N 580 24 10 

位置決めモジュール 
（MECHATROLINK-Ⅱ通信対応） 

 F3NC96-0N 570 ― ― 

位置決めモジュール 
（MECHATROLINK-Ⅲ通信対応） 

 F3NC97-0N 530 ― ― 

位置決めモジュール 
（多チャネルパルス出力形） 

 F3YP04-0N 300 5 350 
 F3YP08-0N 350 5 700 
 F3YP14-0N 320 5 350 
 F3YP18-0N 380 5 700 
 F3YP22-0P 210 24 70* 
 F3YP24-0P 240 24 110* 
 F3YP28-0P 280 24 200* 

*： パルス出力用外部供給電源とカウンタ接点出力用外部供給電源の合計です。 

● AT 互換 CPU モジュール 

名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 

AT 互換 CPU モジュール＊ 

F3CP40-0N 1300 ― ― 

F3CP40-1N 1300 ― ― 

F3CP40-2N 1300 ― ― 

AT 互換 CPU モジュール＊ 

（DX2，DX4 搭載） 

F3CP41-1N 1150 ― ― 

F3CP41-2N 1150 ― ― 

F3CP42-2N 1500 ― ― 

F3CP42-4N 1500 ― ― 

AT 互換 CPU モジュール＊ 

（MMX Pentium 搭載） 

F3CP53-2N 1750 ― ― 

F3CP53-5N 1750 ― ― 

F3CP53-6N 1900 ― ― 

ハードディスクモジュール＊ 

F3HD30-0N 
300 

（リード／ライト時） 
― ― 

F3HD31-2N 600 ― ― 

F3HD31-3N 700 ― ― 

PC カードモジュール＊ F3PM20-0N 150 ― ― 

ベースモジュール＊ 

F3BU09-1N 100 ― ― 

F3BU09-2N 100 ― ― 

F3BU13-1N 100 ― ― 

F3BU13-2N 100 ― ― 
*：  AT 互換 CPU モジュールおよびハードディスクモジュール，PC カードモジュール，ベースモジュールを使用する 
 場合，電源モジュールは F3PU20-0N，F3PU20-0S，F3PU26-0N，F3PU26-0S，F3PU30-0N，F3PU36-0N をお使いくだ

さい。 

● メモリカードモジュール 

名称 形名 5V最大消費電流
(mA) 

外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 

メモリカードモジュール F3EM01-0N 300 ― ― 

● ハンディプログラミングコンソール 

名称 形名 5V最大消費電流(mA) 
外部からの供給電源 

電圧(V DC) 電流(mA) 
ハンディプログラミング 
コンソール 

     PR30-0N 300 ― ― 
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A2.10 外部供給電源 
外部供給電源は，次の品質のものをご使用ください。 

項目 仕様 

出力電圧 
24V DC 
12V DC 

5V DC 

リップル 240mV p-p 以下 100mV p-p 以下 

ノイズ 360mV p-p 以下 150mV p-p 以下 

過電流保護 保護付きが望ましい 

絶縁 
危険電圧から強化絶縁または二重絶縁されている
こと 

 

本機を UL 認定品として使用する場合は，外部供給電源は，限定電圧／電流回路*1， 

または Class2 電源*2を使用してください。 

本機を CE 適合品として使用する場合は，外部供給電源には，危険電圧から強化絶縁ま

たは二重絶縁された，SELV かつ限定エネルギー回路(*3)である電源を使用してくださ

い。 

 
*1： 限定電圧／電流回路とは，UL 508 で規定されており，最大電圧が 30V AC または，42.4V peak 以下，出力電流が 8A

以下に制限される絶縁電源によって電力が供給されている回路を言います。 
*2： Class2 電源とは，UL 1310 で規定されており，出力電圧が 30V DC 以下，出力電流が 8A 以下に制限されていること

を UL で試験を受けて認定された電源です。 
*3： SELV かつ限定エネルギー回路とは，EN IEC 61010-2-201 で規定されており，通常使用時および一故障発生時に，出

力電圧が 30V ACrms，42.4V peak または 60V DC 以下，出力電流が 6.25A 以下(24V DC)，8.3A 以下(12V DC)，20A 以
下(5V DC)に制限される絶縁電源を意味します。 
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A2.11 外形寸法 
● 全体外形図（ベースモジュールに F3BU06-0N 使用時の外形寸法です。） 

1
02

1
00

88.8*

205
FA021101.VSD

単位:mm

*：ベースモジュールを含めた奥行き寸
法は，実装したモジュールの奥行き

寸法＋5.6mmとなります。

また，DINレール取付けをする場合

には，さらに6.5mm加算されます。

 
● ベースモジュール 

外形寸法はベースモジュールのスロット数によって異なります。 

 単位:mm 

形名 スロット数 I/0 スロット数 全幅 
（W1） 

取付 
（W2） 

取付 
（W3） 

取付 
（W4） 

F3BU04-0N 4 3 147 138 － － 

F3BU06-0N 6 5 205 196 － － 

F3BU05-0D 5 4 205 196 － － 

F3BU09-0N 9 8 322 313 138 － 

F3BU13-0N 13 12 439 430 196 － 

F3BU16-0N 16 15 527 517 138 313 

 

F3BU16-0N 

F3BU13-0N

F3BU09-0N 

F3BU06-0N, Ｆ3BU05-0D

Φ5 取付穴

9.6

4.5 7.5

85 100

10.5 取付幅 W3

取付幅 W4

取付幅 W2

全幅 W1

（M4取付ネジ用）

FA021102.VSD

F3BU04-0N 

 
AT 互換モジュール用ベースモジュールについては，「AT 互換 CPU モジュール(DX2，DX4 搭載)取扱説明書 AT 互換 
CPU モジュール(MMX Pentium 搭載)取扱説明書」（IM 34M06M12-01）の 4.7 項を参照してください。 
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● 電源モジュール 

 単位 : mm 

83.2 28.9

2
83.2 58

2

 F3PU01，F3PU10，F3PU16 F3PU20，F3PU26

FA021103.VSD

100 100

 
 

83.2

F3PU30，F3PU36

FA021105.VSD

58

2

100

30 (12.9)
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● 入出力モジュール 

 単位 : mm 

 F3XH04, F3XA08, F3XC08-0N, F3XD08 F3XC08-0C, F3XD16

FA021104.VSD

100 100

83.2 22.9 28.9

2

100

F3XA16
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 単位 : mm 

F3XD64-6M

F3YC08-0N, F3YD08
F3YA08, F3YD04

F3YD14，F3YC08-0C，F3YC16

FA021105'.VSD

F3XD32 F3XD64-3N, F3XD64-4N, F3XD64-3F, F3XD64-4F
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 単位 : mm 
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A3. 実装と配線 

A3.1 盤内の設置環境 
操作性，保守性，耐環境性を考慮して，以下に述べるような点を考慮して盤内設計を

行ってください。 

図 A3.1 に模範的な配置図の参考例を示します。 

■ 温度に対する配慮 

・ 熱が内部にこもらないように，通風を考えてください。また，本機を多段構成で設 

 置する場合は，8cm 以上の間隔をあけてください。 

・ モジュールの上下に設けられた通風口を配線等でふさがないようにしてください。 

・ 発熱量の大きい機器の真上の取付けは，避けてください。 

・ 盤内温度が 55℃以上になるときは，強制ファン，あるいはクーラなどで冷却してく

ださい。これらの冷却装置が故障した場合には，システムに影響を与えるため，盤

内に温度センサーなどを設置して，異常を検知する手段を設けてください。 

 逆に寒冷地などで朝のスタート時に 0℃より低くなる場合は，小容量のヒータ，ラン

プなどを盤内に取付け，予熱してください。 

 図 A3.2 に盤の冷却方法の例を示します。 

■ 湿度に対する配慮 

冷暖房の入切等による急激な温度変化によって，結露することがあります。 

基板に結露が発生すると，ショートによる誤動作をまねく恐れがあります。 

結露の恐れのある場合は，電源を常に入れておくか，スペースヒータ等により常時予熱

するなどして，結露を防止してください。 

■ 振動，衝撃に対する配慮 

・ 外部からの振動，衝撃に対しては，振動，衝撃発生源から盤を分離したり，盤を防

振ゴムで固定するなどして，本機に加わる振動，衝撃を仕様内に抑えてください。 

・ 盤内の電磁開閉器などの動作時の衝撃に対しては，衝撃源の方を防振ゴムで固定す

るなどして，本機に加わる振動，衝撃を仕様内に抑えてください。 

Note 
ハードディスクモジュールは，振動，衝撃に対し十分に注意してください。 

装置や設備組込みの状態での運搬においても，振動，衝撃の仕様内で運搬する必要があ

ります。特にハードディスクモジュールに関しては，振動，衝撃に関して仕様範囲が他

のモジュールに比べ制限が厳しくなっています。出荷時の梱包箱を用いて運搬してくだ

さい。 
 

■ 雰囲気に対する配慮 

塵埃の多い場所では，盤を密閉構造にするか，盤内をきれいな空気で加圧ぎみにパージ

するなどして，外部からの塵埃の侵入を防いでください。 
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通

信

関

係

10cm 
以上
離す

入力関係用
ダクト

本 機

出力関係用
ダクト

ブレーカ，ヒューズ

20cm以上離す

動力関係用
ダクト

トランス，電磁開閉器
など動力関係の機器

電 源 部

・Ethernet 
・光FAバス

ヒューズ，タイマ等
動力関係，発熱体は

設置しない

FA030101.VSD  
図 A3.1 盤内配置図例 

 
図 A3.2 盤の冷却方法 
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A3.2 盤内取付け方法 
A3.2.1  取付け姿勢 

本機は，自然空冷を考慮した熱設計がなされています。したがって，LED 表示部を上に

し，通風口が上下に配置される向きで取付けてください。 

 

○

×

× ×
FA030201.VSD  

 

 
*1：モジュールの着脱が可能な間隔を確保してください。 
*2：モジュール下からのコネクタ配線がある場合は，「A3.2.5 取付けの奥行き／間隔」を参照してください。 
 
図 A3.3 取付け姿勢／位置 
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A3.2.2  取付け寸法 
■ ネジ取付け時 

W3±0.5

W4±0.5

W2±0.5

W1

85±0.5

85±0.5

95以上 80以上 

100

100

（4.5） 

(7
.5

)

単位：mm

M4

FA030202.VSD  

ベースモジュール形名 全幅 
W1 

取付け幅 

W2 W3 W4 

F3BU04-0N 147 138 － － 

F3BU06-0N 205 196 － － 

F3BU05-0D 205 196 － － 

F3BU09-0N 322 313 138 － 

F3BU13-0N 439 430 196 － 

F3BU16-0N 527 517.3 138 313 

*：ベースモジュール取付けネジは付属しません。 
 
 ベースモジュール取付けネジは次の本数必要です。 
 F3BU04，F3BU06，F3BU05：4 本 
 F3BU09，F3BU13 ：4 本，または 5 本（F3CP40，F3HD30 を使用する場合 5 本） 
 F3BU16 ：6 本，または 7 本（F3CP40，F3HD30 を使用する場合 7 本） 
 
 取付けネジ仕様は以下のとおりです。 
 バインド頭ネジ M4，長さ 12～15mm（ワッシャ付きネジの場合は 14～15mm） 

 
AT 互換モジュール用ベースモジュールについては，「AT 互換 CPU モジュール（DX2，DX4 搭載）取扱説明書 AT 互換 
CPU モジュール（MMX Pentium 搭載）取扱説明書」（IM34M06M12-01）の 4.7 項を参照してください。 

■ DIN レール取付け時 

50

FA030203.VSD  
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A3.2.3  DIN レールへの取付け／取外し 
本機を DIN レールに取付けて使用する場合は，レールマウントキットを本機背面に取

付けてください。レールマウントキットは，T9031AP（F3BU04，F3BU06，F3BU05 用）

または T9031AQ（F3BU09，F3BU13 用）を別途ご購入ください。 

F3BU16-0N，F3BU09-2N，F3BU13-2N は，DIN レールに取付けて使用することはでき

ません。 

■ レールマウントキットの装着 

レールマウントキットの部品は 2 種類あり，これらを組合わせて使用します。 

 

必要な数は，次のとおりです。 

  A×1, B×2（F3BU04，F3BU06，F3BU05 の場合） 

  A×2, B×4（F3BU09，F3BU13 の場合） 

● 取付け位置（本機背面） 

 

● 取付け方法 
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■ DIN レールへの取付け 

DIN レールへの取り付けに際しては，以下の項目に注意してください。 

Note 
・ベースモジュールが DIN レールにしっかり固定されていることを確認してください。 

・FA-M3 に過大な振動や衝撃および荷重がかかる可能性がある場合，落下して危険な所 

では，DIN レールは使用しないでください。 

・ベースモジュールの両側は，動かないよう固定してください。 
 

 

■ DIN レールからの取外し 
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■ レールマウントキットの取外し 
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A3.2.4  各モジュールの取付け／取外し 

■ モジュールの取付け方法 

本モジュールのベースモジュールへの取付けは，図 A3.4 示すように，本モジュールの

下端をベースモジュールに引っかけて，黄色いボタンがロックされるまで本モジュール

を押付けて，ベースモジュールに固定します。 

 

注　意   

モジュールの取付け／取外しは，必ず電源を OFF にしてから行ってください。 
 

 
図 A3.4 本モジュールの取付け／取外し 

注　意   

装着時に，本モジュール背面のコネクタのピンを曲げないように注意してください。 

無理に押込もうとすると，コネクタのピンが曲り故障の原因となります。 
 

 

 

■ モジュールの取外し方法 

本モジュールをベースモジュールから取外す場合は，上記の取付け方法の逆の手順で

行ってください。 

本モジュールの上部黄色ボタンを押し，ロックを外してから手前に引いて取外してくだ

さい。 
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■ 振動が大きい場合の取付け方法 

特に振動などの恐れのある場合のために，モジュールをネジ止め固定できるように考慮

されています。下記のネジを用意して，本モジュールの上部にあるネジ穴に，プラスド

ライバで締付けてください。 
 
 

 ご用意いただくネジ 
 バインド頭ネジ  M4  長さ 12～15mm 

（ワッシャ付きネジの場合は 14～15mm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 A3.5 本モジュールのネジ止め固定の方法 

注　意   

本モジュールに過大な荷重がかからないようにしてく 

ださい。 

特に，コネクタ先端（本モジュール正面から 55mm の

位置）に，5kg 以上の下向きの荷重がかかった場合，

本モジュールがベースモジュールから外れて，落下す

る可能性があります。 
 
 
 
 
 
 

 

F02R1.VSD

FA030212_1.VSD

55mm
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A3.2.5  取付けの奥行き 
● ベースモジュールの背面からモジュール前面までは約 90mm です。 

 コネクタ付きケーブルを装着した場合，さらにケーブルの曲り分の寸法が必要とな

ります。 

D d

モジュール D(mm) d(mm)

端子台型
80 以上

―

コネクタ型 83.2

FA030212.VSD  
図 A3.6 取付けの奥行き 

● 光 FA バスモジュール，光 FA バス 2 モジュール，光 FA リンク H モジュールは光

ファイバコード／ケーブルの曲げ半径を考慮した奥行きが必要です。 

 

 
図 A3.7 光ファイバコード／ケーブル取付け奥行 

お客様で工事される場合は，以下の項目を遵守してください。 

1. 添付の取扱説明書が，製品に添付されます。工事される方は，必ず一読しかつ内容

に従い作業を行ってください。 

2. 製品が納入された後，製品の動作確認（通光確認）を必ず行ってください。 

光ファイバですので，太陽光あるいは，懐中電灯等で片方から光を入れることで

もう片方から光を確認できます。 

 布設工事前に，製品の動作を確認してください。 

 

Note 
・ お客様で布設工事をする場合，布設工事前（納入直後）に製品の動作確認を必ず

行ってください。布設工事後の動作不良（断線等）に関しましては，原則として

無償保証の対象外となります。 

・ 光ファイバケーブル（KM61, KM62, KM65, KM67, KM69）は受注生産品です。万

が一，光ファイバケーブルが破損した場合には，交換品の送付には，KM65 につい

ては 1 週間程度，KM61, KM62, KM67 については 1 ヶ月程度，KM69 については

2 ヶ月程度の期間を要します。 
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● 位置決めモジュール（多チャネルパルス出力形）F3YP22-0P, F3YP24-0P, F3YP28-0P

では，モジュール下のコネクタ配線を考慮した間隔が必要です。 

 
図 A3.8 位置決めモジュール（多チャネルパルス出力形）ケーブル取付け間隔 
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A3.3 システム設計にあたっての注意事項 
本機は盤内に設置し，以下の項目に配慮してシステムを設計してください。 

A3.3.1  電源系統の配線および非常停止回路 
電源は動力機器系，本機以外の制御機器系，本機の電源系に大別されます。 

さらに，本機の電源系は，電源モジュール用電源と入出力機器用電源からなります。 

それぞれ系統別にサーキットブレーカまたはスイッチを設け，分離して配線してくださ

い。 

また，本機の故障や異常が発生した場合においてもシステム全体の異常動作につながら

ないように，本機のフェイル信号接点出力を外部リレー回路に組込んで非常停止回路を

構成してください。 

動力機器

本機以外の制御機器

DC入出力機器
直流

安定化電源

FA-M3 
電源モジュール

FAIL OUTPUT

非常停止スイッチ

R

r

＋

－

FA030301.VSD

フェイル信号接点出力は，フェイル時ONになるものとOFFになるものの両方が用意されています。
一般には，フェイル時にOFFとなるように設計します。

 
図 A3.9 電源系および非常停止回路の例 

 

  

特に人体に危害が及ぶ可能性があるシステムでは，必ず図 A3.9 のように，異常時に動

力回路の電源を遮断するなどの安全対策を行なってください。 
 

注　意
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A3.3.2  接地系統 
盤内の接地系統を考える場合には，次の点を配慮してください。 

・ 本機は，耐ノイズ性を向上させるため，シグナルグランド（電源モジュールの 5V 出

力の GND）をベースモジュールの金属シャーシ部に接続して，この部分を本機の基

準電位としています。したがって，基準電位を安定化させるために，ベースモ

ジュールは，低インピーダンスで接地された金属製の中板に直接固定してください。

中板には，良導性のメッキ仕上げのものを使用されることをお勧めします。 

・ 電源モジュールの FG 端子および LG 端子へ接続するアース線には 2mm2以上の太い

電線を使用し，最短距離で保護接地 (日本国内においては D 種接地)をしてください。

本機を組込んだシステムを CE マーキングに適合させる場合は，編組線等を使用して

高周波においても低インピーダンスになるように接地してください。 

・ 本機のベースモジュールと他機器を同じ盤の中板に直接固定すると，ごくまれに，

迷走電流等による障害の発生もしくはその想定がされる場合があります。そのよう

な場合には，他機器または本機のベースモジュールのどちらかを中板から絶縁して

取付けてください。絶縁取付けを行う際には，本機のアース線と他機器のアース線

は別々の接地ポイントに接続してください。また，障害の原因によっては，各 I/O モ

ジュールの SHIELD を非接続とするなどの処置が必要になる場合があります。 

 
図 A3.10 接地系統図 
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A3.3.3  中継リレー回路 
一般的に本機の入出力は外部機器と直接接続されますが，次のような場合は，入出力と

外部機器の間に中継リレーを入れてください。 

・ 本機と外部機器との間の配線距離が長く，フィールドにおいてノイズを受ける恐れ

のある場合。 

・ 高いノイズを発生する機器に接続する場合。 

・ 他の制御系と信号取り合いの責任分界点を明確にしたい場合。 

・ 入出力機器故障時のバックアップとして手動回路を組み入れる場合。 

 

センサ r1R1

IN

COM

DC入力 
モジュール 

中継リレー 

本機 

FA030303.VSD  
図 A3.11 中継リレーの使用例 

 

A3.3.4  出力短絡保護 
出力端子に接続された負荷が短絡故障すると，過大な短絡電流が流れ，外部配線の焼損

や異常発熱を引き起こすことがあります。負荷短絡時の安全性を確保するとともに，被

害を最小限に食い止めるためにも，出力回路にはヒューズを取付けるのが一般的です。

特に，ヒューズや短絡保護機能を内蔵していない出力モジュールを使用する場合には，

外部ヒューズの使用をお勧めします。 

図 A3.12 に出力短絡保護ヒューズの使用例を示します。このヒューズは，モジュール内

部の出力素子の損傷を防止するものではありません。また，負荷短絡以外の故障モード

では，ヒューズが溶断しない場合があります。 

 

 
図 A3.12 出力短絡保護ヒューズの使用例 
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A3.3.5  インタロックの考え方 
例えば，モータの正転と逆転のように絶対に同時に ON にしてはいけない出力のときは，

外部回路において，お互いの b 接で相手側のコイルを切離すインタロック回路が必要と

なります。図 A3.13 にインタロックの例を示します。 

 

 

× 

Y00501

サーマルリレー 

正転 逆転 

R-MS F-MS R-MS

サーマルリレー 
TH-Ry

F-MS

Y00502

F－ 
MS

R－
MS

本機の接点 

IM

FA030305.VSD  
図 A3.13 インタロックの例 
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A3.3.6  電源断時の動作 
本機の電源部は電源シーケンス回路を内蔵し電源電圧の瞬時停電または低下時に，シス

テムが誤動作することを未然に防止しています。 

電源電圧の異常を検知するモードとしては，標準モードと即時検知モードがあり，それ

ぞれの内容を以下に説明します。 

即時検知モードについては，電源モジュールおよび CPU モジュールの種類によって，

下表のとおり使用制限があります。 

なお，デフォルト（出荷時の設定）は標準モードになっています。 

 

モード 使用可能な 
電源モジュール 

使用可能な 
CPU モジュール 

標準モード 全電源モジュール 全 CPU モジュール 

即時検知 
モード 

 

 

 

 

F3PU10-0N 
F3PU10-0S 
F3PU16-0N 
F3PU16-0S 
F3PU20-0N 
F3PU20-0S 
F3PU26-0N 
F3PU26-0S 
F3PU30-0N 
F3PU30-0S 
F3PU36-0N 
F3PU36-0S 

F3SP2□-□□ 
F3SP3□-□□ 
F3SP5□-□□ 
F3SP6□-□□ 
F3SP7□-□□ 
F3FP36-3N 
F3SA20-0N 
F3SA30-0N 
F3BP20-0N 
F3BP30-0N 
F3MP30-0N 
F3RP4□-□P 
F3RP5□-□P 
F3RP6□-□□ 
F3RP7□-□□ 
F3NP5□-□□

 
*：即時検知モードは，「CPU コンフィギュレーション」の設定で選択します。 

詳細は， 
「FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 説明書」（IM 34M06Q16-□□）， 
「FA-M3 プログラム開発ツール WideField2 説明書」（IM 34M06Q15-01）または 
「FA-M3 プログラム開発ツール WideField 説明書」（IM 34M06Q14-01）をごらんください。 
 
BASIC CPU モジュール F3BP20，F3BP30 の場合は， 
「BASIC CPU モジュール ML バス CPU モジュール取扱説明書 YM-BASIC/FA 説明書」（IM 34M06Q22-01） 
をごらんください。 

 
RTOS CPU モジュール F3RP4□-□P，F3RP5□-□P，F3RP6□-□□，F3RP7□-□□の場合は，各 CPU の説明書をごらん
ください。 
 
IEC61131-3 対応 CPU モジュール F3NP5□-□□の場合は，「IEC61131-3 対応 CPU モジュール機能説明書」（IM 
34M06M52-62JA）をごらんください。 
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■ 標準モード（全電源モジュール共通） 

● 瞬時停電検知 

・ 20ms 以下の瞬停が発生しても，システムの動作は継続します（不感瞬停）。 

・ 20ms を超える瞬停が発生した場合，不確定領域があるため，瞬停を受付ける場合と

受付けない場合があります。 

瞬停を検知すると，出力状態を保持したままプログラムの実行を中断します。また，

瞬停発生時の日付，時刻を CPU 内のエラーログファイルに記録します。 

 ここで電源が復帰した場合には，プログラムの実行を継続します。 

● 停電検知 

CPU 動作電圧（+5V）が定格電圧の 95%以下になると本機は停止し，出力を OFF にし

て FAIL 接点を動作します（FAIL 接点の動作については，「A2.3 電源モジュール」を

参照してください）。 

● 自動復帰 

電源が復帰し，CPU 動作電圧（+5V）が定格電圧の 95%以上になると，自動的に運転を

再開します。停電検知後の再スタートは，リセットスタートとなります。 

● 電源シーケンス 

 
図 A3.14 標準モードにおける電源電圧異常検知動作 
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■ 即時検知モード                       
（F3PU10-0N, F3PU10-0S, F3PU20-0N, F3PU20-0S, F3PU30-0N, F3PU30-0S 使用時） 

● 瞬時停電検知 

･ 10ms 以下の瞬停が発生しても，システムの動作は継続します（不感瞬停）。 

･ 10ms を超え 25ms 未満の瞬停が発生した場合，不確定領域があるため，瞬停を受付

ける場合と受付けない場合があります。 

 瞬停を検知すると，出力状態を停止時の出力設定に従ってホールドまたはリセッ

トにしてプログラムの実行を中止し，FAIL 接点を動作します（FAIL 接点の動作に

ついては，「A2.3 電源モジュール」を参照してください）。また，瞬停発生時の

日付，時刻を CPU内のエラーログファイルに記録します。 

 瞬停検知後の再スタートは，リセットスタートになります。 

･ 25ms を超える瞬停が発生した場合には，必ず瞬停を検知します。 

● 停電検知 

CPU 動作電圧(+5V)が定格電圧 95%以下になると本機の全機能が停止します。 

● 自動復帰 

電源が復帰し，CPU 動作電圧(+5V)が定格電圧の 95%以上になると，自動的に運転を再

開します。停電検知後の再スタートは，リセットスタートとなります。 

● 電源シーケンス 

 
図 A3.15 即時検知モードにおける電源電圧異常検知動作（F3PU10, 20, 30 使用時） 
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■ 即時検知モード                          
（F3PU16-0N, F3PU16-0S, F3PU26-0N, F3PU26-0S, F3PU36-0N, F3PU36-0S 使用時） 

● 瞬時停電検知 

･ 2ms 以下の瞬停が発生しても，システムの動作は継続します（不感瞬停）。 

･ 2ms を超え 10ms 未満の瞬停が発生した場合，不確定領域があるため，瞬停を受付

ける場合と受付けない場合があります。 

 瞬停を検知すると，出力状態を停止時の出力設定に従ってホールドまたはリセッ

トにしてプログラムの実行を中止し，FAIL 接点を動作します（FAIL 接点の動作に

ついては，「A2.3 電源モジュール」を参照してください）。また，瞬停発生時の

日付，時刻を CPU 内のエラーログファイルに記録します。 

 瞬停検知後の再スタートは，リセットスタートとなります。 

･ 10ms を超える瞬停が発生した場合には，必ず瞬停を検知します。 

● 停電検知 

CPU 動作電圧(+5V)が定格電圧 95%以下になると本機の全機能が停止します。 

● 自動復帰 

電源が復帰し，CPU 動作電圧(+5V)が定格電圧の 95%以上になると，自動的に運転を再

開します。停電検知後の再スタートは，リセットスタートとなります。 

● 電源シーケンス 

 
図 A3.16 即時検知モードにおける電源電圧異常検知動作（F3PU16, 26, 36 使用時） 
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A3.4 ノイズに対する配慮 

■ 動力線からの隔離 

動力線は，本機および本機に接続されるすべての信号線から 20cm 以上離して布線して

ください。20cm 以上離すことができない場合は，動力線を接地された金属管の中に通

してください。 

 

 
図 A3.17 動力線からの隔離 

■ 電源モジュールへのノイズ対策 

・ 電源線はツイストし，最短距離で配線してください。 

・本機の電源モジュールはノイズフィルタを内蔵しており，一般的なアプリケーショ

ンにおいて想定されるノイズに対しては，十分なノイズ耐量を持っていますが，

特にノイズの多い環境で使用される場合は，電源線にフェライトコアを装着した

り，ノイズフィルタやノイズカットトランスを挿入されることをお勧めします。 

  
図 A3.18 電源回路のノイズ対策例 
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■ 特殊モジュールへのノイズ対策 

・ アナログ系モジュールや通信系モジュールなどは，微小信号や高速信号を扱います。

これらの信号線は，他の入出力線から 10cm 以上離して，別ダクトに布線してくださ

い。 

・ 特にアナログ信号は，その性質上信号とノイズの区別がつけにくく，ノイズが重畳

した信号を A/D 変換すると誤差の原因となります。 

これを避けるためには，アナログ信号ケーブルをノイズ源から離してノイズが重畳

しないように布線したり，フィルタ（回路や素子によるフィルタ，ソフトウェアで

の演算によるフィルタなど）を挿入してノイズを減衰させたりしてください。 

・ 必ず指定されたケーブルを使用し，接地および配線の引き回しに特に注意してくだ

さい。詳細は，各モジュールの取扱説明書を参照してください。 

■ 入出力信号へのノイズ対策 

・ AC の入出力信号線は，DC の入出力信号線から分離して布線してください。分離で

きない場合は，それぞれに一括シールド線を使用してください。 

・ 大電流が流れる出力信号線は，他の入出力信号線から分離して布線してください。

分離できない場合は，大電流が流れる出力信号線にシールド線を使用してください。 

・ 本機の入力または出力に誘導負荷が接続される場合は，誘導負荷の近くにサージキ

ラーまたはダイオードを取付けてください。詳細は，「A3.6.4 入力機器との接続 

（3）誘導負荷への対策」または「A3.6.5 出力機器との接続」を参照してください。 

 

Note 
雷の多い地域では，サージアレスタ等の保護装置を取付けてください。 
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A3.5 電源モジュールの配線方法 
A3.5.1  仕様の再確認 

注　意   

・ 電源モジュールの入力仕様を再確認してください。特に DC 入力の電源モジュール

に AC 電源を接続したり，100-120V AC 入力の電源モジュールに 200-240V AC を接

続したりすると，故障の原因になりますので十分注意してください。 

・ 感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 

・ DC 入力電源モジュールにおける＋，－，FG や，AC 入力電源モジュールにおける

L，N，FG を正しく接続するよう十分注意してください。 
 

A3.5.2  線材 
(1) 電線 

外部接続方法 適合電線サイズ 電線温度定格 電線材質 

端子台形 AWG22～14 (0.33～2.1mm2) 75℃以上 銅 

 

接地配線には，AWG14 (2.1mm2)を使用してください。 

 

(2) 端子ネジと圧着端子 

F3PU□□-0S 電源モジュールは，端子ネジに M4 ネジを使用しています。F3PU□□-0N

電源モジュールは，端子ネジに M3.5 ネジを使用しています。配線にあたっては，以下

の圧着端子の使用をお勧めします。 

 
図 A3.19 圧着端子 

メーカ 形式 適合電線 
適用先と適正締付けトルク 

F3PU□□-0N F3PU□□-0S

日本圧着端子製造 V1.25-M3 AWG22～18 (0.33～0.82mm2)
（銅線） 

0.8N･m 

使用できません 

日本圧着端子製造 V1.25-M4 
1.2N･m 

日本圧着端子製造 V2-M4 
AWG16～14 (1.3～2.1mm2) 

（銅線）

 

Note 
圧着作業の際には，必ず圧着端子メーカが指定する圧着工具を使用してください。 
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A3.5.3  電源配線 

■ AC 電源モジュール 

電源モジュール 電源電圧 許容電源変動範囲

 F3PU01-0N 100-120V AC 85～132V AC
 F3PU10-0N 
 F3PU10-0S

100-240V AC 85～264V AC 
 F3PU20-0N 
 F3PU20-0S
 F3PU30-0N 
 F3PU30-0S

図 A3.20 AC 電源モジュールの電源配線 

警　告   

感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 
 

絶縁トランス
1：1

FA030501.VSD

INPUT
100-240VAC   ～

PU 10-0N

RDY

POWER

F3PU10-0N

FAIL1

COM

FAIL2

LG

N

L

FAIL
OUTPUT

FG

他のAC電源モジュールの電源配線も同様

異常状態になった時FAIL1-COM間は
短絡，FAIL2-COM間は開放します。
最大開閉能力　24V DC，0.3A

PU 10-0N

RDY

POWER

FAIL1

COM

FAIL2

LG

N

L

FAIL
OUTPUT

FG

INPUT
100-240VAC   ～

F3PU10-0N
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■ DC 電源モジュール 

電源モジュール 電源電圧 許容電源変動範囲

F3PU16-0N 
F3PU16-0S

24V DC 15.6～31.2V DC 
F3PU26-0N 
F3PU26-0S
F3PU36-0N 
F3PU36-0S

 

図 A3.21 DC 電源モジュールの電源配線 

警　告   

感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 
 

異常状態になった時FAIL1-COM間は

短絡，FAIL2-COM間は開放します。

最大開閉能力 24V DC，0.3A

ノイズフィルタ

FA030502.VSD

PU 16-0N

RDY

POWER

F3PU16-0N

FAIL1

COM

FAIL2

LG

FAIL 
OUTPUT

FG

INPUT 
24VDC

- 

+

PU 16-0N

RDY

POWER

F3PU16-0N

FAIL1

COM

FAIL2

LG

FAIL 
OUTPUT

FG

INPUT 
24VDC

- 

+

他のDC電源モジュールの電源配線も同様
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A3.5.4  接地配線 

 
図 A3.22 接地配線 

AC 電源モジュールは保護接地をしてください。 

DC 電源モジュールは保護接地または機能接地をしてください。 

 

本機を組込んだシステムを CE マーキングに適合させる場合は，FG 端子と LG 端子は編

組線等を使用して，高周波においても低インピーダンスになるように接地してください。 

Note 
 LG 端子が正しく接地されない場合には，LG 端子には電源入力端子の約 1/2 の電圧が発

生します。 
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A3.6 入出力モジュールの配線方法 
A3.6.1  仕様の再確認 

注　意   

・ 入出力モジュールの入出力仕様を再確認してください。特に入力モジュールは入力

電圧，出力モジュールは最大開閉能力を超える電圧，電流を印加しますと，故障，

破壊，火災の原因にもなりますので十分注意してください。 

・ 感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 

・ 電源で，極性の指定のあるものは逆にしないように注意してください。 
 

A3.6.2  線材 
(1) 電線 

外部接続方法 適合電線サイズ 電線温度定格 電線材質 

端子台形 AWG22～14（0.33～2.0mm2） 

75℃以上 銅 
コネクタ形 

ハンダ付け 
タイプ 

AWG23 以下（0.26mm2以下） 

圧着タイプ AWG28～24（0.08～0.20mm2） 

圧接タイプ 
1.27mm ピッチフラットケーブル 
AWG28（0.08mm2）

 

本機を組込んだシステムを CE マーキングに適合させる場合は，シールド付きのケーブ

ルを使用してください。このシールドを正しく接地することにより，ノイズの放射や重

畳を抑えることができます。シールド付きケーブルについては，「A3.9.1 EMC 指令 

（4）ケーブルの布設に関する注意事項」を参照してください。 

 

(2) 端子ネジと圧着端子 

端子ネジは M3.5 ネジを使用しています。UL 認定の圧着端子を使用してください。配線

にあたっては，以下の圧着端子の使用をお勧めします。 

 
図 A3.23 圧着端子 

メーカ 形式 適合電線 適正締付け
トルク 

日本圧着端子製造 V1.25-M3 AWG22～18（0.33～0.82mm2）
（銅線） 

0.8N･m 日本圧着端子製造 V1.25-M4 

日本圧着端子製造 V2-M4 
AWG16～14 (1.3～2.1mm2） 

（銅線）

 

Note 
圧着作業の際には，必ず圧着端子メーカが指定する圧着工具を使用してください。 
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A3.6.3  端子台およびコネクタ 
(1) 端子台 

入出力モジュールに使用する端子台は着脱式端子台です。図 A3.24 のように，端子台上

下のネジをドライバーでゆるめると，端子台ごと取外すことができます。 

 

 
図 A3.24 端子台の着脱 

 

 

端子台ネジの適正締付けトルクは 0.6N･m です。適正なサイズのドライバを使用して締

付けてください。ドライバのサイズが合っていないと，ネジ頭をつぶすことがあります。 
  

(2) コネクタ 

多点タイプの入出力モジュールは，コネクタにより配線します。適合コネクタには，ハ

ンダ付けタイプ，圧着タイプ，圧接タイプがありますので，使用目的に応じたタイプの

ものを別途ご購入ください。 

■ 適合コネクタ 

接続方法 
適合コネクタ 

オータックス 富士通コンポーネント*1 

ハンダ付タイプ 
コネクタ N361J040AU FCN-361J040-AU 
コネクタカバー N360C040B FCN-360C040-B 

圧着タイプ 
ハウジング N363J040 FCN-363J040 
コンタクト N363JAU FCN-363J-AU 
コネクタカバー N360C040B FCN-360C040-B 

圧接タイプ N367J040AUFW FCN-367J040-AU/FW 
*1：富士通コンポーネント製コネクタは販売終了しています。 

Note 
圧着タイプまたは圧接タイプのコネクタを使用する際には，必ずコネクタメーカが指定

する工具を使用してください。 
 

■ ハンダ付タイプコネクタ 40 極プラグ配線時の注意 

ハンダ付タイプコネクタ 40 極プラグ（A1451JD）に，信号線を結線する場合，コネク

タ方向やピンの順番に注意してください。 

入力用（F3XD□□-□□，F3WD□□-□□の入力部）のコネクタ結線と，               

出力用（F3YD□□-□□，F3WD□□-□□の出力部）のコネクタ結線は異なります。 

注　意
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● 入力用コネクタ 

20
15

10
5

Ｆ

 
*： F3XD32-□□，F3XD64-□□，F3WD64-□□の入力部は共にコネクタ単位での結線位置は同じです。 

図 A3.25 入力用ハンダ付タイプコネクタ 40 極プラグ 

● 出力用コネクタ 

 
*： F3YD32-□□，F3YD64-□□，F3WD64-□□の出力部は共にコネクタ単位での結線位置は同じです。 

図 A3.26 出力用ハンダ付タイプコネクタ 40 極プラグ 

(3) 配線 

入出力モジュールの交換が可能な配線をしてください。また，入出力の動作表示部に

ケーブルがかからないように配線してください。 
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A3.6.4  入力機器との接続 
入力機器の選定および接続には，以下を参考にしてください。 

 

(1) DC 入力機器例 

有接点出力タイプ 

IN

COM

DC入力 
モジュール 

NPNオープンコレクタ出力タイプ 

IN

COM

DC入力 
モジュール 

+

出力 

NPN電流出力タイプ 

+

出力 

センサ用 
電源 

センサ用 
電源 

PNP電流出力タイプ 

+

出力 

センサ用 
電源 

定電流 
回路 

FA030605.VSD

IN

COM

DC入力 
モジュール 

IN

COM

DC入力 
モジュール 

 
図 A3.27 DC 入力機器との接続例 

(2) AC 入力機器との接続例 

IN

COM

有接点出力タイプ 

AC 入力モジュール 

FA030606.VSD  
図 A3.28 AC 入力機器との接続例 
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(3) 誘導負荷への対策 

本機の入力に誘導負荷が接続される場合は，誘導負荷の近くにサージキラーまたはダイ

オードを取付けて，モジュールへの入力電圧が仕様で定めた使用電圧範囲の値を超えな

いようにしてください。 

▲ 
＋ 

L ダイオード 

IN

COM

DC入力 
モジュール 

L サージキラー 

IN

COM

AC入力 
モジュール 

FA030607.VSD  

● サージキラー 

 

● ダイオード 

 
図 A3.29 入力モジュールにおける誘導負荷対策 
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(4) 漏れ電流への配慮 

2 線式センサ（近接スイッチ，光電スイッチ）や LED 付きのリミットスイッチ等を使用

する場合は，漏れ電流により，入力ミスやランプ点灯することがあります。 

漏れ電流がモジュールの仕様で定める OFF 電流以下の場合は問題ありませんが，OFF

電流を超える場合は下図のようにブリーダ抵抗を接続して，入力インピーダンスを下げ

てください。 
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A3.6.5  出力機器との接続 
出力機器との接続には，以下の点に注意してください。 

本機の出力に誘導負荷が接続される場合は，誘導負荷の近くにサージキラーまたはダイ

オードを取付け，モジュールの出力端子の電圧が仕様で定めた最大電圧を超えないよう

にしてください。 

ダイオードは，カソード側を電源の＋側に接続してください。 

▲
 ＋ 

L

ダイオード

COM

OUT

リレー出力モジュール 
トランジスタ出力モジュール 

L

サージキラー 

COM

OUT

リレー出力モジュール 
トライアック出力モジュール 

FA030611.VSD  

● サージキラー 

 

● ダイオード 

 
図 A3.30 出力モジュールにおける誘導負荷対策 

■ 外部電源の接続 

出力信号を持つモジュールでは，外部供給電源と負荷電源は同じスイッチに接続して，

同時に ON，OFF してください。外部供給電源と負荷電源を別々に ON，OFF すると，

意図しない出力が出てしまうことがあります。 
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■ 突入電流への配慮 

白熱電球など突入電流の大きい負荷を接続する場合は，出力素子が破壊しないように配

慮する必要があります。突入電流を抑える方法として，たとえば以下のような方法があ

ります。 

 

例） 

 

 
図 A3.31 突入電流の対策例 
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A3.7 外部ケーブルの布設条件 
信号ケーブルおよび機器の電源ケーブルや動力ケーブルの布設については，特に下記条

件を満足する布設方法をお勧めします。 

● ケーブルの隔離 

ケーブルの布設の際には，動力線，電源線などのノイズ源となりやすいケーブルとノイ

ズの影響を受けやすい信号ケーブルは，図 A3.32，図 A3.33 のように 20cm 以上離して

ください。 

20cm 以上の距離が確保できない場合には，図 A3.34 のようにセパレータを挟んで分離

してください。 

   

 
図 A3.32 ケーブルラックによる分離  図 A3.33 平行布設時の分離 

 

図 A3.34 セパレータによる分離 

● ケーブルの直角交差 

動力ケーブル，電源ケーブルと信号ケーブルを交差させる場合には，直角交差させてく

ださい。 

シールド付きケーブルを使用しない場合は，図 A3.35 の点線のように厚さ 1.6mm 以上

の鉄板で交差部を覆うことをお勧めします。 

 
図 A3.35 ケーブルの直角交差 

信号
ケーブル 電源

セパレータ

Ｃ種接地（特別第3種接地）
（10Ω以下） FA030703.VSD
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A3.8 消費電力の算出 
消費電力の最大値は「A2.1 仕様 ■共通仕様」に記述されていますが，実際の消費電

力の値は実装されているモジュールの枚数，種類などによって異なります。消費電力の

算出については，「A2.9 モジュール消費電流一覧」を参照のうえ，以下の式に従って

算出してください。 

 

 
 
制御盤内の温度上昇を推定する場合には，制御盤内で消費される電力の総和を求める必

要があります。その場合は，上記の電源モジュールでの消費電力ほかに，FA-M3 の I/O 

モジュールに外部から供給される電力や制御盤内に設置される周辺機器の消費電力を加

えて，制御盤内で消費される電力の総和を求めてください。 

 

FA-M3 の I/O モジュールに外部から供給される電力としては，例えば以下のようなもの

があります。 

 

例1． F3XD32-3F を全点 ON した場合 

定格入力電流は 4.1mA なので 

4.1[mA]×24[V]×32[点]=3148.8[mW]=3.15[W] 

 

例2． F3YD64-1F に 0.1A の負荷を接続し，30 点を ON した場合 

トランジスタ出力モジュールでは，出力トランジスタにおける損失を求めます。 

ON 電圧 0.5Vmax.，負荷電流 0.1A なので， 

0.5[V]×0.1[A]×30[点]=1.50[W] 

さらに，外部供給電源による消費電力を求めます。 

外部供給電源は，24V，150mA なので， 

24[V]×150[mA]= 3600[mW]= 3.60[W] 

 

例3． F3DA04-1N を使用した場合 

外部供給電源による消費電力を求めます。 

外部供給電源は，24V，180mA なので， 

24[V]×180[mA]= 4320[mW]= 4.32[W] 

 

制御盤内に設置される周辺機器の消費電力については，それぞれの機器の消費電力を調

べて加算し，制御盤内で消費される電力の総和を求めてください。 
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A3.9  CE マーキング適合について 

■ CE マーキングについて 

CE マーキングは，EU 域内の各国ごとに存在していた安全規制を統合し，安全が保証さ

れた製品の円滑な流通を確保することを目的としています。このため，EU 域内で流通

／販売される製品には，その製品に適用される EU 指令の要求事項に適合していること

を示す CE マークを表示することが法的に義務付けられています。 

各 EU 指令には，その指令が適用される機器の範囲が示されており，FA-M3 では，EMC

指令(2014/30/EU)と低電圧指令(2014/35/EU)および RoHS 指令(2011/65/EU)への適合が要

求されます。 

各指令では基本的な要求事項を述べているだけであるため，機械装置等に CE マークを

表示するためには，その装置に適用される指令への適合性を，装置メーカ自身が確認し

たうえで CE マークを表示する必要があります。 

*1 ： FA-M3 の CE マークはベースモジュールのシステムネームプレートに表示しています。 
CE マーキングに適合しているモジュールの詳細については，「付録 A2. 適合規格」を参照してください。 

■ 規格体系 

CE マーキングにおける規格体系の概念図を図 A3.36 に示します。 

CE
マーキング

EMC指令
2014/30/EU

低電圧指令
2014/35/EU

RoHS指令
2011/65/EU

機械指令

EU指令 EN規格，国際規格

EN 61326-1

EN 55011

EN 61010-1, EN IEC 61010-2-201

EN 61000 シリーズ

 (=IEC 61000 シリーズ)
CISPR 16
など

EN 61000 シリーズ
など

EN 61000-6-2 IEC 61000 シリーズ

下位上位

FA030901.VSD

EN IEC 63000

 
図 A3.36 規格体系の概念図 



 A3-37
 

 IM 34M06C11-01

 

A3.9.1  EMC 指令 
(1) EMC 指令の要求事項 

EMC 指令は，電磁妨害波を生じる可能性のある機器，またはその機能がこの妨害波に

よって障害を受ける可能性のある機器に適用されます。 

EMC 指令では，機器が発生する電磁妨害が容認できるレベルを超えないこと，および，

機器が電磁妨害に対する一定水準以上の抵抗力を備えていることが要求されています。 

本項では，本機が EMC 指令に適合するための注意事項についてまとめています。 

なお，本機を組込んだ最終製品である機械装置等のEMC指令への適合性については，

装置メーカ自身で確認し，判断していただく必要があります。 

(2) EMC 指令の適用規格 

本機に適用している規格を表 A3.1 および表 A3.2 にまとめて示します。 

CE マーキングの適合宣言をしているモジュールは，表に示した規格値ならびに性能判

定基準を満足しています。 

CE マーキングに適合しているモジュールの詳細については，｢付録 A2．適合規格｣を参

照してください。 

本機は，低電圧指令における安全性の観点から，盤内に設置して使用する必要がありま

す。EMC 指令適合の試験を実施する際も，一般的な盤を用意し，この盤内に本機を設

置する条件で試験を行っています。 

なお，試験の際に使用した盤は，最大 25dB，平均 15dB(30～1000MHz)の放射ノイズ減

衰特性を持っています。 

 

表 A3.1 EMC 指令適用規格（エミッション） 

適用規格 試験名称／参照規格 試験内容*3 規格値 

EN 61326-1 
EN 61326-2-3*1  
EN 55011 
 ClassA Group1 

放射電磁界雑音 機器が電波として 
外部空間へ放出す 
るノイズの大きさ 
を測定する。 

30～ 230MHz : 40dBμV/m（QP*2, 10m 法） 
230～1000MHz : 47dBμV/m（QP, 10m 法） 

 CISPR 16-1 
 CISPR 16-2 
 CISPR 11 

電源端子雑音 機器が電源ライン 
へ放出するノイズ 
の大きさを測定す 
る。 

0.15～ 0.5MHz : 79dBμV(QP), 66dBμV(AV*2) 
0.5 ～30MHz  : 73dBμV(QP), 60dBμV(AV) 

 CISPR 16-1 
 CISPR 16-2 
 CISPR 11 

EN 61000-3-2 電源高調波 機器の電源が発生 
する高調波電流の 
大きさを測定する。

クラス A 機器: 

 偶数次 
    2 次高調波電流:1.08A 以下 
    4 次高調波電流:0.43A 以下 
    6 次高調波電流:0.30A 以下 
   ： 
 奇数次 
    3 次高調波電流:2.30A 以下 
    5 次高調波電流:1.14A 以下 
    7 次高調波電流:0.77A 以下 
   ： 
40 次高調波電流まで規定（記載省略）。 
本機は，クラス A 機器に分類されるが， 
入力が 75W 以下なので規格の適用外。 

 EN 61000-3-2 

EN 61000-3-3 フリッカ 機器の消費電流の 
変化による電源系 
統の電圧変動を測 
定する。 
 

短時間フリッカ指標：Pst < 1 
長時間フリッカ指標：Plt < 0.65 
相対的定常電圧変化：dc < 3.3% 
最大相対的電圧変化：dmax < 4% 
電圧変化時間：3.3%を超える時間は 500ms 未満

 EN 61000-3-3 

*1：EN 61326-2-3 は，F3CU04-□□にのみ適用します。 
*2：QP(Quasi-Peak)：準尖頭値 ，AV：平均値 
*3：CPU モジュールの USB ポートは，メンテナンス用で実稼動時非使用のため，EMC 評価試験の対象外としています。  
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表 A3.2 EMC 指令適用規格（イミュニティ） 

適用規格 試験名称／参照規格 試験内容 *4 試験値 ｢性能判定基準｣ *2  
EN 61326-1 
EN 61326-2-3*1 
EN 61000-6-2 

静電気放電イミュニ
ティ 

静電気の放電に対する耐性を測
定する。 

接触放電 ±4kV 
(FA-M3 システムを実装した制御盤への 
静電気放電) 

｢性能判定基準 B｣ EN 61000-4-2 
 IEC 61000-4-2 

放射電界イミュニ
ティ 

電界ノイズが照射されたときの
耐性を測定する。 

10V/m：80～1000MHz 
 3V/m：1.4～4GHz 
（80% AM 変調，1kHz） 

｢性能判定基準 A｣ EN 61000-4-3 
 IEC 61000-4-3 

高速過渡バースト 
イミュニティ 

電源ライン，信号ラインにバー
ストノイズが重畳したときの耐
性を測定する。 

±2kV : 電源ライン 
±1kV : 信号ライン 

（Tr/Th = 5ns/50ns，繰返し周波数 5kHz 
 バースト幅 15ms，バースト周期 300ms） 

 ｢性能判定基準 B｣

 EN 61000-4-4 
 IEC 61000-4-4 

サージイミュニティ 
電源ライン，信号ラインにス
イッチングおよび誘導雷の過渡
現象で発生するサージ電圧が重
畳したときの耐性を測定する。 

線間 ±1kV : 電源ライン 
対地間±2kV : 電源ライン 
 ±1kV : 信号ライン*3，*5 
（Tr/Th = 1.2μs/50μs（8μs/20μs）） 

｢性能判定基準 B｣

 EN 61000-4-5 
 IEC 61000-4-5 

伝導性イミュニティ 
電源ライン，信号ラインに外部
からの電界ノイズが重畳したと
きの耐性を測定する。 

10V : 0.15～80MHz 
（80% AM 変調，1kHz） 

｢性能判定基準 A｣
 EN 61000-4-6 
 IEC 61000-4-6 

商用電源周波数 
磁界イミュニティ 

電源周波数に起因する磁界が印
加されたときの耐性を測定す
る。 

30A/m : CRT 以外 
1A/m : CRT 
（50/60Hz） 
 ｢性能判定基準 A｣ 

現時点で CE マーキングの適合宣言をしてい
るモジュールには，磁界に感応する素子(部
品)を使用したものはないため，適用してい
ません。 

 EN 61000-4-8 
 IEC 61000-4-8 

電源ディップ／瞬停 電源電圧の瞬間的低下や瞬時停
電が発生したときの動作を確認
する。 

30%低下，25 周期 ｢性能判定基準 C｣ 
60%低下，10 周期 ｢性能判定基準 C｣ 

100%低下，  1 周期 ｢性能判定基準 B｣ 
100%低下, 250 周期 ｢性能判定基準 C｣

 EN 61000-4-11 
 IEC 61000-4-11 

*1：EN 61326-2-3 は，F3CU04-□□にのみ適用します。 

*2：各規格への適合性を判定する際に使用される基準は以下のようになっています。 
 性能判定基準 A ：装置は仕様通りの動作を継続する。 
 性能判定基準 B ：一時的な性能低下が発生するが，ノイズ消失後は仕様通りの動作を継続する。 
 性能判定基準 C ：自己回復可能またはオペレータの介在により機能回復が可能な一時的な機能の喪失が発生。 
 性能判定基準 D ：装置の破壊など，機能回復が不可能。 
 ただし，F3CU04-□□については，EN 61326-2-3 の性能判定基準に従います。 

*3：YHLS スレーブユニット TAH シリーズの 24V DC ラインは，規格に従い信号ラインとして扱います｡ 

*4：CPU モジュールの USB ポートは，メンテナンス用で実稼動時非使用のため，EMC 評価試験の対象外としています。 

*5：F3SP□□，F3RP□□，F3UM13，F3LC□□，F3RZ8□の RS-232-C 通信は屋内配線専用でありサージ試験対象外です。 

注　意   

本製品は，クラス A(工業環境用)機器です。 

本機を住宅環境で使用した場合は，電磁妨害を引起こすことがあります。 

そのような場合には，使用者は自己の責任において適切な対策を講ずる必要があります。 
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(3) 設置に関する注意事項 

本機は，低電圧指令における安全性の観点から，盤内に設置して使用する必要がありま

す。金属製の盤を使用することで EMC の観点からもシールドの効果が得られます。 

EMC 指令適合試験は，一般的な盤を用意し，この盤内に本機を設置する条件で実施し

ています。 

なお，試験の際に使用した盤は，最大 25dB，平均 15dB(30～1000MHz)の放射ノイズ減

衰特性を持っています。 

以下に，FA-M3 を設置する際の注意事項についてまとめて示します。また，これらの内

容を，図 A3.37 に模式的に表します。 

 

・ 本機の設置には金属製の盤および中板を使用してください。 

・ 盤および中板は，高周波においても低インピーダンスが確保できるよう，編組線 

などを使用して確実に接地をしてください。 

・ 盤の外部に引き出される信号ケーブルには，シールド付きのケーブルを使用し，

ケーブルの両端でシールドを接地してください。 

・ 本機のベースモジュールは，中板に直接ネジで固定してください。 

・ 本機の電源モジュールの FG 端子と LG 端子は，できるだけ短い配線で盤のグラン

ド端子または中板に接続してください。 

・ 盤の中板に塗装をする際には，電気的導通を確保するために下記の部分にマスク

をして，金属面を露出させてください。 

・制御盤本体への取付けボルトの部分 

・ベースモジュールのアルミシャーシとの接触面 

・電源モジュールの FG，LG につながる配線の接続部 

・シールドケーブルの FG クランプの取付け部 

・ 盤の開口部からは盤内部で発生したノイズが漏れ出す可能性がありますので，開

口部はできるだけ小さくなるように設計してください。ケーブル引出し用の開口

部は 100mmφ以下，換気用の開口部は 125mmφ以下とすることをお勧めします。 

 

 



 A3-40
 

 IM 34M06C11-01

 

Note 
本機の設置に関しては，必要に応じて以下の対策を実施してください。 
・ ケーブル引き出し穴からノイズが漏れ出る場合には，シールドカバー，シールド

チューブ，コンジットチューブなどを使用してケーブルを包込んでノイズの漏れを防
いでください。 

 メーカ 製品 
シールドカバー 日東工業(株)  SDF-03-04-35ES 

シールドチューブ  
日本ジッパー 
チュービング(株) 

 OTFX シリーズ 
 MTFX シリーズ 
 SHX シリーズ 
 SHNX シリーズ 

コンジットチューブ  日東工業(株)  EMP シリーズ 

 
・ 換気穴からノイズが漏れ出る場合には，電磁シールドフィルタを取付けてください。 

 メーカ 製品 
換気穴用電磁シールド  日東工業(株) RSLP シリーズ 

 

・ 盤本体と扉部分の間の隙間からノイズが漏れ出る場合には，電磁シールドガケスット
等を使用して，隙間を塞いでください。 

 メーカ 製品 

電磁シールド 
ガスケット  

北川工業(株) UC シリーズ

日本ジッパー 
チュービング(株)

65TS シリーズ 

 

・ 盤の中板や扉を，グランドストラップを使用して盤の本体と接続し，グランドを強化
すると効果が得られる場合があります。 

 メーカ 製品 
グランドストラップ  北川工業(株) FGM シリーズ
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扉の開閉部の隙間からノイズが
漏れる場合は，電磁シールドガ
スケットを取付けてください。

ケーブル用の開口部は，
できるだけ小さくして
ください。

換気用の開口部は，できる
だけ小さくしてください。

盤は編組線等を使い

低インピーダンスで
接地してください。

FG

LG

N

L

電源モジュールのFGとLG
は，短い配線でグランド端子
または盤の中板に接続して
ください。

ベースモジュールのアルミシャ

ーシやFGクランプの取付け部
は，盤の中板と導通を取ってネ
ジ固定してください。

開口部からノイズが漏れる
場合は，シールドチューブ
等を使用してください。

開口部からノイズが漏れ
る場合は，電磁シールド
付きフィルタを取付けて
ください。

中板，扉をグランドスト
ラップで接続すること
で，グランド強化および

EMC能力が向上する場合
があります。

本機は盤内に設置して
使用してください。

外部接続機器へ

電磁シールド型の盤を使用
すると，より一段とシール
ド効果が高まります。

FA030902.VSD  
図 A3.37 設置に関する対策の適用例 
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(4) ケーブルの布設に関する注意事項 

本機に接続されている信号ケーブルには，高周波成分が含まれています。信号ケーブル

は，アンテナとして作用するため，この高周波成分をノイズとして外部空間へ放射した

り，外部空間のノイズをケーブルに重畳させたりします。 

このため，信号ケーブルには，シールド付きケーブルを使用して対策する必要がありま

す。 

本機は，シールド付きケーブルおよび FG クランプを使用する条件で，EMC の適合試験

を実施しております。 

以下に，ケーブルの布設に関する注意事項についてまとめて示します。また，これらの

内容を，図 A3.38 に模式的に表します。 

 

・ 本機に接続される信号ケーブルのうち，盤の外部に引き出されるケーブルには 

シールド付きのケーブルを使用し，ケーブルの両端でシールドを接地してくだ 

さい。10BASE-T や 100BASE-TX のケーブルにおいても，盤の外部にケーブルを 

引き出した後 HUB などに接続する場合には，シールド付きケーブルを使用して 

ください。 
 

 メーカ 製品 
シールド付きツイスト 
ケーブル  

富士電線工業(株) FKEV シリーズ 

シールド付きフラット 
ケーブル  

沖電線(株) 
SFX-S(**)-7/0.127 
3030-SV シリーズ 

第一電材(株) FDS シリーズ 

シールド付き 
10BASE-T ケーブル 
100 BASE-TX ケーブル 

アライドテレシス(株) 
シールド付カテゴリ 5 ケー
ブル

サンワサプライ(株) STP ケーブル 

日立電線(株) 
HSTP5 4P 
（コネクタ加工なし） 

 

・ シールド付きケーブルは，被覆の一部を取り除いてシールドを露出させ，FG クラ

ンプで挟み込んで盤の中板に接地してください。ドレンワイヤー等によるピッグ

テイルの形で中板に接続した場合は，高周波ノイズに対して低インピーダンスを

確保できなくなり，十分な接地効果（ノイズ遮蔽効果）が得られません。 
 

 メーカ 製品 
FG クランプ  北川工業(株) FGC シリーズ 

 

・ 電源モジュール F3PU30-0S，F3PU36-0S および YHLS スレーブユニット TAH シ

リーズの電源ケーブルはノイズを放射しやすいので，フェライトコアを取付けて

ください。 
 

 メーカ 製品 

フェライトコア  

北川工業(株) RFC シリーズ 

TDK(株) ZCAT シリーズ 

(株) NEC トーキン ESD-SR シリーズ 
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Note 
ケーブルの布設に関しては，必要に応じて以下の対策を実施してください。 
・ 配線ケーブルはできるだけ短くしてください。これはケーブルからのノイズの放射，

ケーブルへのノイズの重畳を防ぐ効果があります。 
 
・ ノイズの影響を受ける信号ケーブルには，フェライトコアを取付けてノイズの影響を

軽減してください。フェライトコアは，盤のケーブル引き出し口付近に取付けてくだ
さい。 

 
・ ノイズの影響を受けやすいケーブルは，ノイズ源となるケーブルから分離して布設し

てください。 
 

 
 

分離布設には，たとえば以下のような方法があります。 

・ 距離を離す（動力線からは 20cm 以上，その他のグループはそれぞれ 10cm 以上ず
つ離す）。 

・ 接地された金属板で仕切る。 
・ それぞれのグループを接地された金属管やシールドチューブの中を通す。 

 
・ ケーブルにフィルタを取付ける場合は，フィルタ前後の配線が近接しないようにして

ください。 ノイズが近接部で他方のケーブルに乗り移り，フィルタの効果が十分に
引き出せなくなります。 

 以下のような部分では，特に注意が必要です。 
・ 電源ケーブルに挿入されたノイズフィルタ 
・ 信号ケーブルに取付けられたフェライトコア 
・ 信号ケーブルに挿入されたノイズ除去回路（サージキラー回路，アレスタ回路な

ど） 
 

 

(5) YHLS スレーブユニット TAH シリーズに使用する 24V DC 電源に関する注意事項 

・24V DC 電源は，他機器との共用を避け,TAH シリーズ専用の電源をご使用ください。 

・電源は，ノイズフィルタを内蔵しているものをご使用ください。 

・電源ケーブルには，フェライトコアを取付けてください。 
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図 A3.38 ケーブルに関する対策の適用例 
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A3.9.2  低電圧指令 
(1) 低電圧指令の要求事項 

低電圧指令は，定格電圧が 50～1000V AC および，75～1500V DC の間で動作する機器

に適用されます。 

低電圧指令では，機器が安全事項に基づいて製造され，意図した用途で使用されたとき，

人身，家畜，財産を危険にさらさないことが要求されています。 

本項では，本機を低電圧指令に適合させるための使用上の注意事項についてまとめてあ

ります。 

なお，本機を組込んだ最終製品である機械装置等の低電圧指令への適合性については，

装置メーカ自身で確認し，判断していただく必要があります。 
 

(2) 低電圧指令の適用規格について 

EN 61010-1 

測定，制御，及び試験所用電気装置の安全要求事項 

第 1 部：一般要求事項 

 

EN IEC 61010-2-201 

測定，制御，及び試験所用電気装置の安全要求事項 

第 2-201 部：制御機器に対する個別要求事項 

 

EN IEC 61010-2-030 

測定，制御，及び試験所用電気装置の安全要求事項 

第 2-030 部：試験及び測定回路に対する個別要求事項 

 

定格電圧が 50V AC 未満または 75V DC 未満で動作するモジュールは，低電圧指令の適

用範囲外となります。 

CE マーキングの適合宣言をしているモジュールで，低電圧指令の適用を受けるモ

ジュールは，上記規格の要求事項を満足しています。 

EN IEC 61010-2-030 は測定器の測定回路に対して適用される規格で，FA-M3 ではアナロ

グ入力端子が測定回路に該当します。 

FA-M3 のアナログ入力端子は，測定カテゴリの無い測定端子なので主電源回路の測定に

は使用できません。 

CE マーキングに適合しているモジュールの詳細については，｢付録 A2．適合規格｣を参

照してください。 
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 (3) 設置に関する注意事項 

● 本機は，過電圧カテゴリⅡの環境で使用してください。 

過電圧カテゴリは，落雷により発生するサージ電圧の減少度合いをもとに，4 つのカ

テゴリに分類されています。 

過電圧カテゴリの概念図を，図 A3.39 に示します。 
 

ヒューズ メータ

スイッチ

階段灯

昇降機
3線

ソケット

ヒータ

トランス

～380 - 415V 220 - 240V／380 - 415V 220 -240V 60V～

過電圧カテゴリ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

過電圧カテゴリⅠ：定格電圧が60V以下の信号レベルの系統に適用されます。
特殊装置または装置の部品，遠距離通信等が該当します。

過電圧カテゴリⅡ：定格電圧が220/230/240Vの局所レベルの系統に適用されます。
電気器具，携帯型装置等が該当します。

過電圧カテゴリⅢ：定格電圧が220/230/240Vまたは380/400/415Vの配電レベルの系統に適用されます。
固定設置機器が該当します。

過電圧カテゴリⅣ：定格電圧が380/400/415V以上の1次供給レベルの系統に適用されます。
架線やケーブルシステム等が該当します。

FA030905.VSD  
図 A3.39 過電圧カテゴリの概念 

●本機は，結露の発生がない汚染度 2 以下の環境で使用してください。 

汚染度は，機器が使用される環境において，絶縁耐圧や表面抵抗率を低下させる原因と

なる固体，液体，気体等の異物が付着する度合いを表しています。 

EN 61010-1 および EN IEC 61010-2-201 では，汚染度 1 または汚染度 2 の環境で使用さ

れる機器を対象としており，FA-M3 は汚染度 2 でかつ，結露の発生がない環境で使用さ

れることを想定して設計されています。 

各汚染度の内容は以下のようになっています。 

汚染度 1：異物の付着がない。または，動作に影響することのない，乾燥した非導電

性異物付着のみがありうる環境。 

汚染度 2：通常は，乾燥した非導電性異物の付着のみがありうる環境。ただし，とき

として結露が発生した場合には，一時的な導通が発生する環境。 

汚染度 3：導電性異物の付着があり，導通が発生しうる環境。 

汚染度 4：導電性異物の付着により，永続的な導通状態が発生しうる環境。 
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● 本機は，金属製の盤内に設置してください。 

・ 屋内で使用してください。 

・ 本器は開放型機器ですので，金属製の盤内に設置して使用してください。 

・ 本機を設置する金属製の盤は，EN 61010-1 及び EN IEC 61010-2-201 のエンクロー

ジャに対する要求事項に適合するものを使用してください。（IK08 以上） 

・ 盤本体および中板は接地し，電源モジュールの FG 端子と LG 端子はそれぞれでき

るだけ短い線でグランド端子または中板に接続してください。 

・ 感電に対する保護のため，設備の設計者や保守作業者など，十分な電気的知識を

持った人以外の人が盤の扉を開けることがないよう，盤の扉は，鍵や特殊な工具

を使用しないと開けられない構造としてください。 

・ 本機が設置されている盤から外部に引き出されるケーブルには，VW-1 またはそれ

と同等以上の難燃特性を持ったケーブルを使用してください。 

● 本機の外部には，スイッチまたはサーキットブレーカを設置してください。 

本機の電源モジュールは，電源スイッチを内蔵していません。したがって，以下に示す

注意事項を守って，本機の外部に電源を切断するためのスイッチまたはサーキットブ

レーカを設置してください。 

 

・ スイッチ，またはサーキットブレーカは，EN 60947 に適合したものを使用してく

ださい。 

・ スイッチ，またはサーキットブレーカには，すべての通電導体を遮断できるもの

を使用してください。 

・ スイッチ，またはサーキットブレーカには，本機の電源遮断装置であることを明

示してください。また，電源 ON および OFF の位置を明示してください。 

・ スイッチ，またはサーキットブレーカは，本機のすぐ近くで，オペレータが簡単

に手の届く位置に設置してください。 

・ スイッチ，またはサーキットブレーカの動作が困難となるような機器の配置はし

ないでください。 

・ スイッチ，またはサーキットブレーカで本機の接地線を切断することがないよう

にしてください。 

● DC 電源モジュールや，I/O モジュールの外部供給電源装置には，以下のものを使用し

てください。 

・ 出力回路が危険電圧から強化絶縁，または二重絶縁されたものをご使用ください。 

・ 過電流防止装置付きの電源装置を使用してください。電源装置に過電流防止装置が

内蔵されていない場合は，外部にヒューズまたはサーキットブレーカを設置して

ください。 
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(4) 絶縁耐圧試験における注意事項 

注　意   

図 A3.40 に FA-M3 における絶縁ブロック図を示します。 

・FA-M3 では，基礎絶縁＋保護接地により，各部の危険電圧からの感電を防止してい 

ます。 

・FA-M3 を組み込んだ装置において絶縁耐圧試験を実施する際には，図 A3.40 を参照 

のうえ，適切な試験電圧にて試験を実施してください。 

 

過大な試験電圧を印加すると，故障の原因になりますので十分注意してください。 

・危険電圧を扱わないモジュールの入出力端子と内部回路間は，機能絶縁または非絶 

縁の構造となっていますが，安全規格上は全て非絶縁として扱っています。 

したがって，絶縁耐圧試験の際には，このような箇所に試験電圧が印加されないよ 

うにしてください。 
   

FAIL1

COM

FAIL2

N(-)

L(+)

FG

LG

 
  
 
  
 
  

 
 

内
部
回
路

F3PU□□ F3YC□□

基礎絶縁 基礎絶縁

1000Vrms*3

1500Vrms*3

1500Vrms*3

その他I/O

(SG)

*1

*2

基礎絶縁

FA030906.VSD

●●

●●

1分間 1分間

1分間

 
 

*1：AC 電源の場合は保護接地，DC 電源の場合は機能接地となります。 
*2：AC 電源の場合は L/N 端子，DC 電源の場合は+/-端子となります。 
*3：絶縁耐圧試験電圧 
 
図 A3.40  FA-M3 における絶縁ブロック図 

  

(5) アナログ入力端子に関する注意事項 

 

警　告   

本機のアナログ入力端子は，測定カテゴリを持たない測定端子なので主電源回路の測定 

には使用しないでください。アナログ入力端子に適用可能な最大過渡過電圧は，1,000V

です。 
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A4. 試運転および異常とその処置 

A4.1 試運転 
図 A4.1 に試運転のフローチャートを示します。 

 

 

制御盤の構造および設置状況，各モジュールの取付け状況のチェックを行います。 

配線が仕様どおりに正しく配線されているかチェックを行います。 

本機に使用した機械や設備の絶縁チェックは本機が電子装置であるので，

チェックによって破損させないような注意が必要です。  
 

電源投入前に電源電圧を測定し，仕様にあっているかチェックを行います。 

電源投入前に誤配線による被害を少なくするための処置を行って，電源を

投入し，異常の有無を確認します。  

外部配線のチェック方法として，テスタを使用して電線を１本ずつ調べる
方法と，実際電源を投入して調べる方法があります。後者は安全上危険と

なることがあるので十分注意が必要です。  

非常停止回路や装置がトラブルを起こしたときの保護回路など，安全回路

の動作確認から始めます。  

機械，設備を一動作ずつ押ボタンで動作させていき，各個運転モードの

テストを行います。  

機械・設備の特定部分または単独の自動運転を行い，次に全自動運転を

行います。  

機械・設備に何らかの異常が起きたときに，安全回路が正しく働くことや，

その復帰がうまくいくことを確認します。  

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

試
運

転 

事
前
チ
ェ
ッ

ク 

FA040101.VSD

異常運転 

自動運転 

各個運転 

安全回路確認 

外部配線チェック 

電源投入テスト 

電源電圧測定 

絶縁・耐電圧試験 

電源投入前配線チェック 

取付け状態のチェック 

 
図 A4.1 試運転フローチャート 
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A4.2 試運転時の注意 
■ コネクタおよびモジュールの着脱 

電源 ON の状態でコネクタやモジュールの着脱を行うと破壊につながりますので，必ず

電源を OFF にしてから着脱を行ってください。 

■ プログラム変更時の注意 

試運転中はプログラムを変更することがありますので，プログラムの変更後はバック

アップを取ってください。 
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A4.3 自己診断機能 
A4.3.1  電源投入時の CPU モジュールの動作 

電源投入時の CPU モジュールの動作フローチャートを図 A4.2 と図 A4.3 に示します。 

 

CPU モジュール

ハードウェア

初期設定

自己診断

OK？ 

CPU モジュール

ハードウェア

初期設定

自己診断

OK？ 

OK？ 

OK？ 

I/O構成チェック

I/Oモジュール構成

テーブル作成

RAM チェック

CPU,拡張モジ
ュールのスロッ
ト,枚数

システム・テーブル

初期化

システム・テーブル

初期化

ERR LED点灯

停止 READYフラグセット

RDY LED点灯

READYフラグセット

RDY LED点灯

ROM 
ライタモード？

ROM 
カセット装備？

ROMからプログラム

読み出し

コマンド待ち状態

メモリに
プログラム有？

プログラム診断
プログラム

ローディング待ち

プロコン有？

プロコン
RUN/STOPスイッチ

読出し

プロコン
RUN/STOPスイッチ

読出し

ERR LED点灯

ERR LED点灯

停止

プログラム起動 停止

CPUモジュール
READY？ 

I/Oモジュール構成
テーブルを自CPUの

メモリにコピー

ROM 
ライタモード？

ERR LED点灯

停止

ROM 
カセット装備？コマンド待ち状態

ROMからプログラム

読み出し

メモリに
プログラム有？

プログラム
ローディング待ち プログラム診断

OK?

プログラム起動

プロコン有？ 停止

停止

N

N

Y

Y

RUN

STOP

Y

Y

Y

Y

Y

Y

N

N

N

N

N

Y

N

N

N

N

N

N

監視

読出

STOP

Y

Y

Y

N

Y

Y

Y

Y

N

N

RUN

アドオンCPUモジュール
（2～4スロット装着）

メインCPUモジュール
（1スロット装着）

シーケンス
CPUモジュールか?

シーケンス
CPUモジュールか?

FA040301.VSD  
図 A4.2 CPU モジュールの動作（F3SP66-4S，F3SP67-6S，F3SP7□-□□以外） 
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CPU モジュール

ハードウェア

初期設定

自己診断

OK？ 

CPU モジュール

ハードウェア

初期設定

自己診断

OK？ 

OK？ 

OK？ 

I/O構成チェック

I/Oモジュール構成

テーブル作成

RAM チェック

CPU,拡張モジ
ュールのスロッ
ト,枚数

システム・テーブル

初期化

システム・テーブル

初期化

ERR LED点灯

停止 READYフラグセット

RDY LED点灯

READYフラグセット

RDY LED点灯

カードブート
モード？

メモリカードから
プロジェクト

CPUプロパティ
を読み出し

プログラム診断

停止モード
スタート？

ERR LED点灯

停止

CPUモジュール
READY？ 

I/Oモジュール構成
テーブルを自CPUの

メモリにコピー
ERR LED点灯

停止

N

N

Y

Y

RUN

STOP

Y

N

N

N

N

監視

読出

Y

Y

アドオンCPUモジュール
（2～4スロット装着）

メインCPUモジュール
（1スロット装着）

FA04030３.VSD

Y

プログラム起動

OK？ 

カードブート
モード？

メモリカードから
プロジェクト

CPUプロパティ
を読み出し

プログラム診断

停止モード
スタート？

ERR LED点灯

停止

RUN

STOP

Y

N

N

Y

プログラム起動

 
図 A4.3 CPU モジュールの動作（F3SP66-4S，F3SP67-6S，F3SP7□-□□） 
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A4.3.2  異常の検知 
本機ではシステムの異常をすばやく検知する手段として，図 A4.4 に示す方法が用意さ

れています。この検知システムは，異常の有無レベルから異常の解析が行われるように

階層化されているため，非常にわかりやすくなっています。 

 

詳細情報

異常の有無の判断

検知手段

警報
接点出力
LED表示

外部警報

I/O構成表示
CPUアラーム状態表示
シーケンスアラーム一覧表示

ユーティリティ
(プログラミング
ツール)

ユーティリティ
実行時検出
(プログラミング
ツール)

エラーログ表示
特殊リレー／レジスタ（シーケンス）
ERRL，ERRC，ERRCE（BASIC）

異常個所の切り分け

異常の解析

FA040302.VSD  
図 A4.4 異常検知手段 
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A4.3.3  故障のランクと出力動作 
本機では，異常の有無を重故障，中故障，軽故障に分けて，CPU モジュールの上部に設

けた LED で表示します。各故障内容と出力動作を表 A4.1～表 A4.3 に示します。 

光 FA バス，光 FA バス 2 モジュールを使用した場合で，光ケーブルなど伝送路に異常

が発生した場合のフェイル信号接点出力および出力モジュールの動作については，｢光

FA バスモジュール，光 FA バス 2 モジュール，FA バス 2 モジュール取扱説明書｣

（IM34M06H45-01）を参照してください。 

 

表 A4.1 故障のランクと出力動作 

    （CPU モジュールが F3SP20/21/25/30/35，F3FP36，F3SA20/30 の場合） 

故障 
ランク 

LED 
表示 位置付け 故障項目 

フェイル信号接点出力 出力モジュールの動作 

FAIL1-
COM 間

FAIL2-
COM 間

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
以外の出力モジュール 

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
Y□□□□□*4 

重故障 
RDY(緑) 

消灯 
中枢ハードウェア
の実行ができない 

・CPU 異常 
・メモリ破壊 

短絡 開放 
初期値：リセット 
モジュール単位で 
一括設定可 

設定無効 
常にホールド 

中故障 
ERR(赤) 
点灯 

ユーザプログラム
のスタートまたは
続行ができない 

・プログラム異常 
・I/O 照合異常 *1 
・I/O モジュール異常 *1 
・メモリ異常 
・SPU 異常 
・命令エラー *1 
・スキャンタイムオーバー *1 
・スタートアップエラー 
・不正命令の検出 
・I/O 点数オーバー 
・ROM パック異常 
・サブルーチンエラー *1 
・割込みエラー *1 

・サブユニット伝送路エラー*2

短絡 開放 
初期値：リセット 
モジュール単位で 
一括設定可 

初期値：リセット 
モジュール単位で 
一括設定可 

軽故障 
ALM(黄) 

点灯 

ユーザプログラム 
の続行はできる 
が異常である 

・瞬停異常 *5 

・C PU 間通信異常 
・サブユニット伝送路切替発生*3

・FA リンク異常 

開放 短絡 動作続行 動作続行 

 
*1： コンフィギュレーションの｢運転制御｣の部分で，エラー発生時の運転を｢運転｣に設定すると軽故障，｢停止｣に設定

すると中故障として扱われます。初期値は｢停止｣（中故障）になっています。 
*2： コンフィギュレーションの｢運転制御｣の部分で，エラー発生時の運転を｢運転｣に設定すると軽故障，｢停止｣に設定

すると中故障として扱われます。初期値は｢運転｣（軽故障）になっています。 
*3： CPU モジュールが F3SP21/25/35 の Rev.8 以降および F3FP36 使用時。 
*4： 高機能モジュールの出力リレー（Y□□□□□）。 
*5： 電源電圧異常検知モードに標準モードを選択しているか，即時検知モードを選択しているかにより動作が異なりま

す。各々のモードにおける瞬停中の動作は，下表のようになります。 
 

電源電圧 
異常検知モード 

フェイル信号接点出力 出力モジュールの動作 

FAIL1- 
COM 間 

FAIL2- 
COM 間 

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
以外の出力モジュール

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
Y□□□□□*4 

標準モード 開放 短絡 ホールド ホールド 

即時検知モード 短絡 開放 リセット ホールド 
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表 A4.2 故障のランクと出力動作 

（CPU モジュールが F3SP22/28/38/53/58/59/66/67/71/76 の場合） 

故障 
ランク 

LED 
表示 位置付け 故障項目*5 

フェイル信号接点出力 出力モジュールの動作 

FAIL1- 
COM 間

FAIL2-
COM 間

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
以外の出力モジュール 

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
Y□□□□□*3 

重故障 
RDY(緑) 

消灯 
中枢ハードウェア
の実行ができない 

・ハードウェア故障 
・SPU 異常*6 
・メモリ異常*6 

短絡 開放 
初期値：リセット 
16 点単位で設定可 

設定無効 
常にホールド 

中故障 
ERR(赤) 
点灯 

ユーザプログラム
のスタートまたは
続行ができない 

・スタートアップエラー 
・ブートモード異常 
・SPU 異常*6 
・メモリ異常*6 
・不正命令の検出 
・プログラム異常 
・Flash 書込み中の電源断／

Flash メモリ異常 
・ バ ッ テ リ 異 常 ／ メ モ リ 

チェックパターン異常 
・サブルーチンエラー *1 
・割込みエラー *1 

・命令エラー*1 ，マクロ命令

エラー*1 
・I/O 照合異常 *1 
・I/O モジュール異常 *1 
・スキャンタイムオーバ *1 
・ROM パック異常 
・センサ CB 

スキャンタイムオーバ *1 

・サブユニット伝送路エラー*2

短絡 開放 
初期値：リセット 
16 点単位で設定可 

初期値：リセット 
16 点単位で設定可 

軽故障 
ALM(黄) 

点灯 
プログラムの続行は 
できるが異常である 

・瞬停異常 *4 

・CPU 間通信異常 

・サブユニット伝送路切替発生

・FA リンク異常 

開放 短絡 動作続行 動作続行 

*1： コンフィギュレーションの｢運転制御｣の部分で，エラー発生時の運転を｢運転｣に設定すると軽故障，｢停止｣に設定
すると中故障として扱われます。初期値は｢停止｣（中故障）になっています。 

*2： コンフィギュレーションの｢運転制御｣の部分で，エラー発生時の運転を｢運転｣に設定すると軽故障，｢停止｣に設定
すると中故障として扱われます。初期値は｢運転｣（軽故障）になっています。 

*3： 高機能モジュールの出力リレー（Y□□□□□）。 
*4： 電源電圧異常検知モードに標準モードを選択しているか，即時検知モードを選択しているかにより動作が異なりま

す。各々のモードにおける瞬停中の動作は，下表のようになります。 
*5： 機種により故障項目が異なります。各機種の取扱説明書を参照ください。 
*6： 内容により，重故障になる場合と中故障になる場合があります。 
 

電源電圧 
異常検知モード 

フェイル信号接点出力 出力モジュールの動作 

FAIL1- 
COM 間 

FAIL2- 
COM 間 

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
以外の出力モジュール

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
Y□□□□□*3 

標準モード 開放 短絡 ホールド ホールド 

即時検知モード 短絡 開放 リセット ホールド 

Note 
・ シーケンス CPU モジュールに重故障または中故障が発生した際に，出力モジュー

ルの接点をリセットしたい場合は，32 点以下の出力モジュールを使用し，コン

フィギュレーションの｢DI/O｣設定の部分の｢停止時出力｣を｢リセット｣に設定して

ください（CPU モジュールが F3SP22, 28, 38, 53, 58, 59, 66, 67, 71, 76 の場合は，32

点以下の出力モジュールの他に F3YD64-1F，F3YD64-1P，F3YD64-1R，F3WD64-

□F，F3WD64-□Pも使用できます）。 

・ シーケンス CPU モジュールに重故障または中故障が発生した際に，出力モジュー

ルの接点をホールドしたい場合は，コンフィギュレーションの｢DI/O｣設定の部分

の｢停止時出力｣を｢ホールド｣に設定してください。CPU モジュールや出力モ

ジュールの違いによる動作の違いはありません。 
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表 A4.3 故障のランクと出力動作（CPU モジュールが F3BP20/30，F3MP30，F3BA20 の場合） 

故障 
ランク 

LED 
表示 位置付け 故障項目 

フェイル信号接点出力 出力モジュールの動作 

FAIL1-COM
間 

FAIL2-COM
間 

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
以外の出力モジュール 

 F3YD64-1A 
 F3YD64-1M 
 F3WD64-□N 
 Y□□□□□*2 

重故障 
RDY(緑) 

消灯 
中枢ハードウェア
の実行ができない 

・ CPU 異常 
・メモリ破壊 

短絡 開放 

初期値：ホールド 
8 点単位で設定可 
(CONTROL 文にて 
設定)

設定機能なし 
常にホールド 

中故障 
ERR(赤) 
点灯 

ユーザプログラム
のスタートまたは
続行ができない 

・プログラム異常 

・ I/O モジュール異常 

・ BASIC エラーストップ 

 (ON ERROR なし) 

・スタートアップエラー 

・不正命令の検出 

・ I/O 点数オーバー 

・ ROM パック異常 

・サブルーチンエラー 

・割込みエラー 

・サブユニット伝送路エラー

開放 短絡 
設定機能なし 
常にホールド 

設定機能なし 
常にホールド 

軽故障 
ALM(黄)*1 

点灯 
プログラムの続行 
できるが異常である 

・瞬停異常 *3 
・ I/O モジュール異常 

（割込み処理時） 
開放 短絡 動作続行 動作続行 

 
*1： ALM(黄) LED は，デバッグ時も点灯します。 
*2： 高機能モジュールの出力リレー（Y□□□□□）。 
*3： F3BP20/30，F3MP30 を使用している場合は，電源電圧異常検知モードに標準モードを選択しているか，即時検知 

モードを選択しているかにより動作が異なります。各々のモードにおける瞬停中の動作は，下表のようになります。 
 

電源電圧 
異常検知モード 

フェイル信号接点出力 出力モジュールの動作 

FAIL1- 
COM 間 

FAIL2- 
COM 間 

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
以外の出力モジュール

F3YD64-1A 
F3YD64-1M 
F3WD64-□N 
Y□□□□□*2 

標準モード 開放 短絡 ホールド ホールド 

即時検知モード 短絡 開放 リセット ホールド 

 

 

RTOS-CPU モジュールの状態に従い，出力モジュールと電源モジュールの FAIL 接点は

下表のように動作します。 

 

表 A4.4  RTOS-CPU モジュールの状態と出力モジュールの動作状態 

CPU モジュールの 
状態 

出力モジュールの 
動作 

フェイル信号接点出力 
FAIL1-COM 間 FAIL2-COM 間 

電源 OFF － 短絡 開放 
運転中 － 開放 短絡

運転中・ウォッチドッグ 
タイムアウト時*1 

モードレジスタ設定に 
従う HOLD/RESET *2 短絡 開放 

運転中・フェイル出力 
API 実行時*1 

モードレジスタ設定に 
従う HOLD/RESET *2 短絡 開放 

 
*1： RAS 機能ライブラリに含まれており，ユーザーアプリケーションから任意で呼び出せます。 
*2： モードレジスタ設定は，モードレジスタアクセスにより 8 点単位で指定できます。初期値は“HOLD”です。 
 
 

表 A4.5  IEC6111-3 対応 CPU モジュールの状態と出力モジュールの動作状態 

CPU モジュールの 
状態 

出力モジュールの 
動作 

フェイル信号接点出力 
FAIL1-COM 間 FAIL2-COM 間 

電源 OFF － 短絡 開放 
運転中 － 開放 短絡

ERR 停止時 または 
運転中・フェイル出力 POU 実行時*1 

I/O モジュール停止モード設定
に従う HOLD/RESET*2 短絡 開放 

RDY 消灯時 
I/O モジュール停止モード設定
に従う HOLD/RESET*2 短絡 開放 

 
*1： システム管理ライブラリに含まれており，ユーザアプリケーションから任意で呼び出せます。 
*2： I/O モジュール停止モード設定は，8 点単位で指定できます。初期値は HOLD です。 

なお，高機能モジュールの出力リレーは常に HOLD になります。 
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A4.4 異常発生時の対応 
異常が発生した場合，まず現状を十分把握し，他機器との関係，再現性などを考慮した

うえで，図 A4.5 のフローチャートに従って対応してください。 

 

スタート

CPU
モジュールRDY

点灯？

CPUモジュールに
パソコンを接続

CPUモジュール
交換後再立ち上げ

ERR or ALM
点灯？

正常復帰？

装置,信号接続
などFA-M3の
外側をチェック

RDY LEDのある
全I/Oモジュールの

RDY点灯を目視確認

CPU
モジュールRDY

点灯？

終わり

スタートへ

電源まわりの
調査

RDY
消灯のもの

有？

該当I/O 
モジュール不良

１ 

１ 

パソコン上の
I/O構成表示確認

全
モジュール

異常？

I/O 
モジュール
異常有？

該当I/O 
モジュール不良

CPUモジュール
不良

CPUアラーム
詳細表示確認

CPUは
シーケンス又は

BASIC

1

アラーム
有？

エラーログ参照

エラー行, 
エラーコードを
もとに原因解析

解析結果をもとに
対策動作確認

終わり

電源まわりの
調査

エラーログを
参照して,先の
解析結果確認

１ 

WideField3 
のアラームモニタ

確認

エラー・アラーム
有？

エラーログを参照
して原因解析

１ 

ブロック番号,命令
番号,エラーコード
をもとに原因解析

電源まわりの

調査

解析結果をもとに
対策・動作確認

終わり

シーケンス
プログラムの

見直し

I/Oモジュール異常
を発生した該当モジ
ュールの調査,解析

ブロック番号,命令
番号,エラーコード
をもとに原因解析

CPU間通信異常を
発生した該当CPU

の調査,解析

ブロック番号,命令
番号をもとに

プログラムの修正

エラーコードを
もとに原因解析

N

Y

N

Y

N

N

Y

Y

N

N

Y

Y

Y

N

N

Y

N

Y

シーケンス

BASIC

BASIC STOP
電源異常

モジュール交換, 
プログラム修正
etc.

自己診断異常
スキャン
タイムオーバ 命令処理異常 入出力照合異常

FAリンク異常CPU間通信異常入出力異常瞬停

CPU
モジュール
不良

全CPU
チェック

FA040401.VSD

１ 

CPUモジュールの
メモリクリア後
再立ち上げ

正常復帰？

終わりN

Y
一過性のデータ化け

 
図 A4.5 異常時対応フローチャート 
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A4.5 CPU モジュールのリセット，メモリクリア 
(1) F3SP66/67/71/76  

●リセット 

・ FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 で行う場合 

メニューの「オンライン→拡張機能→リセットスタート」で行います。 

詳細は「FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 説明書」（IM 34M06Q16-□□）をごらんください。 
F3SP66-4S，F3SP67-6S は，FA-M3 プログラム開発ツール WideField2 で行うことも可能です。 

 

・ スマートアクセス機能で行う場合 

ロータリスイッチ機能の長押し操作（MODE スイッチ=0/1/2/3）またはカードバッ

チファイル機能のリセットコマンドで行います。 

詳細は「シーケンス CPU 説明書 機能編（F3SP66-4S, F3SP67-6S 対応）」（IM 34M06P14-01），または「シーケン
ス CPU 説明書 機能編（F3SP71,76, -□N/-□S 対応）」（IM 34M06P15-01）をごらんください。 

 

・ FTP で行う場合（F3SP66/F3SP67/F3SP71-4S/F3SP76-7S のみ） 

バーチャルディレクトリ機能のリセットコマンドで行います。 

詳細は「シーケンス CPU 説明書 ネットワーク通信機能編（F3SP66-4S，F3SP67-6S 対応)」（IM 34M06P14-02），
または「シーケンス CPU 説明書 機能編（F3SP71,76, -□N/-□S 対応）」（IM 34M06P15-01）をごらんください。 
バーチャルディレクトリ機能は，F3SP71-4N，F3SP76-7N ではサポートしておりません。 

 

●メモリクリア 

FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 のメニュー「オンライン→拡張機能→デバイ

スクリア」または「オンライン→拡張機能→プログラムクリア」で行います。 

詳細は「FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 説明書」（IM 34M06Q16-□□）をごらんください。 
F3SP66-4S，F3SP67-6S は，FA-M3 プログラム開発ツール WideField2 で行うことも可能です。 

 

●工場出荷時に戻す 

ロータリスイッチ機能の長押し操作（MODE スイッチ=C）で行います。 
 

詳細は「シーケンス CPU 説明書 機能編（F3SP66-4S, F3SP67-6S 対応）」（IM 34M06P14-01），または「シーケン
ス CPU 説明書 機能編（F3SP71,76, -□N/-□S 対応）」（IM 34M06P15-01）をごらんください。 

Note 
・機能削除機能でロータリスイッチ機能が無効になっている場合などに，工場出荷時に
戻す方法 
（F3SP66 /67 /71 /76 のみ） 
 
機能削除機能によりロータリスイッチ機能が無効に設定されている場合などは，ロー
タリスイッチ機能の長押し操作では工場出荷時へ戻すことができなくなります。 
このような状態に陥った場合は, 以下のように対処してください。 

  
ロータリスイッチ（MODE スイッチ）を C にして，シーケンス CPU モジュールをメ
インユニットの 5 スロット目以降に実装して電源を投入します。RDY が点灯したこと
を確かめて電源を切れば，工場出荷時の状態に戻すことができます。 
 
なお，ロータリスイッチ（MODE スイッチ）を C 以外にして上記手順を実行すると，
内蔵 ROM に格納されたプロジェクトおよび CPU プロパティ以外の情報がクリアされ
ます。 

 



 A4-11
 

 IM 34M06C11-01

 

(2) F3SP22/28/38/53/58/59  

FA-M3 プログラム開発ツール WideField3/WideField2/WideField の「オンライン→拡張機

能」で行います。 
 
詳細は「FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 説明書」（IM34M06Q16-□□）， 
「FA-M3 プログラム開発ツール WideField2 説明書」（IM34M06Q15-01），または 
「FA-M3 プログラム開発ツール WideField 説明書」（IM34M06Q14-01）をごらんください。 
F3SP22-0S は，FA-M3 プログラム開発ツール Widefield3 のみ対応しております。 
 
 

(3) F3SP20/30/21/25/35 と F3SA20/30 アドオン CPU 

ラダープログラム作成ツール M3 の「動作設定」で行います。 

詳細は「ラダープログラム作成ツール M3 説明書」（IM34M06Q13-01）をごらんください。 
F3SP21-0N，F3SP25-2N，F3SP35-5N は，FA-M3 プログラム開発ツール WideField / WideField2/ WideField3 で行うことも可能 
です。 

 

Note 
FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 などが使用できない場合のメモリクリア方法 
（F3SP20/21/22/25/28/30/35/38/53/58/59 のみ） 
 
19200bps をサポートしていない PC98 シリーズ初期型パソコンでラダープログラム作
成ツール M3 を動かしている際に，誤って CPU ポートの通信速度を 19200bps に設定
すると通信不能となり，ラダープログラム作成ツール M3 も使用できなくなります。 
このような状態に陥った場合は, 以下のように対処してください。 
 
シーケンス CPU モジュールをメインユニットの 5 スロット目以降に実装して電源を
投入し，RDY が一瞬消灯した後，再点灯したことを確かめて電源を切れば，CPU の
メモリはすべてクリアされ，工場出荷時の状態に戻すことができます。 

 

 

(4) F3BP20/30  BASIC CPU 

・ ユーザエリア ：NEW コマンドで初期化 

・ コモンエリア ：INIT COM ステートメントで初期化 

・ 自CPUの共有レジスタ領域：INICOMM3 ライブラリで初期化 

 上記コマンド，ステートメント，ライブラリの詳細は「BASIC CPU モジュール ML バス CPU モジュール取扱説明書 
 YM-BASIC/FA 説明書」（IM34M06Q22-01）をごらんください。 
 
 

(5) F3BA20-0N アドオン BASIC CPU  

 

●リセット 

リセット動作を行うと次のとおりとなります。 

・ ローカル変数がクリアされます。コモン変数は保存されます。 

・ プログラムが常駐指定されていない場合は，BASIC プログラムもクリアされます。 

・ プログラムが常駐指定されている場合は，BASIC プログラムは保存されます。 

ソフトウェアパッケージ「BASIC プログラム作成ツール M3」の CPU リセットスター

トでも，同じことが行えます。 

リセットしたい CPU モジュール前面の SW2 を押すと，リセット動作が行われます。 

 

●メモリクリア 

メモリクリアを行うと次のとおりとなります。 

BASIC プログラム，ローカル変数，コモン変数がすべてクリアされます。 

常駐されている BASIC プログラムもクリアされますので，注意してください。 
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メモリクリアをするには，次表の操作を上から下へ順に行います。 

 

メモリクリアの操作 

スイッチ状態 
操作手順 

SW2 SW3 

準備 SW1 を 1 にする 

◯ ◯ OFF，OFF 

◯ ● SW3 を押す（そのまま） 

● ● SW2 を押す（そのまま） 
○ ● SW2 をはなす
◯ ◯ SW3 をはなす

終了 SW1 を 0 にする

○：OFF 

●：ON 

 

 

(6) F3CP53 AT 互換 CPU モジュール  

F3CP53 のリセットスイッチによるリセット動作については，「AT 互換 CPU モジュー

ル（DX2，DX4 搭載）取扱説明書 AT 互換 CPU モジュール（MMX Pentium 搭載）取

扱説明書」（IM 34M06M12-01）を参照してください。 
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A5. 保守と点検 

A5.1 モジュールの交換方法 
■ 予備のモジュール 

本機の故障発生時，迅速に対応するために，常に予備のモジュールをご用意ください。 

■ モジュールの交換方法 

モジュールを交換する際は，必ず電源を OFF にしてから交換してください。また，モ

ジュール交換のとき，モジュールの種類，実装位置を変更しないでください。 

 
図 A5.1 モジュール交換手順 

■ モジュール交換時の注意 

モジュールが故障した場合は，以下の内容を確認した上で交換をしてください。 

・ 負荷が仕様範囲内にあるかどうか。 

・ サージキラーが正しく機能しているかどうか。 

・ ダイオードの極性が逆になっているなどの，誤った配線がされていないかどうか。 

Note 
外部配線に問題があったり，サージキラーなし，またはダイオードが逆接続などの場合

に，問題を解決しないままモジュールを交換すると，再故障となります。 

必ず外部機器側の問題を解決してから交換してください。 
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A5.2 日常点検 
日常点検の内容は，その日の運転に支障がないかどうかを調べる最低限のチェック項目

です。最良の状態で使用することは，安定した運転を保持することを可能とします。 
点検項目 点検内容 判定基準 

電源 電源端子台で測定して電圧変動は基準内か？ 
基
準
内

 F3PU01-0N 85～132V AC 

 F3PU10-0N 
 F3PU10-0S 
 F3PU20-0N 
 F3PU20-0S 
 F3PU30-0N 
F3PU30-0S 

85～264V AC 

 F3PU16-0N 
 F3PU16-0S 
 F3PU26-0N 
 F3PU26-0S 
 F3PU36-0N 
F3PU36-0S 

15.6～31.2V DC

入出力用電源 入出力端子台で測定して電圧変動は基準内か？ 各入出力モジュールの仕様による 

周辺環境 

周囲温度（盤内温度）は適当か？ 0～55℃ 

周囲湿度（盤内湿度）は適当か？ 10～90％RH（結露不可） 

ほこりなどが積もっていないか？ ないこと 

取付け状態 

各モジュールはしっかり固定されているか？ ゆるみのないこと 

配線ケーブルのコネクタは完全に挿入され，
しっかり固定されているか？

ゆるみのないこと 

外部配線のネジはゆるんでいないか？ ゆるみのないこと 

外部配線ケーブルは切れかかっていないか？ 外観異常のないこと 

 

■ 点検時に必要な工具 

・ ドライバ プラス，マイナス 

・ テスタまたはディジタルボルトメータ 

・ 温度計 

・ 湿度計 
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付録 A1. システム全体での実装の制限 
モジュールの実装の制限には，各 CPU モジュールおよび各 I/O モジュールの実装可能

枚数の他に，システム全体での実装枚数の制限があります。 

ここでは，付録として，システム全体でのモジュール実装制限のチェック方法について

説明しています。 

 

付 A1.1  モジュール実装制限のチェック方法 
使用する CPU モジュールおよび I/O モジュールをリストアップし，図付 A1.1 の手順に

従い各制限事項を満足していることをチェックします。すべての制限事項が満足されて

いない場合の動作は保証されません。 

 

 
 

図付 A1.1 モジュール実装制限のチェックフロー 
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各制限事項のチェック時には，表付 A1.1～表付 A1.2 を参照してください。 

 

表付 A1.1 CPU モジュールの占有スロット数，入出力点数一覧表 

モジュール名 形名 占有 
スロット数 入出力点数 

シーケンス CPU モジュール 

F3SP20-0N 1 2048 

F3SP30-0N 1 2048 

F3SP21-0N 1 2048 

F3SP22-0S 1 4096 

F3SP25-2N 1 4096 

F3SP35-5N 1 8192 

F3SP28-3N 1 4096 

F3SP38-6N 1 8192 

F3SP53-4H 1 4096 

F3SP58-6H 1 8192 

F3SP28-3S 1 4096 

F3SP38-6S 1 8192 

F3SP53-4S 1 4096 

F3SP58-6S 1 8192 

F3SP59-7S 1 8192 

F3SP66-4S 1 4096 

F3SP67-6S 1 8192 

F3SP71-4N 1 4096 

F3SP76-7N 1 8192 

F3SP71-4S 1 4096 

F3SP76-7S 1 8192 

F3FP36-3N 1 4096 

アドオンシーケンス CPU モジュール 
F3SA20-0N 1 2048 

F3SA30-0N 1 2048 

BASIC CPU モジュール 
F3BP20-0N 1 － 

F3BP30-0N 1 － 

ML バス CPU モジュール F3MP30-0N 2 － 

AT 互換 CPU モジュール F3CP40-□N 2 － 

AT 互換 CPU モジュール（DX2, DX4 搭載） 
F3CP41-□N 2 － 

F3CP42-□N 2 － 

AT 互換 CPU モジュール（MMX Pentium 搭載） F3CP53-□N 2 － 

Windows CE 対応 CPU モジュール F3RP4□-5P 1 － 

汎用 OS 対応 CPU モジュール F3RP70-2L 1 － 

Linux 対応 CPU モジュール 
F3RP61-2□ 1 － 

F3RP71-□□ 1 － 

VxWorks 対応 CPU モジュール 
  F3RP5□-2P /L1 1 － 

  F3RP62-2□/L1 1 － 

NORTi 対応 CPU モジュール F3RP5□-3P 1 － 

IEC61131-3 対応 CPU モジュール F3NP55-5N 1 － 
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表付 A1.2 I/O モジュールの占有スロット数，入出力点数，機能仕様一覧表 1/2 

モジュール名 形名 占有
スロット数

入出力点数*1 データ 
エリアサイズ 

BASIC CPU
ワークエリアサイズ

メモリカードモジュール  F3EM01-0N 1 64 0 $110

入力モジュール 

 F3XA08-□N 1 16 0 $50
 F3XA16-1N 1 16 0 $50
 F3XH04-3N 1 16 0 $50
 F3XC08-0□ 1 16 0 $50
 F3XD08-6□ 1 16 0 $50
 F3XD16-□□ 1 16 0 $50
 F3XD32-□□ 1 32 0 $50
 F3XD64-□□ 1 64 0 $50

パルス入力モジュール F3XS04-□N 1 64 2 $110

出力モジュール 

 F3YA08-2N 1 16 0 $50
 F3YC08-0N 1 16 0 $50
 F3YC16-0N 1 16 0 $50
 F3YD04-7N 1 16 0 $50
 F3YD08-□□ 1 16 0 $50
 F3YD14-5□ 1 16 0 $50
 F3YD32-1□ 1 32 0 $50
 F3YD64-1□ 1 64 0 $50

入出力モジュール  F3WD64-□□ 1 64 0 $50

アナログ入力モジュール 
 F3AD04-□□ 1 0 2 $110
 F3AD08-□□ 1 0 2 $110

アナログ出力モジュール 
 F3DA02-□□ 1 0 2 $110
 F3DA04-□□ 1 0 2 $110
 F3DA08-□□ 1 0 2 $110 

温度調節・モニタモジュール 
 F3CT04-0N 2 64 4 $110
 F3CR04-1N 2 64 4 $110

PID 制御モジュール  F3CV04-1N 2 64 4 $110

温度調節・PID 制御モジュール 

 F3CU04-0□ 1 64 2 $110
 F3CU04-1N 2 64 2 $110 
 F3CU04-1S 2 64 2 $110 
 F3CU04-1H 1 64 2 $110 

温度モニタモジュール  F3CX04-0□ 1 64 2 $110
断線検出モジュール  F3HB08-0N 1 64 2 $110

高速データ収集モジュール 
 F3HA08-0N 1 64 8 $110
 F3HA06-1R 1 64 8 $110
 F3HA12-1R 1 64 8 $110

ASi 親局モジュール  F3LA01-0N 1 64 2 $110
PROFIBUS-DPインタフェースモジュール  F3LB01-0N 1 64 4 $110

Ethernet インタフェースモジュール 

 F3LE01-□T 1 64 16 $110
 F3LE01-5T 1 64 16 $110
 F3LE11-□T 1 64 16 $110
 F3LE12-□T 1 64 16 $110

NX インタフェースモジュール  F3NX01-□N 1 64 16 $110
モデムモジュール  F3LM01-1N 1 64 2 $110
EtherNet/IP インタフェースモジュール  F3LN01-0N 1 64 16 0
FL-net インタフェース  F3LX01-0N 1 64 16 $110 

FL-net (OPCN-2)インタフェースモジュール 
 F3LX02-1N 1 64 16 $110
 F3LX02-2N 1 64 16 $110

DeviceNet インタフェースモジュール 
 F3LD01-0N 1 64 4 $110
 F3LD02-1N 1 64 8 $110

CAN2.0B インタフェースモジュール  F3LD21-0N 1 64 8 $110
Modbus インタフェースモジュール  F3LC31-2F 1 64 8 $110
GP-IB 通信モジュール  F3GB01-0N 1 64 8 $110

パソコンリンクモジュール 

 F3LC11-1F 1 64 2 $110
 F3LC11-1N 1 64 2 $110
 F3LC11-2□ 1 64 2 $110
 F3LC12-1F 1 64 4 $110

ラダー通信モジュール 

 F3RZ81-0N 1 64 2 0
 F3RZ81-0F 1 64 4 0
 F3RZ82-0F 1 64 4 0
 F3RZ91-0□ 1 64 2 0

RS-232-C 通信モジュール  F3RS22-0N 1 0 2 $110
RS-422-A 通信モジュール  F3RS41-0N 1 0 2 $110
マルチリンクモジュール  F3LC21-1N 1 64 2 $110
UT リンクモジュール  F3LC51-2N 1 64 8 $110
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表付 A1.2 I/O モジュールの占有スロット数，入出力点数，機能仕様一覧表 2/2 

モジュール名 形名 
占有 

スロット数 入出力点数*1 データ 
エリアサイズ 

BASIC CPU 
ワークエリアサイズ

FA リンクモジュール    F3LP01-0N 1 0 8 0
FA リンク H モジュール    F3LP02-0N 1 0 8 0
光 FA リンク H モジュール    F3LP12-0N 1 0 8 0
FA リンク H2 モジュール    F3LP32-0N 1 0 8 0

YHLS マスタモジュール 
   F3LH02-0N 1 64 4 $110 
   F3LH01-1N 1 64 4 $110
   F3LH02-1N 1 64 4 $110

光 FA バスモジュール  F3LR01-0N 1 0 0 0
光 FA バス 2 モジュール  F3LR02-0N 1 0 0 0
FA バス 2 モジュール  F3LR02-1W 1 0 0 0
μバス親局モジュール  F3LU01-0N 1 64 × n*2 0 $50 × n*2

高速カウンタモジュール 
 F3XP01-0H 1 64 0  $50
 F3XP02-0H 1 64 0  $50

位置決めモジュール 
（多チャネルパルス出力形） 

 F3YP04-0N 1 64 2 $110
 F3YP08-0N 1 64 2 $110
 F3YP14-0N 1 64 2 $110
 F3YP18-0N 1 64 2 $110
 F3YP22-0P 1 64 4 $110
 F3YP24-0P 1 64 4 $110
 F3YP28-0P 1 64 4 $110

位置決めモジュール 
 F3NC01-0N 1 64 2 $110
 F3NC02-0N 1 64 2 $110

位置決めモジュール 
（高機能版位置指令パルス出力形） 

 F3NC11-0N 1 64 2 $110
 F3NC12-0N 1 64 2 $110

位置決めモジュール 
（位置指令パルス出力形） 

 F3NC32-0N 1 64 4 $110
 F3NC34-0N 1 64 4 $110

位置決めモジュール 
（速度指令電圧出力形） 

 F3NC51-0N 1 64 2 $110
 F3NC52-0N 1 64 2 $110

位置決めモジュール（トルク制御用）  F3NC61-0N 1 64 2 $110 
位置決めモジュール 
（MECHATROLINK-Ⅱ通信対応） 

 F3NC96-0N 1 64 8 $110 

位置決めモジュール 
（MECHATROLINK-Ⅲ通信対応） 

 F3NC97-0N 1 64 8 $110 

ハードディスクモジュール 
 F3HD30-1N 1 0 0 0
 F3HD31-2N 1 0 0 0
 F3HD31-3N 1 0 0 0

PC カードモジュール  F3PM20-0N 1 0 0 0
*1： 4，8，14 点の入力，出力モジュールは，16 点と換算します。 
*2： n は，子局数（最大 4 局）を示します。 
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付 A1.2  スロット数による制限 
電源モジュール，光 FA バス，光 FA バス 2，FA バス 2，μバス親局モジュールを除く

すべてのモジュールの占有スロット数の合計 W を求め，最大スロット数による制限を

満足していることをチェックします。 

最大スロット数は，使用する CPU モジュールおよびその組み合わせにより異なります。 

F3SP21/22/25/28/35/38/53/58/59/66/67/71/76, F3FP36, F3BP20/30, F3MP30, 

F3CP40/41/42/53, F3RP4□/5□/6□/7□，F3NP5□を組み合わせて使用した場合，

増設可能なサブユニット数は最大 7 ユニットとなります。 

・ F3SP20/30, F3SA20/30 を 1 枚でも使用した場合，増設可能なサブユニット数は最大

6 ユニットとなります。さらに光 FA バス 2，FA バス 2 モジュールは使用できなく

なります。 

・ μバス親局モジュールを 1 枚使用するごとに増設可能なサブユニット数は 1 台ずつ

少なくなります。 

・ F3CP41/F3CP42/F3CP53 を使用した場合，メインユニットには AT 互換 CPU モ

ジュール用ベースモジュール（最大 13 スロット）を使用します。 
 
● F3SP21/22/25/28/35/38/53/58/59/66/67/71/76, F3FP36, F3BP20/30, F3MP30, 

 F3CP40/41/42/53 の組み合わせの場合 

（F3SP20, F3SP30, F3SA20, F3SA30 を使用しない場合） 

・ F3CP41, F3CP42, F3CP53 を使用しない 

  W≦120-16×n  n：μバス親局モジュールの枚数 

・ F3CP41，F3CP42，F3CP53 を使用する 

  W≦117-16×n   n：μバス親局モジュールの枚数 

 

最大スロット数 120 はメインユニットおよびサブユニットに 16 スロットベースモ

ジュールを使用し，サブユニット 7 台を光 FA バス 2，FA バス 2 モジュールでデイ

ジチェーン方式またはループ方式により接続した場合です。 

F3CP41, F3CP42, F3CP53 を使用する場合には，メインユニットに AT 互換 CPU モ

ジュール用 13 スロットベースモジュールを使用します。 

 

● F3SP20, F3SP30, F3SA20, F3SA30 を 1 枚でも使用した場合 

・ F3CP41, F3CP42, F3CP53 を使用しない 

  W≦100-15×n  n：μバス親局モジュールの枚数 

・ F3CP41, F3CP42, F3CP53 を使用する 

  W≦97-15×n  n：μバス親局モジュールの枚数 
 

最大スロット数 100 はメインユニットおよびサブユニットに 16 スロットベースモ

ジュールを使用し，サブユニット 6 台を光 FA バスモジュールでスター方式により

接続した場合です。 

F3CP41, F3CP42, F3CP53 を使用する場合には，メインユニットに AT 互換 CPU モ

ジュール用 13 スロットベースモジュールを使用します。 

Note 
光 FA バス 2 モジュールを使用しサブユニットを分割する場合には，分割パターンによ

り最大スロット数は上記の値より少なくなります。詳細については，「光 FA バスモ

ジュール，光 FA バス 2 モジュール，FA バス 2 モジュール取扱説明書」（IM 

34M06H45-01）を参照して，算出してください。 
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付 A1.3  データエリアによる制限 
電源モジュール，CPU モジュールを除くすべての I/O モジュールのデータエリアの合計

M を以下の計算方法により求め，データエリアによる制限を満足していることをチェッ

クします。 

データエリアの合計 M はモジュールの実装順序により異なります。アプリケーション

に合わせて，あらかじめサブユニットの台数，ユニット番号，I/O モジュールの実装位

置などのシステム構成を検討してください。 

● データエリアによる制限 

 M≦112+32×(4-n)    n：CPU モジュールの枚数 

 ここで，112 および 32 は機能仕様による制限値です。 

● 計算方法 

メインユニットのスロット 1～サブユニット７のスロット 16 まで順番に I/O モ

ジュールのデータエリアサイズを加算し，データエリアの合計 M を求めます。 

このとき，データエリアサイズが 4，8，16 の I/O モジュールの場合には，そのモ

ジュールの直前までのデータエリアの累計を 4，8，16 の倍数に切上げてから，その

モジュールのデータエリアサイズを加算します。 

（例） 

以下のモジュール構成の場合，データエリアの合計 M は 56 になります。 

 

(1)データエリアサイズ 4 の I/O モジュール 

直前のモジュールまでのデータエリアの累計を 4 の倍数に切上げ，4 を加算します。 

6 を 8 へ切上げ，4 を加算し 12 となります。 

(2)データエリアサイズ 16 の I/O モジュール 

直前のモジュールまでのデータエリアの累計を 16 の倍数に切上げ，16 を加算し

ます。 

12 を 16 へ切上げ，16 を加算し 32 となります。 

(3)データエリアサイズ 8 の I/O モジュール 

直前のモジュールまでのデータエリアの累計を 8 の倍数に切上げ，8 を加算します。 

34 を 40 へ切上げ，8 を加算し 48 となります。 

Note 
データエリアの合計 M はモジュールの実装順序により異なります。したがって，最初

のシステム構成で制限を満足しない場合にも，同一データエリアサイズの I/O モジュー

ルを連続して実装するなど I/O モジュールの実装順序を入れ換えることにより制限を満

足する可能性があります。 
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（例） 

以下のモジュール構成の場合，データエリアの合計 M は 56 になります。 

 

 

I/O モジュールの実装順序を以下のように入れ換えると，データエリアの合計 M は 44

になります。 
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付 A1.4  CPU モジュールによる制限 
付 A1.4.1  シーケンス CPU モジュールの場合 

シーケンス CPU モジュールに割付けられている I/O モジュールの入出力点数の合計 R

を求め，入出力点数の制限を満足していることをチェックします。 

ここで割付けられている I/O モジュールとは，実際に実装され，かつコンフィギュレー

ションにより「使用する」と設定された I/O モジュールです。 

複数枚シーケンス CPU モジュールが実装されている場合には，各々のシーケンス CPU

モジュールについてチェックします。 

 

● F3SP21/20/30, F3SA20/30 の場合 

R≦2048 

 

● F3SP22/25/28/53/66/71, F3FP36 の場合 

 R≦4096 

 

● F3SP35/38/58/59/67/76 の場合 

R≦8192 

 

Note 
I/O モジュールの割付けの詳細については， 

「FA-M3 プログラム開発ツール WideField3 説明書」（IM 34M06Q16-□□）， 

「FA-M3 プログラム開発ツール WideField2 説明書」（IM 34M06Q15-01）， 

「FA-M3 プログラム開発ツール WideField 説明書」（IM 34M06Q14-01），または  

「ラダープログラム作成ツール M3 説明書」（IM 34M06Q13-01） 

の「6.6 コンフィギュレーションの設定」を参照してください。 
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付 A1.4.2  BASIC CPU, ML バス CPU モジュールの場合 
BASIC CPU モジュールまたは ML バス CPU モジュールに割付けられている I/O モ

ジュールの BASIC CPU ワークエリアの合計 D を求め，BASIC CPU ワークエリアの制限

を満足していることをチェックします。 

ここで割付けられている I/O モジュールとは，BASIC プログラム中で ASSIGN ステート

メントにより使用宣言された I/O モジュールです。 

BASIC CPU ワークエリアは 16 進数により表現されています。BASIC CPU ワークエリア

の合計 D を求める際には注意してください。 

 

● F3BP20, F3BP30 の場合 

 D≦$2900 

 ここで，$2900 は機能仕様による制限値です。 

 

● F3MP30 の場合 

 D≦$2700 

 ここで，$2700 は機能仕様による制限値です。 

 

Note 
I/O モジュールの割付けの詳細については，「BASIC CPU モジュール ML バス CPU モ

ジュール取扱説明書 YM-BASIC/FA 説明書」（IM 34M06Q22-01）の「7.3 入出力モ

ジュールの使用宣言」を参照してください。 
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付録 A2. 適合規格 
■ 概要 
 
FA-M3/e-RT3 が認定/適合している規格の一覧を示します。 

 認定または適合規格番号 

UL UL 508 認定（ファイル No.E188707，過電圧カテゴリ*2：Ⅱ，汚染度*3：2） 

CE 
 
UKCA 

EMC 指令/規則*1 

EN 61326-1 Class A，Table2 
EN 61326-2-3*4 
EN 55011 Class A，Group 1 
EN 61000-6-2 
EN 61000-3-2 
EN 61000-3-3 適合 

低電圧指令/規則 
EN 61010-1，EN IEC 61010-2-201 適合 
(過電圧カテゴリ*2：Ⅱ， 汚染度*3：2 ， 標高 2,000m 以下)  
EN IEC 61010-2-030 適合（測定カテゴリ：O）*5 

RoHS 指令/規則*6 EN IEC 63000 適合 

RCM  
EN 61326-1 Class A，Table2 
EN 55011 Class A，Group1 適合 

KC 韓国電磁波適合性基準 適合 

EAC 
CU TR 004/2011 
CU TR 020/2011 適合 

*1:  本製品は，クラス A(工業環境用)機器です。本機を住宅環境で使用した場合は，電磁妨害を引起こすことがあります。その様な場
合には，使用者は自己の責任において適切な対策を講ずる必要があります。 

*2: 過電圧カテゴリは，落雷により発生するサージ電圧の減少度合いをもとに，4 つのカテゴリに分類されています。過電圧カテゴリ
Ⅱは，定格電圧が 220/230/240V の局所レベルの系統に適用され，電気器具，携帯型装置等が該当します。 

*3: 汚染度は，機器が使用される環境において，絶縁耐圧や表面抵抗率を低下させる原因となる固体，液体，気体等の異物が付着する
度合いを表しています。汚染度 2 は，通常は，乾燥した非導電性異物の付着のみがありうる環境。ただし，ときとして結露が発生
した場合には，一時的な導通が発生する環境をいいます。 

*4: EN 61326-2-3 は，F3CU04-□□にのみ適用します。 

*5: EN IEC 61010-2-030 は，アナログ入力端子を持つモジュールのみ適用します。これらアナログ入力端子は測定カテゴリを持たない
端子なので主電源回路の測定には使用しないでください。 

*6: 10 物質 RoHS に対応。制限物質のフタル酸エステルは移行性（接触により他の成形品から物質が移動する性質）が高く，工程内汚
染防止に注意が必要です。梱包開梱後の製品は，お客様にて汚染防止のための管理をお願いします。 
 
 
 

■ 取扱説明書と適合規格 
最新版の取扱説明書は以下の URL からも入手可能です。 

日本語 https://partner.yokogawa.com/japan/itc/index.htm 

英語 https://partner.yokogawa.com/global/itc/index.htm 

■ 安全・設置に関する一般事項 
下記の取扱説明書を参照してください。 

IM 34M06C11-01 ハードウェア取扱説明書 

IM 34M06C12-81 ご使用にあたって／BEFORE USE 

■ 規格認定／適合モジュール一覧 
表中の「✓」は，認定または適合を示します。表中の「NA」は，「対象外」であることを示します。 

表中の空欄は，「認定を受けていない」又は「適合していない」ことを示します。記載のないモジュール， 

および形名に「/C□□」や「/Z□□」が付いた特殊モジュールについては弊社営業にお問い合わせください。 
最新の情報は「■ 取扱説明書と適合規格」の URL から入手可能です。 
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 ベース 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

ベース 

F3BU04-0N 

IM 34M06C11-01 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3BU05-0D ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3BU06-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3BU09-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3BU13-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3BU16-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
 
 電源 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

電源 

F3PU10-0S 

IM 34M06C11-01 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3PU16-0S ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3PU20-0S ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3PU26-0S ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3PU30-0S ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3PU36-0S ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3PU38-0N お問合せください       
 
 CPU 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

シーケンス CPU 

F3SP22-0S 
IM 34M06P12-03 
IM 34M06P13-01 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3SP66-4S IM 34M06P12-03 
IM 34M06P14-01 
IM 34M06P14-02 

✓    ✓ ✓ 

F3SP67-6S ✓    ✓ ✓ 

F3SP71-4S 
IM 34M06P12-03 
IM 34M06P15-01 
IM 34M06P15-02 
IM 34M06P15-03 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3SP76-7S ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

RTOS-CPU 

F3RP61-2L 

IM 34M06M51-31 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP61-2R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP62-2L ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP62-2R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP62-6L 
お問合せください 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP70-2L ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP71-1R 
IM 34M06M52-01 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP71-2L ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP72-1M お問合せください ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP72-2L IM 34M06M52-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP73-2L 
お問合せください 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3RP74-1R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

IEC61131-3 対応 CPU F3NP55-5N IM 34M06M52-61JA ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

 
 メモリ 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

ROM パック 
RK33-0N 

IM 34M06C11-01 
 ✓ ✓ ✓ ✓  

RK73-0N     ✓  
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 ユーティリティ 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

CAN インタフェース 
F3UM11-0N 

IM 34M06M51-52 
✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3UM12-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

多チャネル RS 通信 F3UM13-2N IM 34M06M51-54 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

 
 デジタル入出力 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

入力 

F3XA08-1N 

IM 34M06C11-01 

✓    ✓  

F3XA08-2N ✓    ✓  

F3XA16-1N     ✓  

F3XC08-0C ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XC08-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD08-6F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD16-3F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD16-3H ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD16-4F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD16-9N お問合せください       

F3XD32-3F 

IM 34M06C11-01 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD32-4F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD32-5F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD64-3F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD64-4F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XD64-6M ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XH04-3N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

パルス入力 
F3XS04-3N 

IM 34M06H54-01 
✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XS04-4N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

出力 

F3YA08-2N 

IM 34M06C11-01 

    ✓  

F3YC08-0C ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YC08-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YC16-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD04-7N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD08-6A ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD08-6B ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD08-7A ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD14-5A ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD14-5B ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD16-1N お問合せください       
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品名 
形名 関連取扱説明書 

適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

出力 

F3YD32-1H 

IM 34M06C11-01 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD32-1P ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD32-1R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD32-1T ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD64-1M ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD64-1P ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YD64-1R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

入出力 

F3WD32-3F IM 34M06C11-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3WD64-3E IM 34M06M52-03  ✓ ✓ ✓ ✓  

F3WD64-3P IM 34M06C11-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3WD64-3R お問合せください ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3WD64-4P IM 34M06C11-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
 
 アナログ入出力 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

アナログ入力 

F3AD04-5R 

IM 34M06H11-02 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3AD04-5V ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3AD08-4R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3AD08-4W ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3AD08-5R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3AD08-5V ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3AD08-6R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

アナログ出力 

F3DA04-6R 
IM 34M06H11-03 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3DA08-5R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3DA08-5X お問合せください       
 
 温度 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

温度調節・PID 

F3CU04-0G 
お問合せください 

     ✓ 

F3CU04-0R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3CU04-0S IM 34M06H62-02 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3CU04-0H IM 34M06H62-04 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3CU04-1G お問合せください      ✓ 

F3CU04-1S IM 34M06H62-02 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3CU04-1H IM 34M06H62-04 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

温度モニタ 

F3CX04-0G お問合せください      ✓ 

F3CX04-0N IM 34M06H63-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3CX04-0H IM 34M06H63-02 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

断線検出 F3HB08-0N IM 34M06G12-01       
 
 データ収集 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

高速データ収集 
F3HA06-1R 

IM 34M06G02-02 
✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3HA12-1R ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
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 通信 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

Ethernet 

F3LE01-1T IM 34M06H24-06 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3LE11-1T IM 34M06H24-07 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3LE12-1T IM 34M06H24-08 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

NX インタフェース F3NX01-2N IM 34M06H29-02 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

EtherNet/IP F3LN01-0N IM 34M06H36-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

FL-net(OPCN-2) F3LX02-2N IM 34M06H32-03 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

DeviceNet 
F3LD01-0N IM 34M06H28-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3LD02-1N IM 34M06H28-05 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

CAN2.0B F3LD21-0N IM 34M06H37-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

Modbus F3LC31-2F IM 34M06H42-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

EtherCAT マスタ F3EP01-1R お問合せください       

EtherCAT スレーブ F3LT02-0N お問合せください ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

GP-IB 通信 
F3GB01-0N IM 34M06H27-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3GB01-1N お問合せください ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

パソコンリンク 

F3LC11-1F 

IM 34M06H41-02 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3LC11-2F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3LC12-1F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

ラダー通信 

F3RZ81-0F 

IM 34M06H22-02 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3RZ82-0F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3RZ91-0F ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

UT リンク F3LC51-2N IM 34M06H25-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

FA リンク H2 F3LP32-0N IM 34M06H43-02 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

 
 リモート I/O 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

YHLS マスタ 
F3LH01-1N 

IM 34M06H46-04 
✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3LH02-1N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

光 FA バス F3LR01-0N 

IM 34M06H45-01 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

光 FA バス 2 F3LR02-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

FA バス 2 F3LR02-1W ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

 
 カウンタ/位置決め 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

高速カウンタ 
F3XP01-0H 

IM 34M06H53-01 
✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3XP02-0H ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

周波数カウンタ F3XF02-0N お問合せください       

フィールドプログラマ

ブル高速 IO 
F3DF01-0N お問合せください ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

位置決め 
（多チャネル 

パルス出力形） 

F3YP22-0P IM 34M06H55-04 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YP22-1P お問合せください ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3YP24-0P IM 34M06H55-04 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YP24-1P お問合せください ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

F3YP28-0P IM 34M06H55-04 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3YP28-1P お問合せください ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

位置決め 
（位置指令 

パルス出力形） 

F3NC32-0N 
IM 34M06H56-02 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3NC34-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 
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品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

位置決め 
（速度指令） 

F3NC51-0N 
IM 34M06H58-01 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3NC52-0N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

位置決め 
（トルク制御） 

F3NC61-0N IM 34M06H59-01 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

位置決め F3NC91-0N お問合せください       

位置決め 
（MECHATROLINK-

Ⅱ） 

F3NC96-0F お問合せください       

F3NC96-0N IM 34M06H60-02 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3NC96-1N お問合せください ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

位置決め 
（MECHATROLINK-

Ⅲ） 

F3NC97-0F お問合せください       

F3NC97-0N IM 34M06H60-03 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

F3NC97-1N 
お問合せください 

      

F3NC98-2N ✓ ✓ ✓ ✓ ✓  

 
 二台化 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

二台化 

F3BR01-0N 

お問合せください 

      

F3BU09-9N       

F3BU09-9S       

F3LR02-9N       

F3PB01-0N       

F3PU30-9S       

F3PU38-9N       

F3SP69-9S       

 
 周辺機器 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

YHLS スレーブ 
ユニット 

TAHWD32-3NBM 

IM 34M06H46-03 

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

TAHWD32-3PAM ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

TAHXD16-3NEM ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

TAHXD16-3PEM ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

TAHYD16-3EAM ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

TAHYD16-3EBM ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

ケーブル 

KM10-0C 

IM 34M06C11-01 

NA ✓ ✓ NA NA  

KM10-0S NA   NA NA  

KM11-2N NA ✓ ✓ NA NA  

KM11-2T NA ✓ ✓ NA NA  

KM13-1S NA ✓ ✓ NA NA  

KM21-2A NA ✓ ✓ NA NA  

KM21-2B NA ✓ ✓ NA NA  

KM21-2N NA   NA NA  

KM21-2T NA   NA NA  

KM55-005 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-010 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-015 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-020 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-025 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-030 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-035 NA ✓ ✓ NA NA  
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品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

ケーブル 

KM55-040 

IM 34M06C11-01 

NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-045 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-050 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-060 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-070 NA ✓ ✓ NA NA  

KM55-100 NA ✓ ✓ NA NA  

KM60-001 NA ✓ ✓ NA NA  

KM60-003 NA ✓ ✓ NA NA  

KM60-S06 NA ✓ ✓ NA NA  

KM61-003 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-005 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-010 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-015 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-020 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-025 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-030 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-040 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-050 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-060 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-070 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-080 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-090 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM61-100 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-010 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-015 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-020 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-025 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-030 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-040 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-050 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-060 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-070 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-080 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-090 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM62-100 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM65-001 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM65-003 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM65-005 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM65-007 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM65-010 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM65-015 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM65-020 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM65-025 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM65-030 NA ✓*7 ✓*7 NA NA  

KM69-010 NA ✓ ✓ NA NA  

KM72-2N 
IM 34M06M52-03 

NA ✓ ✓ NA NA  

KM73-1N NA ✓ ✓ NA NA  
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*7: 金属製盤内での配線を目的とする場合。盤外へ引き出す場合には VW-1 相当の難燃特性を持つ KM69 をお使いください。 
 
 

■ 付加仕様コード 
主銘板の SUFFIX 部に下記付加仕様コードが付いた特殊モジュールがあります。 

「/NR」は RoHS 非適合，CE/UKCA 非適合モジュールです。 

「/NS」は UL/CE/UKCA/RCM/KC/EAC 非適合，RoHS 適合モジュールです。 

「/NU」は UL 非適合，RoHS 適合モジュールです。 

「/C□□」や「/Z□□」の付いた特殊モジュールについては弊社営業にお問い合わせください。 

その他の付加仕様コードは対応状況には影響しません。 

付加仕様コード 意味 

/L□，/L□□ ランタイムライセンス付 
/2N コネクタ変更版 
/DCR デフォルト値変更版 
/DF 単位変更機能付 
/CT コーティング付き 
/L□□□，/S□□□ ケーブル長 
/NR RoHS 非適合版，CE/UKCA 非適合版 
/NS UL/CE/UKCA/RCM/KC/EAC 非適合版，RoHS 適合版 
/NU UL 非適合版，RoHS 適合版 
/C□□ 特定顧客向 
/Z□□ 特定顧客向 

 
 

品名 形名 関連取扱説明書 
適合規格 

UL CE UKCA RCM KC EAC 

ケーブル 

KM80-010 

IM 34M06H46-03 

NA ✓ ✓ NA NA  

KM80-050 NA ✓ ✓ NA NA  

KM80-100 NA ✓ ✓ NA NA  

KM80-200 NA ✓ ✓ NA NA  

KM80-300 NA ✓ ✓ NA NA  

KM81-010 NA ✓ ✓ NA NA  

KM81-050 NA ✓ ✓ NA NA  

KM81-100 NA ✓ ✓ NA NA  

KM81-200 NA ✓ ✓ NA NA  

KM89-002 お問合せください       

端子台 
TA40-0N 

IM 34M06C11-01 
NA ✓ ✓ NA NA  

TA50-0N NA ✓ ✓ NA NA  

ブランク F3BL00-0N IM 34M06C11-01 NA ✓ ✓ NA NA NA 



 
 

 IM 34M06C11-01
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PART-B  FA-M3 バリュー(F3SC21-1N)編 
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B1. システム構成 

B1.1 システム構成 
■ 基本構成 

FA-M3 バリュー（F3SC21-1N）は，以下の機器から構成されます。 

・  F3BU04-0N ベースモジュール 

・ F3SP05-0P シーケンス CPU モジュール（電源，メモリ付き） 

・  F3WD64-3N 入出力モジュール 

FA-M3 バリューが故障した場合は，故障したモジュールの単品交換となります。 

 

シーケンス CPU モジュール（F3SP05-0P）はベースモジュール（F3BU04-0N）の左端に，

入出力モジュール（F3WD64-3N）はスロット 2 に実装して使用します。残りのスロッ

ト 3，スロット 4 には，FA-M3 の各種 I/O モジュールを実装して使用することができま

す。 

 

スロット番号は 3 桁の整数で表され，最上位桁がユニット番号となります。 

メインユニットでは，ユニット番号は 0 になります。 

001 002 003 004

F
3
S
P
0
5

F
3
W
D
6
4

メインユニット
F3SC21-1N

FB010101.VSD

I
／
O
モ
ジ
ュ
| 
ル

I
／
O
モ
ジ
ュ
| 
ル

スロット
番号 →

 
図 B1.1 スロット番号 

■ ユニットの概念 

● メインユニット 

シーケンス CPU モジュール（F3SP05-0P）が実装されたユニットをメインユニットと呼

びます。 

したがって，F3SC21-1N 本体がメインユニットになります。 

● サブユニット 

サブユニットとは，I/O 増設用ユニットです。FA-M3 バリューでは最大 7 台まで増設可

能です。 

I/O 処理点数は，最大 2048 点まで拡張可能です。 

■ 光 FA バスによる入出力点数の拡張 

光 FA バスモジュールまたは，光 FA バス 2 モジュールをメインユニットとサブユニッ

トの両方に実装し，この間を光ファイバケーブルで接続します。 

これにより，遠距離の入出力の分散配置，入出力の点数拡張，および入出力モジュール

を高速で，かつノイズに強い通信で制御することができます。 

光 FA バスモジュールや光 FA バス 2 モジュールは，3 スロット，4 スロットのどちらで

も装着できます。 
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Note 
● FA バス 2 モジュールによる入出力点数の拡張例 

FA バス 2 モジュールを使用して，光 FA バス 2 モジュールと同様に入出力点数の拡張
が可能です。 

FA バス 2 モジュールは，サブユニット間の接続にシールド付きツイストペアケーブ
ルを使用します。 
 
● μ バスによる入出力点数の拡張例 
μバス親局モジュールを使用して，弊社の小形プログラマブルコントローラμFA20
の増設モジュールを接続すれば，入出力点数拡張と入出力の分散配置が行なえます。 
μバス親局モジュールは，3 スロット，4 スロットのどちらでも装着できます。 

μ FA20 増設モジュール

μバス総延長15m

F3SC21-1N

F
3
S
P
0
5

F
3
W
D
6
4

μ
バ
ス
親
局

FB010102.VSD  

 
図 B1.2 入出力点数の拡張例（μバス） 
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B1.2 モジュール実装の制限 
B1.2.1  メインユニット上の実装位置の制限 

F3SC21-1N では，スロット 1 には F3SP05-0P，スロット 2 には F3WD64-3N を実装して

使用します。残りのスロット 3 およびスロット 4 には，FA-M3 シリーズの各種 I/O モ

ジュールを実装することができます。ただし，スロット 3，スロット 4 に CPU モジュー

ルを実装することはできません。 

また，サブユニットを含めた各 I/O モジュールの実装制限等については，「A1.2 モ

ジュール実装の制限」の中の F3SP21-0N と同等ですのでこちらを参照してください。 

B1.2.2  モジュール消費電流による制限 
スロット 3，スロット 4 に実装するモジュールの消費電流の合計値が，以下の値を超え

ないようにしてください。各 I/O モジュールの消費電流については，「A2.9 モジュー

ル消費電流一覧」を参照してください。 

 

スロット 3，4 で使用できる消費電流の合計値：1400mA 

 

F3SP05-0P の電源部電流容量 2000mA 

F3SP05-0P の CPU 部消費電流 350mA 

F3BU04-0N の消費電流 50mA 

F3WD64-3N の消費電流 200mA 

 

したがって，スロット 3，4 で使用できる消費電流の合計値は， 

2000-350-50-200=1400mA 

となります。 
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B1.3 プログラム開発をサポートする周辺ツール 
プログラムの作成／デバッグは，パソコンで手軽にできます。 

ハンディプログラミングコンソール

*：F3SP66，67，71，76では使えません。

FA-M3

Ethernet または

プログラミングツール用ケーブル (RS-232-C)
またはUSB，FL-net

･ FA-M3プログラム開発ツールWideField3
･ FA-M3 ToolBox

パソコン
 

FB010301.VSD

CD-ROM

･ BASICプログラム作成ツールM3 for Windows 

YOKOG
AWA

プリンタ  
図 B1.3 サポートツールの構成機器 
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B2. 仕様と構成 

B2.1 仕様 
■ 共通仕様 

項目 仕様 

電源電圧 100-240V AC  単相 50/60Hz 
電源電圧変動範囲 85～264V AC  50/60Hz±3Hz 
消費電力 35VA 

絶縁抵抗 
AC 外部端子一括－FG 端子間  500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 
フェイル信号接点出力一括－内部回路間  500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
AC 外部端子一括－FG 端子間  1500V AC  1 分間 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 

フェイル信号接点出力 
電源部の前面端子台に装備 接点定格 24V DC 0.3A 
（ノーマルオープン，ノーマルクローズの両端子を装備） 

漏洩電流 3.5mA max. 

不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 10ms (即時検知モード) 

ノイズ耐量 
ノイズ電圧 1500Vp-p，ノイズ幅 1μs，立上り 1ns， 
繰り返し周波数 25～60Hz のノイズシミュレータによる 

耐振動 

JIS C60068-2-6 に準拠 
周波数 10～57Hz   片振幅 0.075mm 
周波数 57～150Hz  加速度 9.8m/s2 

X, Y, Z 各方向掃引サイクル数 10 回 

耐衝撃 
JIS C60068-2-27 に準拠 
147m/s2   X, Y, Z 各方向 3 回 
（DIN レール取付け時 98m/s2） 

使用温度範囲 0～55℃ 

使用周囲湿度 10～90%RH（結露なきこと） 

使用周囲雰囲気 腐食性ガスがなく，塵埃がひどくないこと 

保存周囲温度 -20～75℃ 

保存周囲湿度 10～90%RH（結露なきこと） 

接地 保護接地 (日本国内においては D 種接地) 

冷却方法 自然空冷 

取付け 直付け(固定ネジ M4，4 本(*1))，35mm 幅 DIN レール 

設置高度 海抜 2000m 以下 

安全への対応(*2) UL  
UL 508 認定（ファイル No.E188707） 
（過電圧カテゴリ(*3)：Ⅱ，汚染度(*4)：2） 

構造 盤内蔵型 

外装色 
ライトコバルトブルー マンセル 6.2PB 4.6/8.8 相当 
ランプブラック    マンセル 0.8Y 2.5/0.4 相当 

外形寸法 
147(W)×100 (H)×88.5(D) [mm] 
詳細は，「A2.11 外形寸法」の F3BU04-0N 使用時の寸法を参照のこと 

 
*1： 取付けネジの本数は，「A3.2.2 取付け方法」を参照してください。 
*2： 規格認定または，適合モジュールの詳細については，｢付録 A2．適合規格｣を参照してください。。 
*3： 過電圧カテゴリは，落雷により発生するサージ電圧の減少度合いをもとに，4 つのカテゴリに分類されています。過

電圧カテゴリⅡは，定格電圧が 220/230/240V の局所レベルの系統に適用され，電気器具，携帯型装置等が該当しま
す。 

*4： 汚染度は，機器が使用される環境において，絶縁耐圧や表面抵抗率を低下させる原因となる固体，液体，気体等の
異物が付着する度合いを表しています。汚染度 2 は，通常は，乾燥した非導電性異物の付着のみがありうる環境。
ただし，ときとして結露が発生した場合には，一時的な導通が発生する環境をいいます。 

 

■ 形名および仕様コード 

形名 
基本仕様
コード 

スタイル
コード 

付加仕様
コード 記事 

F3SC21 -1N   FA-M3 バリュー 
(ベース, 電源, シーケンス CPU, DI/O(F3WD64-3N)付き) 

注：F3SC21-1N は受注停止しています。 
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B2.2 構成 
B2.2.1  構成機器 

FA-M3 バリュー（F3SC21-1N）は，以下の機器から構成されます。 

・ F3BU04-0N ベースモジュール 

・ F3SP05-0P シーケンス CPU モジュール（電源，メモリ付き） 

・ F3WD64-3N 入出力モジュール 

 

F3BU04-0N, F3WD64-3N の仕様および他の構成機器については，本編の各々該当する項

を参照してください。 
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B2.3 シーケンス CPU モジュール 
B2.3.1  概要 

F3SP05-0P シーケンス CPU モジュール（電源，メモリ付き）は，F3PU10-0N 相当の電

源を内蔵したシーケンス CPU モジュールです。ここでは，この電源部の仕様を説明し，

シーケンス CPU 部については，「シーケンス CPU 説明書 機能編（F3SP21, 25, 35 対

応）」（IM 34M06P12-02）で説明します。 

B2.3.2  シーケンス CPU モジュール（F3SP05-0P）電源部 
■ 仕様 

項目 仕様 

電源電圧 100-240V AC  単相 50/60Hz 

電源電圧変動範囲 85～264V AC  50/60Hz±3Hz 

消費電力 35VA 

突入電流 
20A max.（120V AC，Ta=25℃） 
45A max.（240V AC，Ta=25℃） 

ヒューズ タイムラグヒューズ（L，N 端子に内蔵，交換不可） 

定格出力電圧 5V DC 

定格出力電流 2.0A 

絶縁抵抗 
AC 外部端子一括－FG 端子間  500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
AC 外部端子一括－FG 端子間  1500V AC 1 分間 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 

漏洩電流 3.5mA max. 

不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 10ms (即時検知モード) 

外形寸法 58(W)×100(H)×83.2(D) mm* 

質量 320g（シーケンス CPU 部を含む） 

*：シーケンス CPU 部を含み，突起部を除く寸法（詳細は外形寸法図参照） 

■ 形名および仕様コード 

 

形名 
基本仕様
コード 

スタイル
コード 

付加仕様
コード 記事 

F3SP05 -0P 
  

シーケンス CPU モジュール 
（電源，メモリ付き）メモリ 5K ステップ 

注：F3SP05-0P は受注停止しています。 
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■ 各部の名称と機能 

電源部のカバーを外すと下図のとおりです。 

FAIL1

COM

FAIL2

N

L

FAIL 
OUTPUT

SP05-0P

RDY

CPU

FAIL1-COM間

FAIL2-COM間

開放

短絡

短絡

開放

通常運転時 システムフェイル時
および停電時

フェイル信号接点出力
接点定格 24VDC 0.3A

保護接地 (日本国内においてはD種接地)

接地 (日本国内においてはD種接地)

100-240V AC

電源モジュールが正常時点灯

FG

LG

FG(Frame Ground)

LG(Line filter Ground)

電源供給

RDY表示（緑）

FB020301.VSD

INPUT 
100-240VAC～

RDY
RUN
ALM
ERR

CPU部 
メンテナンス用LED

PROGRAMMER

プログラミングツール他 
接続コネクタ 

 
図 B2.1 F3SP05-0P シーケンス CPU モジュール 

● 端子部寸法 

 

● 適合圧着端子例 

メーカ 形式 適合電線 適正締付けトルク 

日本圧着端子製造 V1.25-M3 
AWG22～18（0.33～0.82mm2）（銅線） 

0.8N･m 日本圧着端子製造 V1.25-M4 

日本圧着端子製造 V2-M4 AWG16～14（1.3～2.1mm2）（銅線） 

Note 
圧着作業の際には，必ず圧着端子メーカが指定する圧着工具を使用してください。 
 

警　告   

感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 
 

Note 
 LG 端子が正しく接地されない場合には，LG 端子には電源入力端子の約 1/2 の電圧が発

生します。 
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B2.3.3  外形寸法図 
 単位:mm 

83.2 58

2

F3SP05-0P

FB020303.VSD

100
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ハードウェア取扱説明書 
PART-C  FA-M3 バリュー2(F3SC22-□□, F3SC23-□□)編 
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C1. システム構成 

C1.1 システム構成 
■ 基本構成 

FA-M3 バリュー2（F3SC22-□□，F3SC23-□□）は，以下の機器から構成されます。そ

れぞれの形名と構成するモジュールの組み合わせは，図 C1.1 のとおりです。 

・ F3BU04-0N ベースモジュール 

・ F3SP08-0P シーケンス CPU モジュール（電源(M3.5 ネジ)，メモリ付き） 

・ F3SP08-SP シーケンス CPU モジュール（電源(M4 ネジ)，メモリ付き） 

・ F3WD32-3F 入出力モジュール 

・ F3WD64-3F 入出力モジュール 

・ F3WD64-3P 入出力モジュール 

・ F3WD64-4P 入出力モジュール 

・ F3XD16-3F 入力モジュール 

・ F3YD14-5A 出力モジュール 

 

FA-M3 バリュー2 が故障した場合は，故障したモジュールの単品交換となります。 

シーケンス CPU モジュール（F3SP08-□P）はベースモジュール（F3BU04-0N）の左端

に，他の入出力モジュールはスロット 2（または，スロット 2 および 3）に実装して使

用します。残りのスロットには，FA-M3 の各種 I/O モジュールを実装して使用すること

ができます。 

スロット番号は 3 桁の整数で表され，最上位桁がユニット番号となります。メインユ

ニットでは，ユニット番号は 0 になります。 
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FC010103.VSD

001 002 003 004

メインユニット 
F3SC23-1A

F
3
S
P
0
8
|

0
P

Ｉ
／
O
モ
ジ
ュ
｜
ル

F
3
S
P
0
8
|

S
P

F
3
X
D
1
6
|

3
F

F
3
Y
D
1
4
|

5
A

Ｉ
／
O
モ
ジ
ュ
｜
ル

F
3
X
D
1
6
|

3
F

F
3
Y
D
1
4
|

5
A

スロット
番号 →スロット

番号 →

                                                
図 C1.1 モジュール構成とスロット番号 
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■ ユニットの概念 

● メインユニット 

シーケンス CPU モジュール（F3SP08-0P，F3SP08-SP）が実装されたユニットをメイン

ユニットと呼びます。 

したがって，F3SC22-□□または，F3SC23-□□本体がメインユニットになります。 

● サブユニット 

サブユニットとは，I/O 増設用ユニットのことです。FA-M3 バリュー2 では最大 7 台ま

で増設可能です。 

I/O 処理点数は，最大 2048 点まで拡張可能です。 

 

■ 光 FA バスによる入出力点数の拡張 

光 FA バスモジュールまたは，光 FA バス 2 モジュールをメインユニットとサブユニッ

トの両方に実装し，この間を光ファイバケーブルで接続します。 

これにより，遠距離の入出力の分散配置，入出力の点数拡張，および入出力モジュール

を高速で，かつノイズに強い通信で制御することができます。 

光 FA バスモジュールや光 FA バス 2 モジュールは，3 スロット，4 スロットのどちらで

も装着できます。 

 

Note 
●FA バス 2 モジュールによる入出力点数の拡張例 

FA バス 2 モジュールを使用して，光 FA バス 2 モジュールと同様に入出力点数の拡張
が可能です。 

FA バス 2 モジュールは，サブユニット間の接続にシールド付きツイストペアケーブ
ルを使用します。 
 
●μ バスによる入出力点数の拡張例 
μバス親局モジュールを使用して，弊社の小形プログラマブルコントローラμFA20
の増設モジュールを接続すれば，入出力点数拡張と入出力の分散配置が行なえます。 
μバス親局モジュールは，3 スロット，4 スロットのどちらでも装着できます。 

μ FA20 増設モジュール 

μバス総延長15m

F3SC22-□□，F3SC23-□□

F
3
S
P
0
8

F
3
L
U
0
1

FC010104.VSD  

 
図 C1.2 入出力点数の拡張例（μバス） 
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C1.2 モジュール実装の制限 
C1.2.1  メインユニット上の実装位置の制限 

F3SC22-□□では，スロット 1 に F3SP08-0P を，F3SC23-□□ではスロット 1 に F3SP08-

SP を実装して使用します。残りのスロットには，共にあらかじめ指定されたモジュー

ルを実装して使用します。 

空きスロットには，FA-M3 シリーズの各種 I/O モジュールを実装することができます。

ただし，空きスロットに CPU モジュールを実装することはできません。 

また，サブユニットを含めた各 I/O モジュールの実装制限等については，「A1.2 モ

ジュール実装の制限」の中の F3SP21-0N と同等ですのでこちらを参照してください。 

C1.2.2  モジュール消費電流による制限 
空きスロットに実装するモジュールの消費電流の合計値が，以下の値を超えないように

してください。各 I/O モジュールの消費電流については，「A2.9 モジュール消費電流

一覧」を参照してください。 

 

● 空きスロットに実装するモジュールで使用できる消費電流の合計値 

F3SC22-1F/F3SC23-1F 1500mA 

F3SC22-2F/F3SC23-2F/F3SC23-2P/F3SC23-6P 1400mA 

F3SC22-1A/F3SC23-1A 1415mA 

 

● 各モジュールの電流容量，消費電流 

F3SP08-0P/F3SP08-SP 電源部電流容量  2000mA 

F3SP08-0P/F3SP08-SP CPU 部消費電流  350mA 

F3BU04-0N 消費電流  50mA 

F3WD32-3F 消費電流  100mA 

F3WD64-3F 消費電流  200mA 

F3WD64-3P 消費電流  170mA 

F3WD64-4P 消費電流  170mA 

F3XD16-3F 消費電流  65mA 

F3YD14-5A 消費電流  120mA 

 

したがって，空きスロットに実装したモジュールで使用できる消費電流の合計値は，電

源部電流容量 2000mA から，あらかじめ実装されている各モジュールの消費電流を引い

た値となります。 
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C1.3 プログラム開発をサポートする周辺ツール 
プログラムの作成／デバッグは，パソコンで手軽にできます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 C1.3 サポートツールの構成機器 

Note 
F3SP08-SP を使用する際は，WideField3 および ToolBox における“CPU 機種変更・プロ

パティ”画面の CPU 機種を F3SP08-0P に設定してご使用ください。 
 

 

 

ハンディプログラミングコンソール

*：F3SP66，67，71，76では使えません。

FA-M3

Ethernet または

プログラミングツール用ケーブル (RS-232-C)

またはUSB，FL-net

･ FA-M3プログラム開発ツールWideField3
･ FA-M3 ToolBox

パソコン
 

FC010301.VSD

CD-ROM

･ BASICプログラム作成ツールM3 for Windows 

YOKOG
AWA

プリンタ
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C2. 仕様と構成 

C2.1 仕様 
■ 共通仕様 

項目 仕様 

電源電圧 100-240V AC  単相 50/60Hz 
電源電圧変動範囲 85～264V AC  50/60Hz±3Hz 

消費電力 35VA 

絶縁抵抗 
AC 外部端子一括－FG 端子間  500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 
フェイル信号接点出力一括－内部回路間  500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
AC 外部端子一括－FG 端子間  1500V AC  1 分間 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 

フェイル信号接点出力 
電源部の前面端子台に装備 接点定格 24V DC 0.3A 
（ノーマルオープン，ノーマルクローズの両端子を装備） 

漏洩電流 3.5mA max. 

不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 10ms (即時検知モード) 

ノイズ耐量 

ノイズ電圧 1500Vp-p，ノイズ幅 1μs，立上り 1ns， 
繰り返し周波数 25～60Hz のノイズシミュレータによる 
CE/UKCA マーキング適合品については，EN 61326-1，EN 61326-2-3*5 ，および EN 
61000-6-2にも適合 

耐振動 

JIS C60068-2-6 に準拠 
周波数 10～57Hz   片振幅 0.075mm 
周波数 57～150Hz  加速度 9.8m/s2 

X, Y, Z 各方向掃引サイクル数 10 回 

耐衝撃 
JIS C60068-2-27 に準拠 
147m/s2   X, Y, Z 各方向 3 回  （DIN レール取付け時 98m/s2） 

使用温度範囲 0～55℃ 

使用周囲湿度 10～90%RH（結露なきこと） 

使用周囲雰囲気 腐食性ガスがなく，塵埃がひどくないこと 

保存周囲温度 -20～75℃ 

保存周囲湿度 10～90%RH（結露なきこと） 
接地 保護接地 (日本国内においては D 種接地) 
冷却方法 自然空冷 
取付け 直付け(固定ネジ M4，4 本*1），35mm 幅 DIN レール 
設置高度 海抜 2000m 以下 

安全 
および 
EMC 
への 
対応 
*2 

UL 
UL 508 認定（ファイル No.E188707） 
 （過電圧カテゴリ*3：Ⅱ，汚染度*4：2） 

CE 
 
UKCA 

EMC 指令 
/規則 

EN 61326-1 Class A, Table 2 適合 
EN 61326-2-3 適合*5 
EN 55011 Class A, Group 1 適合 
EN 61000-6-2 適合 
EN 61000-3-2，EN 61000-3-3 適合 

低電圧指令 
/規則 

EN 61010-1 ，EN IEC 61010-2-201 適合（F3SC23-□□のみ） 
（過電圧カテゴリ*3：Ⅱ，汚染度*4：2） 

RoHS 指令 
/規則*6 *7 

EN IEC 63000 適合 

RCM  
EN 55011 Class A，Group 1 適合 
EN 61326-1 ClassA, Table 2 適合 

KC 韓国電磁波適合性基準適合 

EAC  
CU TR 004/2011 
CU TR 020/2011適合 

構造 盤内蔵型 

外装色 
ライトコバルトブルー マンセル 6.2PB 4.6/8.8 相当 
ランプブラック    マンセル 0.8Y 2.5/0.4 相当 

外形寸法 
147 (W)×100 (H)×88.5 (D) [mm] 
詳細は，「A2.11 外形寸法」の F3BU04-0N 使用時の寸法を参照のこと 

 
*1： 取付けネジの本数は，「A3.2.2 取付け寸法」を参照してください。 
*2： 規格認定または，適合モジュールの詳細については，｢付録 A2．適合規格｣を参照してください。 
*3： 過電圧カテゴリは，落雷により発生するサージ電圧の減少度合いをもとに，4 つのカテゴリに分類されています。過

電圧カテゴリⅡは，定格電圧が 220/230/240V の局所レベルの系統に適用され，電気器具，携帯型装置等が該当しま
す。 

*4： 汚染度は，機器が使用される環境において，絶縁耐圧や表面抵抗率を低下させる原因となる固体，液体，気体等の
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異物が付着する度合いを表しています。 
  汚染度 2 は，通常は，乾燥した非導電性異物の付着のみがありうる環境。ただし，ときとして結露が発生した場合

には，一時的な導通が発生する環境をいいます。 
*5： EN 61326-2-3 は，F3CU04-□□にのみ適用します。 

*6： 10 物質 RoHS に対応。制限物質のフタル酸エステルは移行性（接触により他の成形品から物質が移動する性質）が 

高く，工程内汚染防止に注意が必要です。梱包開梱後の製品は，お客様にて汚染防止のための管理をお願いします。 

*7：    F3SP08-0P, F3SP08-SP, F3WD64-3F は除く。 
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■ 形名および仕様コード 

形名 
基本仕様
コード 

スタイル
コード 

付加仕様
コード 記事 

F3SC22 -1A   
FA-M3 バリュー2 
（ベース，電源(M3.5 ネジ)，シーケンス CPU， 

DI/O(F3XD16-3F，F3YD14-5A)付き） 

  

  
-1F   

FA-M3 バリュー2 
（ベース，電源(M3.5 ネジ)，シーケンス CPU， 

DI/O(F3WD32-3F)付き） 

-2F   
FA-M3 バリュー2 
（ベース，電源(M3.5 ネジ)，シーケンス CPU， 

DI/O(F3WD64-3F)付き） 
      注：F3SC22-□□は受注停止しています。 

 

形名 
基本仕様
コード 

スタイル
コード 

付加仕様
コード 記事 

F3SC23 -1A   
FA-M3 バリュー2 
（ベース，電源(M4 ネジ)，シーケンス CPU， 

DI/O(F3XD16-3F，F3YD14-5A）付き） 

  

  
-1F   

FA-M3 バリュー2 
（ベース，電源(M4 ネジ)，シーケンス CPU， 

DI/O(F3WD32-3F）付き） 

-2F   
FA-M3 バリュー2 
（ベース，電源(M4 ネジ)，シーケンス CPU， 

DI/O(F3WD64-3F)付き） 

-2P   
FA-M3 バリュー2 
（ベース，電源(M4 ネジ)，シーケンス CPU， 

DI/O(F3WD64-3P)付き 

-6P   
FA-M3 バリュー2 
（ベース，電源(M4 ネジ)，シーケンス CPU， 

DI/O(F3WD64-4P)付き 
      注：F3SC23-2F は受注停止しています。 
 

C2.2 構成 
C2.2.1  構成機器 

FA-M3 バリュー2（F3SC22-□□，F3SC23-□□）は，以下の機器から構成されます。そ

れぞれの形名と構成するモジュールの組合わせは，図 C1.1 のとおりです。 

・ F3BU04-0N ベースモジュール 

・ F3SP08-0P シーケンス CPU モジュール（電源（M3.5 ネジ），メモリ付き） 

・ F3SP08-SP シーケンス CPU モジュール（電源（M4 ネジ），メモリ付き） 

・ F3WD32-3F 入出力モジュール 

・ F3WD64-3F 入出力モジュール 

・ F3WD64-3P 入出力モジュール 

・ F3WD64-4P 入出力モジュール 

・ F3XD16-3F 入力モジュール 

・ F3YD14-5A 出力モジュール 

 

F3BU04-0N，F3WD64-□□，F3XD16-3F，F3YD14-5A の仕様および他の構成機器につい

ては，本編の各々該当する項を参照してください。 

ここでは，FA-M3 バリュー2（F3SC22-□□，F3SC23-□□）専用モジュールである 

F3SP08-0P，F3SP08-SP と F3WD32-3F について説明します。 

Note 
F3SP08-SP を使用する際は，WideField3 および ToolBox における“CPU 機種変更・プロ

パティ”画面の CPU 機種を F3SP08-0P に設定してご使用ください。 
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C2.3 シーケンス CPU モジュール 
C2.3.1  概要 

F3SP08-0P シーケンス CPU モジュール（電源，メモリ付き）は，F3PU10-0N 相当の電

源を，F3SP08-SP シーケンス CPU モジュール（電源，メモリ付き）は，F3PU10-0S 相当

の電源を内蔵したシーケンス CPU モジュールです。ここでは，この電源部の仕様を説

明し，シーケンス CPU 部については，｢シーケンス CPU 説明書 機能編（F3SP21, 25, 35

対応）｣（IM 34M06P12-02）で説明します。 

C2.3.2  シーケンスCPUモジュール(F3SP08-0P/F3SP08-SP)電源部 
■ 仕様 

項目 仕様 

電源電圧 100-240V AC  単相 50/60Hz 

電源電圧変動範囲 85～264V AC  50/60Hz±3Hz 

消費電力 35VA 

突入電流 
20A max.(120V AC, Ta=25℃） 
45A max.(240V AC, Ta=25℃） 

ヒューズ タイムラグヒューズ（L，N 端子に内蔵，交換不可） 

定格出力電圧 5V DC 

定格出力電流 2.0A 

絶縁抵抗 
AC 外部端子一括－FG 端子間  500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間 500V DC 絶縁抵抗計にて 5MΩ以上 

耐電圧 
AC 外部端子一括－FG 端子間  1500V AC 1 分間 

フェイル信号接点出力一括－内部回路間  1000V AC  1 分間 

漏洩電流 3.5mA max. 

不感瞬停時間 20ms (標準モード) / 10ms (即時検知モード) 

外形寸法 58 (W) × 100 (H) × 83.2 (D) mm* 

質量 320g（シーケンス CPU 部を含む） 

*：シーケンス CPU 部を含み，突起部を除く寸法（詳細は外形寸法図参照） 

■ 形名および仕様コード 
 

形名 
基本仕様
コード 

スタイル
コード 

付加仕様
コード 記事 

 
F3SP08 -0P   

シーケンス CPU モジュール（電源，メモリ付き） 
メモリ：10K ステップ 
電源部端子ネジ：M3.5 

  -SP   
シーケンス CPU モジュール（電源，メモリ付き） 
メモリ：10K ステップ 
電源部端子ネジ：M4 

注：F3SP08-0P は受注停止しています。 
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■ 各部の名称と機能 

電源部のカバーを外すと下図のとおりです。 

FAIL1

COM

FAIL2

N

L

FAIL 
OUTPUT

SP08-0P

RDY

CPU

FAIL1-COM間

FAIL2-COM間

開放

短絡

短絡

開放

通常運転時
システムフェイル時

および停電時

フェイル信号接点出力
接点定格 24VDC 0.3A

保護接地 (日本国内においてはD種接地)

接地 (日本国内においてはD種接地)

100-240V AC

電源モジュールが正常時点灯

FG

LG

FG(Frame Ground)

LG(Line filter Ground)

電源供給

RDY表示（緑）

FC020301.VSD

INPUT 
100-240VAC～

RDY
RUN
ALM
ERR

PROGRAMMER

プログラミングツール他 
接続コネクタ 

CPU部 
メンテナンス用LED

 
図 C2.1 F3SP08-0P / F3SP08-SP シーケンス CPU モジュール 

● 端子部寸法 

FB020302.VSD

7.1mm
8.2mm

M3.5

F3SP08-0P

7.1mm
8.2mm

M4

F3SP08-SP

 
● 適合圧着端子例 

メーカ 形式 適合電線 
適用先と適正締付けトルク 

F3SP08-0P F3SP08-SP 
日本圧着端子製造 V1.25-M3 

AWG22～18(0.33～0.82mm2)（銅線） 
0.8N･m 

使用できません 

日本圧着端子製造 V1.25-M4 
1.2N･m 

日本圧着端子製造 V2-M4 AWG16～14 (1.3～2.1mm2)（銅線） 

Note 
圧着作業の際には，必ず圧着端子メーカが指定する圧着工具を使用してください。 
 

警　告   

感電防止のため，配線作業等は全ての電源を OFF にしてから行ってください。 
 

Note 
 LG 端子が正しく接地されない場合には，LG 端子には電源入力端子の約 1/2 の電圧が発

生します。 
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C2.3.3  外形寸法図 
 単位:mm 

 

 

 

Note 
・ F3SP08-SP は，F3SP08-0P の端子ネジを M3.5→M4 に変更したものです。端子ネジ

以外の寸法や，内部回路等はすべて同一です。 
 

 

83.2 58

2

F3SP08-0P / F3SP08-SP

FC020303.VSD

100
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C2.4 F3WD32-3F  入出力モジュール 
● 入力部 

項目 
仕様 

F3WD32-3F 

入力形式 DC 電圧 

点数 16 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

耐電圧 外部接続コネクタ一括－内部回路間    1500V AC，1 分間  

定格入力電圧 24V DC 

使用電圧範囲 20.4～26.4V DC 

定格入力電流 
4.1mA／点 
（24V DC） 

入力インピーダンス 5.9kΩ      

動作電圧／電流 
ON 

16.0V DC 以上 
3.2mA 以上 

OFF 
5.8V DC 以下 
0.9mA 以下 

応答時間 
OFF→ON 2ms 以下または 17ms の指定可 

ON→OFF 3.5ms 以下または 18.5ms の指定可 

割込み なし 

消費電流 100mA（5V DC）（出力部を含む） 

入力表示 LED（ON 時点灯） 

外部接続 40 極コネクタ×  1（出力部と共用） 

質量 100ｇ（出力部を含む） 

最大同時 ON 率 100％  
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● 出力部 

項目 
仕様 

F3WD32-3F 

出力形式 トランジスタ接点（シンクタイプ） 

点数 16 

コモン方式 8 点／コモン 

絶縁方式 フォトカプラ絶縁 

定格負荷電圧 
（使用負荷電圧範囲） 
（使用負荷範囲） 

DC 
24V DC 
（20.4～26.4V DC） 

AC ─── 

最大負荷電流 0.1A／点，0.4A／コモン 

応答時間 
OFF→ON 1ms 以下 

ON→OFF 1ms 以下 

ON 電圧 0.5V DC 以下 

OFF 時漏洩電流 0.1mA 以下 

寿命 
機械的 ─── 

電気的 ─── 

サージキラー*1 ツェナーダイオード 

ヒューズ なし 

消費電流 100mA(5V DC)（入力部を含む） 

出力表示*2 
LED（ON 時点灯） 
切換えスイッチを OUT に設定すると出力状態を表示 

プログラム停止時の 
出力ホールド／リセット*3 

シーケンス CPU 使用時 
初期値：リセット 
モジュール単位で一括設定可 
BASIC CPU 使用時 
設定機能なし 
常にホールド 

外部供給電源 24V DC, 30mA 

外部接続 40 極コネクタ×1（入力部と共用） 

質量 100g（入力部を含む） 

*1： リレーなどの誘導性負荷を接続する場合は，負荷側にもサージキラーが必要です。「A3.6.5 出力機器との接続」を
参照してください。 

*2： 表示部（LED）と回路出力部は独立していますので，故障時は表示部（LED）と接点の動作が異なる場合がありま
す。 

*3：  CPU 故障時の動作については，「A4.3.3 故障のランクと出力動作」を参照してください。 
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● 表面形状 

 

 

■ 入出力モジュール 

● 内部回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 外部接続図 
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● 動作環境 

このモジュールが使用可能な CPU モジュールは以下のとおりです。 

・ F3SP08-0P 

・ F3SP08-SP 

● 形名および仕様コード 

形名 
基本仕様 
コード 

スタイル 
コード 

付加仕様
コード 記事 

F3WD32 -3F   24V DC 入出力 

 

● 外形寸法図 

83.2 28.9

2

1.3

100

FC020307.VSD

単位:mm
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索  引 
 C  
CE ................................................... A2-1, A3-36, 付 A2-1 

CPU リセット ......................................................... A4-11 

 D  
D-Sub9 ピン(メス) 

 ....................... A2-101, A2-103, A2-109, A2-110, A2-111 

D-Sub 25 ピン(オス) ............... A2-100, A2-109, A2-110 

 E  
EAC ...................................................................... 付 A2-2 

EMC ............................................... A2-1, A3-37, 付 A2-1 

 F  
FAIL 接点 ............................ A2-13, A3-17, A3-18, A3-19 

FG クランプ ....................... A3-39, A3-41, A3-42, A3-44 

 I  
I/O 割付け ............................................................ 付 A1-8 

I/O 増設 ............................................ A1-1, A1-3, 付 A1-5 

 K  
KC ............................................................. A2-1, 付 A2-1 

 Ｌ  
LED ........................................... A2-24, A4-3, A4-6, A4-9 

LVD ...................................................................... 付 A2-2 

 R  
RCM .......................................................... A2-1, 付 A2-1 

RoHS .................................................................... 付 A2-1 

ROM パック ................................................. A2-4, A2-98 

 S  
SHIELD ............ A2-23, A2-26, A2-100, A2-101, A2-103,  

A2-109, A2-110, A2-111, A3-12 

SIO ポート接続 ...................................... A2-110, A2-111 

 U  
UKCA ........................................................ A2-1, 付 A2-1 

USB ............................................................. A2-9, A2-102 

UL .............................................................. A2-1, 付 A2-1 

 

 

 ア  
圧着端子 .................A2-14, A2-16, A2-18, A2-20, A2-22, 

A2-114, A3-22, A3-26 

アンフェノールハーフピッチ 14 ピン(オス) . A2-101 

 カ  
外部供給電源 ......................................... A2-119, A2-124 

外部ヒューズ ......................................................... A3-14 

過熱保護 ............................. A2-68, A2-71, A2-74, A2-86 

 キ  
機械的寿命 ................................................. A2-55, A2-64 

 ケ  
ケーブル ..................................................... A2-9, A2-100 

ケーブル挿抜回数 

A2-100, A2-101, A2-102, A2-103, A2-109, A2-110, A2-111 

ケーブル曲り分寸法 ............................................. A3-10 

ケーブル断線 ............... A2-100, A2-105, A2-108, A3-10 

ケーブル布設工事 ....................... A2-108, A3-10, A3-42 

 コ  
故障........................................................................... A4-6 

コネクタ ..................A2-12, A2-24, A2-25, A3-26, A3-27 

コネクタタイプ ..................................................... A2-24 

 サ  
サージ ............................................. A3-21, A3-30, A3-32 

サブユニット ................................................. A1-1, A1-3 

 シ  
シールド付きケーブル  ................ A3-26, A3-34, A3-42 

シグナルグランド ............ A2-14, A2-16, A2-18, A2-20, 

A2-22, A2-23, A3-12, A3-25 

自己診断 ................................................................... A4-3 

実装制限 .................................................... A1-5, 付 A1-1 

瞬停................................................. A3-17, A3-18, A3-19 

周囲温度・周囲湿度 ....................................  A2-1, A3-1 

消費電流 ............................................................... A2-119 

消費電力 ................................................................. A3-35 
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 ス  
スロット .............................. A1-2, A1-5, A2-23, 付 A1-5 

スロット位置 ............................................... A1-2, A2-27 

スロット番号 ................................................. A1-2, A1-5 

 セ  
絶縁 ..................................... A2-25, A3-13, A3-23, A3-47 

絶縁抵抗 ................................................................... A2-2 

 ソ  
即時検知モード ............................... A3-16, A3-18, A4-6 

 タ  
ダイオード ........................... A3-21, A3-30, A3-32, A5-1 

端子ネジ ..... A2-16, A2-18, A2-22, A2-24, A3-22, A3-26 

端子台 ................. A2-12, A2-24, A2-104, A2-112, A3-27 

端子台タイプ ......................................................... A2-24 

端子配列 ................................................................. A2-25 

端子番号 ..................................................... A2-25, A2-27 

短絡保護 ................. A2-68, A2-71, A2-74, A2-86, A3-14 

 テ  
停電検知 ......................................... A3-17, A3-18, A3-19 

低電圧指令 ............................................................. A3-45 

電気的寿命 ................................................. A2-55, A2-64 

電源 ........................... A2-2, A2-13, A3-22, A3-23, A3-24 

電源極性 ..... A2-60, A2-69, A2-72, A2-74, A2-87, A3-26 

電源供給 ................. A2-13, A2-15, A2-17, A2-19, A2-21 

電磁妨害 ................................................................. A3-37 

テンションメンバ ............................................... A2-107 

電線 

 ......... A2-14, A2-16, A2-18, A2-20, A2-22, A3-22, A3-26 

伝送損失 ................................................. A2-105, A2-107 

 ト  
トライアック接点 ................................................. A2-53 

トランジスタ接点（TR 出力） .............................. A2-5 

取付けネジ ............................................................... A3-4 

 ナ  
内蔵ヒューズ ......... A2-13, A2-15, A2-17, A2-19, A2-21 

A2-52, A2-53, A2-58, A2-62, A3-14 

 ニ  
入力リレー番号 ..................................................... A2-27 

 ノ  
ノイズ対策 ............................................................. A3-20 

ノイズフィルタ ................. A3-20, A3-24, A3-25, A3-43 

 

 

 ハ  
パルスキャッチ機能 ............................................. A2-27 

バッテリ ................................................................. vi, viii 

 ヒ  
光コネクタ ............................................. A2-105, A2-106 

光ファイバ ................................. A2-105, A2-106, A3-10 

ヒューズ .................A2-13, A2-15, A2-17, A2-19, A2-21,  

A2-52, A2-53, A2-58, A2-62, A3-14 

ピンアサインA2-100, A2-101, A2-103, A2-109, A2-110, 

A2-111 

 フ  
プラグ ......................................................... A2-12, A3-27 

プーリングアイ ......................................... A2-9, A2-107 

フェライトコア ....................................... A2-102, A3-42 

負荷短絡保護 ..................... A2-68, A2-71, A2-74, A2-86 

不感瞬停 ............................... A2-2, A3-17, A3-18, A3-19 

 ム  
無電圧接点 ................................................ A2-34,  A2-35 

 メ  
メイン CPU .................................................... A1-5, A1-6 

メインユニット ......................... A1-1, A1-2, A1-6, A1-8 

メモリクリア ......................................................... A4-10 

 モ  
モジュール一覧 ....................................................... A2-3 

 ユ  
ユニット ......................................................... A1-1, A1-2 

ユニット番号 ...................... A1-1, A1-2, A2-26, 付 A1-6 

 ヨ  
予防保全 ........................................................................ vi 

ヨーロッパ端子 ....................................... A2-12, A2-117 

 リ  
リセットスタート ....................................... A3-17, A4-6 

リチウム電池 ......................................................... vi, viii 

リレー接点 ................................................. A2-55, A2-64 
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